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1年 2年 3年 4年 A
さん

B
さん

C
さん

（必修）専攻分野（主科目）提供科目より
        数科目選択
　
　　　　※所属分野（主科目）提供科目は、
　　　　　必ず8単位以上履修すること。

8単位
以上

● ● 8 16 10

（必修）発表表現演習 2 ● ● 2 2 2

研
究

指
導

科
目

（必修）研究指導 8 ● ● ● ● 8 8 8

（必修）医学研究概論 1 ● 1 1 1

（必修）医学研究基本演習 1 ● 1 1 1

（必修）医学研究セミナー 1 ● ● 1 1 1

大
学
院

共
通
教

育
科
目

（必修）研究公正Ｂ 1 ● 1 1 1

（選択）『専門教育科目（主科目）』以外の
　　　　提供科目から数科目選択

（専攻分野以外の専門教育科目、がん専門医療人材養成コー
ス、重症児の在宅支援を担う医師等養成コース、医療統計コー

スの提供科目）

　　※合計30単位となるよう履修すること。

● ● 8 0 4

（選択）大学院共通教育科目（研究公正Ｂを除く）
　　　　のうち、医学研究科が開講している科目に
　　　　限り、2単位以内で修了単位として認定。 ● ● ● ● 0 0 2

30単位
以上

30 30 30

修了要件

2024年度入学生履修内容一覧（一般コース）

履修年次
（標準履修年次）

履修科目

4年以上在学し（優れた研究業績をあげたものについては3年以上）、合計30単位を修得し、かつ必要な研究
指導を受けた上、学位論文の審査および試験に合格すること。

履修ﾌﾟﾗﾝ例
（単位）

専
門
教
育
科
目

（

選
択
）

0～8
単位

科目
区分

専
門
教
育
科
目

（

主
科
目
）

単位数

合　計
（修了に必要な単位：30単位以上）

共
通
教
育
科
目

　※がん専門医療人材養成コース、医療統計コース、
　　重症児の在宅支援を担う医師等養成コースは、別途指定する科目を履修すること。
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博士課程　授業科目一覧表

ｼﾗﾊﾞｽ

必修 選択 掲載頁

分子薬理学特論 1～2 2 16

循環薬理学特論 1～2 2

免疫薬理学特論 1～2 2

腫瘍薬理学特論 1～2 2

分子薬理学演習 1～2 2

循環薬理学演習 1～2 2

免疫薬理学演習 1～2 2

腫瘍薬理学演習 1～2 2

炎症シグナル学特論 1～2 2 36

細胞生物学特論 1～2 2

医化学特論 1～2 2

分子生物学特論 1～2 2

医化学基礎演習 1～2 2

医化学応用演習 1～2 2

分子制御生物学総論 1～2 2 52

分子制御生物学各論 1～2 2

分子制御生物学演習1 1～2 2

分子制御生物学演習2 1～2 2

病態生理学（腫瘍病態学総論） 1～2 2 63

病態生理学（腫瘍病態学特論1） 1～2 2

病態生理学（腫瘍病態学特論2） 1～2 2

病態生理学（病態免疫学総論） 1～2 2

病態生理学演習（加齢性病態研究演習） 1～2 2

病態生理学演習（腸内細菌叢研究演習） 1～2 2

機能細胞形態学1 1～2 4 75

機能細胞形態学2 1～2 2

機能細胞形態学3 1～2 2

機能細胞形態学演習1 1～2 2

機能細胞形態学演習2 1～2 2

神経生理学（総論） 1～2 2 86

神経生理学（各論） 1～2 2

神経生理学演習 1～2 4

細胞機能制御学1 1～2 2 96

細胞機能制御学2 1～2 2

細胞機能制御学3 1～2 2

細胞機能制御学4 1～2 2

細胞機能制御学演習 1～2 4

脳神経機能形態学（脳神経機能形態学講義1） 1～2 1 103

脳神経機能形態学（脳神経機能形態学講義2） 1～2 1

脳神経機能形態学（脳神経機能形態学演習1） 1～2 2

脳神経機能形態学（脳神経機能形態学演習2） 1～2 2

脳神経機能形態学（脳神経機能形態学演習3） 1～2 2

脳神経機能形態学（脳神経機能形態学演習4） 1～2 2

環境リスク評価学（毒性学） 1～2 2 111

環境リスク評価学（実験腫瘍学） 1～2 2

環境リスク評価学演習（実験病理学） 1～2 4

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目
　
（

基
礎
医
科
学
専
攻
）

神経生理学

細胞機能制御学

授業科目 科目提供講座・分野
配当
年次

単位数

分
 
子
 
生
 
体
 
医
 
学
 
講
 
座

環境リスク評価学

分子制御生物学

分子病態薬理学

医化学

病態生理学

機能細胞形態学

脳神経機能形態学
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博士課程　授業科目一覧表

ｼﾗﾊﾞｽ

必修 選択 掲載頁
授業科目 科目提供講座・分野

配当
年次

単位数

分子病理学（実験腫瘍学） 1～2 4 118

分子病理学演習（実験病理学） 1～2 2

分子病理学演習（臨床病理検討会） 1～2 2

産業医学1 1～2 3 125

産業医学2 1～2 3

産業医学3 1～2 2

産業医学演習1 1～2 2

産業医学演習2 1～2 2

産業医学実習 1～2 4

公衆衛生学（公衆衛生学基礎） 1～2 3 138

公衆衛生学（公衆衛生学応用） 1～2 3

公衆衛生学（疫学データ解析講習） 1～2 1

公衆衛生学（公衆衛生対策） 1～2 1

公衆衛生学（公衆衛生学研究計画演習） 1～2 4

公衆衛生学（公衆衛生学研究読解演習） 1～2 2

運動生体医学（基礎解剖生理特論） 1～2 2 151

運動生体医学（高次脳機能特論） 1～2 2

運動生体医学演習（心理・生理学的計測演習） 1～2 6

運動生体医学演習（脳機能イメージング演習） 1～2 6

運動環境生理学（運動環境生理学総論） 1～2 2 159

運動環境生理学（運動環境生理学特論） 1～2 3

運動環境生理学（運動環境生理学セミナー） 1～2 1

運動環境生理学（運動環境生理学特別セミナー） 1～2 1

運動環境生理学（スポーツ科学特別セミナー） 1～2 1

運動環境生理学演習（運動環境生理学演習） 1～2 1

運動環境生理学演習（運動環境生理学研究計画演習） 1～2 2

運動環境生理学演習（スポーツ科学演習） 1～2 1

法医学（総論） 1～2 4 173

法医学（各論） 1～2 4

法医学演習（実務・研究演習） 1～2 8

ウイルス学特論 1～2 4 182

ウイルス学演習 1～2 4

ウイルス学・熱帯医学フィールド調査研究実習 1～4 16

細菌学セミナー 1～2 3 188

感染症基礎教育 1～2 4

細菌学研究演習 1～2 2

細菌学実習 1～2 1

感染制御セミナー 1～2 2

ゲノム免疫学（免疫学特論） 1～2 2 201

ゲノム免疫学（自然免疫特論） 1～2 2

ゲノム免疫学（粘膜免疫特論） 1～2 2

ゲノム免疫学（メタゲノム学特論） 1～2 2

血管病態制御学総論 1～2 2 208

血管病態制御学各論 1～2 6

癌分子病態制御学1 1～2 4 212

癌分子病態制御学2 1～2 4

癌分子病態制御学 演習 1～2 4

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目
　
（

基
礎
医
科
学
専
攻
） ウイルス学

細菌学

法医学

癌分子病態制御学

都
　
市
　
医
　
学
　
講
　
座

老
年
医
科
学
講
座

ゲノム免疫学

血管病態制御学

運動環境生理学

産業医学

公衆衛生学

運動生体医学

分子病理学
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博士課程　授業科目一覧表

ｼﾗﾊﾞｽ

必修 選択 掲載頁
授業科目 科目提供講座・分野

配当
年次

単位数

循環器内科学（循環器内科総論） 1～2 2 219

循環器内科学演習（不整脈） 1～2 3

循環器内科学演習（カテーテル治療） 1～2 3

循環器内科学演習（心エコー） 1～2 3

循環器内科学演習（外科治療） 1～2 1

膠原病・リウマチ内科学（臨床総論） 1～2 4 226

膠原病・リウマチ内科学 (臨床各論) 1～2 4

膠原病・リウマチ内科学 (基礎研究演習) 1～2 4

膠原病・リウマチ内科学 (臨床研究演習) 1～2 4

腎臓病態内科学（腎臓学-総論） 1～2 4 234

腎臓病態内科学（病理・診断・治療セミナー） 1～2 4

腎臓病態内科学（臨床研究-演習） 1～2 2

腎臓病態内科学（基礎研究-演習） 1～2 2

呼吸器内科学セミナー 1～2 3 240

呼吸器内科学研究セミナー 1～2 1

呼吸器内科学特論演習 1～2 4

呼吸器内科学総論演習 1～2 6

呼吸器内科学実習 1～2 6

肝胆膵病態内科学（総論） 1～2 2 249

肝胆膵病態内科学（肝感染症学特論） 1～2 1

肝胆膵病態内科学（肝胆膵腫瘍学特論） 1～2 1

肝胆膵病態内科学（肝疾患各論） 1～2 2

肝胆膵病態内科学（胆膵疾患各論） 1～2 2

肝胆膵病態内科学演習（基礎研究計画演習） 1～2 2

肝胆膵病態内科学演習（臨床研究計画演習） 1～2 2

消化器内科学（消化器内科学総論） 1～2 2 258

消化器内科学（消化器内科学特論） 1～2 3

消化器内科学（消化器内視鏡学） 1～2 3

消化器内科学演習（消化器病態学演習） 1～2 2

消化器内科学演習（先端消化器病演習） 1～2 2

代謝内分泌病態内科学（代謝内分泌学-総論） 1～2 4 266

代謝内分泌病態内科学（糖尿病代謝学-特論） 1～2 2

代謝内分泌病態内科学（内分泌学-特論） 1～2 2

代謝内分泌病態内科学（臨床研究-演習） 1～2 2

代謝内分泌病態内科学（基礎研究-演習） 1～2 2

血液腫瘍制御学（血液内科学総論） 1～2 1 279

血液腫瘍制御学（造血幹細胞移植学特論） 1～2 1

血液腫瘍制御学（造血幹細胞移植学特別セミナー） 1～2 1

血液腫瘍制御学（血液腫瘍学特論） 1～2 2

血液腫瘍制御学（血液形態セミナー） 1～2 1

血液腫瘍制御学演習（血液内科学演習) 1～2 2

血液腫瘍制御学演習（造血幹細胞移植学演習） 1～2 2

がん臨床研究計画演習 1～2 2

血液腫瘍制御学実習（血液内科学実習） 1～2 4

血液腫瘍制御学実習（造血幹細胞移植学実習） 1～2 4

神経精神医学 （基礎講義） 1～2 3 299

神経精神医学 （発展講義） 1～2 3

神経精神医学 （応用講義） 1～2 2

神経精神医学演習 （クリニカルカンファレンス） 1～2 2

神経精神医学演習 （リサーチカンファレンス） 1～2 2

膠原病内科学

呼吸器内科学

肝胆膵病態内科学

消化器内科学

代謝内分泌病態内科学

血液腫瘍制御学

神経精神医学

* 腎臓病態内科学

循環器内科学

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目
　
（

臨
床
医
科
学
専
攻
）

臓
 
器
 
器
 
官
 
病
 
態
 
内
 
科
 
学
 
講
 
座
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博士課程　授業科目一覧表

ｼﾗﾊﾞｽ

必修 選択 掲載頁
授業科目 科目提供講座・分野

配当
年次

単位数

脳神経内科学（脳神経内科学総論） 1～2 1 310

脳神経内科学（脳神経内科学特論） 1～2 3

脳神経内科学（認知症特別セミナー） 1～2 1

脳神経内科学（脳循環代謝学特別セミナー） 1～2 1

脳神経内科学（脳卒中特論） 1～2 2

脳神経内科学演習（認知症研究演習） 1～2 2

脳神経内科学演習（脳卒中研究演習） 1～2 2

放射線診断学・IVR学 （放射線医学総論） 1～2 3 321

放射線診断学・IVR学 （放射線診断学特論） 1～2 3

放射線診断学・IVR学 (IVR学特論) 1～2 3

放射線診断学演習 1～2 2

IVR学演習 1～2 2

放射線腫瘍学総論 1～2 2 335

放射線腫瘍学特論 1～2 4

放射線生物学 1～2 2

高精度放射線治療学特論 1～2 2

放射線治療計画法演習 1～2 2

放射線腫瘍学実習 1～2 4

核医学（核医学総論） 1～2 3 348

核医学（核医学各論） 1～2 3

核医学実習（核医学機能画像実習1） 1～2 1

核医学実習（核医学機能画像実習2） 1～2 1

診断病理・病理病態学（病理診断総論） 1～2 4 352

診断病理・病理病態学（腫瘍病理診断総論） 1～2 2

診断病理・病理病態学（腫瘍診断学特論） 1～2 2

診断病理・病理病態学（病理診断学演習） 1～2 2

診断病理・病理病態学（腫瘍病理診断学演習） 1～2 2

麻酔科学総論 1～2 3 359

周術期管理概論 1～2 3

疼痛管理概論 1～2 2

救急医学（蘇生学） 1～2 2 369

救急医学（外傷学） 1～2 4

救急医学（集中治療学） 1～2 2

先端予防医療学セミナー 1～2 1 377

先端予防医療学演習（抄読会） 1～2 1

先端予防医療学演習（カンファレンス） 1～2 1

先端予防医療学　実習1 1～2 4

先端予防医療学　実習2 1～2 2

歯科口腔外科学1 1～2 4 385

歯科口腔外科学2 1～2 4

歯科口腔外科演習 1～2 2

女性生涯医学（周産期医学) 1～2 3 390

女性生涯医学（女性骨盤底医学） 1～2 2

女性生涯医学（生殖内分泌学） 1～2 3

女性生涯医学演習 1～2 4

女性病態医学（婦人科腫瘍学） 1～2 4 399

女性病態医学（婦人科腫瘍学特論） 1～2 4

女性病態医学（婦人科腫瘍学演習） 1～2 2

女性病態医学（婦人科腫瘍学演習 がん臨床研究計画演習） 1～2 2

脳神経内科学

病
 
態
 
診
 
断
 
・
 
生
 
体
 
機
 
能
 
管
 
理
 
医
 
学
 
講
 
座

放射線診断学・IVR学

診断病理・病理病態学

麻酔科学

救急医学

先端予防医療学

歯科・口腔外科学

放射線腫瘍学

* 核医学

女性生涯医学

女性病態医学

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目
　
（

臨
床
医
科
学
専
攻
）

臓
器
器
官

病
態
内
科
学
講
座

泌
尿
生
殖
・

発
達
医
学
講
座
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博士課程　授業科目一覧表

ｼﾗﾊﾞｽ

必修 選択 掲載頁
授業科目 科目提供講座・分野

配当
年次

単位数

発達小児医学総論 1～2 2 410

発達小児医学特論 1～2 3

高度小児医療概論 1～2 2

発達小児医学基礎演習 1～2 2

発達小児医学応用演習1 1～2 1

発達小児医学応用演習2 1～2 1

臨床遺伝学総論 1～2 2 421

臨床遺伝学特論 1～2 3

ゲノム医療概論 1～2 2

臨床遺伝学基礎演習 1～2 2

臨床遺伝学応用演習1 1～2 1

臨床遺伝学応用演習2 1～2 1

泌尿器病態学 1～2 4 433

泌尿器病態学（泌尿器腫瘍学特論） 1～2 2

泌尿器病態学（腎移植学特論） 1～2 1

泌尿器病態学（透析療法学特論） 1～2 1

泌尿器病態学演習 1～2 3

泌尿器病態学演習（慢性腎臓病学演習） 1～2 1

消化器外科学　臨床編 1～2 2 444

消化器外科学　応用編 1～2 2

消化器外科学　基礎編 1～2 2

消化器外科学　専門編 1～2 2

消化器外科学演習（固形癌治療学演習） 1～2 2

消化器外科学演習（外科腫瘍学基礎研究演習） 1～2 2

肝臓・肝移植外科学（肝胆膵外科学特論） 1～2 4 460

胆道・膵臓外科学講義（肝胆膵外科学特論） 1～2 4

肝胆膵外科学演習（肝胆膵外科学演習） 1～2 4

乳腺外科学 (総論) 1～2 2 465

乳腺外科学 (特論1) 1～2 2

乳腺外科学 (特論2) 1～2 2

乳腺外科学 (演習) 1～2 4

心臓血管外科学総論 1～2 2 471

心臓血管外科学各論 1～2 4

低侵襲心臓血管治療特論 1～2 2

心臓血管外科学特別セミナー 1～2 1

心臓血管外科学実習 1～2 2

呼吸器外科学総論 1～2 1 483

呼吸器外科学演習 1～2 2

低侵襲外科治療実習 1～2 2

気管支鏡的治療実習 1～2 2

炎症性疾患外科治療実習 1～2 2

転移性肺腫瘍治療実習 1～2 2

縦隔疾患外科治療実習 1～2 2

肺癌外科治療実習 1～2 2

皮膚病態学1 1～2 2 503

皮膚病態学2 1～2 6

皮膚病態学演習 1～2 4

視覚病態学（制御学特論） 1～2 3 512

視覚病態学（病態学特論） 1～2 3

視覚病態学演習 1～2 2

耳鼻咽喉科（神経耳科学特論） 1～2 3 517

耳鼻咽喉科（頭頸部外科学特論） 1～2 3

耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科鼻科学特論） 1～2 2

発達小児医学

臨床遺伝学

泌尿器病態学

皮膚病態学

外
 
科
 
学
 
講
 
座

肝胆膵外科学

心臓血管外科学

呼吸器外科学

視覚病態学

耳鼻咽喉病態学

消化器外科学

乳腺外科学

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目
　
（

臨
床
医
科
学
専
攻
）

泌
尿
生
殖
・
発
達
医
学
講
座

感
覚
・
運
動
機
能

医
学
講
座
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博士課程　授業科目一覧表

ｼﾗﾊﾞｽ

必修 選択 掲載頁
授業科目 科目提供講座・分野

配当
年次

単位数

脳神経外科学特論1 1～2 1 527

脳神経外科学特論2 1～2 1

脳神経外科臨床演習 1～2 3

脳神経外科学実践トレーニング 1～2 2

脳神経外科学実習 1～2 3

整形外科学（治療法） 1～2 2 536

整形外科学（診断法） 1～2 3

整形外科学（病態生理） 1～2 3

整形外科学臨床研究演習 1～2 3

整形外科学基礎研究演習 1～2 1

リウマチ外科学（治療法） 1～2 2 550

リウマチ外科学（診断法） 1～2 3

リウマチ外科学（病態生理） 1～2 3

リウマチ外科学臨床研究演習 1～2 3

リウマチ外科学基礎研究演習 1～2 1

形成外科学（形成外科学総論） 1～2 3 560

形成外科学（成人形成外科学特論） 1～2 3

形成外科学（小児形成外科学特論） 1～2 2

形成外科学演習（成人形成外科学演習） 1～2 2

形成外科学演習（小児形成外科学演習） 1～2 2

総合医学教育学 総論 1～2 3 573

総合医学教育学 各論（医療人材の育成プログラム開発） 1～2 3

総合医学教育学　各論　（学習者評価） 1～2 2

総合医学教育学（指導法） 演習 1～2 2

総合医学教育学（学習者評価） 演習 1～2 2

感染症セミナー 1～2 6 580

臨床感染症基礎教育 1～2 4

感染症学研究演習 1～2 2

感染症学実習 1～2 1

感染制御セミナー 1～2 2

医療の質・安全管理学（医療の質・安全管理特論） 1～2 3 587

医療の質・安全管理学（医療の質・安全管理演習） 1～2 2

医療の質・安全管理学（医療の質・安全管理実習） 1～2 3

組織線維化と発がんの病態生物学セミナー 1～2 2 596

抗線維化・抗がん治療セミナー 1～2 2

シングルセルRNAシーケンシングセミナー：アプリ
ケーション、サンプル調製、およびデータ分析

1～2 2

グローバル教育と医学の応用実践: 英語で科学論文を
書いて出版する方法

1～2 2

医学統計学　基礎 1～2 3 605

医学統計学　応用 1～2 3

クリニカルトライアル総論 1～2 1

臨床研究管理学 1～2 4

統計コンサルティング1　　※ 2～4 2

統計コンサルティング2　　※ 2～4 2

数理統計学1 1～4 2

数理統計学2 1～4 2

統計学特別講義　　　　　 ※ 1～2 4

形成外科学

整形外科学

* リウマチ外科学

脳神経外科学
感
 
覚
 
・
 
運
 
動
 
機
 
能
 
医
 
学
 
講
 
座

医
 
療
 
管
 
理
 
医
 
学
 
講
 
座

総合医学教育学

臨床感染制御学

医療の質・安全管理学

医療統計学

※の科目は医療統計コース
専攻者のみ履修可能

グローバル教育・医療学

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目
　
（

臨
床
医
科
学
専
攻
）

9



博士課程　授業科目一覧表

ｼﾗﾊﾞｽ

必修 選択 掲載頁
授業科目 科目提供講座・分野

配当
年次

単位数

-

発表表現演習 3～4 2

※各専門分野シラバスの後に掲載

-

研究指導 1～4 8

※各専門分野シラバスの後に掲載

医学研究概論 1 1 11

医学研究基本演習 1 1

医学研究セミナー 1～2 1

大学院共通教育科目 -

研究公正Ｂ 1 1

各
講
座

各分野
（*の分野は除く）

共
通
教

育
科
目

研究指導科目（基礎・臨床医科学専攻）

専門教育科目（基礎・臨床医科学専攻） 各
講
座

各分野
（*の分野は除く）
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博 士 課 程 

共通教育科目

シラバス
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回

第3回

第4回

第5回
第6回
第7回
第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

Protein ubiquitination and its related diseases

各講義内で通知する

疫学研究：デザインと妥当性
腸内細菌と疾患研究　Gut microbiota and diseases

トランスレーショナルリサーチ・産官学連携

Basics of molecular biology experiments
Molecular mechanisms of
hepatocarcinogenesis and its biomarkers
Basics and applications of carcinogenesis
experiments

すべての講義（8コマ）に出席することで単位を認定する。

特になし。
なし。

各講義内で通知する。

研究設備の理解と、医学研究を行うにあたり各専攻に共通で基本的かつ初歩的な実験研究
方法の理論を教授する。研究の組み立て方として、研究目的に沿った種々の実験方法の特
徴を理解し、基本実験法、実験技法、観察、試料採取法などについて学ぶ。次に、実験結
果の解析とその評価の考え方、論文作成法を学ぶ。
さらに、情報検索や論文検索の方法論を学び、英語論文作成法として英語論文の作成に関
する基礎知識を学ぶ。
医学研究を行うにあたり各専攻に共通で基本的かつ初歩的な実験研究方法の理論、実験結
果の解析とその評価の考え方、論文作成法について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
細胞骨格とモータータンパク質

講義

1前 単位数 1

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）医学研究概論
（英）Introductory Course of Medical Study Introductory Course of Medicine
各教員

12



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回
第7回
第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

2023 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）医学研究基本演習
（英）Basic Exercise of Medical Research
各教員

演習

1前 単位数 1

医学研究を行う上での各専攻に共通の基本的かつ初歩的な実験研究方法を理解する演習で
ある。各施設を利用して、取り扱い指針の解説後、実験研究機器の基本的な取り扱い方と
実験手技のガイダンスを行う。次に、実験手技のデモンストレーションと解説を行う。論
文作成法として、教育用末端機器を使用し情報検索や論文検索の実技指導を行う。

医学研究を行う上での各専攻に共通の基本的かつ初歩的な実験研究方法について説明でき
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
医療におけるリアルワールドデータを用いた
データサイエンス

各講義内で通知する

医学研究・医療における個人情報保護
薬理学的研究をはじめる前に
Ethics of pharmacological research
（診断病理・病理病態学分野）
Research support system by Experiment
support facilities
Guide for Experiment support facilities
医学系データベースの概観
EBMデータベースの概略

すべての講義（8コマ）に出席することで単位を認定する。

特になし。
なし。

各講義内で通知する。
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【科目情報】
授業コード
授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第5回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）医学研究セミナー
（英）Seminar in Medical Research
各教員

演習

1～2後 単位数 1

第一線の研究者による先端的研究のセミナーを、特定のテーマでおこなう。医科学の現状
を認識し、研究動機、研究態度を形成する総合演習である。

医科学における先端的研究、現状について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
授業期間：11月～1月の間に5回開講する。
（オムニバス）
授業時間帯：17時00分～18時30分
毎年、9月に開講日、テーマ及び授業担当者
を周知するので、複数年で8回の授業に出席
すること。

各講義内で通知する

全8回出席することが望ましいが、6回以上の授業に出席することで単位を認定する。

特になし。
なし。

各講義内で通知する。
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基礎医科学専攻  

シラバス  
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回

2024 曜日・時限

血管生物学概論

血管生物学各論(1)：血管形成研究

血管生物学各論(2)：心血管疾患

カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、解決
すべき研究テーマの発見および実験計画の立
案に役立てる。

講義

1～2通 単位数 2

生命科学を理解するための分子薬理学的基礎を培う科目である。モデル動物を用いた循
環・代謝疾患や癌などの病態に関連する薬物の作用機序や創薬技術について概説する。さ
らに、学術論文を題材に、研究の立案から実験、結果の解釈、科学における理論構築を学
習する。分子薬理学一般、血管生物学、低酸素生物学に関する講義および論文紹介を行
う。（第1月曜日18時～）
関連する学術論文、教科書を用いて、循環・代謝疾患、癌病態に関するこれまでの知見を
理解し、解決すべき研究テーマを発見し実験計画の立案ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究者行動規範教育

科目ナンバリング
（和）分子薬理学特論
（英）Seminar in molecular pharmacology
冨田修平、松永慎司、本間拓二郎

血管生物学各論(3)：腫瘍血管

血管生物学各論(4)：血管再生と幹細胞

低酸素生物学概論(1)

低酸素生物学概論(2)

低酸素生物学各論(1)：低酸素とがん微小環
境

低酸素生物学各論(2)：低酸素と代謝疾患

低酸素生物学各論(3)：低酸素と心血管疾患
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

低酸素生物学各論(4)：低酸素と創薬

最新の血管生物医学の知見(1)

最新の血管生物医学の知見(2)

最新の血管生物医学の知見(3)

最新の血管生物医学の知見(4)

(1)内容の理解度や発表および質疑応答の内容で評価する。
(2)評価方法：口頭試験100%
(3)合格（単位修得）のための最低基準：関連する学術論文、教科書を用いて、循環・代謝
疾患、癌病態に関するこれまでの知見を理解し、解決すべき研究テーマを発見し実験計画
の立案ができる。
担当教員との綿密な打ち合わせのうえ積極的に取り組むこと。学習態度も評価対象とす
る。
毎回、レジュメを配付する。
New England Journal of Medicine、 Nature、 Cell、 Science、Nature Reviews Drug
Discovery、 他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

2024 曜日・時限

循環器および代謝疾患領域の研究の最新の知
見、動向
血管リモデリングの細胞生物学

心血管リモデリングに低酸素応答が果たす役
割

カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、解決
すべき研究テーマの発見および実験計画の立
案に役立てる。

講義

1～2通 単位数 2

生命科学を理解するための循環薬理学的基礎を培う科目である。モデル動物を用いた循
環・代謝疾患の病態解析研究や関連する薬物の作用機序について概説する。さらに、学術
論文を題材に、研究の立案から実験、結果の解釈、科学における理論構築を学習する。循
環薬理学一般に関する講義および論文紹介を行う。（第2月曜日18時～）

関連する学術論文、教科書を用いて、循環・代謝疾患の病態に関するこれまでの知見を理
解し、解決すべき研究テーマを発見し実験計画の立案ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究者行動規範教育

科目ナンバリング
（和）循環薬理学特論
（英）Seminar in cardiovascular and renal pharmacology
冨田修平、松永慎司、本間拓二郎

循環器疾患モデル動物の作製法、研究・解析
手法(1)
生化学的、分子生物学的な研究手法(1)

生化学的、分子生物学的な研究手法(2)

循環器治療薬の作用機序

循環器疾患モデル動物の作製法、研究・解析
手法(2)
主要な循環器疾患の病態、治療法

主要な代謝疾患の病態、治療法

循環器疾患モデル動物の作製法、研究・解析
手法(3)
循環器疾患モデル動物の作製法、研究・解析
手法(4)
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

代謝疾患モデル動物の作製法、研究・解析手
法(1)
代謝疾患モデル動物の作製法、研究・解析手
法(2)
細胞間、臓器間情報伝達と心血管リモデリン
グ

(1)内容の理解度や発表および質疑応答の内容で評価する。
(2)評価方法：口頭試験100%
(3)合格（単位修得）のための最低基準：関連する学術論文、教科書を用いて、循環・代謝
疾患の病態に関するこれまでの知見を理解し、解決すべき研究テーマを発見し実験計画の
立案ができる。
担当教員との綿密な打ち合わせのうえ積極的に取り組むこと。学習態度も評価対象とす
る。
毎回、レジュメを配付する。

New England Journal of Medicine、 Circulation、 Circulation Research、 Journal of
American Society of Nephlrology、 Kidney International、 他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

生命科学を理解するための免疫薬理学的基礎を培う科目である。モデル動物を用いた循
環・代謝疾患や癌あるいは移植合併症などの病態における免疫応答に関する研究や関連す
る薬物の作用機序について概説する。さらに、学術論文を題材に、研究の立案から実験、
結果の解釈、科学における理論構築を学習する。免疫薬理学一般、血管生物学、低酸素生
物学に関する講義および論文紹介を行う。（第3月曜日18時〜）
関連する学術論文、教科書を用いて、免疫疾患に関するこれまでの知見を理解し、解決す
べき研究テーマを発見し実験計画の立案ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究者行動規範教育

講義

1〜2通 単位数 2

科目ナンバリング
（和）免疫薬理学特論
（英）Seminar in immunopharmacology
冨田修平、松永慎司、本間拓二郎
2024 曜日・時限

カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、解決
すべき研究テーマの発見および実験計画の立
案に役立てる。

免疫薬理学概論

自然免疫

抗原認識

適応免疫と免疫寛容

サイトカイン免疫と炎症メディエーター

免疫療法

アレルギー疾患モデルと抗アレルギー薬

自己免疫疾患モデルと抗リウマチ薬

微生物に対する免疫モデルと抗菌薬

移植免疫モデルと免疫抑制薬

腫瘍免疫モデルと免疫賦活薬
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

最新の免疫薬理学の知見(1)

最新の免疫薬理学の知見(2)

(1)内容の理解度や発表および質疑応答の内容で評価する。
(2)評価方法：口頭試験100%
(3)合格（単位修得）のための最低基準：関連する学術論文、教科書を用いて、循環・代謝
疾患、癌病態に関するこれまでの知見を理解し、解決すべき研究テーマを発見し実験計画
の立案ができる。
担当教員との綿密な打ち合わせのうえ積極的に取り組むこと。学習態度も評価対象とす
る。
毎回、レジュメを配付する。
New England Journal of Medicine、 Nature、 Cell、 Science、 Nature Immunology、
Nature Medicine、 Immunity、 Journal of Clinical Investigation、 他

細胞と免疫疾患の遺伝子治療

免疫毒性学
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

科目ナンバリング
（和）腫瘍薬理学特論
（英）Seminar in tumor pharmacology
冨田修平、松永慎司、本間拓二郎

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

講義

1～2通 単位数 2

研究者行動規範教育

2024 曜日・時限

カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、解決
すべき研究テーマの発見および実験計画の立
案に役立てる

腫瘍生物学概論

腫瘍生物学各論(1)：腫瘍環境

腫瘍生物学各論(2)：腫瘍血管

腫瘍生物学各論(3)：腫瘍免疫

腫瘍生物学各論(4)：癌幹細胞

抗癌剤創薬標的

抗癌剤の作用機序総論

抗癌剤作用機序各論(1)：殺細胞性抗癌剤の
作用機序 (1)
抗癌剤作用機序各論(2)：殺細胞性抗癌剤の
作用機序 (2)
抗癌剤作用機序各論(3)：低分子化合物・分
子標的薬
抗癌剤作用機序各論(4)：免疫系に作用する
薬剤

生命科学を理解するための腫瘍薬理学的基礎を培う科目である。モデル動物を用いた癌の
病態解析研究や関連する薬物の作用機序について概説する。さらに、学術論文を題材に、
研究の立案から実験、結果の解釈、科学における理論構築を学習する。腫瘍薬理学一般、
腫瘍免疫学に関する講義および論文紹介を行う。（第4月曜日18時～）
関連する学術論文、教科書を用いて、癌病態に関するこれまでの知見を理解し、解決すべ
き研究テーマを発見し実験計画の立案ができる。
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

最新の癌治療の知見(4)

(1)内容の理解度や発表および質疑応答の内容で評価する。
(2)評価方法：口頭試験100%
(3)合格（単位修得）のための最低基準：関連する学術論文、教科書を用いて、癌病態に関
するこれまでの知見を理解し、解決すべき研究テーマを発見し実験計画の立案ができる。

担当教員との綿密な打ち合わせのうえ積極的に取り組むこと。学習態度も評価対象とす
る。

毎回、レジュメを配付する。
New England Journal of Medicine、 Nature、 Cell、 Science、 Cancer Cell、 Nature
Medicine、 Journal of Clinical Investigation、 Cancer Research、 他

最新の癌治療の知見(3)

最新の癌治療の知見(1)

最新の癌治療の知見(2)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回

低酸素生物学に関する研究進捗報告会(6)
口頭試験(2)

循環薬理学に関する研究進捗報告会(5)
血管生物学に関する研究進捗報告会(5)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(5)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(6)
血管生物学に関する研究進捗報告会(6)

低酸素生物学に関する研究進捗報告会(3)
口頭試験(1)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(4)
血管生物学に関する研究進捗報告会(4)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(4)

循環薬理学に関する研究進捗報告会(2)
管生物学に関する研究進捗報告会(2)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(2)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(3)
血管生物学に関する研究進捗報告会(3)

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
オリエンテーション

血管生物学に関する研究進捗報告会(1)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(1)

2024 曜日・時限

カンファレンス前後には，担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め，次の
プレゼンテーションに備える。

科目ナンバリング
（和）分子薬理学演習
（英）Practice in molecular pharmacology
冨田修平、松永慎司、本間拓二郎

循環薬理学に関する研究進捗報告会(1)

演習

1～2通 単位数 2

生命科学を理解するための分子薬理学的基礎を培う科目である。循環・代謝疾患や癌など
の病態に関連する薬物の作用機序や創薬技術について理解を深めるために，学術論文や自
身の研究成果を題材に，議論・評価できるようにする。さらに，関連する解決すべき研究
テーマを発見して，研究の立案から実験、結果の解釈、科学における理論構築を学習す
る。循環薬理学一般，血管生物学，低酸素生物学に関する研究進捗報告会に参加・発表す
る。（第1水曜日18時～）
循環・代謝疾患や癌などの病態に関連する薬物の作用機序や創薬技術についてこれまでの
知見を理解し，解決すべき研究テーマを発見・立案し，実行できる。また，自身あるいは
報告された関連する研究結果について議論・評価できる。
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)内容の理解度や発表および質疑応答の内容で評価する。
(2)評価方法：口頭試験90%、授業への参加態度10%
(3)合格（単位修得）のための最低基準：循環・代謝疾患や癌などの病態に関連する薬物の
作用機序や創薬技術についてこれまでの知見を理解し，解決すべき研究テーマを発見・立
案し，実行できる。また，自身あるいは報告された関連する研究結果について議論・評価
できる。
担当教員との綿密な打ち合わせのうえ積極的に取り組むこと。学習実施態度も評価対象と
する。

毎回、レジュメを配付する。

New England Journal of Medicine, Nature, Cell, Science,Nature Reviews Drug
Discovery, 他

循環薬理学に関する研究進捗報告会(8)
血管生物学に関する研究進捗報告会(8)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(8)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(9)
血管生物学に関する研究進捗報告会(9)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(9)
口頭試験(3)

循環薬理学に関する研究進捗報告会(7)
血管生物学に関する研究進捗報告会(7)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(7)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回

代謝薬理学に関する研究進捗報告会(6)
口頭試験(2)

循環薬理学に関する研究進捗報告会(5)
血管生物学に関する研究進捗報告会(5)
代謝薬理学に関する研究進捗報告会(5)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(6)
血管生物学に関する研究進捗報告会(6)

代謝薬理学に関する研究進捗報告会(3)
口頭試験(1)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(4)
血管生物学に関する研究進捗報告会(4)
代謝薬理学に関する研究進捗報告会(4)

循環薬理学に関する研究進捗報告会(2)
血管生物学に関する研究進捗報告会(2)
代謝薬理学に関する研究進捗報告会(2)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(3)
血管生物学に関する研究進捗報告会(3)

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
オリエンテーション

血管生物学に関する研究進捗報告会(1)
代謝薬理学に関する研究進捗報告会(1)

2024 曜日・時限

カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

科目ナンバリング
（和）循環薬理学演習
（英）Practice in vascular and renal pharmacology
冨田修平、松永慎司、本間拓二郎

循環薬理学に関する研究進捗報告会(1)

演習

1～2通 単位数 2

生命科学を理解するための分子薬理学的基礎を培う科目である。循環・代謝疾患の病態解
析に関する研究の理解を深めるために、学術論文や自身の研究成果を題材に、議論・評価
できるようにする。さらに、関連する解決すべき研究テーマを発見して、研究の立案から
実験、結果の解釈、科学における理論構築を学習する。循環薬理学一般、血管生物学、代
謝薬理学に関する研究進捗報告会に参加・発表する。（第2水曜日18時～）

循環・代謝疾患に関するこれまでの知見を理解し、解決すべき研究テーマを発見・立案
し、実行できる。また、自身あるいは報告された関連する研究結果について議論・評価で
きる。
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)内容の理解度や発表および質疑応答の内容で評価する。
(2)評価方法：口頭試験90%、授業への参加態度10%
(3)合格（単位修得）のための最低基準：循環・代謝疾患に関するこれまでの知見を理解
し、解決すべき研究テーマを発見・立案し、実行できる。また、自身あるいは報告された
関連する研究結果について議論・評価できる。

担当教員との綿密な打ち合わせのうえ積極的に取り組むこと。学習実施態度も評価対象と
する。

毎回、レジュメを配付する。

New England Journal of Medicine、 Circulation、 Circulation Research、 Journal of
American Society of Nephrology、 Kidney International、 他

循環薬理学に関する研究進捗報告会(8)
血管生物学に関する研究進捗報告会(8)
代謝薬理学に関する研究進捗報告会(8)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(9)
血管生物学に関する研究進捗報告会(9)
代謝薬理学に関する研究進捗報告会(9)
口頭試験(3)

循環薬理学に関する研究進捗報告会(7)
血管生物学に関する研究進捗報告会(7)
代謝薬理学に関する研究進捗報告会(7)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 2024 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回 口頭試験(2)

血管生物学に関する研究進捗報告会(5)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(5)
免疫薬理学に関する研究進捗報告会(6)
血管生物学に関する研究進捗報告会(6)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(6)

口頭試験(1)
免疫薬理学に関する研究進捗報告会(4)
血管生物学に関する研究進捗報告会(4)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(4)
免疫薬理学に関する研究進捗報告会(5)

管生物学に関する研究進捗報告会(2)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(2)
免疫薬理学に関する研究進捗報告会(3)
血管生物学に関する研究進捗報告会(3)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(3)

事前・事後学習の内容
オリエンテーション

血管生物学に関する研究進捗報告会(1)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(1)
免疫薬理学に関する研究進捗報告会(2)

曜日・時限

カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

科目ナンバリング
（和）免疫薬理学演習
（英）Practice in immunopharmacology
冨田修平、松永慎司、本間拓二郎

免疫薬理学に関する研究進捗報告会(1)

演習

1～2通 単位数 2

生命科学を理解するための免疫薬理学的基礎を培う科目である。循環・代謝疾患や癌ある
いは移植合併症などの病態における免疫応答に関する研究や関連する薬物の作用機序につ
いて理解を深めるために、学術論文や自身の研究成果を題材に、議論・評価できるように
する。さらに、関連する解決すべき研究テーマを発見して、研究の立案から実験、結果の
解釈、科学における理論構築を学習する。免疫薬理学一般、血管生物学、低酸素生物学に
関する研究進捗報告会に参加・発表する。（第3水曜日18時～）

循環・代謝疾患や癌あるいは移植合併症などの病態における免疫応答に関する研究や関連
する薬物の作用機序についてこれまでの知見を理解し、解決すべき研究テーマを発見・立
案し、実行できる。また、自身あるいは報告された関連する研究結果について議論・評価
できる。

各回の授業内容
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)内容の理解度や発表および質疑応答の内容で評価する。
(2)評価方法：口頭試験90%、授業への参加態度10%
(3)合格（単位修得）のための最低基準：循環・代謝疾患や癌あるいは移植合併症などの病
態における免疫応答に関する研究や関連する薬物の作用機序についてこれまでの知見を理
解し、解決すべき研究テーマを発見・立案し、実行できる。また、自身あるいは報告され
た関連する研究結果について議論・評価できる。
担当教員との綿密な打ち合わせのうえ積極的に取り組むこと。学習実施態度も評価対象と
する。

毎回、レジュメを配付する。

New England Journal of Medicine、 Nature、 Cell、 Science、 Nature Immunology、
Nature Medicine、 Immunity、 Journal of Clinical Investigation、 他

血管生物学に関する研究進捗報告会(8)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(8)
免疫薬理学に関する研究進捗報告会(9)
血管生物学に関する研究進捗報告会(9)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(9)
口頭試験(3)

免疫薬理学に関する研究進捗報告会(7)
血管生物学に関する研究進捗報告会(7)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(7)
免疫薬理学に関する研究進捗報告会(8)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 2024 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回 口頭試験(2)

血管生物学に関する研究進捗報告会(5)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(5)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(6)
血管生物学に関する研究進捗報告会(6)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(6)

口頭試験(1)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(4)
血管生物学に関する研究進捗報告会(4)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(4)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(5)

管生物学に関する研究進捗報告会(2)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(2)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(3)
血管生物学に関する研究進捗報告会(3)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(3)

事前・事後学習の内容
オリエンテーション

血管生物学に関する研究進捗報告会(1)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(1)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(2)

曜日・時限

カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

科目ナンバリング
（和）腫瘍薬理学演習
（英）Practice in tumor pharmacology
冨田修平、松永慎司、本間拓二郎

循環薬理学に関する研究進捗報告会(1)

演習

1～2通 単位数 2

生命科学を理解するための腫瘍薬理学的基礎を培う科目である。癌の病態解析研究や関連
する薬物の作用機序について理解を深めるために、学術論文や自身の研究成果を題材に、
議論・評価できるようにする。さらに、関連する解決すべき研究テーマを発見して、研究
の立案から実験、結果の解釈、科学における理論構築を学習する。腫瘍薬理学一般、腫瘍
免疫学、血管生物学、低酸素生物学に関する研究進捗報告会に参加・発表する。（第4水曜
日18時～）
癌病態に関するこれまでの知見を理解し、解決すべき研究テーマを発見・立案し、実行で
きる。また、自身あるいは報告された関連する研究結果について議論・評価できる。

各回の授業内容
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)内容の理解度や発表および質疑応答の内容で評価する。
(2)評価方法：口頭試験90%、授業への参加態度10%
(3)合格（単位修得）のための最低基準：癌病態に関するこれまでの知見を理解し、解決す
べき研究テーマを発見・立案し、実行できる。また、自身あるいは報告された関連する研
究結果について議論・評価できる。
担当教員との綿密な打ち合わせのうえ積極的に取り組むこと。学習実施態度も評価対象と
する。

毎回、レジュメを配付する。

New England Journal of Medicine、 Nature、 Cell、 Science、 Cancer Cell、 Nature
Medicine、 Journal of Clinical Investigation、 Cancer Research、 他

血管生物学に関する研究進捗報告会(8)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(8)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(9)
血管生物学に関する研究進捗報告会(9)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(9)
口頭試験(3)

循環薬理学に関する研究進捗報告会(7)
血管生物学に関する研究進捗報告会(7)
低酸素生物学に関する研究進捗報告会(7)
循環薬理学に関する研究進捗報告会(8)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回 研究進捗報告会(11)

論文紹介(6)
研究進捗報告会(6)
論文紹介(7)
研究進捗報告会(7)
論文紹介(8)
研究進捗報告会(8)
論文紹介(9)
研究進捗報告会(9)
論文紹介(10)
研究進捗報告会(10)
論文紹介(11)

研究進捗報告会(5)

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
オリエンテーション

研究進捗報告会(1)
論文紹介(2)
研究進捗報告会(2)
論文紹介(3)
研究進捗報告会(3)
論文紹介(4)
研究進捗報告会(4)
論文紹介(5)

国内外の学会での口頭発表やポスター発表のための原稿を作成し、研究内容について論理
的に説明できる。質疑応答に適切に答えることができる。発表の抄録や要旨さらに学術論
文として発表できる。

2024 曜日・時限

カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

科目ナンバリング
（和）発表表現演習(分子病態薬理学)
（英）Exercise in Presentation
冨田修平、松永慎司、本間拓二郎

論文紹介(1)

演習

3～4通 単位数 2

学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を学び、論文として発表する方法を学
ぶ。論文紹介および研究進捗報告会を通して，口頭発表およびポスター発表の方法論を学
ぶ。国内外の学術集会での口頭発表、ポスター発表を実施する。発表のための抄録や研究
内容に関して論文を作成する。
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

(1)内容の理解度や発表および質疑応答の内容で評価する。
(2)評価方法：国内外の学術集会にて発表あるいは学術論文の作成にて評価する
（100%）。
(3)合格（単位修得）のための最低基準：国内外の学会での口頭発表やポスター発表のため
の原稿を作成し、研究内容について論理的に説明できる。質疑応答に適切に答えることが
できる。発表の抄録や要旨さらに学術論文として発表できる。

発表説明および討論のために、研究内容の理解を十分深めておくこと。
毎回、レジュメを配付する。
関連教科書、学術論文、カンファレンス，必要に応じて指定する。

論文紹介(12)
研究進捗報告会(12)
論文紹介(13)
研究進捗報告会(13)
論文紹介(14)
研究進捗報告会(14)
論文紹介(15)
研究進捗報告会(15)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

循環・代謝疾患や癌病態を形成する環境が病態進展に影響する分子機序の解明について理
解できる。また、与えられた研究課題について、理解するとともに研究方法に基づき研究
を推進することができる。さらに、研究成果を発表することができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
循環・代謝疾患や癌病態に関する研究課題の
選定および研究計画の立案

循環・代謝疾患や癌病態に関する研究方法・
モデルの開発

研究の背景となる論文を精読する。実験計
画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

生命科学を理解するとともにその研究課題を解明する力を培う科目である。とくに，循
環・代謝疾患や癌病態の進展における組織再構築に関わる分子機序を解明する。基礎医学
の広い分野にわたって優れた理解力と応用力を修得するように研究指導する。独創性の高
い先駆的研究を行うに必要な研究指導を行う。そのために，(1)循環・代謝疾患や癌病態に
関する研究課題の選定および研究計画の立案，(2)循環・代謝疾患や癌病態に関する研究方
法・モデルの開発，(3)解析結果の解釈・評価，(4)研究成果の発表について評価する。

科目ナンバリング
（和）研究指導(分子病態薬理学)
（英）Advanced Course of Medical Research
冨田修平、松永慎司、本間拓二郎
2024 曜日・時限
演習

1～4通 単位数 8

34



第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

研究成果の発表

解析結果の解釈・評価

(1)内容の理解度・実践力・プレゼンテーションの技術、発表および質疑応答の内容などの
研究推進力を総合的に評価する。
(2)評価方法：口頭試験50%、卒業論文50%
(3)合格（単位修得）のための最低基準：循環・代謝疾患や癌病態を形成する環境が病態進
展に影響する分子機序の解明について理解できる。また、与えられた研究課題について、
理解するとともに研究方法に基づき研究を推進することができる。さらに、研究成果を発
表することができる。
演習実施について、担当教員との綿密な打ち合わせのうえ積極的に取り組むこと。演習実
施態度も評価対象とする。
学術論文、関連教科書、必要に応じて提示する。

学術論文、関連教科書、必要に応じて提示する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回

第11回

第12回

第13回
第14回

第15回 選択的オートファジーと疾患・創薬（及川） 同上

創薬標的としてのユビキチン修飾系（及川） 同上

オートファジーの細胞機構（及川） 同上
オートファジーの破綻と疾患（及川） 同上

ユビキチン系の破綻と骨代謝疾患（清水） 同上
ユビキチン系の破綻と脂質代謝疾患（徳永） 同上

ユビキチン系の破綻と神経変性疾患（及川） 同上

インターフェロン産生経路（及川） 同上
ユビキチンコード（及川） 同上
ユビキチン系の破綻と癌（清水） 同上

インフラマソーム（徳永） 同上
NF-κBシグナル経路の細胞機構（徳永） 同上
NF-κBシグナルの破綻と疾患（徳永） 同上

自然免疫応答とToll様受容体（徳永） 同上

講義

1～2通 単位数 2

炎症の遷延の結果引き起こされる慢性炎症は、癌、神経変性疾患、炎症性疾患、自己免疫
疾患など各種疾患発症を引き起こす。本特論では、慢性炎症を引き起こす細胞機構として
重要なNF-κBシグナルを中心に、自然免疫制御にも関わるユビキチン修飾系やオートファ
ジー系の細胞機構と疾患との関わりについて理解できることを目的とする。

1. 自然免疫制御するNF-κBシグナルなどの炎症シグナル因子について説明できる。
2. ユビキチン修飾系の細胞機構と炎症応答・疾患との関連を説明できる。
3. オートファジー系の細胞機構と炎症応答・疾患との関連を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
炎症性サイトカイン、ケモカイン（徳永） 「細胞の分子生物学　第6版」や「アバス・

リックマン・ピレ：分子細胞免疫学」を用い
て事前学習し、講義時のレジュメ・小テスト
問題にて事後学習する。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）炎症シグナル学特論
（英）Molecular pathology and inflammatory signal response
徳永　文稔、及川　大輔、清水　康平
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度を確認する目的で、各講義時に小テストを行う。また、全講義終了後
に興味を持った単元に関するレポートを提出する。
(2) 小テスト（50％）、レポート（50％）。
(3) 全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

・学部で履修した細胞生物学、免疫学が基礎になるので、「細胞の分子生物学　第6版」や
「アバス・リックマン・ピレ：分子細胞免疫学」を通読しておくことが望ましい。

・毎回レジュメを配布する。

・Nature、Cell、Scienceとその姉妹誌およびその他、授業の中で適宜紹介する。
・「細胞の分子生物学　第6版」
・「アバス・リックマン・ピレ：分子細胞免疫学　原著10版」
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）細胞生物学特論
（英）Molecular pathology and cell biology
徳永　文稔、及川　大輔、清水　康平

リン酸化脱着によるシグナル伝達制御（徳
永）

同上

講義

1～2通 単位数 2

生体は外界からの各種刺激に対して応答し、恒常性を維持するために多様な細胞内シグナ
ル伝達経路を有している。本特論では、各種細胞内シグナル伝達について基礎的分子機構
を概説するとともに、細胞内シグナル伝達の破綻と癌など疾患発症について理解できるこ
とを目的とする。

1. リン酸の脱着によるシグナル伝達制御を説明できる。
2. シグナル伝達の破綻と癌との関連を説明できる。
3. 免疫制御におけるシグナル伝達を説明できる。
4. シグナル伝達経路を標的とした創薬について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
転写因子による遺伝子発現（徳永） 「細胞の分子生物学 第6版」や「アバス・

リックマン・ピレ：分子細胞免疫学」を用い
て事前学習し、講義時のレジュメ・小テスト
問題にて事後学習する。

受容体型チロシンキナーゼ（徳永） 同上

受容体型セリン・トレオニンキナーゼ（徳
永）

同上

核内受容体とシグナル伝達（徳永） 同上

シグナル伝達の破綻と疾患概論（及川） 同上

Ras-MAPK系と癌（及川） 同上

ウイルス性癌遺伝子とシグナル（清水） 同上

TGF-βファミリーと癌（及川） 同上

免疫細胞の分化と増殖因子（徳永） 同上

T細胞受容体シグナル（徳永） 同上

B細胞受容体シグナル（徳永） 同上
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第13回

第14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

白血球の遊走因子とシグナル伝達（清水） 同上

接着分子とシグナル伝達（翁） 同上

シグナル伝達経路を標的とした創薬（清水） 同上

(1) 到達目標の達成度を確認する目的で、各講義時に小テストを行う。また、全講義終了後
に興味を持った単元に関するレポートを提出する。
(2) 小テスト（50％）、レポート（50％）。
(3) 全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

・学部で履修した細胞生物学や免疫学が基礎になるので、「細胞の分子生物学 第6版」や
「アバス・リックマン・ピレ：分子細胞免疫学」を通読しておくことが望ましい。

・毎回レジュメを配布する。

・「細胞の分子生物学 第6版」
・「アバス・リックマン・ピレ：分子細胞免疫学」
・Nature、Cell、Scienceとその姉妹誌およびその他、授業の中で適宜紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回 タンパク質アレイと活用（清水） 同上

疾患の免疫生化学的解析法（徳永） 同上
質量分析とプロテオミクス（清水） 同上
メタボロミクスと疾患に伴う変化（清水） 同上

トリプレットリピート病とタンパク質構造
（及川）

同上

プリオン病とタンパク質構造（徳永） 同上
疾患と免疫生化学（徳永） 同上

分子シャペロン：熱ショックタンパク質（及
川）

同上

分子シャペロン：チオレドキシンファミリー
とレクチンファミリー（及川）

同上

小胞体ストレスと疾患（及川） 同上

タンパク質の構造解析法（徳永） 同上
タンパク質の生合成と分泌、修飾（及川） 同上
タンパク質の折りたたみ（翁） 同上

タンパク質の高次構造（徳永） 同上

講義

1～2通 単位数 2

病態を引き起こす遺伝子変異は最終的にタンパク質の構造や生理機能の異常を引き起こ
し、代謝・恒常性が破綻する。このように、疾患発症によって生体では大きな生化学的変
化が起こる。本特論では、病態発症に関わるタンパク質生化学の基礎とプロテオミクス、
メタボロミクスなど最新の解析技法について理解できることを目的とする。

1. タンパク質の構造異常と病態との関連を説明できる。
2. 分子シャペロンの機能を説明できる。
3. 小胞体ストレスと疾患を説明できる。
4. プロテオミクス、メタボロミクスの解析方法と活用法を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
アミノ酸の特性とタンパク質の一次構造（徳
永）

「ハーパー生化学」や「Essential細胞生物
学」を用いて事前学習し、講義時のレジュ
メ・小テスト問題にて事後学習する。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）医化学特論
（英）Molecular pathology and biochemistry
徳永　文稔、及川　大輔、清水　康平
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度を確認する目的で、各講義時に小テストを行う。また、全講義終了後
に興味を持った単元に関するレポートを提出する。
(2) 小テスト（50％）、レポート（50％）。
(3) 全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。
・学部（2年生）で履修した生化学、細胞生物学が基礎になるので、「ハーパー生化学　第
4版」や「Essential細胞生物学」を通読しておくことが望ましい。

・毎回レジュメを配布する。

・Nature、Cell、Scienceとその姉妹誌およびその他、授業の中で適宜紹介する。
・「ハーパー生化学（丸善）」
・「Essential細胞生物学（南江堂）」
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

疾患モデル動物を用いた投薬と解析法（翁） 同上

免疫細胞の遺伝子制御と疾患（徳永） 同上

免疫不全マウス（徳永） 同上

CRISPR/Cas9を用いたゲノム編集基礎（及
川）

同上

CRISPR/Cas9を用いたゲノム編集応用（及
川）

同上

疾患モデル動物の作製法（清水） 同上

遺伝子異常の同定法:次世代シークエンサー
の活用（徳永）

同上

ノックアウトマウス作製法（徳永） 同上

ノックインマウス、Tgマウス作製法（徳永） 同上

遺伝子異常の同定法:ファンクショナルク
ローニング（徳永）

同上

講義

1～2通 単位数 2

近年の遺伝子解析技法の目覚ましい進展によって、疾患の発症原因としてゲノム異常につ
いて急速に解明されてきた。本特論では、疾患遺伝子の同定法について方法論的な進捗と
マウスを用いた病態モデル動物作製法および解析法について理解できることを目的とす
る。
1. 疾患に関わる遺伝子異常部位の同定法を説明できる。
2. ゲノム編集の原理と応用について説明できる。
3. マウスを用いた疾患解析について説明できる。
4. 転写レベル解析について説明できる。
5. 微生物とヒト疾患との関連ついて説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
遺伝子異常の同定法:ポジショナルクローニ
ング（徳永）

「Essential細胞生物学」や「ゲノム医学」
を用いて事前学習し、講義時のレジュメ・小
テスト問題にて事後学習する。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）分子生物学特論
（英）Molecular pathology and molecular biology
徳永　文稔、及川　大輔、清水　康平
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第12回

第13回

第14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

腸内細菌と疾患（清水） 同上

(1) 到達目標の達成度を確認する目的で、各講義時に小テストを行う。また、全講義終了後
に興味を持った単元に関するレポートを提出する。
(2) 小テスト（50％）、レポート（50％）。
(3) 全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

・学部（１年生）で履修した遺伝と遺伝子、遺伝子学が基礎になるので、「Essential細胞
生物学」や「ゲノム医学」を通読しておくことが望ましい。

・毎回レジュメを配布する。

・Nature、Cell、Scienceとその姉妹誌およびその他、授業の中で適宜紹介する。
・「Essential細胞生物学（南江堂）」
・「ゲノム医学（メディカル・サイエンスインターナショナル社）」

担癌マウス（徳永） 同上

定量PCRやRNAseqによる転写解析（清水） 同上

核酸の細胞内検知と自己免疫疾患（清水） 同上
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

研究データ解釈、評価、統計解析9（共同） 同上

研究データ解釈、評価、統計解析10（共同） 同上

研究データ解釈、評価、統計解析11（共同） 同上

研究データ解釈、評価、統計解析6（共同） 同上

研究データ解釈、評価、統計解析7（共同） 同上

研究データ解釈、評価、統計解析8（共同） 同上

研究データ解釈、評価、統計解析3（共同） 同上

研究データ解釈、評価、統計解析4（共同） 同上

研究データ解釈、評価、統計解析5（共同） 同上

研究データ解釈、評価、統計解析2（共同） 同上

演習

1～2通 単位数 2

研究成果の発表には、実験成果をまとめて正しい解釈に基づき展開方法を考案すること、
統計解析を行うことより有意性を評価することが必須である。本演習では、研究成果のプ
レゼンテーション及び討論を行うことで、新規性・有意性を考察する。さらに、原著論文
を抄読することで新たな解析方法や論文としてのまとめ方を理解することを目的とする。

1. 研究仮説の検証法や妥当な対照実験が立案できる。
2. 適切な統計的有意性評価法を選択できる。
3. 新規性の提示・考察など、公正な研究成果について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究データ解釈、評価、統計解析１（共同） 事前に研究成果プレゼンテーションのため整

理・準備すること。事後に演習中の指摘に対
応し、次回に向けて対策をとること。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）医化学基礎演習
（英）Basic practice in medical biochemistry
徳永　文稔、及川　大輔、清水　康平、翁　良徳
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第12回

第13回

第14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

研究データ解釈、評価、統計解析15（共同） 同上

(1) 到達目標の達成度を確認する目的で、演習時にはプレゼンテーション、質疑応答を行
う。
(2) 発表（50％）、口頭試問、質疑応答（50％）。
(3) 全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

演習における発表・プレゼンテーション態度も評価する。

・Nature、Cell、Scienceとその姉妹誌およびその他、毎回の授業の中で適宜紹介する。

特になし

研究データ解釈、評価、統計解析12（共同） 同上

研究データ解釈、評価、統計解析13（共同） 同上

研究データ解釈、評価、統計解析14（共同） 同上

45



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回 細胞シグナルの数理シミュレーション2（及
川）

同上

英語原著論文作成9（清水） 同上

英語原著論文作成10（清水） 同上

細胞シグナルの数理シミュレーション1（及
川）

同上

英語原著論文作成6（徳永） 同上

英語原著論文作成7（及川） 同上

英語原著論文作成8（翁） 同上

英語原著論文作成3（徳永） 同上

英語原著論文作成4（徳永） 同上

英語原著論文作成5（徳永） 同上

英語原著論文作成2（徳永） 同上

演習

1～2通 単位数 2

研究成果は最終的に英文原著論文として世界に向けて発表することが必要である。英語論
文作成では各項目に特異的な記述法や引用文献のまとめ方などの要点がある。本演習で
は、世界レベルで研究発信を目指して英語論文の作成法の理解を目的とする。また、細胞
内シグナル伝達をモデルに微分方程式を用いて数理シミュレーションし、実験結果との整
合性を評価する。
1. 英語原著論文が作成できる。
2. 引用文献を適切にリストアップできる。
3. 数理シミュレーションによってシグナル伝達をモデル化する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
英語原著論文作成1（徳永） 事前に研究成果の英語論文化や数理シミュ

レーションのため整理・準備すること。事後
に演習中の指摘に対応し、次回に向けて対策
をとること。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）医化学応用演習
（英）Applied practice in medical biochemistry
徳永　文稔、及川　大輔、清水　康平
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第13回

第14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

細胞シグナルの数理シミュレーション5（及
川）

同上

(1) 到達目標の達成度を確認する目的で、演習時にはプレゼンテーション、質疑応答を行
う。
(2) 発表（70％）、質疑応答（30％）。
(3) 全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

演習における発表・プレゼンテーション態度も評価する。

・Nature、Cell、Scienceとその姉妹誌およびその他、毎回の授業の中で適宜紹介する。

特になし

細胞シグナルの数理シミュレーション3（及
川）

同上

細胞シグナルの数理シミュレーション4（及
川）

同上
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回

ポスター作成１（共同） 同上
ポスター作成2（共同） 同上

模擬プレゼンテーション、質疑討論（共同） 同上

Discussion作成2（共同） 同上
文献引用（共同） 同上
Abstract作成（共同） 同上

Introduction作成1（共同） 同上
Introduction作成2（共同） 同上
Discussion作成1（共同） 同上

同上

Results作成1（共同） 同上
Results作成2（共同） 同上

Materials and Methods作成（共同） 同上
データ作図・表3（共同）
データ作図・表2（共同） 同上

演習

3～4通 単位数 2

研究成果を日本語または英語によるポスター発表、口頭発表、論文化することを目的に、
学会発表用の図表の作成、論文の構成、適切な文献の挿入、質疑応答への対応など発表表
現について修得する。

1. ソフトウェアを用いて、日本語または英語で発表原稿を作成できる。
2. 口頭やポスター発表にて研究内容を説明し、討論できる。
3. 研究論文としてまとめ、発表できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
データ作図・表１（共同） 事前に発表準備のため推敲を重ねる。事後に

は質疑内容の評価から次への研究展開を立案
する。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（医化学）
（英）Exercise in Presentation
徳永 文稔、及川 大輔、清水　康平
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 研究内容の理解度、実験成果のプレゼンテーション、質疑応答、研究の進捗について
評価する。
(2) 内容の理解度（30％）、プレゼンテーション技術（30％）、発表態度・質疑応答
（20％）、論文作成への取り組み（20％）の内容で評価する。
(3) 全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

演習への出席や態度も評価対象であり、必要に応じて加点･減点する。

関連する論文、プロトコール、資料、ソフト使用法などを配布する。

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

博士1年前期

博士1年後期

博士２年前期
博士２年後期

博士３年前期

博士３年後期

博士４年前期

博士４年後期

博士論文作成のため、図表、英語論文執筆に
取り掛かる。不足している実験については鋭
意推進する。

同上

英文筆頭著者として論文を発表し、口頭発表
でも成果をプレゼンテーションできるように
する。また、国内外の学会・集会での発表も
目指す。

同上

同上

各人の研究テーマに従って本格的な博士研究
を推進するとともに、研究成果の学会発表や
論文発表を目指す。

同上

同上 同上

同上 同上
同上

各人の研究テーマに従って本格的な博士研究
を推進する。

同上

演習

1～4通 単位数 8

以下をテーマとする。
① NF-κBシグナルによる自然・獲得免疫制御、炎症応答、プログラム細胞死及び癌や炎
症性疾患、神経変性疾患との連関の解析
② 生体防御に関連する新規ユビキチンリガーゼ、ユビキチン結合性タンパク質、脱ユビキ
チン化酵素と創薬を目指した機能制御化合物の探索
③ 選択的オートファジーの分子機構と疾患との関連解析
④ 免疫不全症に関連する新規制御因子の解析
・時空間特異的翻訳後修飾を介したタンパク質の機能変換と生体の恒常性維持機構、及び
その破綻が引き起こす各種疾患について、生化学、細胞生物学、分子生物学的手法を駆使
し、試験管内反応から細胞、個体（マウス）レベルに至る実験を行い、研究を推進するこ
とができる。指導は所属教官がマンツーマンで行い、解析技法を習得するとともに英文原
著論文として成果を発表することを目指す。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究室の基本ルールを学習し、基礎的な実験
法を習得したのち、それぞれの研究テーマに
沿った博士研究に着手する。

事前に研究解析予定について手順をまとめ、
プロトコールを立案する。事後には指摘・討
論された事項について検討するとともに関連
する解析法や論文を検索し、発展性の高い研
究推進を目指す。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（医化学）
（英）Advanced Course of Medical Research
徳永　文稔、及川　大輔、清水　康平、翁　良徳
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 研究内容の理解度、実験成果のプレゼンテーション、質疑応答、研究の進捗について評
価する。
(2) 研究発表（70％）、質疑応答（30％）。
(3) 全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

演習への参加態度も評価対象であり、必要に応じて加点･減点する。

関連する論文、プロトコール、資料などを配布する。

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）分子制御生物学総論
（英）Basic molecular biology of medicine
塩田　正之

細胞内情報伝達１ 「細胞の分子生物学7版」の該当箇所の通読

講義

1～2通 単位数 2

学位論文をまとめる上で土台となる分子生物学、腫瘍生物学分野の基礎知識を抽出して口
述する。がんの特性、発症・進展機構、治療について理解し、説明できることを目的とす
る。また腫瘍生物学に関連する解析手法を理解する。

1. 細胞内情報伝達について説明できる。
2. がんの特性について説明できる。
3. 抗腫瘍薬について説明できる。
4. 抗体医薬品について説明できる。
5. 腫瘍生物学に関する分子生物学的、細胞生物学的な解析手法を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
タンパク質の構造・機能 「細胞の分子生物学7版」の該当箇所の通読

細胞内情報伝達2 「細胞の分子生物学7版」の該当箇所の通読

DNAの変異 「細胞の分子生物学7版」の該当箇所の通読

がんの発症 「がんの分子生物学2版」の該当箇所の通読

がんの増殖・転移 「がんの分子生物学2版」の該当箇所の通読

がんの特性 「がんの分子生物学2版」の該当箇所の通読

腫瘍微小環境 「がんの分子生物学2版」の該当箇所の通読

がんの組織学 配布資料の通読

がんの治療戦略 配布資料の通読

抗腫瘍薬１ 配布資料の通読

抗腫瘍薬２ 配布資料の通読

解析手法：DNAとRNA 「細胞の分子生物学7版」の該当箇所の通読

解析手法：タンパク質 「細胞の分子生物学7版」の該当箇所の通読

解析手法：細胞、動物 配布資料の通読

口頭試問
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* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

予め、該当箇所を通読し、疑問点を整理しておくこと。

・「細胞の分子生物学」「がんの分子生物学」の該当箇所、教員が用意した資料の通読
・学内連携教員、学外研究者による講述
	

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法：口頭試問40%、レポート60%
(3)合格（単位修得）のための最低基準
・到達目標に挙げた項目について説明できること。

・授業までに学習内容を理解するため、指定教科書を用いて、一定の時間予習復習するこ
とが望ましい。

・「細胞の分子生物学　第7版」
・「がんの分子生物学2版」
・参考になる文献（特にreview）を適宜指示する。

・関連する分野の最新の英語論文

53



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）分子制御生物学各論
（英）Molecular biology of medicine
塩田　正之

分子標的薬 配布資料の通読

講義

1～2通 単位数 2

学位論文をまとめる上で必要な知識を口述する。抗癌剤、抗癌剤耐性、解析対象とするが
ん種について理解し、説明できることを目的とする。また抗体医薬の種類や現状を理解し
説明できるようにする。

1. 抗癌剤の種類、適用と抗癌剤耐性について説明できる。
2. 抗体医薬の種類、現状について説明できる。
3. 膵癌、胃癌、肺癌について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
抗腫瘍薬 配布資料の通読

抗癌剤耐性 配布資料の通読
抗体の基礎 配布資料の通読
抗体医薬の現状と課題 配布資料の通読
抗体医薬品開発 配布資料の通読
抗体作製技術 配布資料の通読
抗体改変技術　①親和性 配布資料の通読
抗体改変技術　②免疫原性 配布資料の通読
抗体改変技術　③安定性・体内動態 配布資料の通読
抗体改変技術　④低分子抗体 配布資料の通読
抗体改変技術　⑤最新の機能性抗体 配布資料の通読
膵癌 配布資料の通読
胃癌 配布資料の通読
肺癌 配布資料の通読
口頭試問

事前配布された資料を予め通読し、疑問点を整理しておくこと。

・教員の用意した配布資料の通読を行う。
・学内連携教員、学外研究者による講述

54



* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法：口頭試問40%、レポート60%
(3)合格（単位修得）のための最低基準
・到達目標に挙げた項目について説明できること。

・授業までに学習内容を理解するため、予め配布する資料を用いて、一定の時間予習する
ことが望ましい。

・「デヴィータ　がんの分子生物学　第2版」
・次世代医薬開発に向けた抗体工学の最前線　シーエムシー出版　他

・適宜指示する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）分子制御生物学演習１
（英）Basic practice in molecular biology of medicine1
塩田　正之

研究データ解釈・評価 配布資料の通読

演習

1～2通 単位数 2

学位論文を作成する上で必須となる論文の書き方を習得する。原著論文抄読、及び討論を
行い、研究成果を適切に評価する。また、先行論文との比較に基づき、新規性を考察す
る。またデータ間の関係、論文の構成を理解し、論理展開の手法について理解し、英語原
著論文の作成に役立てる。
1. 研究仮説の検証、対照の妥当性、統計的有意性を理解し、説明できる。
2. 新規性の提示・考察など、公正な研究成果評価法を理解する。
3. 論理展開について理解する。
4. 英語原著論文作成法を理解する。
5. 研究仮説を立て、実際に英語論文を作成する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究データ解釈・評価 配布資料の通読

研究データ解釈・評価 配布資料の通読
研究データ解釈・評価 配布資料の通読
研究データ解釈・評価 配布資料の通読
研究展開方法論 配布資料の通読
研究展開方法論 配布資料の通読
各種統計処理の活用法 配布資料の通読
各種統計処理の活用法 配布資料の通読
英語原著論文作成法 配布資料の通読
英語原著論文作成法 配布資料の通読
英語原著論文作成法 配布資料の通読
英語原著論文作成法 配布資料の通読
英語原著論文作成 配布資料の通読
英語原著論文作成 配布資料の通読
英語原著論文作成 配布資料の通読

・事後、ノートを整理するなどし、知識の定着に努める。

・配布資料を通読した後、具体例について取り上げる。各自、自分の意見を述べ、討論す
る。定期的に、自身のデータを使用したレポートを提出する。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法：レポート50%、質疑応答への参加50%
(3)合格（単位修得）のための最低基準
・自身のデータを用いて原著論文に準ずるレポート（英語）を提出する。
・演習へは出席の上、毎回必ず、発言することを合格の必須条件とする。
・指定するセミナー、講演会に参加する。
・発表、討論型の授業形態とする。
・講義までに配布する講義資料を読んでおくこと。
・講義前に文献を配布する。

・適宜、参考資料、参考文献を指定する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）分子制御生物学演習2
（英）Basic practice in molecular biology of medicine2
塩田　正之

発表資料作成法（２） 配布資料の通読

演習

1～2通 単位数 2

学会発表のためのプレゼンテーション能力を身に着ける。実験結果のプレゼンテーション
及び討論を行い、研究成果を適切に報告する。また質疑応答のスキルを身に着ける。

1. データの意味を理解し、データを適切にまとめることができる。
2. 新規性の提示・考察など、公正な研究成果評価法を理解し、自身のデータを発表する。
3. 論理展開を考え、プレゼンテーション用資料を作成する。
4. 発表内容に対する質疑応答に的確に対応することができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
発表資料作成法（１） 配布資料の通読

発表資料作成法（３） 配布資料の通読
発表資料作成（１） 配布資料の通読
発表資料作成（２） 配布資料の通読
発表資料作成（３） 配布資料の通読
プレゼンテーション（１） 自身のデータを基に資料を作成する
プレゼンテーション（１）の再構成 コメントをまとめ、資料を改訂する
プレゼンテーション（２） 自身のデータを基に資料を作成する
プレゼンテーション（２）の再構成 コメントをまとめ、資料を改訂する
セミナー参加（１） 質疑応答内容を整理する
プレゼンテーション（３） 自身のデータを基に資料を作成する
プレゼンテーション（３）の再構成 コメントをまとめ、資料を改訂する
セミナー参加（２） 質疑応答内容を整理する
プレゼンテーション（４） 自身のデータを基に資料を作成する
プレゼンテーション（４）の再構成 コメントをまとめ、資料を改訂する

・事前にプレゼンテーション資料を作成し、事後、参加者のコメントを踏まえて再構成す
る。

・予め発表資料作成法について、事例を挙げて口述する。自身のデータを用いて第三者に
わかりやすいプレゼンテーション資料を作成し、プレゼンテーションを行う。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価する
(2)評価方法：プレゼンテーション60%、討論参加状況40%
(3)合格（単位修得）のための最低基準
・プレゼンテーション（４）を評価対象とする。
・演習へは出席の上、毎回必ず、発言すること。
・指定するセミナー、講演会に参加すること。
・演習までに自身のデータをまとめ、プレゼンテーションの準備を行う。結果だけでな
く、わかりやすい背景等を加え、論理的に説明すること。
・演習時、参加者からのコメントはすべて記録し、それを基に作成したプレゼンテーショ
ン資料を改訂する。
・参考資料を配布する。

・参考となる書籍、参考文献を適宜指示する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第１～第5回

第6～第10回

第11～第30回

* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

博士論文作成のため、図表、英語論文執筆に
取り掛かる。不足している実験については鋭
意推進する。英文筆頭著者として論文を発表
し、口頭発表でも成果をプレゼンテーション
できるようにする。また、国内外の学会・集
会での発表も目指す。

同上

各人の研究テーマに従って本格的な博士研究
を推進するとともに、研究成果の学会発表や
論文発表を目指す。

同上

研究室の基本ルールを学習し、基礎的な実験
法を習得したのち、それぞれの研究テーマに
沿った博士研究に着手する。各人の研究テー
マに従って本格的な博士研究を推進する。		

事前に研究解析予定について手順をまとめ、
プロトコールを立案する。事後には指摘・討
論された事項について検討するとともに関連
する解析法や論文を検索し、発展性の高い研
究推進を目指す。

・プレゼンテーションの準備を行う。

・実際に国内・国際学会および部会や研究会で発表する。

2024 曜日・時限

日本語または英語によるポスター・口頭発表や論文作成を行い、発表や論文の構成、図表
の作成、適切な文献の挿入、研究考察など研究成果の発表について修得する。

・パワーポイント、ワードなどPCソフトウェアを用いて、日本語または英語で発表用原稿
を作成できる。
・口頭やポスター発表にて研究内容を説明し、討論できる。
・研究論文としてまとめ、発表できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

3～4通 単位数 2

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（分子制御生物学）
（英）Exercise in Presentation
塩田　正之
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* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

(1)到達達成度目標について評価する。
(2)評価方法：国内・国際学会に出席の上、日本語あるいは英語にて成果発表を行う
（100％）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
・内容の理解度、プレゼンテーション技術、発表態度、質疑応答、取り組みの内容を総合
的に評価する。

特になし
特になし
・関連する論文、プロトコール
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第１～第30回

* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法：論文作成（100％）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
・英語の原著論文（一報）を作成し、国際誌に投稿する。
特になし
特になし
・関連する論文、プロトコール、関連教科書

事前に研究解析予定について手順をまとめ、プロトコールを立案する。事後には指摘・討
論された事項について検討するとともに関連する解析法や論文を検索する。

生化学、細胞生物学、分子生物学的手法を駆使し、試験管内反応から細胞、個体（マウ
ス）レベルに至る実験を行い、研究を推進する。解析技法を習得するとともに英語論文と
して成果をまとめる。解析技法を習得するとともに英語論文として成果を発表する。

演習

1～4通 単位数 8

以下のテーマの中から課題を設定し、基礎研究を行う。
① がんの増悪機構のメカニズム解析
② 機能性プロテオミクスを用いたがんの病態解析
③ 創薬を目指した新規モノクローナル抗体の創製と生理機能解析

選択したテーマに応じて、以下の到達目標を設定する。
・がんの増殖、転移、抗癌剤耐性の新規分子機序を明らかにできる。
・機能性プロテオミクスを用いて俯瞰的な病態解析を行い、がん病態に付随して生じる事
象、異種細胞との連関等を明らかにできる。
・解析・診断・治療に資する新規モノクローナル抗体を取得し、基礎データを取得でき
る

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

生化学、細胞生物学、分子生物学的手法を駆
使し、試験管内反応から細胞、個体（マウ
ス）レベルに至る実験を行い、研究を推進す
る。解析技法を習得するとともに英語論文と
して成果をまとめる。

事前に研究解析予定について手順をまとめ、
プロトコールを立案する。事後には指摘・討
論された事項について検討するとともに関連
する解析法や論文を検索し、発展性の高い研
究推進を目指す。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（分子制御生物学）
（英）Advanced Course of Medical Research
塩田　正之
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回

第5回

第6回

第7回
第8回
第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）病態生理学（腫瘍病態学総論）
（英）Pathophysiology(Cancer Biology)
大谷　直子

細胞周期とその制御 同上

講義

1～2通 単位数 2

数多くの病態の中で、わが国における死因の第1位であるがんという病態を総合的に理解す
る。がん細胞の発生から、がん細胞の特性、治療標的分子の性質等を含む腫瘍生物学全般
について、成書、ならびに最先端の知見について書かれた英語の原著論文を用いて、腫瘍
生物学全般を体系的に基礎から応用、臨床応用への発展まで理解する。
がん細胞の発生から、がん細胞の特性、治療標的分子の性質等を含む腫瘍生物学全般につ
いて基礎から応用、臨床応用への発展まで説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

がんとは？
事前：教材を前もって読んでおくこと。
事後：教材を復習しておくこと

細胞周期チェックポイント機構① 同上
細胞周期チェックポイント機構② 同上

発がんの原因：腫瘍ウイルスとがん遺伝子① 同上

発がんの原因：腫瘍ウイルスとがん遺伝子② 同上

発がんの原因：がん遺伝子の活性化① 同上
発がんの原因：がん遺伝子の活性化② 同上
発がんの原因：テロメラーゼ 同上

発がんの原因：がん抑制遺伝子の失活（p16-
RB経路）

同上

発がんの原因：がん抑制遺伝子の失活（p53
経路）

同上

発がんの原因：がん抑制遺伝子の失活（その
他）

同上

多段階発がん 同上

がんゲノム解析によるがんの進化形式の実際 同上

発がん防御機構：細胞死① 同上
発がん防御機構：細胞死② 同上
発がん防御機構：細胞老化① 同上
発がん防御機構：細胞老化② 同上
がんと代謝① 同上
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第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回

第28回

第29回

第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

がんと代謝② 同上
がんの浸潤転移機構 同上
がん微小環境① 同上
がん微小環境② 同上
抗腫瘍免疫① 同上
抗腫瘍免疫② 同上
がん遺伝子の活性化と分子標的薬① 同上
がん遺伝子の活性化と分子標的薬② 同上

抗腫瘍免疫と免疫チェックポイント阻害剤① 同上

抗腫瘍免疫と免疫チェックポイント阻害剤② 同上

まとめ 同上
プレゼン、レポート提出 同上

研究テーマに関する理解度、レポート等で総合的に評価する。
(1)がんの発生、進展機構についてすべての項目を正しくできているかどうかを評価の判断
材料とする。
(2)評価方法（プレゼン50％、レポート50％）
(3)合格（単位修得）のための最低基準：がんの発生、進展機構についてすべての項目を正
しく説明できる。

事前学習として、教材を前もって読んでおくこと。
事後学習として教材を復習しておくこと

The Biology of Cancer (南江堂)、デヴィータがんの分子生物学（MEDSi）

腫瘍生物学分野の英文原著論文、Molecular Biology of THE CELL(第６版）、実験医学
（羊土社）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)がんの様々な特性についての理解度を評価する
(2)プレゼンテーション60％、レポート40％。
(3)がんの特性について理解し、博士課程研究にどのように生かすかを表現すること
事前学習、事後学習を行い、博士課程研究にどのように生かすかを考えること。
特になし

腫瘍生物学分野の英文原著論文、The Biology of Cancer (南江堂)、デヴィータがんの分子
生物学（MEDSi）,Molecular Biology of THE CELL(第６版）、実験医学（羊土社）

まとめ 同上
理解度確認試験 同上

がんの免疫療法② 同上
がんの分子標的薬① 同上
がんの分子標的薬② 同上

がん幹細胞① 同上
がん幹細胞② 同上
がんの免疫療法① 同上

炎症とがん、感染症とがん② 同上
肥満とがん、腸内細菌とがん① 同上
肥満とがん、腸内細菌とがん② 同上

がんと代謝① 同上
がんと代謝② 同上
炎症とがん、感染症とがん① 同上

がん微小環境② 同上

講義

1～2通 単位数 2

がんという病態を総合的に理解する。がん細胞の発生から、がん細胞の特性、治療標的分
子の性質等を含む腫瘍生物学全般について、成書、ならびに最先端の知見について書かれ
た英語の原著論文を用いて、腫瘍生物学全般の基礎的事項を体系的に理解する。

がん細胞の発生から、がん細胞の特性、治療標的分子の性質等を含む腫瘍生物学全般につ
いて、説明できるようになる。成書、ならびに最近の知見について書かれた基礎的な英語
の原著論文を正しく理解し、内容についてプレゼンテーションができるようになる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

がん微小環境① 事前学習：教材を十分に読んでおくこと。
事後学習：教材を復習しておくこと

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）病態生理学（腫瘍病態学特論１）
（英）Pathophysiology（Advanced Cancer Biology1）
大谷　直子
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）病態生理学（腫瘍病態学特論２）
（英）Pathophysiology（Advanced Cancer Biology2）
大谷　直子

がん微小環境② 同上

講義

1～2通 単位数 2

がんという病態を総合的に理解する。がん細胞の発生から、がん細胞の特性、治療標的分
子の性質等を含む腫瘍生物学全般について、成書、ならびに最先端の知見について書かれ
た英語の原著論文を用いて、腫瘍生物学全般の応用編を体系的に理解する。

がん細胞の発生から、がん細胞の特性、治療標的分子の性質等を含む腫瘍生物学全般につ
いて、理解する。成書、ならびに最先端の知見について書かれた応用的な英語の原著論文
を理解し、内容についてプレゼンテーションができるようになる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

がん微小環境①
事前学習：教材を十分に読んでおくこと。
事後学習：教材を復習しておくこと

がんと代謝① 同上
がんと代謝② 同上
炎症とがん 同上
感染症とがん 同上
肥満とがん 同上
腸内細菌とがん① 同上
腸内細菌とがん② 同上
がん幹細胞 同上
がんの免疫療法① 同上
がんの免疫療法② 同上
がんの分子標的薬① 同上
がんの分子標的薬② 同上
まとめ 同上
理解度確認試験 同上

(1)がんの様々な特性についての理解度を評価する
(2)プレゼンテーション60％、レポート40％。
(3)がんの特性について理解し、博士課程研究にどのように生かすかを表現すること

事前学習、事後学習を行い、博士課程研究にどのように生かすかを考えること。
特になし

腫瘍生物学分野の英文原著論文、The Biology of Cancer (南江堂)、デヴィータがんの分子
生物学（MEDSi）,Molecular Biology of THE CELL(第６版）、実験医学（羊土社）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)がん微小環境における腫瘍免疫の特性についての理解度を評価する
(2)プレゼンテーション60％、レポート40％。
(3)がんの特性について理解し、博士課程研究にどのように生かすかを表現すること

事前学習、事後学習を行い、博士課程研究にどのように生かすかを考えること。
特になし

腫瘍免疫学分野の英文原著論文、エッセンシャル免疫学(MEDSi)、The Biology of Cancer
(南江堂)、デヴィータがんの分子生物学（MEDSi）,Molecular Biology of THE CELL(第６
版）、実験医学（羊土社）

まとめ 同上
理解度確認・評価 同上

免疫と病気② 同上
免疫とがん① 同上
免疫とがん② 同上

免疫に関わる物質・細胞① 同上
免疫に関わる物質・細胞② 同上
免疫と病気① 同上

リンパ球の分化と多様性② 同上
様々な役割をもつリンパ球① 同上
様々な役割をもつリンパ球② 同上

生体防御反応（獲得免疫応答）① 同上
生体防御反応（獲得免疫応答）② 同上
リンパ球の分化と多様性① 同上

生体防御反応（自然免疫応答）② 同上

講義

1～2通 単位数 2

免疫学の基本と抗腫瘍免疫を含む免疫がかかわる病態について、成書、ならびに最先端の
知見について書かれた英語の原著論文を用いて、腫瘍生物学全般を体系的に理解する。

免疫学の基本と腫瘍免疫や免疫が関わる病態について説明できるようになる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

生体防御反応（自然免疫応答）①
事前学習：教材を十分に読んでおくこと。
事後学習：教材を復習しておくこと

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）病態生理学（病態免疫学総論）
（英）Pathophysiology（Immunology in diseases）
大谷　直子
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

まとめ 同上
理解度確認試験 同上

加齢性疾患と臨床研究計画１ 同上
加齢性疾患と臨床研究計画2 同上
加齢性疾患と臨床研究計画3 同上

加齢性病態の研究方法１ 同上
加齢性病態の研究方法2 同上
加齢性病態の研究方法3 同上

細胞老化随伴分泌現象 同上
加齢性病態と分子細胞レベルの変化① 同上
加齢性病態と分子細胞レベルの変化② 同上

加齢性病態の分子機構① 同上
加齢性病態の分子機構② 同上
細胞老化 同上

加齢性病変の種類② 同上

演習

1～2通 単位数 2

超高齢社会を迎えた現在、加齢性病態に関する分子メカニズムを理解するため、英語原著
論文を用いたゼミ形式による学習を行う。

加齢性病態に関する分子メカニズムについて理解し、説明できるようになる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
加齢性病変の種類① 前学習：教材となる原著論文は各自で各科学

雑誌から選択するか、適宜教員が指定する。
事後学習：原著論文の内容を復習し、各自の
研究に生かす

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）病態生理学演習(加齢性病態研究演習)
（英）Basic Course of Pathophysiology（Age-related diseases）
大谷　直子
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)研究テーマとの関連を考え、腸内細菌叢についての理解度を評価する
(2)プレゼンテーション60％、レポート40％。
(3)精読した論文の内容を理解し、研究にどのように生かすかを表現する

事前学習、事後学習を行い、博士課程研究にどのように生かすかを考えること。

特になし

各自の研究に関係する国際原著論文
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

まとめ 同上
理解度確認試験 同上

常在細菌叢と臨床研究計画2 同上
常在細菌叢と臨床研究計画3 同上
常在細菌叢と臨床研究計画4 同上

腸内細菌叢の解析方法3 同上
腸内細菌叢の解析方法4 同上
常在細菌叢と臨床研究計画１ 同上

腸内細菌叢と疾患② 同上
腸内細菌叢の解析方法１ 同上
腸内細菌叢の解析方法2 同上

シンバイオーシス 同上
ディスバイオーシス 同上
腸内細菌叢と疾患① 同上

腸内細菌叢の役割② 同上

演習

1～2通 単位数 2

腸内細菌叢と疾患に関する英語原著論文を用いたゼミ形式による学習。

腸内細菌叢や代謝物が関連する病態について、成書や論文を抄読することで体系的に理解
し、実際の臨床研究を計画できるようになる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

腸内細菌叢の役割①

事前学習：教材となる原著論文は各自で各科
学雑誌から選択するか、適宜教員が指定す
る。
事後学習：原著論文の内容を復習し、各自の
研究に生かす

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）病態生理学演習(腸内細菌叢研究演習)
（英）Basic Course of Pathophysiology（Gut microbiota-associated diseases）
大谷　直子
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)研究テーマとの関連を考え、腸内細菌叢についての理解度を評価する
(2)プレゼンテーション60％、レポート40％。
(3)精読した論文の内容を理解し、研究にどのように生かすかを表現すること

事前学習、事後学習を行い、博士課程研究にどのように生かすかを考えること。

特になし

各自の研究に関係する国際原著論文
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（病態生理学）
（英）Exercise in Presentation
大谷　直子

3～4通 単位数 2

聞く側が理解しやすい発表資料の作成法、制限時間の厳守、質問に対する適切な応答がで
きるようになる。また学術論文を作成する手順を習得し作成できるようになる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を
学び、論文として発表する方法を学ぶ。
学術集会における口頭発表やポスター発表の方法を修得する、また学術論文の書き方、発
表する方法を修得する

研究テーマの進捗状況発表④

既報論文内容プレゼンテーション④
研究テーマの進捗状況発表①
研究テーマの進捗状況発表②

テーマの決定
既報論文抄読①

既報論文抄読③
既報論文内容プレゼンテーション③
既報論文抄読④

既報論文内容プレゼンテーション①
既報論文抄読②
既報論文内容プレゼンテーション②

研究テーマの進捗状況発表⑨
研究テーマの進捗状況発表⑩
研究テーマの進捗状況発表⑪

発表者は質問等に応じられるよう充分に準備
を行うこと。発表資料は，研究分野の異なる
教員・学生にもわかりやすく、そして発表時
間を考慮して作成すること。適切に応じられ
なかった質問やコメントに対しては、発表会
後に文献・専門書などで調べたり、実際に実
験を行ったりして、質問者に回答すること。

研究の計画と修正③
研究テーマの進捗状況発表⑦
研究テーマの進捗状況発表⑧

研究の計画と修正②
研究テーマの進捗状況発表⑤
研究テーマの進捗状況発表⑥

研究の計画と修正①
研究テーマの進捗状況発表③

学会発表練習（口頭）②
論文作成②

学会発表練習（ポスター）①
学会発表練習（ポスター）②
学会発表練習（口頭）①
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第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献

* その他

発表の質（６０％程度）及び討論への参加状況姿勢（４０％程度）で評価する。
質の高いプレゼンをするためには、発表内容とその背景を十分に理解しておくことが必
要。

発表者は質問等に応じられるよう充分に準備を行うこと。発表資料は，研究分野の異なる
教員・学生にもわかりやすく、そして発表時間を考慮して作成すること。適切に応じられ
なかった質問やコメントに対しては、発表会後に文献・専門書などで調べたり、実際に実
験を行ったりして、質問者に回答すること．
日本語だけでなく、英語での発表練習も随時行う。

教科書はとくになし。テーマにあった原書論文を教員とともに選ぶ。

カバーレターの書き方
完成論文の投稿

論文作成③

テーマにあった英文原書論文。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

科目ナンバリング
（和）研究指導　（病態生理学）
（英）Advanced Course of Medical Research
大谷　直子

目標設定、研究計画の立案①

演習

1～4通 単位数

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究の背景調査と未解明の課題発見②

肥満やがん、個体老化という病態について、組織微小環境、腸内細菌代謝物との関連や臓
器連関にも着目し、テーマを決めてその病態の理解とその原因となる分子細胞レベルの変
化を、基礎から応用までの観点で、詳細を理解、研究し発表できる。
研究を実施するにあたり、指導者と研究結果についての討論、研究成果の報告、プレゼン
テーションを繰り返し実施し、研究能力、発表力の養成とともに博士の学位取得に相応し
い研究成果を得、博士論文を完成させる。

目標設定、研究計画の立案②
研究方法の開発①

2024 曜日・時限

事前学習：研究の背景調査、関連論文の精読
事後学習：研究結果の考察、関連論文の精
読、次の研究計画立案

8

医科学研究の高度化と広領域化を踏まえて、基礎医科学専攻の人材養成に沿った研究指導
を行う。
１）基礎医学の広い分野にわたって優れた理解力と応用力を修得するように研究指導す
る。
２）臨床医学を研究面から支援出来る学際的な研究指導をする。
３）社会医学的視点から社会貢献できるような学際的な研究指導をする。
４）独創性の高い先駆的研究を行うに必要な研究指導を行う。
学術集会における口頭発表やポスター発表の方法を修得する、また学術論文の書き方、発
表する方法を修得する。特に肥満やがん、個体老化という病態について、組織微小環境、
腸内細菌代謝物との関連や臓器連関にも着目する。

研究の実施④
研究結果についての討論②
研究の実施⑤
研究の実施⑥
研究成果の報告、プレゼンテーション①

研究方法の開発②
研究の実施①
研究の実施②
研究結果についての討論①
研究の実施③

研究の実施⑥
研究の実施⑦
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第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献

* その他

研究の実施⑩
研究結果についての討論④
研究の実施⑪
研究の実施⑫
研究成果の報告、プレゼンテーション②

研究の実施⑧
研究結果についての討論③
研究の実施⑨

研究の実施⑬
研究の実施⑭
研究結果についての討論⑤
研究の実施⑮
研究の実施⑯
研究成果の報告、プレゼンテーション③
博士論文内容の発表

研究テーマに関する理解度、博士論文の内容等で総合的に評価する。
(1)研究テーマについて正しくできているか、研究を適切に遂行できているかを評価の判断
材料とする。
(2)評価方法（博士論文内容100％）
(3)合格（単位修得）のための最低基準：博士論文を作成。発表会で質疑応答を適切に行う

事前学習：研究の背景調査、関連論文の精読
事後学習：研究結果の考察、関連論文の精読、次の研究計画立案
特になし
研究テーマに関する英文原著論文
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回

第13回

第14回

2024 曜日・時限

講義前に参考文献を読んで講義に臨み、講義
後に、配布資料ならび参考文献を読んだり、
疑問点や分からない点について教員など聞い
たりして、理解を深めること。

科目ナンバリング
（和）機能細胞形態学1
（英）Anatomy & Regenerative Biology1
池田　一雄、松原　勤

肝臓を構成する細胞群ならびにその組織構造
①

講義

1～2通 単位数 4

肝臓の組織形態ならび各種肝疾患の組織形態および病態整理を説明できるようになり、基
礎研究に必要な組織形態学・分子生物学・生化学的な解析を理解し、自らが実験できるた
めの一般的な基礎知識を身につける。

月曜日；12時30分～14時
1肝臓・消化管・脂肪組織などの正常組織の組織形態および機能を説明できる。
2肝臓疾患の組織形態および分子病態を説明できる。
3基礎研究に必要な組織形態学的解析手法を理解できる。
4基礎研究に必要な分子生物学的解析手法を理解できる。
5基礎研究に必要な生化学的な解析手法を理解できる。
6自らが実験できるように基礎知識を身につける

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究とは (実験ノートの書き方・論文の読み
方)

論文を検索し、実際に論文を読む。

肝臓を構成する細胞群ならびにその組織構造
②
消化管を構成する細胞群ならびにその組織構
造
脂肪組織を構成する細胞群ならびにその組織
構造
肝臓の機能①
栄養素の代謝と体内動態①
栄養素の代謝と体内動態②
栄養素の代謝と体内動態③
アルコール・薬物の代謝と体内動態
肝臓の機能②
急性肝炎（薬物性肝障害）の組織形態と分子
病態①
急性肝炎（薬物性肝障害）の組織形態と分子
病態②

原発性胆汁性胆管炎の組織形態と分子病態①
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第15回

第16回

第17回

第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

原発性胆汁性胆管炎の組織形態と分子病態②

非アルコール性脂肪肝炎の組織形態と分子病
態①
非アルコール性脂肪肝炎の組織形態と分子病
態②
炎症と線維化、がん
肝硬変・肝がんの組織形態と分子病態①
肝硬変・肝がんの組織形態と分子病態②
基礎実験の基本的な手技
組織形態学的な研究手法
分子生物学的な研究手法①
分子生物学的な研究手法②
分子生物学的な研究手法③
生化学的な研究手法①
生化学的な研究手法②
肝疾患モデルの種類と特徴①
肝疾患モデルの種類と特徴②
研究計画の立案と論文の書き方 自主的に、複数の参考文献を読んで、１つの

論文にまとめる練習を行い、技術を習得す
る。

口頭試問

（１）肝臓・消化管・脂肪組織などの組織形態ならび肝臓疾患の組織形態および分子病態
を説明できるようになり、基礎研究に必要な組織形態学・分子生物学・生化学的な解析を
理解し一人で実験ができるように基礎知識を身につける。
（２）口答試問 80%、レポート 20%、
（３）一般の方が分かるように肝臓病学研究を説明できるようになる。基礎研究に関する
実験の原理を説明できるようになる。上記に加え、肝臓病学研究の背景ならびに現況を正
確に理解し、研究計画を立案できるようなることが望ましい。
講義内の口答試問による評価を重視するため、特別な理由（交通機関の遅延や病気による
欠席など）を除いて出席をしない場合、単位を取得することができない。

毎回、レジュメを配付する。また、必要な教材については適宜紹介する。

PubMedなどを文献検索サイト使って、各自必要な文献を収集する。
必要に応じて検索方法など教員に聞く。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

2024 曜日・時限

口頭試問

事前配布のレジュメを予習すること
講義後に、配布資料ならび参考文献を読んだ
り、疑問点や分からない点について教員など
聞いたりして、理解を深めること。

消化器系2

講義

1～2通 単位数 2

組織学の基礎を広く理解し、各臓器が機能するための、それぞれの臓器構造の意義を理解
できる。

金曜日17時～18時30分

1組織学の基礎を理解し、説明できる。
2消化器系が機能するための、臓器構造の意義を理解し、説明できる。
3呼吸器系が機能するための、臓器構造の意義を理解し、説明できる。
4循環器系が機能するための、臓器構造の意義を理解し、説明できる。
5泌尿生殖器系が機能するための、臓器構造の意義を理解し、説明できる。
6感覚器系が機能するための、臓器構造の意義を理解し、説明できる。
7神経系が機能するための、臓器構造の意義を理解し、説明できる。
8造血系が機能するための、臓器構造の意義を理解し、説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
消化器系1

科目ナンバリング
（和）機能細胞形態学２
（英）Anatomy & Regenerative Biology２
池田　一雄、松原　勤、宇留島　隼人

消化器系３
呼吸器系1
呼吸器系2
循環器系1
循環器系2
泌尿生殖器系1
泌尿生殖器系2
泌尿生殖器系3
感覚器系1
感覚器系2
感覚器系3
神経系1
神経系2・造血系
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行います。
(2)評価方法；口頭試問（80％）、レポート（20％）
(3)組織学の基礎を理解していることと、各臓器の構造を理解していることを最低合格基準
とする。構造の違いによる臓器の機能を説明できることが理想的です。

・機能細胞形態学演習１を同時に履修することが望ましい。

・Ross Histology
・毎回、レジュメを配付する。

・PubMed文献検索サイト等、Web上で各自必要な参考文献を収集する。
・必要に応じて検索方法など教員に聞く。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

2024 曜日・時限

論文は事前に配布されます。
講義前に論文・参考文献を読んで講義に臨む
こと。
講義後に、参考文献を読んだり、疑問点や分
からない点について教員など聞いたりして、
理解を深めること。

科目ナンバリング
（和）機能細胞形態学3
（英）Anatomy & Regenerative Biology3
池田　一雄、松原　勤、宇留島　隼人、湯浅秀人

肝炎2

講義

1～2通 単位数 2

肝臓の炎症、再生、その後の組織修復そして癌化の分子機構について学ぶため、最新の知
見をNature,
Cell, Science, Gastroenterology, Hepatology etc.から参加者が論文を選定し、討論を行
う。

金曜日17時～18時30分
1研究に必要な文献を収集し、その内容を説明できる。
2発生過程での肝臓の組織構築、細胞間相互作用について説明できる。
3炎症、再生、組織修復時の組織構成細胞の役割を説明できる。
4炎症、再生、組織修復、線維化、さらに癌化に関わる分子メカニズムについて説明でき
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
肝炎1

肝炎3
線維化・肝硬変1
線維化・肝硬変2
線維化・肝硬変3
肝がん1
肝がん2
肝がん3
肝発生・再生1
肝発生・再生2
肝発生・再生3
人工肝臓・その他1
人工肝臓・その他2
人工肝臓・その他3
口頭試問
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2) 口頭試問60%、レポート40%
(3)合格（単位修得）のための最低基準
自らの研究に必要な文献を収集し、その内容を説明できることが合格のための最低基準で
す。レポートに関しては、他の参加者の提示した論文から参考文献を調べ、自らの研究と
対比して考察できていることが重要です。

講義前に論文・参考文献を読んで講義に臨むこと。
毎回、Nature, Cell, Science, Gastroenterology, Hepatology etc.から論文を講義前に配布
します。
Nature, Cell, Science, Gastroenterology, Hepatology etc.
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

事前に配布したレジュメを読み、理解できる
ところと理解できないところを項目ごとに分
類しておくこと。
演習後に、配布資料ならび参考文献を読んだ
り、疑問点や分からない点について教員など
聞いたりして、理解を深めること。

科目ナンバリング
（和）機能細胞形態学演習１
（英）Basic Course of Anatomy & Regenerative Biology１
池田　一雄、湯浅　秀人

一般組織標本作製2

演習

1～2通 単位数 2

組織形態学の基本演習として、組織標本の作製、および光学顕微鏡観察、電子顕微鏡観察
にて、典型的な組織像を理解し、説明することができる。
火曜日17時30分～18時15分

1一般組織標本作製ができる。
2免疫組織化学染色の理論を理解し、実践できる。
3透過型電顕像の観察所見を説明できる。
4走査型電顕像の観察所見を説明できる。
5免疫電顕像の観察所見を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
一般組織標本作製1

一般組織標本作製3
免疫組織化学染色1
免疫組織化学染色2
免疫組織化学染色3
透過型電顕1
透過型電顕2
透過型電顕3
走査型電顕1
走査型電顕2
走査型電顕3
免疫電顕1
免疫電顕2
免疫電顕3
口頭試問

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)口頭試問 80％、レポート20％
(3)合格（単位修得）のための最低基準
達成目標の1（一般組織標本作製ができる。）と2（免疫組織化学染色の理論を理解し、実
践できる。）が達成できていると合格となります。
・機能細胞形態学２を同時に履修することが望ましい。
・毎回、レジュメを配付する。
・PubMed文献検索サイト等、Web上で各自必要な参考文献を収集する。
・必要に応じて教員に聞くこと。

82



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

～

第15回

第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

第1回から第15回まで、参加者各自が持参し
た論文、あるいは、各自の実験データをプレ
ゼンテーションし、データに関して討論を行
う。

事前に紹介予定論文を読むこと。事後には、
関連論文を検索し、理解を深める。

科目ナンバリング
（和）機能細胞形態学演習2
（英）Basic Course of Anatomy & Regenerative Biology2
池田　一雄、松原　勤、宇留島隼人、湯浅　秀人

演習

1～2通 単位数 2

炎症、臓器線維症、肝臓疾患の病態解明、病態制御を目指した研究を立案、実行できる用
になるための演習を行う。

水曜日17時～18時30分
1炎症と再生、組織修復、臓器線維症に関する学術論文をもとに討論できる。
2各自の実験データをプレゼンテーションし、データに関して討論を行う。
3炎症と再生、臓器線維症に関する最新の話題が掲載された論文を精読、理解を深めること
で、問題点を明らかにし、創造性の高い研究を立案できる。
4立案した研究を遂行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

口頭試問

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)口頭試問 80％、レポート20％
(3)合格（単位修得）のための最低基準
達成目標の2（各自の実験データをプレゼンテーションし、データに関して討論を行う。）
を改めて口頭試問するが、これが達成できていると合格となります。
・特になし

・毎回、担当者がレジュメを配付する。

・PubMed文献検索サイト等、Web上で各自必要な参考文献を収集する。
・必要に応じて教員に聞くこと。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1〜3回

第4〜6回

第7〜10回

第11〜13回

第14〜16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（機能細胞形態学）
（英）Exercise in Presentation
池田一雄、松原　勤、宇留島隼人

学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を学び、論文として発表する方法を学
ぶ。当科目では、研究会および学会参加、学会発表や論文発表を授業と認める。

金曜日；12時30分〜14時
1国内外の学会でのポスター発表のための原稿を作成することができる。
2国内外の学会での口頭発表のための原稿を作成することができる。
3国内外の学会での質疑応答に適切に答えることができる。
4研究内容を学術論文として発表できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

2024 曜日・時限
演習

3〜4通 単位数 2

ポスター発表 事前配布のレジュメを予習すること
演習後に、疑問点や分からない点について教
員など聞いたりして、理解を深めること。

論文紹介でのプレゼンテーション

実験データを解析したプレゼンテーション

研究会、学会への参加、発表
（口頭試問）

口頭発表

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2) 研究会、学会の発表にて評価を行う。発表のないときは、口頭試問（100％）を行う。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
達成目標の1〜3を合格のための最低基準とする。研究会あるいは学会参加も必須とする。

・特になし
・第1〜６回までは、レジュメを配付する。第7〜13回までは、発表者が準備すること
・PubMed文献検索サイト等、Web上で各自必要な参考文献を収集する。
・必要に応じて教員に聞くこと。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回〜第20回

第21回〜61回

第62回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

科目ナンバリング
（和）研究指導　（機能細胞形態学）
（英）Advanced Course of Medical Research
池田　一雄、松原　勤、宇留島隼人、湯浅　秀人

1炎症と再生、組織修復、臓器線維症に関する学術論文をもとに討論できる。
2基礎的な実験手技を身につけることができる。
3各自の実験データをプレゼンテーションし、データに関して討論できる。。
4炎症と再生、臓器線維症に関する最新の話題が掲載された論文を精読、理解を深めること
で、問題点を明らかにし、創造性の高い研究を立案、遂行できる。

2024 曜日・時限

炎症と再生、組織修復、臓器線維症に関する
学術論文をもとに討論

毎回、担当者が事前にレジュメを配付するの
で、しっかりと予習をすること。
演習後に、配布資料ならび参考文献を読んだ
り、疑問点や分からない点について教員など
聞いたりして、理解を深めること。

演習

1〜4通 単位数 8

炎症と再生、組織修復、臓器線維症に関する英語論文の読解から、研究の背景の理解を深
め、研究課題を見い出すこと。さらに、基礎的な実験手技の習得、自らの研究テーマとす
る炎症、臓器線維症、肝臓疾患の病態解明、病態制御を目指した研究の立案、実行ができ
るようになるための演習を行う。

水曜日17時〜18時30分、木曜日17時〜18時30分

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

奇数回；基礎的な実験手技修得のための演習
偶数回；参加者各自の実験データをプレゼン
テーションし、データに関して討論を行う。

口頭試問

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)口頭試問 80％、レポート20％
(3)合格（単位修得）のための最低基準
達成目標の3（各自の実験データをプレゼンテーションし、データに関して討論を行う。）
を改めて口頭試問するが、これができていることが合格のための最低基準となります。

・特になし
・毎回、担当者がレジュメを配付する
・PubMed文献検索サイト等、Web上で各自必要な参考文献を収集する。
・必要に応じて教員に聞くこと。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）神経生理学（総論）
（英）Neuroscience
水関　健司、宮脇　寛行、松本　英之、瀬戸川　将、黒木　暁、岩瀬　元貞

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

講義

1～2通 単位数 2

神経生理学、とくに海馬や記憶に関する最新の学術論文を教材とし、各教員が持ち回りで
論文を紹介して教員・ポスドク・大学院生・学部学生で討論することで、大学院生に神経
生理学の一般的な知識を習得させる。さらに、論文の解釈の方法について指導し、大学院
生が研究の立案と遂行、結果の解釈、論文を書く際の論理の進め方についての理解を深
め、各自の研究計画を立てる際に必要な能力を養う。水関、宮脇、松本、瀬戸川、黒木、
岩瀬の5名がそれぞれ5回、全員で30回の講義を行う。最新の学術論文を題材とする講義の
性質上、それぞれの講義の内容は講義の２日前までに指示する。

神経生理学を広く理解した上で、記憶に関わる神経回路の動作原理の解明を目指した研究
を立案できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。
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第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

口頭試験 試験の内容を事後に復習する。

内容の理解度・プレゼンテーションの技術・論文形式のレポート、発表および質疑応答の
内容で評価する（8０％）。全講義が終わった後に、記憶に関わる神経回路の動作原理の
解明を目指した研究を立案できるかどうかの口頭試験を行い、評価する（2０％）。

分からないことはその都度、担当教員に質問する。

講義に使用する論文は講義の2日前までに指示する。

The Hippocampus Book (Oxford Neuroscience Series)
Neuronal Substrates of Sleep and Epilepsy. Mircea Steriade (Cambrideg)
Rhythms of the Brain. Gyorgy Buzsaki. (Oxford)
Hippocampal Place Fields. Sheri J.Y. Mizumori ed.(Oxford)
The Hippocampus as a Cognitive Map. O’Keefe and Nadel (Oxford)
Diversity in the Neuronal Machine. Ivan Soltesz (Oxford)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）神経生理学（各論）
（英）Neuroscience
水関　健司、宮脇　寛行、松本　英之、瀬戸川　将、黒木　暁、岩瀬　元貞

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

講義

1～2通 単位数 2

神経生理学、とくに海馬や記憶に関する最新の学術論文を大学院生に紹介させ討論する。
全教員が共同して大学院生と討論を行うことで、論文の解釈の方法について指導し、大学
院生が研究の立案と遂行、結果の解釈、論文を書く際の論理の進め方についての理解を深
め、各自の研究計画を立てる際に必要な能力を養う。

神経生理学を広く理解した上で、記憶に関わる神経回路の動作原理の解明を目指した研究
を立案できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。
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第15回

第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

神経生理学分野の学術論文について議論す
る。

講義の内容を2日前までに指示する。

口頭試験 試験の内容を事後に復習する

内容の理解度・プレゼンテーションの技術・論文形式のレポート、発表および質疑応答の
内容で評価する（8０％）。全講義が終わった後に、記憶に関わる神経回路の動作原理の
解明を目指した研究を立案できるかどうかの口頭試験を行い、評価する（2０％）。

分からないことはその都度、担当教員に質問する。

講義に使用する論文は講義の2日前までに指示する。

The Neurobiology of Learning and Memory. Jerry W. Rudy (Sinauer Associates Inc)
The Hippocampus Book (Oxford Neuroscience Series)
Neuronal Substrates of Sleep and Epilepsy. Mircea Steriade (Cambrideg)
Rhythms of the Brain. Gyorgy Buzsaki. (Oxford)
Hippocampal Place Fields. Sheri J.Y. Mizumori ed.(Oxford)
The Hippocampus as a Cognitive Map. O’Keefe and Nadel (Oxford)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）神経生理学演習
（英）Neuroscience
水関　健司、宮脇　寛行、松本　英之、瀬戸川　将、黒木　暁、岩瀬　元貞

プログラミングの基礎を身につける。 講義の内容を2日前までに指示する。

演習

1～2通 単位数 4

神経生理学の実験データの解析を行うためのプログラミングを学ぶ。

神経生理学で必要なプログラミングの知識を身につけ、自分でプログラムを書き、実際の
実験データを論文に発表できるレベルで解析することができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
プログラミングの基礎を身につける。 講義の内容を2日前までに指示する。

プログラミングの基礎を身につける。 講義の内容を2日前までに指示する。
プログラミングの基礎を身につける。 講義の内容を2日前までに指示する。
プログラミングの基礎を身につける。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
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第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。
神経生理学のデータを解析する。 講義の内容を2日前までに指示する。

内容の理解度・プログラムのレポート（４０％）、発表および質疑応答の内容（６０％）
で評価する。

分からないことはその都度、担当教員に質問する。

MATLABプログラミング入門　上坂吉則　牧野書店

Observed Brain Dynamics. Partha P. Mitra, Hemant Bokil, Oxford University Press.
Signal Processing for Neuroscientists. WIM van DRONGELEN. Academic Press.
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。

研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。

研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。

研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。

研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。

研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。

研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。

研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。

研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。

演習

3～4通 単位数 2

国内外の神経科学の学会において、一般演題、シンポジウム、ワークショップなどで発表
するための資料の作製方法、口頭発表やポスター発表の技術、質疑応答への準備、対応方
法などを実践的に指導する。
国内外の神経科学の学会において、一般演題、シンポジウム、ワークショップなどで発表
するための資料の作製方法、口頭発表やポスター発表の技術、質疑応答への準備、対応方
法などを身につける。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（神経生理学）
（英）Neuroscience
水関　健司、宮脇　寛行、松本　英之、瀬戸川　将、黒木　暁、岩瀬　元貞
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

内容の理解度・プレゼンテーションの技術・論文形式のレポート、発表および質疑応答の
内容で評価する（2０％）。全演習が終わった後に、学会でどのように発表したかで評価
する（8０％）。

分からないことはその都度、担当教員に質問する。
講義に使用する論文は講義の2日前までに指示する。
The Hippocampus Book (Oxford Neuroscience Series)
Neuronal Substrates of Sleep and Epilepsy. Mircea Steriade (Cambrideg)
Rhythms of the Brain. Gyorgy Buzsaki. (Oxford)
Hippocampal Place Fields. Sheri J.Y. Mizumori ed.(Oxford)
The Hippocampus as a Cognitive Map. O’Keefe and Nadel (Oxford)
Sleep and Brain Plasticity (Oxford)
Diversity in the Neuronal Machine. Ivan Soltesz (Oxford)

研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。

研究成果発表の準備 講義の内容を2日前までに指示する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（神経生理学）
（英）Advanced Course of Medical Research
水関　健司、宮脇　寛行、松本　英之、瀬戸川　将、黒木　暁、岩瀬　元貞

立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。

演習

1～4通 単位数 8

研究指導では、各自の研究テーマに従って立案、遂行、得られた結果の解析、考察を行
い、論文として完成させ、投稿、受理されるまでのプロセスを一貫して教授し、医学を発
展させる能力を修得できるように指導する。電気生理学、光遺伝学、分子生物学、組織解
剖学、プログラミングなどの手法を用いて、海馬やその関連領域の神経回路の動作原理を
明らかにすることを目指す研究が遂行できるように指導する。各自に研究テーマを立案・
実行させ、得られた結果の解析、解釈、考察ができる能力を修得し、論文を完成させて投
稿から受理されるまでのプロセスを一貫して教授する。
具体的には、
１）研究の背景調査と未解明の課題発見
２）目標設定
３）目的達成のための最適な研究方法の調査・開発
４）具体的な研究計画の立案
５）研究の実施
６）研究結果についての討論
７）研究成果の報告、プレゼンテーション
を繰り返し実施し、博士の学位取得に相応しい研究成果を博士論文として完成させる。
記憶に関わる神経回路の動作原理の解明を目指す研究を立案し実行する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。

立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
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第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。
立案、実行、解析、解釈、考察、論文纏め 研究中心の生活を送る。

記憶に関わる神経回路の動作原理の解明を目指す研究を立案し、実行できたかで評価する
（４０％）。論文に纏めたか、学会発表したか、なども評価対象である（６０％）。

分からないことはその都度、担当教員に質問する。
The Neurobiology of Learning and Memory. Jerry W. Rudy (Sinauer Associates Inc)
The Hippocampus Book (Oxford Neuroscience Series)
Neuronal Substrates of Sleep and Epilepsy. Mircea Steriade (Cambrideg)
Rhythms of the Brain. Gyorgy Buzsaki. (Oxford)
Hippocampal Place Fields. Sheri J.Y. Mizumori ed.(Oxford)
The Hippocampus as a Cognitive Map. O’Keefe and Nadel (Oxford)

各自で考え、分からないことはその都度、担当教員に質問する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2,3回

第4,5回

第6,7回

第8,9回

第10,11回

第12,13回

第14,15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）細胞機能制御学1
（英）Biochemistry1
広常　真治、松本　早紀子

細胞骨格とモータータンパク質の制御機構
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

講義

1～2通 単位数 2

細胞生物学における細胞骨格とモータータンパク質の理解を深める。

1.　細胞骨格とモータータンパク質の基本構成因子を説明できる。
2.　神経細胞における細胞内物質輸送の制御を説明できる。
3.　繊毛、鞭毛の機能と制御を説明できる。
4.　細胞分裂における細胞骨格とモータータンパク質の制御を説明できる。
5．細胞骨格とモータータンパク質の機能不全と疾患の関連を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

細胞骨格とモータータンパク質の基本因子
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

神経発生における細胞骨格とモータータンパ
ク質の制御

事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

神経細胞における軸索輸送、樹状突起内の輸
送

事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

繊毛、鞭毛の構造と機能
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

細胞分裂における細胞骨格とモータータンパ
ク質の機能と制御

事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

細胞骨格とモータータンパク質の機能不全と
疾患：繊毛病についての解説

事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

細胞骨格とモータータンパク質の機能不全と
疾患：神経疾患

事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

(1)講義終了後に課題を与えるので、課題に関するレポートを提出する。
(2)評価方法　レポート（60％）、口頭試問（40％）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
最新の原著論文を理解し、自身の研究計画に反映できる。

履修に関しては原著論文を読む機会が多いので英語力の向上に努める。
Ｅｓｓｅｎｎｔｉａｌ　細胞生物学（南江堂）
Ｔｈｅ　ＣＥＬＬ
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2,3回

第4,5回

第6,7回

第8,9回

第10,11回

第12,13回

第14,15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）細胞機能制御学2
（英）Biochemistry2
広常　真治、松本　早紀子

電子顕微鏡による構造解析
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

講義

1～2通 単位数 2

胞生物学における基本知識、実験手法について解説する。
1.　細胞の基本構成因子を説明できる。
2.　細胞生物学、生化学における実験手法を計画できる。
3.　遺伝子導入と発現の理論と解析について説明できる。
4.　遺伝子改変マウスの理論と解析手法について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

細胞の基本構成因子
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

免疫組織染色の理論と応用
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

神経細胞におけるライブセルイメージング
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

超解像顕微鏡の原理と応用
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

細胞における遺伝子発現のメカニズム
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

ノックアウトマウスの作製原理と解析手法
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

ノックアウトマウス作製の最新技術について
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

(1)講義終了後に課題を与えるので、課題に関するレポートを提出する。
(2)評価方法　レポート（60％）、口頭試問（40％）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
最新の原著論文を理解し、自身の研究計画に反映できる。

履修に関しては原著論文を読む機会が多いので英語力の向上に努める。

Ｅｓｓｅｎｎｔｉａｌ　細胞生物学（南江堂）
Ｔｈｅ　ＣＥＬＬ
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-3回

第4-6回

第7-9回

第10-12回

第13-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）細胞機能制御学3
（英）Biochemistry3
広常　真治、松本　早紀子

電子顕微鏡を用いた構造生物学のトピック
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

講義

1～2通 単位数 2

細胞生物学、生化学の領域における細胞骨格とモータータンパク質の最新のエビデンスを
修得する。
1.　細胞骨格とモータータンパク質の先端研究を説明できる。
2.　電子顕微鏡を用いた構造生物学のトピックを説明できる。
3.　細胞骨格とモータータンパク質のプロテオーム解析について説明できる。
4.　繊毛病についての病態整理を説明できる。
5。神経疾患と細胞骨格とモータータンパク質の関連を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

細胞骨格とモータータンパク質の先端研究
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

細胞骨格とモータータンパク質のプロテオー
ム解析

事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

繊毛病についての病態整理
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

神経疾患と細胞骨格とモータータンパク質の
関連

事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

(1)講義終了後に課題を与えるので、課題に関するレポートを提出する。
(2)評価方法　レポート（60％）、口頭試問（40％）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
最新の原著論文を理解し、自身の研究計画に反映できる。

履修に関しては原著論文を読む機会が多いので英語力の向上に努める。

Ｅｓｓｅｎｎｔｉａｌ　細胞生物学（南江堂）

Ｔｈｅ　ＣＥＬＬ
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2,3回

第4,5回

第6,7回

第8,9回

第10,11回

第12,13回

第14,15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

・次の3点を必ず記載してください。
(1)講義終了後に課題を与えるので、課題に関するレポートを提出する。
(2)評価方法　レポート（60％）、口頭試問（40％）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
最新の原著論文を理解し、自身の研究計画に反映できる。

履修に関しては原著論文を読む機会が多いので英語力の向上に努める。
Ｅｓｓｅｎｎｔｉａｌ　細胞生物学（南江堂）
Ｔｈｅ　ＣＥＬＬ

クライオ電子顕微鏡の原理と応用
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

FIB電子顕微鏡の原理と応用
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

タンパク質解析の最新技術：単粒子解析
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

発現ベクターの種類と原理
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

in vitroのタンパク質解析の原理
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

タンパク質の精製とプロテオーム解析
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

微小管、細胞質ダイニンの精製原理
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

講義

1～2通 単位数 2

生化学における基本知識、実験手法について解説し、研究計画を立案・実践する。
1.　タンパク質の構造と機能を解説できる。
2.　タンパク質精製の実験手法を実践できる。
3.　遺伝子組み換えの理論と解析について実践できる。
4.　タンパク質構造解析の手法について実践できる。
5．単粒子解析の原理について実践できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

タンパク質の構造と機能の基礎
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）細胞機能制御学4
（英）Biochemistry4
広常　真治、松本　早紀子
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第1、2回

第3-10回

第11-16回

第17-24回

第25-30回

第31-36回

第37-50回

第51-60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

・次の3点を必ず記載してください。
(1)マウス脳組織の切片作成と染色を行い、レポートを提出する。
(2)評価方法　レポート（60％）、口頭試問（40％）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
マウス脳組織の形態と領域を説明できる。

マウス脳の固定に際してはパラホルムアルデヒドを用いる。また、切片作成にはクライオ
スタットを用いるので安全に注意し、実習を行なうこと。

Ｅｓｓｅｎｎｔｉａｌ　細胞生物学（南江堂）

Ｔｈｅ　ＣＥＬＬ

細胞における遺伝子発現の応用
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

ノックアウトマウスの作製原理と解析手法
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

ノックアウトマウス作製の最新技術について
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

免疫組織染色の理論と応用
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

神経細胞におけるライブセルイメージング
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

タンパク質の精製とプロテオーム解析
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

電子顕微鏡による構造解析
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

演習

1～2通 単位数 4

細胞生物学、生化学における実験手法について演習し、実践できる。

1.　細胞生物学、生化学における実験手法を実践できる。
2.　タンパク質の精製と解析の理論と解析について実践できる。
3.　遺伝子改変マウスの理論と解析手法について実践できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

細胞生物学、生化学における実験手法の基礎
事前に資料を配布し、授業後にレポートを提
出する。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）細胞機能制御学演習
（英）Practice of biochemistry
広常　真治、松本　早紀子
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1、2回

第3-6回

第7-12回

第13-18回

第19-24回

第25-30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（細胞機能制御学）
（英）Exercise in Presentation
広常　真治、松本　早紀子

画像のパワーポイントへの貼り付け。
事前に資料を配布し、授業後にパワーポイン
トを作成する。

演習

3～4通 単位数 2

パワーポイントを使った発表を習熟する。

1.　パワーポイント作成ができる。
2.　画像のパワーポイントへの貼り付けができる。
3.　動画のパワーポイントへの貼り付けができる。
4.　Reference managerの応用とパワーポイントへの貼り付けができる。
5.　発表と質疑応答ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

パワーポイント作成に関するガイダンス。
事前に資料を配布し、授業後にパワーポイン
トを作成する。

事前に資料を配布し、授業後にパワーポイン
トを作成する。

Reference managerの応用とパワーポイント
への貼り付け。

事前に資料を配布し、授業後にパワーポイン
トを作成する。

発表会と討論。

データの統計解析とパワーポイントへの貼り
付け。

事前に資料を配布し、授業後にパワーポイン
トを作成する。

動画のパワーポイントへの貼り付け。

(1)講義終了後に課題を与えるので、課題に関する発表用のパワーポイントを作成し発表す
る。
(2)評価方法　パワーポイント作成（60％）、発表および質疑応答（40％）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
課題に対するパワーポイントを作成し、発表および質疑応答ができる。

パワーポイント作成に際して動画や画像のビルドインができるようになる。
Ｅｓｓｅｎｎｔｉａｌ　細胞生物学（南江堂）
Ｔｈｅ　ＣＥＬＬ
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-10回

第11-25回

第26-40回

第41-50回

第51-60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

こちらで用意した資料を配布するので学習す
る。実習後はレポートを提出する。

(1)マウス脳組織の切片作成と染色を行い、レポートを提出する。
(2)評価方法　レポート（60％）、口頭試問（40％）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
マウス脳組織の形態と領域を説明できる。

マウス脳の固定に際してはパラホルムアルデヒドを用いる。また、切片作成にはクライオ
スタットを用いるので安全に注意し、実習を行なうこと。

Ｅｓｓｅｎｎｔｉａｌ　細胞生物学（南江堂）
Ｔｈｅ　ＣＥＬＬ

論文作成の指導。
こちらで用意した資料を配布するので学習す
る。実習後はレポートを提出する。

脳組織の電子顕微鏡による観察。
こちらで用意した資料を配布するので学習す
る。実習後はレポートを提出する。

神経細胞を用いたライブセルイメージング。

脳組織の切片の作成と染色、顕微鏡観察。
こちらで用意した資料を配布するので学習す
る。実習後はレポートを提出する。

演習

1～4通 単位数 8

生体を分子の集合体と、その統合機能化から研究視点から、分子レベルから細胞レベル、
さらには個体レベルにまで生体現象を把握でき、将来に分子生体医学の学際領域の発展に
対応でき、独創性の高い研究を行い、病態解析と臨床での応用的発展を行い得るようにこ
の分野における最近の研究成果、発展状況を幅広く学ぶ。
実験動物マウスを用いた中枢神経系の解析ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

マウスの脳の解剖と組織標本の作製。
こちらで用意した資料を配布するので学習す
る。実習後はレポートを提出する。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導（細胞機能制御学）
（英）Advanced Course of Medical Research
広常　真治、松本　早紀子
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回～第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）脳神経機能形態学（脳神経機能形態学講義1）
（英）Anatomy and Neuroscience (Seminar 1)
近藤 誠、甲斐 理武、河合 洋幸、中園 智晶

脳神経科学の学術論文を読み討論する。脳神
経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実
験、データ解析、論文作成、学会発表を行
う。研究進捗状況を発表し、討論する。

教科書、学術論文で学習する。

講義

1～2通 単位数 1

脳神経系の構造と機能を分子、細胞から個体レベルで理解する。脳神経科学の学術論文を
読み、討論し、最新の研究成果を学ぶ。多くの研究手法を習得する。脳神経科学の研究
テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を行う。研究進捗状況
を発表し、討論する。
1．脳神経系の構造と機能を説明できる。
2．脳神経科学の学術論文を読み、討論し、最新の研究成果を説明できる。
3．多くの研究手法を習得する。
4．脳神経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を
行う。
5．研究進捗状況を発表し、討論する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

(1) 到達目標の達成度を評価する。
(2) 評価方法：研究態度、研究進捗状況、発表・討論内容、参加態度
多くの学術論文を読み、積極的に研究を進め、発表・討論に参加する。
適宜紹介

カンデル神経科学（MEDSi）、学術論文
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回～第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度を評価する。
(2) 評価方法：研究態度、研究進捗状況、発表・討論内容、参加態度
多くの学術論文を読み、積極的に研究を進め、発表・討論に参加する。
適宜紹介
カンデル神経科学（MEDSi）、学術論文

脳神経科学の学術論文を読み討論する。脳神
経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実
験、データ解析、論文作成、学会発表を行
う。研究進捗状況を発表し、討論する。

教科書、学術論文で学習する。

講義

1～2通 単位数 1

脳神経系の構造と機能を分子、細胞から個体レベルで理解する。脳神経科学の学術論文を
読み、討論し、最新の研究成果を学ぶ。多くの研究手法を習得する。脳神経科学の研究
テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を行う。研究進捗状況
を発表し、討論する。
1．脳神経系の構造と機能を説明できる。
2．脳神経科学の学術論文を読み、討論し、最新の研究成果を説明できる。
3．多くの研究手法を習得する。
4．脳神経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を
行う。
5．研究進捗状況を発表し、討論する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）脳神経機能形態学（脳神経機能形態学講義2）
（英）Anatomy and Neuroscience (Seminar 2)
近藤 誠、甲斐 理武、河合 洋幸、中園 智晶
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回～第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）脳神経機能形態学（脳神経機能形態学演習1）
（英）Anatomy and Neuroscience (Practice 1)
近藤 誠、甲斐 理武、河合 洋幸、中園 智晶

演習

1～2通 単位数 2

脳神経系の構造と機能を分子、細胞から個体レベルで理解する。脳神経科学の学術論文を
読み、討論し、最新の研究成果を学ぶ。多くの研究手法を習得する。脳神経科学の研究
テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を行う。研究進捗状況
を発表し、討論する。
1．脳神経系の構造と機能を説明できる。
2．脳神経科学の学術論文を読み、討論し、最新の研究成果を説明できる。
3．多くの研究手法を習得する。
4．脳神経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を
行う。
5．研究進捗状況を発表し、討論する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
脳神経科学の学術論文を読み討論する。脳神
経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実
験、データ解析、論文作成、学会発表を行
う。研究進捗状況を発表し、討論する。

教科書、学術論文で学習する。

(1) 到達目標の達成度を評価する。
(2) 評価方法：研究態度、研究進捗状況、発表・討論内容、参加態度

多くの学術論文を読み、積極的に研究を進め、発表・討論に参加する。

適宜紹介
カンデル神経科学（MEDSi）、学術論文
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回～第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度を評価する。
(2) 評価方法：研究態度、研究進捗状況、発表・討論内容、参加態度
多くの学術論文を読み、積極的に研究を進め、発表・討論に参加する。
適宜紹介
カンデル神経科学（MEDSi）、学術論文

脳神経系の構造と機能を分子、細胞から個体レベルで理解する。脳神経科学の学術論文を
読み、討論し、最新の研究成果を学ぶ。多くの研究手法を習得する。脳神経科学の研究
テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を行う。研究進捗状況
を発表し、討論する。

1．脳神経系の構造と機能を説明できる。
2．脳神経科学の学術論文を読み、討論し、最新の研究成果を説明できる。
3．多くの研究手法を習得する。
4．脳神経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を
行う。
5．研究進捗状況を発表し、討論する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
脳神経科学の学術論文を読み討論する。脳神
経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実
験、データ解析、論文作成、学会発表を行
う。研究進捗状況を発表し、討論する。

教科書、学術論文で学習する。

演習

1～2通 単位数 2

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）脳神経機能形態学（脳神経機能形態学演習2）
（英）Anatomy and Neuroscience (Practice 2)
近藤 誠、甲斐 理武、河合 洋幸、中園 智晶
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回～第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度を評価する。
(2) 評価方法：研究態度、研究進捗状況、発表・討論内容、参加態度
多くの学術論文を読み、積極的に研究を進め、発表・討論に参加する。
適宜紹介
カンデル神経科学（MEDSi）、学術論文

脳神経系の構造と機能を分子、細胞から個体レベルで理解する。脳神経科学の学術論文を
読み、討論し、最新の研究成果を学ぶ。多くの研究手法を習得する。脳神経科学の研究
テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を行う。研究進捗状況
を発表し、討論する。
1．脳神経系の構造と機能を説明できる。
2．脳神経科学の学術論文を読み、討論し、最新の研究成果を説明できる。
3．多くの研究手法を習得する。
4．脳神経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を
行う。
5．研究進捗状況を発表し、討論する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
脳神経科学の学術論文を読み討論する。脳神
経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実
験、データ解析、論文作成、学会発表を行
う。研究進捗状況を発表し、討論する。

教科書、学術論文で学習する。

演習

1～2通 単位数 2

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）脳神経機能形態学（脳神経機能形態学演習3）
（英）Anatomy and Neuroscience (Practice 3)
近藤 誠、甲斐 理武、河合 洋幸、中園 智晶
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回～15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度を評価する。
(2) 評価方法：研究態度、研究進捗状況、発表・討論内容、参加態度

多くの学術論文を読み、積極的に研究を進め、発表・討論に参加する。
適宜紹介
カンデル神経科学（MEDSi）、学術論文

脳神経系の構造と機能を分子、細胞から個体レベルで理解する。脳神経科学の学術論文を
読み、討論し、最新の研究成果を学ぶ。多くの研究手法を習得する。脳神経科学の研究
テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を行う。研究進捗状況
を発表し、討論する。
1．脳神経系の構造と機能を説明できる。
2．脳神経科学の学術論文を読み、討論し、最新の研究成果を説明できる。
3．多くの研究手法を習得する。
4．脳神経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を
行う。
5．研究進捗状況を発表し、討論する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
脳神経科学の学術論文を読み討論する。脳神
経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実
験、データ解析、論文作成、学会発表を行
う。研究進捗状況を発表し、討論する。

教科書、学術論文で学習する。

演習

1～2通 単位数 2

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）脳神経機能形態学（脳神経機能形態学演習4）
（英）Anatomy and Neuroscience (Practice 4)
近藤 誠、甲斐 理武、河合 洋幸、中園 智晶
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回～第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

脳神経科学の学術論文を読み討論する。脳神
経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実
験、データ解析、論文作成、学会発表を行
う。研究進捗状況を発表し、討論する。

教科書、学術論文で学習する。

(1) 到達目標の達成度を評価する。
(2) 評価方法：研究態度、研究進捗状況、発表・討論内容、参加態度
多くの学術論文を読み、積極的に研究を進め、発表・討論に参加する。
適宜紹介
カンデル神経科学（MEDSi）、学術論文

2024 曜日・時限

脳神経系の構造と機能を分子、細胞から個体レベルで理解する。脳神経科学の学術論文を
読み、討論し、最新の研究成果を学ぶ。多くの研究手法を習得する。脳神経科学の研究
テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を行う。研究進捗状況
を発表し、討論する。
1．脳神経系の構造と機能を説明できる。
2．脳神経科学の学術論文を読み、討論し、最新の研究成果を説明できる。
3．多くの研究手法を習得する。
4．脳神経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を
行う。
5．研究進捗状況を発表し、討論する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

3～4通 単位数 2

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（脳神経機能形態学）
（英）Exercise in Presentation
近藤 誠、甲斐 理武、河合 洋幸、中園 智晶
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回から以降

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

脳神経科学の学術論文を読み討論する。脳神
経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実
験、データ解析、論文作成、学会発表を行
う。研究進捗状況を発表し、討論する。

教科書、学術論文で学習する。

(1) 到達目標の達成度を評価する。
(2) 評価方法：研究態度、研究進捗状況、発表・討論内容、参加態度

多くの学術論文を読み、積極的に研究を進め、発表・討論に参加する。

適宜紹介
カンデル神経科学（MEDSi）、学術論文

2024 曜日・時限

脳神経系の構造と機能を分子、細胞から個体レベルで理解する。脳神経科学の学術論文を
読み、討論し、最新の研究成果を学ぶ。多くの研究手法を習得する。脳神経科学の研究
テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を行う。研究進捗状況
を発表し、討論する。
1．脳神経系の構造と機能を説明できる。
2．脳神経科学の学術論文を読み、討論し、最新の研究成果を説明できる。
3．多くの研究手法を習得する。
4．脳神経科学の研究テーマを持ち、研究計画、実験、データ解析、論文作成、学会発表を
行う。
5．研究進捗状況を発表し、討論する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

1～4通 単位数 8

科目ナンバリング
（和）研究指導（脳神経機能形態学）
（英）Advanced Course of Medical Research
近藤 誠、甲斐 理武、河合 洋幸、中園 智晶
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回

第16回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）環境リスク評価学（毒性学）
（英）Environmental risk assessment (Toxicology)
魏 民、鈴木 周五、梯 アンナ、Vachiraarunwong Arpamas

毒性物質の体内動態 講義後、小試験及びレポート

講義

1～2通 単位数 2

化学物質の安全性評価に必要となる知識を習得する。また、実験動物におけるがんをはじ
めとする様々な疾患に関する幅広い知識と病理診断技能を習得する。

毒性のメカニズムを説明できる。
・実験動物における毒性所見の意義を理解する。
・実験動物における種々の毒性変化と腫瘍性病変の病理学的特徴を説明できる
・がんの発症機序を説明できる
・各種の発がんモデルを説明できる
・発がん研究から、癌予防への応用を解くことができる
・動物実験の役割を説明し、ヒトへの外挿を説明できる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
毒性学総論 講義後、小試験及びレポート

遺伝毒性 講義後、小試験及びレポート
発生毒性 講義後、小試験及びレポート
発がん性 講義後、小試験及びレポート
毒性試験 講義後、小試験及びレポート
毒性病理学総論 講義後、小試験及びレポート
毒性病理学各論−呼吸器系 講義後、小試験及びレポート
毒性病理学各論−消化器系 講義後、小試験及びレポート
毒性病理学各論−循環器系 講義後、小試験及びレポート
毒性病理学各論−泌尿器系 講義後、小試験及びレポート
毒性病理学各論−生殖器系 講義後、小試験及びレポート
毒性病理学各論−造血系 講義後、小試験及びレポート
毒性病理学各論−免疫系 講義後、小試験及びレポート
毒性病理学各論−外表系・感覚器系・運動器
系

講義後、小試験及びレポート

毒性病理学各論−神経系 講義後、小試験及びレポート
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)各講義において提示された知識を理解するとともに、説明できる。
(2)評価方法
　講義後の試験(70%)、レポート（30％）
(3)合格のための最低基準
　上記評価方法で、合計60%以上を合格とする。

特になし
新毒性病理組織学 (日本毒性病理学会編)
伊東毒性病理学
Casarett and Doull's Toxicology (9th edition)

Boorman's pathology of the rat (2nd edition)
Pathology of the mouse
International Harmonization of Nomenclature and Diagnostic Criteria (INHAND)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1~2回
第3~5回

第6回
第7~8回
第9~12回

第13回
第14回

第15-16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）環境リスク評価学（実験腫瘍学）
（英）Environmental risk assessment (Experimental oncology)

魏 民、鈴木 周五、梯 アンナ、Vachiraarunwong Arpamas

化学発がんモデル 講義後、小試験及びレポート

講義

1～2通 単位数 2

研究を進めるにあたり必要となる知識を養う科目で、がん研究に必要な基礎的な知識や研
究手法を習得する。

・がんの発症機序を説明できる
・各種の発がんモデルを説明できる
・発がん研究から、癌予防への応用を解くことができる
・動物実験の役割を説明し、ヒトへの外挿を説明できる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
化学発がん 講義後、小試験及びレポート

がん原性試験 講義後、小試験及びレポート
がんの分子生物学 講義後、小試験及びレポート
がんの遺伝子改変動物モデル 講義後、小試験及びレポート
がんの化学予防 講義後、小試験及びレポート
統計解析 講義後、小試験及びレポート
リスクアセスメント 講義後、小試験及びレポート

(1) がんの発症機序を説明できる
　各種の発がんモデルを説明できる
　発がん研究から、癌予防への応用を解くことができる
　動物実験の役割を説明し、ヒトへの外挿を説明できる
(2) 評価方法
　講義後の小試験(70%)、レポート(30％)
(3) 合格のための最低基準
　上記評価方法で、合計60%以上を合格とする。

特になし
細胞の分子生物学 第6版
新毒性病理組織学 (日本毒性病理学会編)
疾患モデルの作製と利用—がん (中村卓郎　編集)

Casarett and Doull's Toxicology (9th edition)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第１回
第２回

第3~4回
第4~6回

第7回
第8回
第9回
第10回

第11~14回
第15~22回
第23~24回

第25回
第26~27回
第28~29回

第30回
第31回

質量分析システムを使用 その都度、事前事後学習を指示する。
結果解析の基礎 その都度、事前事後学習を指示する。

DNA実験の基本 その都度、事前事後学習を指示する。
mRNA実験の基本 その都度、事前事後学習を指示する。
タンパク質実験の基本 その都度、事前事後学習を指示する。

病理診断(非腫瘍性病変） その都度、事前事後学習を指示する。
病理診断(腫瘍性病変） その都度、事前事後学習を指示する。
細胞培養の基礎 その都度、事前事後学習を指示する。

肝臓部分切除 その都度、事前事後学習を指示する。
免疫組織化学染色法 その都度、事前事後学習を指示する。
電子顕微鏡観察法 その都度、事前事後学習を指示する。

被検物質投与法 その都度、事前事後学習を指示する。
解剖手技 その都度、事前事後学習を指示する。
採尿・採血 その都度、事前事後学習を指示する。

動物実験基礎 その都度、事前事後学習を指示する。

演習

1～2通 単位数 4

毒性学・病理学的手法並びに分子生物学的手法を習得し、基礎的研究能力を養い、創造性
の高い研究を遂行できるようにトレーニングする。

・動物実験の手技を学ぶ
・病理組織標本の作成、免疫組織化学染色を含む特殊染色のみならず、分子生物学的手法
などの専門性の高い各手技を習得する
・病理組織診断の技能を習得する

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
実験動物福祉 その都度、事前事後学習を指示する。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）環境リスク評価学演習（実験病理学）
（英）Environmental risk assessment (Experimental and Toxicologic Pathology)
魏 民、鈴木 周五、梯 アンナ、Vachiraarunwong Arpamas
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 動物実験を行える
病理組織を作成できる
病理診断を行える
分子生物学的解析を行える
(2) 評価方法
講義後の小試験(10%)、実技（90%）
(3) 合格のための最低基準
上記評価方法で、合計60%以上を合格とする。

特になし
Boorman's pathology of the rat (2nd edition)
Pathology of the mouse
Molecular Cloning: A Laboratory Manual (4th edition)
新毒性病理組織学 (日本毒性病理学会編)
疾患モデルの作製と利用—がん (中村卓郎　編集)

International Harmonization of Nomenclature and Diagnostic Criteria (INHAND)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1~16回

不定期

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 研究成果を説明でき、まとめる
　実験結果を発表できる
(2) 評価方法
(3) 論文抄読会での発表(40%)、実験成果をまとめる(40%)、成果発表(20%)
(4) 合格のための最低基準
上記評価方法で、合計60%以上を合格とする。

特になし

Nature, Science, Cancer Cell, PNAS, Oncogene, Cancer Research, Carcinogenesis,
Archives of Toxicology, Toxicological Scienceなどの主要論文, 各自の研究テーマに沿った
総説や論文

Casarett and Doull's Toxicology (9th edition)
Boorman's pathology of the rat (2nd edition)
Pathology of the mouse

3～4通 単位数 2

・研究成果を説明できる
・研究成果をまとめる
・研究成果のポスターやスライドを作成できる
・研究成果を発表できる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
論文抄読会 事前：担当日には論文を読み、発表準備を行

う
事後：今後、行う実験を計画する

学会発表を単位と認め、学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を学び、論文
として発表する方法を学ぶ。

国内・国際学会及び研究会発表 事前：自分の成果をまとめて発表する準備

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（環境リスク評価学）
（英）Exercise in Presentation
魏 民、鈴木 周五、Vachiraarunwong Arpamas
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1~31回

第32~60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

研究の目的を説明でき、実験計画を立てる
実験を行い、結果をまとめる
成果を作成および発表する
評価方法
研究成果をまとめて論文を作成する(60%)、成果発表(30%)、研究立案能力(10%)
 合格のための最低基準
研究成果を論文として発表する

特になし

Nature, Science, Cancer Cell, PNAS, Oncogene, Cancer Research, Carcinogenesis,
Archives of Toxicology, Toxicological Scienceなどの主要論文, 各自の研究テーマに沿った
総説や論文

Casarett and Doull's Toxicology (9th edition)
Boorman's pathology of the rat (2nd edition)
Pathology of the mouse
Molecular Cloning: A Laboratory Manual (4th edition)
新毒性病理組織学 (日本毒性病理学会編)
疾患モデルの作製と利用—がん (中村卓郎　編集)

1～4通 単位数 8

・研究の目的を説明できる
・研究に関係する情報を説明できる
・科学的な検証法を説明できる
・実験計画を立てる
・結果を解釈し、まとめる
・研究成果から学術論文を作成する
・研究成果をプレゼンテーションする

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究指導 事前：自分の成果をまとめる

事後：今後、行う実験を計画する

化学物質の発がん性及びその機序解明について、毒性学・病理学的手法並びに分子生物学
的手法を駆使して、分子レベルから細胞‐臓器‐個体レベルに至る多角的なアプローチに
より研究を実施し、研究成果をまとめることができるよう研究指導を行う。

リサーチカンファレンス 自分の成果をまとめて発表する準備

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導（環境リスク評価学）
（英）Advanced Course of Medical Research
魏 民、鈴木 周五、Vachiraarunwong Arpamas
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）分子病理学（実験腫瘍学）
（英）Molecular Pathology (Experimental oncology)
鈴木 周五、梯 アンナ、魏 民、藤岡 正喜

病理学の基礎-2 講義後、小試験

講義

1～2通 単位数 4

病理学を基盤とする研究を進めるにあたり必要となる知識を養う科目で、病理学の基礎か
ら臨床的な情報およびがん研究に必要な知識を習得する。

・がんをはじめとする様々な疾患の病理学的特徴を説明できる。
・疾病の病因や特徴から、疾病を分類することが出来る。
・疾病を理解するための、研究手法やその原理を説明できる。
・研究を行う基礎的な知識を説明できる。
・研究成果を評価できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
病理学の基礎-1 講義後、小試験

環境病理学-1 講義後、小試験
環境病理学-2 講義後、小試験
感染症総論-1 講義後、小試験
感染症総論-2 講義後、小試験
腫瘍学総論-1 講義後、小試験
腫瘍学総論-2 講義後、小試験
口腔・唾液腺 講義後、小試験
食道 講義後、小試験
胃・十二指腸 講義後、小試験
腸管 講義後、小試験
肝臓 講義後、小試験
膵臓 講義後、小試験
内分泌 講義後、小試験
腎臓 講義後、小試験
心・血管 講義後、小試験
呼吸器 講義後、小試験
膀胱 講義後、小試験
前立腺 講義後、小試験
皮膚 講義後、小試験
血液系 講義後、小試験
骨・軟部 講義後、小試験
小児 講義後、小試験
脳 講義後、小試験
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

女性生殖器 講義後、小試験
男性生殖器 講義後、小試験
動物の病理学-1 講義後、小試験
動物の病理学-2 講義後、小試験
動物の病理学-3 講義後、小試験
動物の病理学-4 講義後、小試験

(1)各講義において提示された知識を理解するとともに、説明できる。
(2)評価方法
　講義後の試験(100%)
(3)合格のための最低基準
　上記評価方法で、合計60%以上を合格とする。
　疾患を説明でき、その特徴を理解出来るとともに、研究手法や原理を理解し、病因を解
明する方法を提案できると望ましい。

特になし
解明病理学（第4版）
外科病理学（第4版）
新毒性病理組織学 (日本毒性病理学会編)
伊東毒性病理学
Molecular Biology of the Cell (6th edition)
Casarett and Doull's Toxicology (9th edition)

Pathology of the mouse
Molecular Cloning: A Laboratory Manual (4th edition)
疾患モデルの作製と利用—がん (中村卓郎　編集)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1~15回

第16〜30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

病理解剖報告書作成 講義後、小試験

(1) 病理解剖を行い、病理解剖報告書を作成する
(2) 臨床病理検討会で発表し、臨床医と臨床経過を考察する
(3) 評価方法
　病理解剖報告書(70%)、病理解剖発表(30%)
(4) 合格のための最低基準
　上記評価方法で、合計60%以上を合格とする。
　臨床医に病理解剖結果を報告することで、今後の治療に対して貢献できるような内容が
望ましい。
特になし
解明病理学（第4版）
外科病理学（第4版）
標準病理学 第5版、医学書院
病理組織の見方と鑑別診断―カラーアトラス 第5版、医歯薬出版
組織病理アトラス 第6版、文光堂

・病理解剖の意義を説明できる
・病理解剖の手順を説明できる
・肉眼的所見を説明できる
・組織学的所見を説明できる
・病理診断とその特徴を説明できる
・病理解剖報告書を作成できる
・病理解剖結果を報告できる
・病理解剖を介して、臨床医と臨床経過を考察できる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
病理解剖肉眼所見検討会 事前：発表当番の際に事前に発表準備

2024 曜日・時限

ルービン カラー基本病理学 第5版、西村書店
病理学会コア画像　　http://pathology.or.jp/corepictures2010/index.html

科目ナンバリング
（和）分子病理学演習（臨床病理検討会）
（英）Molecular Pathology (Clinico-pathological conference )
鈴木 周五、魏 民、藤岡 正喜

臨床病理検討会 事前：発表当番の際に事前に発表準備

演習

1〜2通 単位数 2

診断病理学の基礎や業務に必要な知識を取得するとともに、臨床的な研究を進めるにあた
り重要となる知識を取得する科目で、病理解剖から臨床病理検討会を通じて病態の把握や
診療診断、病理解剖の意義、病理診断技術、病理所見のまとめ方を修得する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回

第4~7回
第8~12回
第13~16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

病理診断

(1) 動物実験を行える
　病理組織を作成できる
　病理診断を行える
(2) 評価方法
　講義後の小試験(10%)、実技（90%）
(3) 合格のための最低基準
　上記評価方法で、合計60%以上を合格とする。
　動物実験を行え、その動物の病理組織標本の作成および病理診断を行えるようになるの
が望ましい。

特になし
解明病理学（第4版）
外科病理学（第4版）
新毒性病理組織学 (日本毒性病理学会編)
伊東毒性病理学
Casarett and Doull's Toxicology (9th edition)

病理組織診断 講義後、小試験
動物の扱い、手技
病理組織作成、染色

病理組織標本作製 講義後、小試験

演習

1～2通 単位数 2

病理学的解析の重要な方法の一つである動物実験について、必要な知識や技術的な方法を
習得し、研究における動物実験の必要性と創造性の高い研究を遂行できるように実践す
る。
・動物実験の必要性を説明できる
・動物の扱いを説明でき、管理を行える
・病理組織標本の作成方法を説明できる
・標本作製及び免疫染色を行える
・病理組織診断を行える

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
動物実験基礎 講義後、小試験

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）分子病理学演習（実験病理学）
（英）Molecular Pathology (Experimental Pathology)
鈴木 周五、梯 アンナ、魏 民、藤岡 正喜
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* 参考文献

* その他

Boorman's pathology of the rat (2nd edition)
Pathology of the mouse
Molecular Cloning: A Laboratory Manual (4th edition)
新毒性病理組織学 (日本毒性病理学会編)
疾患モデルの作製と利用—がん (中村卓郎　編集)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1~16回

不定期

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（分子病理学）
（英）Exercise in Presentation
鈴木 周五、梯 アンナ、魏 民、藤岡 正喜

3～4通 単位数 2

・研究成果を説明できる
・研究成果をまとめる
・研究成果のポスターやスライドを作成できる
・研究成果を発表できる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
論文抄読会 事前：担当日には論文を読み、発表準備を行

う
事後：今後、行う実験を計画する

自身の研究成果をまとめて公に発表する能力を養うため、学会発表における口頭発表やポ
スター発表の方法論を学び、論文として発表する方法を習得する。

国内・国際学会及び研究会発表 事前：自分の成果をまとめて発表する準備

(1) 研究成果を説明でき、まとめる
実験結果を発表できる
(2) 評価方法
(3) 論文抄読会での発表(40%)、実験成果をまとめる(40%)、成果発表(20%)
(4) 合格のための最低基準
上記評価方法で、合計60%以上を合格とする。
特になし
Nature, Science, Cancer Cell, PNAS, Oncogene, Cancer Research, Carcinogenesis,
Journal of Clinical Cancer Research, Toxicological Scienceなどの主要論文, 各自の研究
テーマに沿った総説や論文

解明病理学（第4版）
新毒性病理組織学 (日本毒性病理学会編)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1~31回

第32~60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 研究の目的を説明でき、実験計画を立てる
実験を行い、結果をまとめる
成果を作成および発表する
(2) 評価方法
実験をまとめて成果を作成する(70%)、成果発表(30%)
(3) 合格のための最低基準
上記評価方法で、合計60%以上を合格とする。
論文投稿および受理まで行うと望ましい。

特になし
Nature, Science, Cancer Cell, PNAS, Oncogene, Cancer Research, Carcinogenesis,
Journal of Clinical Cancer Research, Toxicological Scienceなどの主要論文, 各自の研究
テーマに沿った総説や論文
解明病理学（第4版）
外科病理学（第4版）
新毒性病理組織学 (日本毒性病理学会編)
伊東毒性病理学

1～4通 単位数 8

・研究の目的を説明できる
・研究に関係する情報を説明できる
・科学的な検証法を説明できる
・実験計画を立てる
・結果を解釈し、まとめる
・研究成果から学術論文を作成する
・研究成果をプレゼンテーションする

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究指導 事前：自分の成果をまとめる

事後：今後、行う実験を計画する

環境中に存在し問題となっている物質について、その毒性や発がん性を検証する方法や技
術を学び実践するとともに、研究成果をまとめて、学会等での発表や論文としてまとめる
能力を習得する。特に病理学的手法を主体に研究を行う。

リサーチカンファレンス 自分の成果をまとめて発表する準備

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導（分子病理学）
（英）Advanced Course of Medical Research
鈴木 周五、梯 アンナ、魏 民、藤岡 正喜
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-2回
第3回
第4回

第5-7回
第8-10回

第11回

第12-15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20-23回

2024 曜日・時限

事前にテーマに関連する教科書1、2を読んで
おくこと。事後に配布レジュメなどの復習を
行うこと。

事前に教室が発表した論文を読んでおくこ
と。事後に配布レジュメなどの復習を行うこ
と。

科目ナンバリング
（和）産業医学 1
（英）Occupational Health 1
林　朝茂、佐藤　恭子、康　秀男、柴田　幹子、柴田 泉

疾病頻度の推定

講義

1～2通 単位数 3

位置づけ
疫学研究を理解するための基礎を培う科目である。
目的
疫学研究の理論と方法を理解できる。

1. 疫学研究で用いる用語を説明できる。
2. 疫学研究のデザインを説明できる。
3. 疫学研究の実施方法を説明できる。
4. 倫理指針や疫学研究のガイドラインを説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
疫学とは

疫学研究における測定
疫学研究デザイン－観察研究
疫学研究デザイン－観察研究以外

教室の疫学研究について

疫学研究の立ち上げの手順

人を対象とする生命科学・医学系研究に関す
る倫理指針について

事前に教科書3を読んでおくこと。事後に配
布レジュメなどの復習を行うこと。

疫学研究・観察研究の倫理審査申請書の書き
方

事前に教室の研究課題の倫理審査申請書を読
んでおくこと。事後に配布レジュメなどの復
習を行うこと。

疫学研究の論文執筆に際して
事前に配布レジュメを読んでおくこと。事後
に配布レジュメなどの復習を行うこと。

ICMJE Recommendationsについて
事前に教科書4を読んでおくこと。事後に配
布レジュメなどの復習を行うこと。

疫学研究と各種ガイドライン
事前に教科書5を読んでおくこと。事後に配
布レジュメなどの復習を行うこと。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)評価方法とその割合
質疑応答（100％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
疫学研究のデザインの種類とその特徴、疫学研究の実施方法、倫理指針や疫学研究のガイ
ドラインを説明できること。
質問に関しては、メールで連絡を取ってください。
e-mail: thayashi@omu.ac.jp
1. 中村好一著：基礎から学ぶ楽しい疫学　第4版
2. 福原俊一著：臨床研究の道標　第2版（上下巻）
3. 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針について　厚生労働省ホーム
ページ
4. Recommendations for the Conduct, Reporting, Editing, and Publication of Scholarly
Work in Medical Journals
http://www.icmje.org/icmje-recommendations.pdf
5. The Strengthening the Reporting of Observational Studies in Epidemiology (STROBE)
Statement: Guidelines for Reporting Observational Studies、PRISMA、STARD、
CONSORTなど
6. 必要に応じ、レジュメを配布する。

なし。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2-4回

第5-8回

第9-12回

第13-16回

第17-20回

第21-23回

その他の多変量解析

その他の解析

ロジスティック回帰分析 事前にテーマに関連する教科書3、4を読んで
おくこと。事後にテーマに関連する教科書6
を用いて復習を行うこと。

比例ハザードモデル 事前にテーマに関連する教科書5を読んでお
くこと。事後にテーマに関連する教科書7を
用いて復習を行うこと。

重回帰分析 事前にテーマに関連する教科書8を読んでお
くこと。事後に配布レジュメなどの復習を行
うこと。

1. 疫学研究のデータ解析方法を適切に選択できる。
2. 多変量解析などの解析手法を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
解析方法の選択について 事前にテーマに関連する教科書1を読んでお

くこと。事後に配布レジュメなどの復習を行
うこと。

2024 曜日・時限

事前にテーマに関連する教科書9を読んでお
くこと。事後に配布レジュメなどの復習を行
うこと。

科目ナンバリング
（和）産業医学 2
（英）Occupational Health 2
林　朝茂、佐藤　恭子、康　秀男、柴田　幹子、柴田 泉

記述統計量・相関・分散分析・多重比較 事前にテーマに関連する教科書2を読んでお
くこと。事後に配布レジュメなどの復習を行
うこと。

講義

1～2通 単位数 3

位置づけ
疫学研究を理解するための基礎を培う科目である。
目的
疫学研究のデータ解析手法を理解できる。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)評価方法とその割合
質疑応答（100％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
疫学研究のデータ解析方法を適切に選択でき、ロジスティック回帰分析、比例ハザードモ
デル、重回帰分析を説明できること。
質問に関しては、メールで連絡を取ってください。
e-mail: thayashi@omu.ac.jp

1. 中村好一著：基礎から学ぶ楽しい疫学 　第4版
2. 吉田勝美監訳：一目でわかる医科統計学　第2版
3. David W. Hosmer, Stanley Lemeshow著 神田英一郎 監訳：初心者のためのロジス
ティック回帰分析入門
4. David W. Hosmer, Stanley Lemeshow著: Applied Logistic Regression Third Edition
5. David W. Hosmer, Stanley Lemeshow著: Applied Survival Analysis Third Edition
6. David G. Kleinbaum, Mitchel Klein著: Logistic Regression Third Edition: A Self-
Learning Text
7. David G. Kleinbaum, Mitchel Klein著: Survival Analysis Third edition: A Self-Learning
Text
8. Mitchell H. Katz著：Multivariable Analysis: A Practical Guide for Clinicians and
Public Health Researchers Third Edition
9. 菅原ますみ監訳：縦断データの分析
10. 必要に応じ、レジュメを配布する。
なし。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-2回

第3-4回

第5-6回

第7回

第8回

第9回

第10-11回

第12回

2024 曜日・時限

事前にコホート研究の英語論文を読んでおく
こと。事後に配布レジュメなどの復習を行う
ことが望ましい。

科目ナンバリング
（和）産業医学 3
（英）Occupational Health 3
林　朝茂、佐藤　恭子、康　秀男、柴田　幹子、柴田 泉

観察研究の英語論文の読み方：コホート研究
（3）～（4）

講義

1～2通 単位数 2

位置づけ
疫学研究の英語論文を理解するための基礎を培う科目である。
目的
疫学研究の英語論文の内容を正しく理解できる。

1. 観察研究の英語論文の内容を説明できる。
2. 診断検査、スクリーニング検査の英語論文の内容を説明できる。
3. メタアナリシス、システマティックレビューの英語論文の内容を説明できる。
4. 介入研究の英語論文の内容を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
観察研究の英語論文の読み方：コホート研究
（1）～（2）

観察研究の英語論文の読み方：コホート研究
（5）～（6）

観察研究の英語論文の読み方：ケースコント
ロール研究

事前にケースコントロール研究の英語論文を
読んでおくこと。事後に配布レジュメなどの
復習を行うこと。

観察研究の英語論文の読み方：ケースコホー
ト研究

事前にケースコホート研究の英語論文を読ん
でおくこと。事後に配布レジュメなどの復習
を行うこと。

観察研究の英語論文の読み方：ネステッド
ケースコントロール研究

事前にネステッドケースコントロール研究の
英語論文を読んでおくこと。事後に配布レ
ジュメなどの復習を行うこと。

診断検査、スクリーニング検査の英語論文の
読み方（1）～（2）

事前に診断検査、スクリーニング検査の英語
論文を読んでおくこと。事後に配布レジュメ
などの復習を行うこと。

メタアナリシスの英語論文の読み方 事前にメタアナリシスの英語論文を読んでお
くこと。事後に配布レジュメなどの復習を行
うこと。
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第13回

第14-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

システマティックレビューの英語論文の読み
方

事前にシステマティックレビューの英語論文
を読んでおくこと。事後に配布レジュメなど
の復習を行うこと。

介入研究の英語論文の読み方（1）～（2） 事前に介入研究の英語論文を読んでおくこ
と。事後に配布レジュメなどの復習を行うこ
と。

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)評価方法とその割合
質疑応答（100％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
観察研究、診断検査、スクリーニング検査、メタアナリシス、システマティックレビュー
の英語論文の内容を説明できること。
質問に関しては、メールで連絡を取ってください。
e-mail: thayashi@omu.ac.jp

1. 毎回、英語論文、レジュメを配布する。

なし。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-3回

第4-6回

第7-9回

第10-12回

第13-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

2024 曜日・時限

事前にテーマに関連する教科書1、2を読んで
おくこと。事後に配布レジュメなどの復習を
行うこと。

科目ナンバリング
（和）産業医学演習1
（英）Basic Course of Occupational Health 1
林　朝茂、佐藤　恭子、康　秀男、柴田　幹子、柴田 泉

記述統計量・相関・分散分析・多重比較の演
習

演習

1～2通 単位数 2

位置づけ
疫学研究の実際を演習する科目である。
目的
職域・地域における大規模コホート研究、並びに、国際共同研究を用いて、解析や英語論
文執筆、英語論文投稿の手順を習得する。

1. 職域・地域における生活習慣病の大規模コホート研究の実際
1） 疫学研究の立ち上げ方法を習得する。
2） データ解析の手法を習得する。
3） 疫学研究の論文執筆のスキルを習得する。
2. 国際共同研究の実際
国際共同疫学研究を通して、上記スキルのさらなる習得を目指す。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
データ整理の演習

その他の解析（メタアナリシスなど）の演習

英語論文執筆の演習 事前にテーマに関連する教科書3を読んでお
くこと。事後に配布レジュメなどの復習を行
うこと。

英語論文投稿の演習 事前にテーマに関連する教科書3を読んでお
くこと。事後に配布レジュメなどの復習を行
うこと。

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)評価方法とその割合
質疑応答（100％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
解析や英語論文執筆から投稿までの手順を演習すること。

質問に関しては、メールで連絡を取ってください。
e-mail: thayashi@omu.ac.jp
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* 教科書

* 参考文献

* その他

1. 東尚弘ら著：臨床研究のためのStataマニュアル 第3版
2. アラン・エイコック著, (株)ライトストーン訳： Stata統計解析ハンドブック
3. Recommendations for the Conduct, Reporting, Editing, and Publication
of Scholarly Work in Medical Journals
http://www.icmje.org/icmje-recommendations.pdf
4. 必要に応じ、レジュメを配布する。

なし。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-3回
第4-6回
第7-9回

第10-12回

第13-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

診断検査に用いる解析の演習
事前に配布レジュメ、テーマに関連する教科
書1、2、4を読んでおくこと。事後に配布レ
ジュメなどの復習を行うこと。

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)評価方法とその割合
質疑応答（100％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
コホート研究を用いて多変量解析を演習すること。
質問に関しては、メールで連絡を取ってください。
e-mail: thayashi@omu.ac.jp
1. 東尚弘ら著：臨床研究のためのStataマニュアル 第3版
2. アラン・エイコック著, (株)ライトストーン訳： Stata統計解析ハンドブック
3. Mitchell H. Katz著：Multivariable Analysis: A Practical Guide for Clinicians and
Public Health Researchers Third Edition
4. Math工房：Stata用日本語解説書
5. 必要に応じ、レジュメを配布する。
なし。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
ロジスティック回帰分析の演習

重回帰分析の演習

縦断データの解析方法の演習
事前に配布レジュメ、テーマに関連する教科
書1、2、4を読んでおくこと。事後に配布レ
ジュメなどの復習を行うこと。

2024 曜日・時限

事前に配布レジュメ、テーマに関連する教科
書1-4を読んでおくこと。事後に配布レジュ
メなどの復習を行うこと。

科目ナンバリング
（和）産業医学演習2
（英）Basic Course of Occupational Health 2
林　朝茂、佐藤　恭子、康　秀男、柴田　幹子、柴田 泉

比例ハザードモデルの演習

演習

1～2通 単位数 2

位置づけ
疫学研究の実際を演習する科目である。
目的
職域・地域における大規模コホート研究、並びに、国際共同研究を用いて、多変量解析や
診断検査に用いる解析を習得する。
1. 職域・地域における生活習慣病の大規模コホート研究の実際
1） 多変量解析を習得する。
2） 診断検査に用いる解析を習得する。
2. 国際共同研究の実際
国際共同疫学研究を通して、上記スキルのさらなる習得を目指す。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2-14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)評価方法とその割合
実習時の能力と態度（90％）、質疑応答（10％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
フィールドワークにおける能力と態度が適正であること。

質問に関しては、メールで連絡を取ってください。
e-mail: thayashi@omu.ac.jp
1. 各種検査・測定のマニュアル
2. 実習の中で適宜紹介、必要に応じ、レジュメを配布する。

なし。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

現地におけるフィールドワークの説明

フィールドワークの総括・討論
事前にフィールドワークの報告書を作成する
こと。

2024 曜日・時限

実習までに質問紙や検査・測定内容に関連す
るマニュアル・レジュメを読んでおくこと。

科目ナンバリング
（和）産業医学実習
（英）Fieldwork of Occupational Health
林　朝茂、佐藤　恭子、康　秀男、柴田　幹子、柴田 泉

フィールドワーク

実習

1～2通 単位数 4

位置づけ
疫学研究の実際を経験する科目である。
目的
コホート研究のフィールドワークを行う。
コホート研究のフィールドワークに参加し、質問紙の調査や各種検査・測定を行い、デー
タ収集・入力作業の実際を経験する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-5回

第6-10回

第11-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

事前に、予演会を通して準備を行う。事後に
は、質疑応答の内容を踏まえ、今後の課題を
検討する

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)評価方法とその割合
発表の内容や技術（95％）および質疑応答の内容（5％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
学会発表や論文発表の能力が培われていること。

質問に関しては、メールで連絡を取ってください。
e-mail: thayashi@omu.ac.jp

担当教員と相談のうえ決定する。

なし。

論文発表の実際 事前に、論文内容を推敲する。事後には、査
読者からの返事を踏まえ、今後の課題を検討
する。

口頭発表の実際

ポスター発表の実際

3～4通 単位数 2

1.　口頭発表やポスター発表の方法として、スライド作成方法やポスター作成の方法、そ
れぞれの発表の方法、発表時の質疑応答の対応方法などを学び、経験する。
2.　論文作成を通して、英文論文の文章構成・文章の書き方を学び、経験する。
3.　疫学論文の作成のガイドラインについても説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

位置づけ
疫学研究の発表を経験する科目である。
目的
疫学研究の学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を学び、論文として発表す
る方法を学ぶ。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（産業医学）
（英）Exercise in Presentation
林　朝茂、佐藤　恭子、康　秀男、柴田　幹子、柴田 泉
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

 第1-15回

第16-30回

第31-45回

 第46-60回

観察研究の進め方の実際 事前にテーマに関連する教科書1、2を読んで
おくこと。事後に討論した内容を検討するこ
と。

疫学研究の論文執筆の実際 事前に関連論文を収集・理解し、論文内容を
推敲すること。事後に討論した内容を検討す
ること。

疫学研究の論文投稿の実際 事前に投稿する学術雑誌の情報を収集・理解
し、投稿準備をすること。事後に査読者から
の意見を参考に再投稿の準備をすること。

統計解析の実際 事前にテーマに関連する教科書3～8を読んで
おくこと。事後に討論した内容を検討するこ
と。

位置づけ
1.　医科学研究の高度化と広領域化を踏まえて、基礎医科学専攻の基で社会学的視点から
社会医学の広い分野にわたって優れた理解力と応用力を修得するように研究指導する。
2.　社会貢献できるような学際的な研究指導をする。
3.　臨床医学を研究面から支援出来る学際的な研究指導をする。
4.　独創性の高い先駆的研究を行うに必要な研究指導を行う。
目的
生活習慣病などの疫学研究を実施する。

生活習慣病の大規模コホート研究などを題材にして、観察研究の立ち上げ、データ収集、
統計解析、英文論文執筆など、幅広く疫学手法を習得する。

各回の授業内容

2024 曜日・時限
演習

1～4通 単位数 8

事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）研究指導（産業医学）
（英）Advanced Course of Medical Research
林　朝茂、佐藤　恭子、康　秀男、柴田　幹子、柴田 泉
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)評価方法とその割合
発表および質疑応答の内容（5％）、執筆した英語学術論文（95％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
英語学術論文を執筆すること。

質問に関しては、メールで連絡を取ってください。
e-mail: thayashi@omu.ac.jp

1. 中村好一著：基礎から学ぶ楽しい疫学　第4版
2. 福原俊一著：臨床研究の道標　第2版（上下巻）
3. David W. Hosmer, Stanley Lemeshow著 神田英一郎 監訳：初心者のためのロジス
ティック回帰分析入門
4. David W. Hosmer, Stanley Lemeshow著：Applied Logistic Regression Third Edition
5. David W. Hosmer, Stanley Lemeshow著：Applied Survival Analysis Third Edition
6. 東尚弘ら著：臨床研究のためのStataマニュアル 第3版
7. Math工房：Stata用日本語解説書
8. Mitchell H. Katz著：Multivariable Analysis: A Practical Guide for Clinicians and
Public Health Researchers Third Edition
なし。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

交互作用の評価  (2)
回帰モデルの使用 (1)
回帰モデルの使用 (2)
臨床疫学

疫学データの分析 (1)
疫学データの分析 (2)
層化分析による交絡調整  (1)
層化分析による交絡調整  (2)
交互作用の評価  (1)

感染症疫学
系統誤差 (1)
系統誤差 (2)
偶然誤差と統計学の役割 (1)
偶然誤差と統計学の役割 (2)

因果推論 (2)
疾病頻度の指標、曝露効果の指標 (1)
疾病頻度の指標、曝露効果の指標 (2)
疫学研究のデザイン (1)
疫学研究のデザイン (2)

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
疫学的思考への導入 (1)

疫学と公衆衛生学における先駆者
因果推論 (1)

2024 曜日・時限

授業で使用するテキストを用いて、各一定時
間の予習・復習をすることが望ましい。

科目ナンバリング
（和）公衆衛生学（公衆衛生学基礎）
（英）Basic Principles for Public Health
福島 若葉、大藤 さとこ、加瀬 哲男、松浦 知香

疫学的思考への導入 (2)

講義

1～2通 単位数 3

公衆衛生学とは、社会の組織的な取り組みを通じて、すべての人々を対象に疾病を予防
し、寿命を延伸し、健康を増進するための科学・技術である。対象は常に「ヒト集団」で
あることから、必須の学問である疫学と、統計学のうち疫学と関連が深い部分について、
基礎理論を概説する。
集団における健康関連事象の頻度分布と規定要因を明らかにするための疫学手法の基礎を
説明できる。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度について、授業中の質疑応答（100%）により評価する。集団における健
康関連事象の頻度分布と規定要因を明らかにするための疫学手法の基礎について説明でき
ることを基準とする。
質問等があれば、下記まで尋ねること。
（メールアドレス）福島若葉：wakaba@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福島若葉：火曜日10:00～12:00、13:00～14:00、16:00～17:00　公衆
衛生学教室
Kenneth J. Rothman: Epidemiology: An Introduction, Second Edition. Oxford University
Press, 2012

 Brian MacMahon, Dimitrios Trichopoulos: Epidemiology--Principles & Methods,
Second Edition. Littele, Brown and Company, 1996
 Isabel dos Santos Silva：Cancer Epidemiology: Principles and Methods, IARC, 2002
 中村好一 著: 基礎から学ぶ楽しい疫学, 第4版. 医学書院, 2020
 日本疫学会 監修: はじめて学ぶやさしい疫学, 改訂第3版. 南江堂, 2018
 Miquel Porta 編, 日本疫学会 訳: 疫学辞典, 第5版. 日本公衆衛生協会, 2010
その他、授業の中で適宜紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

症例・対照研究 (1)
症例・対照研究 (2)
症例・対照研究 (3)
症例・対照研究 (4)

時間・場所・人 (3)
コホート研究 (1)
コホート研究 (2)
コホート研究 (3)
コホート研究 (4)

疾病頻度の記述、仮説の設定と検定 (1)

疾病頻度の記述、仮説の設定と検定 (2)

疾病頻度の記述、仮説の設定と検定 (3)

時間・場所・人 (1)
時間・場所・人 (2)

因果推論 (2)
因果推論 (3)
疾病を有する人のグループ化、疾病の分類
(1)
疾病を有する人のグループ化、疾病の分類
(2)
疾病を有する人のグループ化、疾病の分類
(3)

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
疫学の定義と歴史的背景 (1)

疫学の定義と歴史的背景 (3)
因果推論 (1)

2024 曜日・時限

授業で使用する教材を用いて、各一定時間の
予習・復習をすることが望ましい。

科目ナンバリング
（和）公衆衛生学（公衆衛生学応用）
（英）Advanced Principles for Public Health
福島 若葉、大藤 さとこ、加瀬 哲男、松浦 知香

疫学の定義と歴史的背景 (2)

講義

1～2通 単位数 3

公衆衛生学とは、社会の組織的な取り組みを通じて、すべての人々を対象に疾病を予防
し、寿命を延伸し、健康を増進するための科学・技術である。対象は常に「ヒト集団」で
あることから、必須の学問である疫学と、統計学のうち疫学と関連が深い部分について、
応用レベルの理論を概説する。
集団における健康関連事象の頻度分布と規定要因を明らかにするための疫学理論と手法に
ついて、応用レベルまで説明できる。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度について、授業中の質疑応答（100%）により評価する。集団における健
康関連事象の頻度分布と規定要因を明らかにするための疫学理論と手法について、応用レ
ベルまで説明できることを基準とする。

（メールアドレス）福島若葉：wakaba@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福島若葉：火曜日10:00～12:00、13:00～14:00、16:00～17:00　公衆
衛生学教室

授業の中で適宜紹介する。

 Kenneth J. Rothman: Epidemiology: An Introduction, Second Edition. Oxford
University Press, 2012
 Brian MacMahon, Dimitrios Trichopoulos: Epidemiology--Principles & Methods,
Second Edition. Littele, Brown and Company, 1996
 Isabel dos Santos Silva：Cancer Epidemiology: Principles and Methods, IARC, 2002
 Miquel Porta 編, 日本疫学会 訳: 疫学辞典, 第5版. 日本公衆衛生協会, 2010
その他、授業の中で適宜紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度について、授業中の質疑応答（100%）により評価する。集団を対象とし
た疫学研究のデータ解析に必要な知識について、実践レベルまで説明できることを基準と
する。
質問等があれば、下記まで尋ねること。
（メールアドレス）福島若葉：wakaba@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福島若葉：火曜日10:00～12:00、13:00～14:00、16:00～17:00　公衆
衛生学教室
毎回、レジュメを配付する。
 中村好一 著: 基礎から学ぶ楽しい疫学, 第4版. 医学書院, 2020
 日本疫学会 監修: はじめて学ぶやさしい疫学, 改訂第3版. 南江堂, 2018
 古川俊之 監修, 丹後俊郎 著: 新版 医学への統計学. 朝倉書店, 1993
 竹内啓 監修, 市川伸一・大橋靖雄・岸本淳司・浜田知久馬 著：SASによるデータ解析入
門, 第2版. 東京大学出版会, 1993
 浜島信之 著: 多変量解析による臨床研究, 第3版. 名古屋大学出版会, 2000
その他、授業の中で適宜紹介する。

群間比較：連続変数とカテゴリー変数、相関
係数 (2)
ダミー変数作成、ロジスティック回帰分析
(1)
ダミー変数作成、ロジスティック回帰分析
(2)
生存分析、Coxの比例ハザードモデル

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
疫学研究デザインと、対応するデータ解析手
法 (1)

データ読み込み・保存、分布の評価、要約統
計量算出
群間比較：連続変数とカテゴリー変数、相関
係数 (1)

2024 曜日・時限

学習内容を理解するため、各一定時間の復習
をすることが望ましい。

科目ナンバリング
（和）公衆衛生学（疫学データ解析講習）
（英）Analyses of Epidemiological Data in Public Health
福島 若葉、大藤 さとこ、松浦 知香

疫学研究デザインと、対応するデータ解析手
法 (2)

講義

1～2通 単位数 1

公衆衛生学とは、社会の組織的な取り組みを通じて、すべての人々を対象に疾病を予防
し、寿命を延伸し、健康を増進するための科学・技術である。対象は常に「ヒト集団」で
あることから、集団を対象とする疫学研究のデータ解析に必要な知識を学ぶ。
集団を対象とした疫学研究のデータ解析に必要な知識について、実践レベルまで説明でき
る。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回

第7回

第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

学習内容を理解するため、各一定時間の復習
をすることが望ましい。

科目ナンバリング
（和）公衆衛生学（公衆衛生対策）
（英）Prevention and Control of Diseases in Public Health
福島 若葉、大藤 さとこ、加瀬 哲男、松浦 知香

公衆衛生対策・総論 (2)

講義

1～2通 単位数 1

公衆衛生学とは、社会の組織的な取り組みを通じて、すべての人々を対象に疾病を予防
し、寿命を延伸し、健康を増進するための科学・技術である。各種疾病に対する公衆衛生
対策について、その実際を概説する。
各種疾病に対する公衆衛生対策の実際を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
公衆衛生対策・総論 (1)

公衆衛生対策・特論（感染症）(1)
公衆衛生対策・特論（感染症）(2)
公衆衛生対策・特論（難病）(1)
公衆衛生対策・特論（難病）(2)
公衆衛生対策・特論（その他：がん、循環器
疾患など）(1)

公衆衛生対策・特論（その他：がん、循環器
疾患など）(2)

到達目標の達成度について、授業中の質疑応答（100%）により評価する。各種疾病に対す
る公衆衛生対策の実際を説明できることを基準とする。
質問等があれば、下記まで尋ねること。
（メールアドレス）福島若葉：wakaba@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福島若葉：火曜日10:00～12:00、13:00～14:00、16:00～17:00　公衆
衛生学教室

毎回、レジュメを配付する。

 厚生労働統計協会: 国民衛生の動向.（毎年8月に発行）
 岸玲子 監修：NEW予防医学・公衆衛生学, 改訂第4版. 南江堂, 2018
 医療情報科学研究所 編集：公衆衛生がみえる. メディックメディア（偶数年3月に発行）
その他、授業の中で適宜紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回

2024 曜日・時限

学習内容を理解するため、各一定時間の予
習・復習をすることが望ましい。

科目ナンバリング
（和）公衆衛生学（公衆衛生学研究計画演習）
（英）Planning of Epidemiological Researches in Public Health
福島 若葉、大藤 さとこ、加瀬 哲男、松浦 知香

健康課題の抽出、仮説設定 (2)

演習

1～2通 単位数 4

公衆衛生学とは、社会の組織的な取り組みを通じて、すべての人々を対象に疾病を予防
し、寿命を延伸し、健康を増進するための科学・技術である。対象は常に「ヒト集団」で
あることから、集団における健康関連事象の頻度分布と規定要因を明らかにするための疫
学研究について、研究計画から結果の解釈、対策への応用に至るまでの演習を行う。

疫学研究の計画立案、実施、データ解析、結果の解釈といった一連の流れを実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
健康課題の抽出、仮説設定 (1)

健康課題の抽出、仮説設定 (3)
健康課題の抽出、仮説設定 (4)
疫学研究デザインの選択 (1)
疫学研究デザインの選択 (2)
疫学研究デザインの選択 (3)
疫学研究デザインの選択 (4)
対象者の基準、研究実施体制 (1)
対象者の基準、研究実施体制 (2)
対象者の基準、研究実施体制 (3)
対象者の基準、研究実施体制 (4)
倫理面の配慮 (1)
倫理面の配慮 (2)
情報収集の方法、質問票の作成 (1)
情報収集の方法、質問票の作成 (2)
情報収集の方法、質問票の作成 (3)
情報収集の方法、質問票の作成 (4)
データ解析手法 (1)
データ解析手法 (2)
データ解析手法 (3)
データ解析手法 (4)
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第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

結果の提示方法 (1)
結果の提示方法 (2)
結果の提示方法 (3)
結果の解釈 (1)
結果の解釈 (2)
結果の解釈 (3)
公衆衛生対策への応用 (1)
公衆衛生対策への応用 (2)

到達目標の達成度について、授業中の質疑応答（100%）により評価する。疫学研究の計画
立案、実施、データ解析、結果の解釈といった一連の流れを実行できることを基準とす
る。

質問等があれば、下記まで尋ねること。
（メールアドレス）福島若葉：wakaba@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福島若葉：火曜日10:00～12:00、13:00～14:00、16:00～17:00　公衆
衛生学教室

毎回、レジュメを配付する。

 Kenneth J. Rothman: Epidemiology: An Introduction, Second Edition. Oxford
University Press, 2012
 Brian MacMahon, Dimitrios Trichopoulos: Epidemiology--Principles & Methods,
Second Edition. Littele, Brown and Company, 1996
 中村好一 著: 基礎から学ぶ楽しい疫学, 第4版. 医学書院, 2020
 日本疫学会 監修: はじめて学ぶやさしい疫学, 改訂第3版. 南江堂, 2018
 古川俊之 監修, 丹後俊郎 著: 新版 医学への統計学. 朝倉書店, 1993
 竹内啓 監修, 市川伸一・大橋靖雄・岸本淳司・浜田知久馬 著：SASによるデータ解析入
門, 第2版. 東京大学出版会, 1993
 浜島信之 著: 多変量解析による臨床研究, 第3版. 名古屋大学出版会, 2000
その他、授業の中で適宜紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回

2024 曜日・時限

学習内容を理解するため、各一定時間の予
習・復習をすることが望ましい。

科目ナンバリング
（和）公衆衛生学（公衆衛生学研究読解演習）
（英）Interpretations of Epidemiological Researches in Public Health
福島 若葉、大藤 さとこ、加瀬 哲男、松浦 知香

記述疫学研究 (2)

演習

1～2通 単位数 2

公衆衛生学とは、社会の組織的な取り組みを通じて、すべての人々を対象に疾病を予防
し、寿命を延伸し、健康を増進するための科学・技術である。対象は常に「ヒト集団」で
あることから、集団における健康関連事象の頻度分布と規定要因を明らかにするための疫
学研究について、各種デザインによる学術論文を系統的に読解する。

各種研究デザインによる疫学研究論文を系統的に読み、最新の知見を正しく説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
記述疫学研究 (1)

記述疫学研究 (3)
生態学的研究 (1)
生態学的研究 (2)
横断研究 (1)
横断研究 (2)
横断研究 (3)
横断研究 (4)
横断研究 (5)
症例・対照研究 (1)
症例・対照研究 (2)
症例・対照研究 (3)
症例・対照研究 (4)
症例・対照研究 (5)
コホート研究 (1)
コホート研究 (2)
コホート研究 (3)
コホート研究 (4)
コホート研究 (5)
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第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

無作為化比較試験 (1)
無作為化比較試験 (2)
無作為化比較試験 (3)
無作為化比較試験 (4)
無作為化比較試験 (5)
メタアナリシス (1)
メタアナリシス (2)
Self-contolled method (1)
Self-contolled method (2)
Self-contolled method (3)

到達目標の達成度について、授業中の質疑応答（100%）により評価する。各種研究デザイ
ンによる疫学研究論文を系統的に読み、最新の知見を正しく説明できることを基準とす
る。
質問等があれば、下記まで尋ねること。
（メールアドレス）福島若葉：wakaba@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福島若葉：火曜日10:00～12:00、13:00～14:00、16:00～17:00　公衆
衛生学教室
毎回、レジュメを配付する。
（疫学研究論文の教材）
New England Journal of Medicine, Lancet, American Journal of Epidemiology,
International Journal of Epidemiology, Epidemiology, Journal of Epidemiology, Journal of
Infectious Diseases, Vaccine, など
その他、演習の中で適宜紹介する。
 Kenneth J. Rothman: Epidemiology: An Introduction, Second Edition. Oxford
University Press, 2012
 Brian MacMahon, Dimitrios Trichopoulos: Epidemiology--Principles & Methods,
Second Edition. Littele, Brown and Company, 1996
 中村好一 著: 基礎から学ぶ楽しい疫学, 第4版. 医学書院, 2020
 日本疫学会 監修: はじめて学ぶやさしい疫学, 改訂第3版. 南江堂, 2018
 古川俊之 監修, 丹後俊郎 著: 新版 医学への統計学. 朝倉書店, 1993
 竹内啓 監修, 市川伸一・大橋靖雄・岸本淳司・浜田知久馬 著：SASによるデータ解析入
門, 第2版. 東京大学出版会, 1993
 浜島信之 著: 多変量解析による臨床研究, 第3版. 名古屋大学出版会, 2000
その他、授業の中で適宜紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度について、全体的な完成度（100%）で評価する。論旨の組み立て方と適
切性、プレゼンテーションの技術、質疑応答の内容が、一定の水準に達していることを基
準とする。

質問等があれば、下記まで尋ねること。
（メールアドレス）福島若葉：wakaba@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福島若葉：火曜日10:00～12:00、13:00～14:00、16:00～17:00　公衆
衛生学教室

担当の教員と相談のうえ決定する。

担当の教員と相談のうえ決定する。

3～4通 単位数 2

研究成果を学会発表や論文発表の形式にまとめ、公表する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
学会発表、論文発表の準備を行い、発表す
る。

事前には、予演会などを通して十分な準備を
行う。事後には、質疑応答の内容を踏まえ、
さらに検討すべき事項を立案する。

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を
学び、論文として発表する方法を学ぶ。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（公衆衛生学）
（英）Exercise in Presentation (Public Health)
福島 若葉、大藤 さとこ、加瀬 哲男、松浦 知香
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

到達目標の達成度について、授業中の質疑応答（50%）と論文の全体的な完成度（50%）
で評価する。論文については、論旨の組み立て方と適切性、プレゼンテーションの技術、
質疑応答の内容が、一定の水準に達していることを基準とする。

質問等があれば、下記まで尋ねること。
（メールアドレス）福島若葉：wakaba@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福島若葉：火曜日10:00～12:00、13:00～14:00、16:00～17:00　公衆
衛生学教室

担当の教員と相談のうえ決定する。

1～4通 単位数 8

公衆衛生学とは、社会の組織的な取り組みを通じて、すべての人々を対象に疾病を予防
し、寿命を延伸し、健康を増進するための科学・技術である。対象は常に「ヒト集団」で
あることから、集団における健康関連事象の頻度分布と規定要因を明らかにするための疫
学研究について、計画立案、実施、データ解析、結果の解釈といった一連の流れを実行
し、研究成果を論文の形式にまとめる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
疫学研究の計画立案、実施、データ解析、結
果の解釈といった一連の流れを実行し、研究
成果を論文の形式にまとめる。

学習内容を理解するため、各一定時間の予
習・復習をすることが望ましい。

医科学研究の高度化と広領域化を踏まえて、基礎医科学専攻の人材養成に沿った研究指導
を行う。
１）基礎医学の広い分野にわたって優れた理解力と応用力を修得するように研究指導す
る。
２）臨床医学を研究面から支援出来る学際的な研究指導をする。
３）社会医学的視点から社会貢献できるような学際的な研究指導をする。
４）独創性の高い先駆的研究を行うに必要な研究指導を行う。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導　（公衆衛生学）
（英）Advanced Course of Medical Research (Public Health)
福島 若葉、大藤 さとこ、加瀬 哲男、松浦 知香
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* 参考文献

* その他

 Kenneth J. Rothman: Epidemiology: An Introduction, Second Edition. Oxford
University Press, 2012
 Brian MacMahon, Dimitrios Trichopoulos: Epidemiology--Principles & Methods,
Second Edition. Littele, Brown and Company, 1996
 Isabel dos Santos Silva：Cancer Epidemiology: Principles and Methods, IARC, 2002
 中村好一 著: 基礎から学ぶ楽しい疫学, 第4版. 医学書院, 2020
 日本疫学会 監修: はじめて学ぶやさしい疫学, 改訂第3版. 南江堂, 2018
 Miquel Porta 編, 日本疫学会 訳: 疫学辞典, 第5版. 日本公衆衛生協会, 2010
 古川俊之 監修, 丹後俊郎 著: 新版 医学への統計学. 朝倉書店, 1993
 竹内啓 監修, 市川伸一・大橋靖雄・岸本淳司・浜田知久馬 著：SASによるデータ解析入
門, 第2版. 東京大学出版会, 1993
 浜島信之 著: 多変量解析による臨床研究, 第3版. 名古屋大学出版会, 2000
その他、授業の中で適宜紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回～第4回
第5回～第8回
第9回～第12回
第13回～第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度について、講義中に適時実施する口頭試問による理解度の確認（60％）
および講義に対する参加態度（積極的な質疑応答など）（40％）により評価する。単位取
得のための最低基準は、解剖学・生理学の基礎的な知識を身につけ、生活習慣に関わる運
動や食事の刺激に伴う全身システムの基本的な生理的・心理的変化を説明することができ
ることである。

講義への遅刻はしないこと
（メールアドレス）吉川　貴仁： tkhr6719@omu.ac.jp

1) ギャノング生理学（William F. Ganong）
2) 標準生理学（医学書院）

1) Principles of Exercise Testing and Interpretation. (Wasserman K. et al)
2) ACSMs Guidelines for Exercise Testing and Prescription (American College of Sports
Medicine)
3) ネッター解剖学アトラス原書第6版（F. H. Netter）
4) 人体の正常構造と機能（坂井 建雄, 河原 克雅；日本医事新報社)
その他、講義のなかで適宜紹介する。

呼吸・循環に関わる解剖生理 教科書指定箇所を予習・復習
免疫系に関わる解剖生理 教科書指定箇所を予習・復習

代謝に関わる解剖生理 教科書指定箇所を予習・復習

講義

1～2通 単位数 2

生命の維持や生活習慣の形成など、医学上重要である課題に取り組む上で不可欠であると
考えられる解剖学及び生理学に関する基本的な知識・考え方を習得する。

1. 生活習慣に関わる運動や食事の刺激に伴う全身システムの基本的な生理的・心理的変化
を説明することができる。
2. 健康維持・体力向上・抗加齢・疾患制御を目指した研究の計画を立案し実践することが
できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
内分泌に関わる解剖生理 教科書指定箇所を予習・復習

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）運動生体医学（基礎解剖生理特論）
（英）Sports Medicine (Seminar in anatomy and physiology)
吉川　貴仁、石井　聡
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回

第3回～第5回

第6回～第8回

第9回～第10回

第11回～第13回

第14回～第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度について、講義中に適時実施する口頭試問による理解度の確認（60％）
および講義に対する参加態度（積極的な質疑応答など）（40％）により評価する。単位取
得のための最低基準は、脳科学分野の基礎的な知識を身につけ、健康の維持・増進に重要
な役割を果たしている食欲・疲労および運動習慣等に関わる神経メカニズムに関して取り
組むべき課題を明確にすることができることである。
講義への遅刻はしないこと
（メールアドレス）吉川　貴仁： tkhr6719@omu.ac.jp

1) カンデル神経科学（金澤一郎監修）
2) 標準生理学（医学書院）
3) 脳科学エッセンシャル（中山書店）

1) Atlas of Neuroscience （F. H. Netter）
2) ネッター解剖学アトラス原書第6版（F. H. Netter）
3) 脳科学の教科書こころ編（岩波ジュニア新書）
4) 認識と行動の脳科学（甘利　俊一、田中　啓治；東京大学出版会）
5) エモーショナル・ブレイン（Joseph LeDoux、東京大学出版会）
その他、講義のなかで適宜紹介する。

情動と感情 教科書指定箇所を予習・復習

高次脳機能に関わる疾患 教科書指定箇所を予習・復習

言語機能 教科書指定箇所を予習・復習

学習記憶 教科書指定箇所を予習・復習

実行機能 教科書指定箇所を予習・復習

認知神経科学的研究法の概説 教科書指定箇所を予習・復習

講義

1～2通 単位数 2

我々の日常生活や生活習慣を支えている高次脳機能について、現時点で一般的に受け入れ
られている基本的な知識や考え方を習得する。

健康の維持・増進に重要な役割を果たしている食欲・疲労および運動習慣等に関わる神経
メカニズムを明らかにするために取り組むべき課題を明確にすることができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
ヒトの脳の構造と機能 教科書指定箇所を予習・復習

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）運動生体医学（高次脳機能特論）
（英）Sports Medicine (Seminar in higher brain function)
吉川　貴仁、石井　聡
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回

第3回～第5回
第6回～第8回
第9回～第10回
第11回～第12回
第13回～第17回
第18回～第22回
第23回～第26回

第27回
第28回～第29回
第29回～第30回
第31回～第34回
第35回～第38回
第39回～第41回

第42回
第43回～第45回

脳機能計測データの解析 配付資料等を予習・復習
脳機能計測のまとめ 配付資料等を予習・復習
統計解析について 配付資料等を予習・復習

脳波・脳磁図計測について 配付資料等を予習・復習
脳機能計測実験の立案 配付資料等を予習・復習
脳機能計測の実践 配付資料等を予習・復習

自律神経機能データの解析 配付資料等を予習・復習
自律神経機能計測のまとめ 配付資料等を予習・復習
脳機能計測について 配付資料等を予習・復習

自律神経機能測定についての概論 配付資料等を予習・復習
自律神経機能測定実験の立案 配付資料等を予習・復習
自律神経機能測定の実践 配付資料等を予習・復習

主要な質問紙法の紹介 配付資料等を予習・復習
運動・身体活動量についての概論 配付資料等を予習・復習
身体活動量の評価方法について 配付資料等を予習・復習

質問紙法について 配付資料等を予習・復習

演習

1～2通 単位数 6

研究室で実施中の研究を題材に、運動や身体活動に関する医学的研究の基礎となる身体活
動量、および身体活動に伴って変化する自律神経機能・脳機能などの生理学的指標や関連
する心理学的尺度の評価方法とその解釈について学ぶ。さらに、得られた測定データの処
理・統計的解析手法を習得する。

1. 運動と食生活を通した健康維持・体力向上・疾患制御に関する研究計画を立案すること
ができる。
2. 実験参加者の安心・安全に配慮し、研究計画に沿ったデータ収集が実施できる。
3. 測定データの適切な取り扱いおよび、測定データの解析ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
心理・生理学的計測概論 配付資料等を予習・復習

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）運動生体医学演習（心理・生理学的計測演習）
（英）Basic Practice of Sports Medicine (Psychological and physiological
measurements)
吉川　貴仁、石井　聡
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度について、演習中に適時実施する口頭試問による理解度の確認（20％）
および参加態度（測定に当って実験参加者への安全・安心の配慮、測定データの適切な取
り扱いなど）（80％）により評価する。単位取得のための最低基準は、実験参加者の安
心・安全に配慮し測定データを適切に取り扱えること、および測定データに対して基礎的
な解析を行なうことができることである。

演習への遅刻はしないこと
（メールアドレス）吉川　貴仁： tkhr6719@omu.ac.jp

適宜、資料を配付する。

1) Principles of Exercise Testing and Interpretation. (Wasserman K. et al)
2) ACSMs Guidelines for Exercise Testing and Prescription (American College of Sports
Medicine)
3) ギャノング生理学（William F. Ganong）
その他、講義のなかで適宜紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回

第2回～第5回

第6回～第7回
第8回～第12回

第13回
第14回
第15回

第16回～第19回
第20回

第21回～第25回
第26回～第40回
第41回～第44回

第45回

* 成績評価方法

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）運動生体医学演習（脳機能イメージング演習）
（英）Basic Practice of Sports Medicine (Practice in neuroimaging)
吉川　貴仁、石井　聡

ポジトロン断層法（PET）による脳機能研究 教科書指定箇所を予習・復習

演習

1～2通 単位数 6

研究室で実施中の研究を題材に、主な脳機能イメージング方法の原理と適用を理解した上
で、脳機能イメージング手法の一つである脳磁図測定（脳磁図測定の具体的方法と測定
データの解釈）を体験し、本分野におけるヒト脳科学研究の方法論を学ぶ。

脳機能イメージング法の原理・特徴を理解し、適切な実験を立案する事ができる。実験参
加者の安心・安全に配慮し測定データを適切に取り扱えること、および測定データに対し
て基礎的な解析を行なうことができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
脳機能イメージングとは 教科書指定箇所を予習・復習

機能的MRI （fMRI）による脳機能研究 教科書指定箇所を予習・復習
脳磁図（MEG）による脳機能研究 教科書指定箇所を予習・復習
標準脳について 教科書指定箇所を予習・復習
Statistical parametric mappingについて 教科書指定箇所を予習・復習
その他の計測技術について 教科書指定箇所を予習・復習
脳磁図測定の基礎知識（実践編） 教科書指定箇所を予習・復習
倫理的問題、実験参加者への配慮 教科書指定箇所を予習・復習
脳磁図研究の立案 教科書指定箇所を予習・復習
脳磁図測定の実施 教科書指定箇所を予習・復習
脳磁図データの解析・解釈 教科書指定箇所を予習・復習
結果のまとめ 教科書指定箇所を予習・復習

到達目標の達成度について、演習中に適時実施する口頭試問による理解度の確認（20％）
および参加態度（測定に当って実験参加者への安全・安心の配慮、測定データの適切な取
り扱いなど）（80％）により評価する。単位取得のための最低基準は、実験参加者の安
心・安全に配慮し測定データを適切に取り扱えること、および測定データに対して基礎的
な解析を行なうことができることである。
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* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

演習への遅刻はしないこと
（メールアドレス）吉川　貴仁： tkhr6719@omu.ac.jp

1) 脳のイメージング（宮内 哲、星 詳子、菅野 巖、栗城 眞也、徳野 博信）
2) SPM8 脳画像解析マニュアル（菊池 吉晃ら；医歯薬出版）
適宜、資料を配付する。

1) Statistical parametric mapping (Friston et al.)
2) Adaptive Spational Filters for Electromagnetic Brain Imaging (Sekihara)
3) SPM8 脳画像解析マニュアル（菊池 吉晃ら；医歯薬出版）
4) Atlas of Neuroscience （F. H. Netter）
5) 標準生理学（医学書院）
その他、講義のなかで適宜紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度について、プレゼンテーションの技術、プレゼンテーションの内容およ
び質疑応答の適確さ、論文原稿の質によって評価する。単位取得のための最低基準は、学
会などにおいて発表を行えること、英文原著論文の作成ができることである。

発表内容について十分理解していること。

教科書は使用しない。

必要に応じて適宜個別に提示する。

3～4通 単位数 2

脳神経科学や運動医学に関わる学会発表や論文発表を実践する

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
脳神経科学や運動医学に関わる学会に向けて
スライドやポスターによるプレゼンテーショ
ンの練習を行う。指導教員から論文の書き方
の指導を受ける。

随時、文献などに当たり、研究発表の質の向
上に努めること。

学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を学び、論文として発表する方法を学
ぶ。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（運動生体医学）
（英）Exercise in Presentation
吉川　貴仁、石井　聡
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度について、自らの研究についての理解度、プレゼンテーションの内容お
よび質疑応答の適確さ、論文原稿の質によって評価する。単位取得のための最低基準は、
主体的に研究を遂行し、英文原著論文に成果をまとめることである。

研究を遂行するにあたって、十分に時間をかけて深く考える習慣をつけることが不可欠で
ある。

教科書は使用しない。

各自の研究テーマに沿った英文原著論文および総説など

1～4通 単位数 8

自ら研究を企画・立案し、それを実行して社会貢献できる自立した研究者となること。信
頼性、妥当性、独創性、有用性の高い先駆的研究を実施出来ること。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究計画の立案、実験の実施、データ解析、
結果の解釈の全ての段階に主体的に関わり、
論文作成が可能なクオリティの研究を自ら実
施する。概ね、1-2年次は研究計画の立案、
2-3年次は実験の実施、3-4年次はデータ解
析・結果の解釈・論文作成を行なうことを想
定している。

随時、文献などに当たり、研究の質の向上に
努めること。

医科学研究の高度化と広領域化を踏まえて、基礎医科学専攻の人材養成に沿った研究指導
を行う。
１）基礎医学の広い分野にわたって優れた理解力と応用力を修得するように研究指導す
る。
２）臨床医学を研究面から支援出来る学際的な研究指導をする。
３）社会医学的視点から社会貢献できるような学際的な研究指導をする。
４）独創性の高い先駆的研究を行うに必要な研究指導を行う。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導（運動生体医学）
（英）Advanced Course of Medical Research
吉川　貴仁、石井　聡
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法
試験（40％）、授業中の発表内容（20％）、提出課題の内容（20％）、レポート内容
（20％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
運動時の呼吸・循環応答、体液変化時の呼吸・循環応答、体温変化時の呼吸・循環応答に
ついて説明できる。
各回の授業終了時に、次回の講義内容および資料を提示する。必ず事前に内容を確認し授
業に臨むこと。また、学習内容を理解し身に着けるために、講義の要点をまとめるなど復
習を欠かさないこと。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこ
とが望ましい。
(1) Human Cardiovascular Control. Rowell LB.
(2) Textbook of Work Physiology. Astrand PO et al.
授業の中で適宜紹介する。

体温変化時の循環応答 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

呼吸と循環の連関 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

試験

体位・体液変化時の呼吸応答 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

体位・体液変化時の循環応答 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

体温変化時の呼吸応答 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

科目ナンバリング
（和）運動環境生理学（運動環境生理学総論）
（英）Seminar in Environmental Physiology for Exercise
岡﨑和伸、横山久代、今井大喜、鈴木雄太、松竹貴大
2024 曜日・時限

運動時の呼吸応答 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

運動時の循環応答 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

講義

1～2通 単位数 2

運動生理学、および、環境生理学の基礎を修得する。運動時および外部環境変化時の呼
吸・循環応答を修得する。
(1) 運動時の呼吸・循環応答について説明できる。
(2) 体液変化時の呼吸・循環応答について説明できる。
(3) 体温変化時の呼吸・循環応答について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

低酸素環境下における生理学的応答 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

事前・事後学習の内容

暑熱や寒冷環境下における体温調節機構 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

暑熱や寒冷環境下における体温調節機構に及
ぼす諸要因

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

科目ナンバリング
（和）運動環境生理学（運動環境生理学特論）
（英）Seminar in Environmental Physiology for Exercise
岡﨑和伸、横山久代、今井大喜、鈴木雄太、松竹貴大
2024 曜日・時限

運動・スポーツ、身体活動時の生理学的応答

運動・スポーツ、身体活動継続時の生理学的
適応

生理学的応答および適応に及ぼす環境の影響

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

講義

1～2通 単位数 3

ヒトが様々な外部環境下におかれた時、あるいは、その環境下で身体活動や運動を行った
時の身体の生理学的応答について、さらに、それらの繰り返しによる身体適応について、
その法則性を学ぶ。

(1) ヒトwhole bodyにおける循環・体温調節機構について説明できる。
(2) 急性運動に対する身体の生理学的応答について説明できる。
(3) 運動トレーニングに対する身体の生理学的適応について説明できる。

各回の授業内容

160



第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法
試験（40％）、授業中の発表内容（20％）、提出課題の内容（20％）、レポート内容
（20％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
ヒトwhole bodyにおいて循環・体温調節機構、急性運動に対する身体の生理学的応答、運
動トレーニングに対する身体の生理学的適応について説明できる。

各回の授業終了時に、次回の講義内容および資料を提示する。必ず事前に内容を確認し授
業に臨むこと。また、学習内容を理解し身に着けるために、講義の要点をまとめるなど復
習を欠かさないこと。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこ
とが望ましい。

(1) Human Cardiovascular Control. Rowell LB.
(2) Textbook of Work Physiology. Astrand PO et al.

授業の中で適宜紹介する。

低酸素環境下における運動時の生理学的応答
および適応

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

試験
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法
試験（40％）、授業中の発表内容（20％）、提出課題の内容（20％）、レポート内容
（20％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
運動療法に関する最新の研究動向、体力トレーニングに関する最新の研究動向、環境生理
学に関する最新の研究動向、運動生理学に関する最新の研究動向について説明できる。

各回の授業終了時に、次回の講義内容および資料を提示する。必ず事前に内容を確認し授
業に臨むこと。また、学習内容を理解し身に着けるために、講義の要点をまとめるなど復
習を欠かさないこと。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこ
とが望ましい。
(1) Human Cardiovascular Control. Rowell LB.
(2) Textbook of Work Physiology. Astrand PO et al.

授業の中で適宜紹介する。

事前・事後学習の内容

運動生理学研究の最新動向 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

試験

科目ナンバリング
（和）運動環境生理学（運動環境生理学セミナー）
（英）Seminar in Environmental Physiology for Exercise
岡﨑和伸、横山久代、今井大喜、鈴木雄太、松竹貴大
2024 曜日・時限

運動療法研究の最新動向

体力トレーニング研究の最新動向

環境生理学研究の最新動向

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

講義

1～2通 単位数 1

運動生理学、環境生理学、体力トレーニング、および、運動療法に関する学術研究につい
て、最新の研究動向を修得する。

(1) 運動療法に関する最新の研究動向について説明できる。
(2) 体力トレーニングに関する最新の研究動向について説明できる。
(3) 環境生理学に関する最新の研究動向について説明できる。
(4) 運動生理学に関する最新の研究動向について説明できる。

各回の授業内容
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法
試験（40％）、授業中の発表内容（20％）、提出課題の内容（20％）、レポート内容
（20％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
運動時、外部環境変化時、あるいは運動トレーニング時の生理的応答・適応について、ヒ
トwhole bodyにおいて説明できる。

各回の授業終了時に、次回の講義内容および資料を提示する。必ず事前に内容を確認し授
業に臨むこと。また、学習内容を理解し身に着けるために、講義の要点をまとめるなど復
習を欠かさないこと。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこ
とが望ましい。

(1) Human Cardiovascular Control. Rowell LB.
(2) Textbook of Work Physiology. Astrand PO et al.

授業の中で適宜紹介する。

運動トレーニング時の生体調節系の関連 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

試験

科目ナンバリング
（和）運動環境生理学（運動環境生理学特別セミナー）
（英）Seminar in Environmental Physiology for Exercise
岡﨑和伸、横山久代、今井大喜、鈴木雄太、松竹貴大
2024 曜日・時限

運動時の生体調節系の関連 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

外部環境変化時の生体調節系の関連 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

講義

1～2通 単位数 1

ヒトの運動時、外部環境変化時、あるいは運動トレーニング時の生理的応答・適応を基礎
とし、呼吸、循環、体液、体温、代謝・内分泌の各調節系の関連について最新の学術研究
を基に修得する。

(1) 運動時、外部環境変化時、あるいは運動トレーニング時の生理的応答・適応について、
ヒトwhole bodyにおいて説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法
試験（40％）、授業中の発表内容（20％）、提出課題の内容（20％）、レポート内容
（20％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
体力向上および健康寿命延伸のための運動トレーニング方法、競技選手の競技パフォーマ
ンス向上のためのトレーニング方法について説明できる。

各回の授業終了時に、次回の講義内容および資料を提示する。必ず事前に内容を確認し授
業に臨むこと。また、学習内容を理解し身に着けるために、講義の要点をまとめるなど復
習を欠かさないこと。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこ
とが望ましい。

(1) Human Cardiovascular Control. Rowell LB.
(2) Textbook of Work Physiology. Astrand PO et al.

授業の中で適宜紹介する。

競技パフォーマンス向上のためのトレーニン
グ方法

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

試験

科目ナンバリング
（和）運動環境生理学（スポーツ科学特別セミナー）
（英）Seminar in Environmental Physiology for Exercise
岡﨑和伸、横山久代、今井大喜、鈴木雄太、松竹貴大
2024 曜日・時限

健康寿命延伸のための運動トレーニング方法 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

体力向上のための運動トレーニング方法 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

講義

1～2通 単位数 1

スポーツ科学研究成果に基づいた科学的根拠を背景とし、子どもから高齢者に至る一般市
民の体力向上および健康寿命延伸のための運動トレーニング方法について、また、競技選
手の競技パフォーマンス向上のためのトレーニング方法について修得する。

(1) 体力向上および健康寿命延伸のための運動トレーニング方法について説明できる。
(2) 競技選手の競技パフォーマンス向上のためのトレーニング方法について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法
試験（40％）、授業中の発表内容（20％）、提出課題の内容（20％）、レポート内容
（20％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
研究目的に沿った実験の実施およびデータ解析ができる。研究内容を正確かつ効果的に伝
えるプレゼンテーションおよび論文・レポートが作成できる。
各回の授業終了時に、次回の講義内容および資料を提示する。必ず事前に内容を確認し授
業に臨むこと。また、学習内容を理解し身に着けるために、講義の要点をまとめるなど復
習を欠かさないこと。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこ
とが望ましい。
(1) Human Cardiovascular Control. Rowell LB.
(2) Textbook of Work Physiology. Astrand PO et al.
(3) ACSM’s Guidelines for Exercise Testing and Prescription. American College of
Sports medicine.
(4) Physiological Tests for Elite Athletes. Australian Institute for Sport.
(5) Statistics for Sports and Exercise Science. Newell J et al.
授業の中で適宜紹介する。

事前・事後学習の内容

生理学研究における効果的なプレゼンテー
ション

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

試験

科目ナンバリング
（和）運動環境生理学演習（運動環境生理学演習）
（英）Practice in Environmental Physiology for Exercise
岡﨑和伸、横山久代、今井大喜、鈴木雄太、松竹貴大
2024 曜日・時限

研究計画に基づいたデータ取得・解析

データ取得・解析におけるプログラミング

生理学研究における論文・レポート作成

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

演習

1～2通 単位数 1

運動生理学・環境生理学に用いる研究手法を基礎とし、自身の研究における取得データお
よび関連する学術論文をもとに、データ解析、プレゼンテーション、および、論文・レ
ポート作成ができるようにする。
(1) 研究目的に沿った実験の実施およびデータ解析ができる。
(2) 研究内容を正確かつ効果的に伝えるプレゼンテーションおよび論文・レポートが作成で
きる。

各回の授業内容
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法
試験（40％）、授業中の発表内容（20％）、提出課題の内容（20％）、レポート内容
（20％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
運動生理学・環境生理学に用いる研究手法、各種の環境および運動負荷を用いた諸データ
の収集法を用いて研究を進めることができる。研究目的に沿った実験の実施およびデータ
解析ができる。

倫理的問題の検討 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

試験

事前・事後学習の内容

運動負荷方法とその理論2（トレッドミル） 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

環境負荷方法とその理論1（温度・湿度）

環境負荷方法とその理論2（酸素濃度、気
圧）

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

科目ナンバリング
（和）運動環境生理学演習（運動環境生理学研究計画演習）
（英）Practice in Environmental Physiology for Exercise
岡﨑和伸、横山久代、今井大喜、鈴木雄太、松竹貴大
2024 曜日・時限

生理学研究における目的のおよびデザインの
分析

生理学研究におけるデータ取得方法および解
析・統計方法

運動負荷方法とその理論1（自転車エルゴ
メータ）

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

演習

1～2通 単位数 2

運動生理学・環境生理学に用いる研究手法を修得し、自身の研究における取得データおよ
び関連する学術論文をもとにデータ検討ができるようにする。

(1) 運動生理学・環境生理学に用いる研究手法を用いて研究を進めることができる。
(2) 各種の環境および運動負荷を用いた諸データの収集法を用いて研究を進めることができ
る。
(3) 研究目的に沿った実験の実施およびデータ解析ができる。

各回の授業内容
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* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

各回の授業終了時に、次回の講義内容および資料を提示する。必ず事前に内容を確認し授
業に臨むこと。また、学習内容を理解し身に着けるために、講義の要点をまとめるなど復
習を欠かさないこと。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこ
とが望ましい。

(1) Human Cardiovascular Control. Rowell LB.
(2) Textbook of Work Physiology. Astrand PO et al.
(3) ACSM’s Guidelines for Exercise Testing and Prescription. American College of
Sports medicine.
(4) Physiological Tests for Elite Athletes. Australian Institute for Sport.
(5) Statistics for Sports and Exercise Science. Newell J et al.

授業の中で適宜紹介する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法
試験（40％）、授業中の発表内容（20％）、提出課題の内容（20％）、レポート内容
（20％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
研究目的に沿った実験の実施およびデータ解析ができる。研究内容を正確かつ効果的に伝
えるプレゼンテーションおよび論文・レポートが作成できる。
各回の授業終了時に、次回の講義内容および資料を提示する。必ず事前に内容を確認し授
業に臨むこと。また、学習内容を理解し身に着けるために、講義の要点をまとめるなど復
習を欠かさないこと。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこ
とが望ましい。

(1) Human Cardiovascular Control. Rowell LB.
(2) Textbook of Work Physiology. Astrand PO et al.
(3) ACSM’s Guidelines for Exercise Testing and Prescription. American College of
Sports medicine.
(4) Physiological Tests for Elite Athletes. Australian Institute for Sport.
(5) Statistics for Sports and Exercise Science. Newell J et al.
授業の中で適宜紹介する。

事前・事後学習の内容

競技パフォーマンス向上のためのトレーニン
グ方法

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

試験

科目ナンバリング
（和）運動環境生理学演習（スポーツ科学演習）
（英）Practice in Environmental Physiology for Exercise
岡﨑和伸、横山久代、今井大喜、鈴木雄太、松竹貴大
2024 曜日・時限

持久力向上のための運動トレーニング方法

筋力向上のための運動トレーニング方法

健康寿命延伸のための運動トレーニング方法

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

演習

1～2通 単位数 1

スポーツ科学研究に用いる研究手法を基礎とし、子どもから高齢者に至る一般市民の体力
向上および健康寿命延伸のための運動トレーニング、また、競技選手の競技パフォーマン
ス向上のためのトレーニングの実践方法を習得する
(1) 体力向上および健康寿命延伸のための運動トレーニングが実践できる。
(2) 競技選手の競技パフォーマンス向上のためのトレーニングの実践できる。

各回の授業内容
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（運動環境生理学）
（英）Exercise in Presentation
岡﨑和伸、横山久代、今井大喜、鈴木雄太、松竹貴大

(1) 運動生理学・環境生理学に関わる国内・国外の学会において、研究成果を発表ができ
る。
(2) 運動生理学・環境生理学に関わる国際学術誌に論文発表ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を
学び、論文として発表する方法を修得する。
運動生理学・環境生理学に関わる国内・国外の学会における発表に向け、発表資料の準
備、プレゼンテーションの練習を実施する。また、関連学術誌への投稿に向け、論文作成
を進める。

プレゼンテーション技法

プレゼンテーション資料の作成

プレゼンテーションの準備

抄録・論文の作成

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法
プレゼンテーションの内容（40％）、論文内容（40％）、質疑応答の内容（20％）で評価
する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
運動生理学・環境生理学に関わる国内・国外の学会において、研究成果を発表ができる。
運動生理学・環境生理学に関わる国際学術誌に論文発表ができる。

関連論文を十分に理解しておくこと。学習内容を理解し身に着けるために、講義の要点を
まとめるなど復習を欠かさないこと。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予
習・復習を行うことが望ましい。理解度、および、研究の進行度に応じて、その都度、個
別に指導する。

(1) Human Cardiovascular Control. Rowell LB.
(2) Textbook of Work Physiology. Astrand PO et al.
(3) Physiological Tests for Elite Athletes. Australian Institute for Sport.
(4) Statistics for Sports and Exercise Science. Newell J et al.

関連論文など適宜参照する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導（運動環境生理学）
（英）Advanced Course of Medical Research
岡﨑和伸、横山久代、今井大喜、鈴木雄太、松竹貴大

1～4通 単位数 8

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

(1) スポーツ科学、特に、運動生理学および環境生理学を背景とする研究の立案、研究の実
施、解析、結果の解釈、および、データ検討ができる。
(2) 運動時、外部環境変化時、あるいは運動トレーニング時の生理的応答・適応について、
ヒトwhole bodyを対象として研究を進めることができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

医科学研究の高度化と広領域化を踏まえて、基礎医科学専攻の人材養成に沿った研究指導
を行う。
１）基礎医学の広い分野にわたって優れた理解力と応用力を修得するように研究指導す
る。
２）臨床医学を研究面から支援出来る学際的な研究指導をする。
３）社会医学的視点から社会貢献できるような学際的な研究指導をする。
４）独創性の高い先駆的研究を行うに必要な研究指導を行う。

研究の立案

研究の実施 教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

教科書・資料の指定箇所の事前学習
授業内容のまとめの事後学習

データ解析、結果の解釈
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第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

データ検討、論文作成 教科書・資料の指定箇所の事前学習

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法
プレゼンテーションの内容（20％）、論文内容（60％）、質疑応答の内容（20％）で評価
する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
運動生理学・環境生理学に関わる国内・国外の学会において、研究成果を発表ができる。
運動生理学・環境生理学に関わる国際学術誌に論文発表ができる。
関連論文を十分に理解しておくこと。学習内容を理解し身に着けるために、講義の要点を
まとめるなど復習を欠かさないこと。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予
習・復習を行うことが望ましい。理解度、および、研究の進行度に応じて、その都度、個
別に指導する。
(1) Human Cardiovascular Control. Rowell LB.
(2) Textbook of Work Physiology. Astrand PO et al.
(3) Physiological Tests for Elite Athletes. Australian Institute for Sport.
(4) Statistics for Sports and Exercise Science. Newell J et al.

関連論文など適宜参照する。

試験
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-3回

第4-5回

第6-7回

第8-9回

第10-12回

第13-14回

第15-16回

第17-18回

第19-20回

第21-22回

第23-24回

第25-26回

第27-28回

第29-30回

労働災害の実態

労働災害の予防・対策

小児死亡例の実際と予防・対策

高齢者死亡の実態と予防・対策

法医学における法的諸問題（医事法・刑法）

死因論3（内因死の病態）

中毒論1（アルコール中毒の病態生理）

中毒論2（覚せい剤・向精神薬中毒の病態生
理）
画像診断の基礎1（超音波検査，単純X線検
査）

画像診断の基礎2（CT・MRI検査）

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
法医学特論（死の判定・脳死・早期/晩期死
体現象など）

死因論1（外因死（特に頭部損傷）の病態）

死因論2（外因死（特に胸腹部損傷）の病
態）

2024 曜日・時限

 高校生物学程度のヒトの構造・生理学を
予習しておく。
 個別の事前学習・事後学習へのアドバイ
スは，講義ごとに指示を行う。

科目ナンバリング
（和）法医学（総論）
（英）Legal Medicine（General）
石川　隆紀、谷　直人

個人識別 (DNA検査の実際と問題点)

講義

1～2通 単位数 4

致死的傷病の病態について、病理形態学、病態生理学、血液生化学、分子生物学、中毒動
態学および画像診断学などの観点から検討方法を習得する。

1. 致死的傷病評価おける中枢神経器官の形態学的・分子生物学的診断法の説明ができる。
2. 剖検例における内分泌・代謝系疾患の病態生理と診断法の説明ができる。
3. 心・循環機能障害に関する病理形態学・血液生化学マーカー・分子生物学マーカーの説
明ができる。
4. 画像検査・診断技術を用いた疾患の病態生理学的評価の説明ができる。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

1) 学習目標の到達状況および質疑応答の内容など総合的に評価する。
2) 成績は、内容の理解度(60%)および質疑応答の内容(40%)で評価する。
3) 法医学における基礎的知識を習得し、到達目標に呈示した内容を十分に説明できること
を合格（単位修得）のための最低基準とする。

学習内容を理解するため、講義前に日本法医学会における用語集・死体検案マニュアルな
どを用いて、法医学分野に用いられる一定の用語について予習することが望ましい。

毎回、レジュメを配布する。

１）現代の法医学　永野耐造・若杉長英　編　(金原出版)
２）エッセンシャル法医学　高取健彦　編　(医歯薬出版)
３）死体検案ハンドブック　的場梁次・近藤稔和　編　（金芳堂）
４）死亡診断書・出生証明書・死産証書記入マニュアル　(厚生統計協会)
５）NEW法医学・医事法　勝又義直・鈴木修　編　(厚生統計協会)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-2回

第3-4回

第5-6回

第7-8回

第9-10回

第11-12回

第13回

第14回

第15-16回

第17-18回

第19-20回

第21-22回

第23-24回

第25回

第26回

第27回

第28 -30回

モデル動物を用いた各種病態の理解

細胞培養を用いた各種病態モデルの作製

研究倫理

CT検査・MRI検査(胸腹部およびその他部位
の撮影)

死後画像検査施行時の法的諸問題

病理組織標本の作製・観察法

免疫組織学的検査

分子生物学的検査(mRNA検査･蛋白測定)

GC-MSを用いたアルコール・向精神薬測定
法の実際

LC-MSを用いたその他薬毒物検出の実際

超音波検査

単純X線撮影

CT検査･MRI検査 (頭頸部撮影)

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
全血算・尿検査の実際と検査結果の評価

死後変動型生化学検査結果内容の評価

血液以外の体液検査の意義と実際

2024 曜日・時限

 高校生物学程度のヒトの構造・生理学を
予習しておく。
 個別の事前学習・事後学習へのアドバイ
スは，講義ごとに指示を行う。

科目ナンバリング
（和）法医学（各論）
（英）Legal Medicine（Detailed explanation）
石川　隆紀、谷　直人

死後不変動型生化学検査結果内容の評価

講義

1～2通 単位数 4

致死的傷病の病態解析について、実務に則した各種検査法（血液生化学検査、免疫組織学
的検査、GC-MS、 LC-MS、各種画像検査など）について学習する。

1) 各種血液生化学検査の方法と問題点について説明できる。
2) 薬物中毒検査法としての GC-MS, LC-MSなどの原理・使用方法・検査時の留意点など
について説明できる。
3) 画像検査･診断法としての超音波･単純X線撮影・CT検査結果の読影法について説明でき
る。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

1) 学習目標の到達状況および質疑応答の内容など総合的に評価する。
2) 成績は、内容の理解度(60%)および質疑応答の内容(40%)で評価する。
3) 法医学における基礎的知識を習得し、到達目標に呈示した内容を十分に説明できること
を合格（単位修得）のための最低基準とする。

学習内容を理解するため、講義前に日本法医学会における用語集・死体検案マニュアルな
どを用いて、法医学分野に用いられる一定の用語について予習することが望ましい。

毎回、レジュメを配布する。

１）現代の法医学　永野耐造・若杉長英　編　(金原出版)
２）エッセンシャル法医学　高取健彦　編　(医歯薬出版)
３）死体検案ハンドブック　的場梁次・近藤稔和　編　（金芳堂）
４）死亡診断書・出生証明書・死産証書記入マニュアル　(厚生統計協会)
５）NEW法医学・医事法　勝又義直・鈴木修　編　(厚生統計協会)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-4回
第5-8回
第9-12回
第13-16回
第17-20回
第21-24回
第25-28回
第29-32回

第33-36回

第37-40回
第41-44回
第45-46回

第47-48回

第49-50回
第51-52回

第53-54回

第55-56回
第57-60回

医事法関連書類作成法・演習

法医鑑定における倫理的諸問題についての検
討

細胞培養を用いた各種病態モデルの作製
研究倫理

mRNAを用いた診断・演習
各種細菌検査・ウイルス検査の実際
中毒学的検査・演習

GC-MSを用いた薬毒物検査法の実際・演習

LC-MSを用いた薬毒物検査法の実際・演習

血液検査一般・演習
尿検査一般・演習
特殊検査法の理解
一般病理組織学を用いた診断・演習
特殊染色・免疫組織化学的手法を用いた診
断・演習

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
外表所見の取り方・その意義について

各種検査用，血液採取の意義とその留意点
剖検における倫理と法的概念について

2024 曜日・時限

 高校生物学程度のヒトの構造・生理学を
予習しておく。
 個別の事前学習・事後学習へのアドバイ
スは，講義ごとに指示を行う。

科目ナンバリング
（和）法医学演習（実務・研究演習）
（英）Practice in forensic research
石川　隆紀、谷　直人

内景所見の取り方・その意義について

演習

1～2通 単位数 8

法医実務を通じて、致死的病態の解釈について演習を行う。また、実際に行われる司法解
剖・承諾解剖・死因究明解剖のそれぞれの意義について理解し、法医解剖における肉眼・
病理学的所見のみならず、報告書の作成、また法医鑑定における倫理的諸問題について学
ぶ。

1) 法医実務における肉眼・組織学的所見を説明できる。
2) 法医実務における各種検査法を説明でき、実践することができる。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

1) 学習目標の到達状況および質疑応答の内容など総合的に評価する。
2) 成績は、内容の理解度(60%)および質疑応答の内容(40%)で評価する。
3) 法医学における基礎的知識を習得し，到達目標に呈示した内容を十分に説明できること
を合格（単位修得）のための最低基準とする。

学習内容を理解するため、講義前に日本法医学会における用語集・死体検案マニュアルな
どを用いて、法医学分野に用いられる一定の用語について予習することが望ましい。

毎回、レジュメを配布する。

１）現代の法医学　永野耐造・若杉長英　編　(金原出版)
２）エッセンシャル法医学　高取健彦　編　(医歯薬出版)
３）死体検案ハンドブック　的場梁次・近藤稔和　編　（金芳堂）
４）死亡診断書・出生証明書・死産証書記入マニュアル　(厚生統計協会)
５）NEW法医学・医事法　勝又義直・鈴木修　編　(厚生統計協会)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-5回
第6-10回

第10-15回

第16-20回
第21-25回
第26-30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

学会への参加および研究調査
研究成果のまとめ  高校生物学程度のヒトの構造・生理学を

予習しておく。
 個別の事前学習・事後学習へのアドバイ
スは、演習ごとに指示を行う。

(1) 学習目標の到達状況および質疑応答の内容など総合的に評価する。
(2) 成績は、プレゼンテーションの技術(60%)および質疑応答の内容(40%)で評価する。
(3) 国内・国外の各種専門分野の学会において発表できることを合格（単位修得）のための
最低基準とする。

学習内容を理解するため、講義前に日本法医学会における用語集・死体検案マニュアルな
どを用いて、法医学分野に用いられる一定の用語について予習することが望ましい。

毎回、レジュメを配布する。

1) 現代の法医学　永野耐造・若杉長英　編　(金原出版)
2) エッセンシャル法医学　高取健彦　編　(医歯薬出版)
3) 死体検案ハンドブック　的場梁次・近藤稔和　編　（金芳堂）
4) 臨床と血液型　澤口彰子・溝口秀昭・清水勝　編　(朝倉書店)
5) 死亡診断書・出生証明書・死産証書記入マニュアル　(厚生統計協会)
6) NEW法医学・医事法　勝又義直・鈴木修　編　(厚生統計協会)

学術雑誌へ投稿

学会発表資料の作成

発表練習・討論
論文作成

3～4通 単位数 2

1) 法医学および各種専門分野に関連する国内・国外の学会において、研究成果を口頭・ポ
スターなどで発表ができる。
2) 法医学および各種専門分野に関連する国内・国外の学術雑誌において、研究成果を論文
発表ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を
学び、論文として発表する方法論を学ぶ。自身の研究内容について、国内・国外の各種専
門分野の学会において発表できることを目標に、研究成果を口頭発表やポスター発表し、
教室内にて発表・討論する。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（法医学）
（英）Exercise in Presentation
石川　隆紀、谷　直人
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-5回

第6-10回

第10-15回
第16-20回

第21-25回

第26-30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

研究の課題探索および背景調査

研究目標・計画の設定
 高校生物学程度のヒトの構造・生理学を
予習しておく。
 個別の事前学習・事後学習へのアドバイ
スは、演習ごとに指示を行う。

1) 学習目標の到達状況および質疑応答の内容など総合的に評価する。
2) 成績は、研究内容の理解度(60%)、プレゼンテーションの技術(20%)および質疑応答の内
容(20%)で評価する。
3) 基礎医学の広い分野にわたって優れた理解力と応用力を修得することを合格（単位修
得）のための最低基準とする。
学習内容を理解するため、講義前に日本法医学会における用語集・死体検案マニュアルな
どを用いて、法医学分野に用いられる一定の用語について予習することが望ましい。

研究成果の報告・発表

研究方法の習得
研究の実施

研究結果についての討論

1～4通 単位数 8

1) 基礎医学の広い分野にわたって優れた理解力と応用力を修得できる。
2) 臨床医学を研究面から支援できるような学際的な研究を遂行できる。
3) 社会医学的視点から社会貢献できるような学際的な研究を遂行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

医科学研究の高度化と広領域化を踏まえて、基礎医科学専攻の人材養成に沿った研究に対
する演習を行う。
1) 基礎医学の広い分野にわたって優れた理解力と応用力を修得するように演習的研究を行
う。
2) 臨床医学を研究面から支援できる学際的な研究者育成能力を培う。
3) 社会医学的視点から社会貢献できるような学際的な研究者としての演習を行う。
4) 独創性の高い先駆的研究を行う。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導（法医学）
（英）Advanced Course of Medical Research
石川　隆紀、谷　直人
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* 教科書

* 参考文献

* その他

毎回、レジュメを配布する。

1) 現代の法医学　永野耐造・若杉長英　編　(金原出版)
2) エッセンシャル法医学　高取健彦　編　(医歯薬出版)
3) 死体検案ハンドブック　的場梁次・近藤稔和　編　（金芳堂）
4) 臨床と血液型　澤口彰子・溝口秀昭・清水勝　編　(朝倉書店)
5) 死亡診断書・出生証明書・死産証書記入マニュアル　(厚生統計協会)
6) NEW法医学・医事法　勝又義直・鈴木修　編　(厚生統計協会)

181



* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回

該当部分の予習
配布原著論文および配布レジュメを用いて復
習

微生物の分子生物学

微生物の細胞生物学

ウイルス学各論

寄生虫学各論

事前・事後学習の内容各回の授業内容
新興・再興感染症総論

ウイルス学総論

寄生虫学総論

様々なウイルス感染症および寄生虫感染症の特徴と病態、診断および治療を理解するのみ
ならず、各種疾患が社会的にどのような影響を与えるかを理解し、研究成果および現在の
世界の状況を正しく評価できることを目標とする。新興・再興感染症について、世界全体
での問題を多角的に把握し、医学生物学的研究との関連を説明することができることを目
標とする。

講義

1～2 通

曜日・時限

4 単位 単位数

科目ナンバリング

城戸 康年、中釜 悠、Chim W. Chan、加賀谷 渉、金子 明、加来　奈津子、Evariste
Tshibangu

（和）ウイルス学特論
（英）Basic Medical Virology

ウイルス学の基礎研究および流行国でのフィールド調査研究を進めていく上での課題や仮
説を設定するために、COVID-19に代表される新興感染症、マラリアなどの三大感染症、
Neglected Tropical Disease(NTDs)を含む熱帯医学疾患の病態生理・合併症および診断・
治療方法について最新のエビデンスに基づいて紹介し、研究計画を立てる際に必要な能力
を習得する

2024
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第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

感染症疫学

グローバルヘルス

感染免疫学

感染症診断学

感染症治療学

現在の基礎微生物学および新興・再興感染症学の理解を背景として、新たな課題を見出す
ことができること。レポート(50%)および発表・質疑応答(50%)の内容で評価する。
単位取得の最低基準としてウイルス学・熱帯医学の歴史および現状を理解し、英語で説明
できること。

事前・事後学習に努め、履修要件を満たすこと。
Microbiology: Principles and Explorations, Jacquelyn G. Black, Wiley, 2015
Principles of Virology (ASM Books) (English Edition), 5th edition, ASM
Peters' Atlas of Tropical Medicine and Parasitology, Elsevier, 2019

183



* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回
第1-4回
第5-8回
第9-12回
第13-14回
第15-16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

１）ウイルス学の専門知識を起点として流行地における地球規模課題を多角的に把握でき
る
２）医学生物学的研究あるいは社会医学的研究との関連を理解し、新たな研究計画の立案
および実施ができる

1~4 通

曜日・時限

4単位単位数

科目ナンバリング

城戸 康年、中釜 悠、Chim W. Chan、加賀谷 渉、
金子 明、加来　奈津子、Evariste Tshibangu

（和）ウイルス学演習
（英）Exercise in Virology

新興・再興感染症の基本的な診断および治療の実習を基盤として、新興・再興感染症の制
圧へ向けた対策構築、サーベイランス研究、リバーストランスレーショナルリサーチ、政
策提言の決定過程について理解する

2024

該当部分の予習
配布原著論文および配布レジュメを用いて復
習

事前・事後学習の内容各回の授業内容
ウイルス学実験演習
寄生虫学実験演習
宿主応答実験演習
新興・再興感染症診断実習
分子疫学実習

関連する文献により情報収集に努めること
適宜、提示します
適宜、提示します

微生物学および宿主反応に関する研究方法論の理解と実施ができる
評価の内訳は研究レポート 50%、口頭試問50%とする
単位取得の最低基準として国際的な科学論文の形式に則った結果報告を英語で作成できる
こと
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回
第1-3回
第4-6回
第7-10回
第11-15回
第16-20回

第21-25回

第26-31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献

* その他

安全確保に留意すること
関連する文献により情報収集に努めること

適宜、提示します
適宜、提示します

流行地における地球規模課題に応じた研究計画書を作成できる
研究計画書に基づき、流行地において実現可能な研究方法論の理解と実施ができる
研究に対する理解度、研究結果のプレゼンテーションと考察、実験ノートの記述内容で評
価する
評価の内訳は研究計画書 30%、流行地での研究結果発表70%とする
単位取得の最低基準として国際的な科学論文の形式に則った結果報告を英語で作成できる
こと

問題設定、仮説設定、実験目的、実験計画、
結果・考察を実験ノートに記述する。

事前・事後学習の内容各回の授業内容
微生物学実験の基本的操作
流行国の社会背景調査
流行地における地球規模課題調査
流行地における診断実習
流行地における分子疫学実習
流行地におけるトランスレーショナルリサー
チ実習
フィールド研究実習

１）ウイルス学の専門知識を起点として流行地における地球規模課題を多角的に把握でき
る
２）医学生物学的研究あるいは社会医学的研究との関連を理解し、新たな研究計画の立案
および実施ができる

演習

1~4 通

曜日・時限

16単位数

科目ナンバリング

城戸 康年、中釜 悠、Chim W. Chan、加賀谷 渉、金子 明、加来　奈津子、Evariste
Tshibangu

（和）ウイルス学・熱帯医学フィールド調査研究実習
（英）Field study practice in Virology/Tropical Medicine

アフリカ大陸、アジア太平洋地域、中南米の感染症流行国における熱帯感染症の基本的な
診断および治療の実習を基盤として、新興・再興感染症の制圧へ向けた対策構築、サーベ
イランス研究、リバーストランスレーショナルリサーチ、政策提言の決定過程について理
解する

2024
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回
第1-3回
第4-6回
第7-9回

第10-16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献

* その他

城戸 康年、中釜 悠、Chim W. Chan、加賀谷 渉、金子 明、加来　奈津子、Evariste
Tshibangu

（和）発表表現演習 （ウイルス学）
（英）Exercise in Presentation (Virology)

国内または海外のウイルス学・熱帯医学関連学会において、一般演題、シンポジウム、
ワークショップなどで発表するための資料の作製方法、口頭発表やポスター発表のテク
ニック、質疑応答への準備、対応方法などを実践的に指導する。

2024 曜日・時限

2 単位 単位数

科目ナンバリング

論文作成法演習

最新の情報収集に努めること

PCを適宜用いて、学会発表において日本語および英語で発表と適切な質疑応答ができる
英語で原著論文を作成できる

演習

3～4 通

事前・事後学習の内容各回の授業内容
文献調査法演習
データベース使用法演習
研究発表作成法演習

実際の学会発表および論文投稿をもって成績評価とする
評価の内訳は学会発表 30%、論文投稿70%とする
単位取得の最低基準として国際的な科学論文の形式に則った論文作成を英語で作成できる
こと

最新の情報収集に努めること
説得力ある論理の構築に努めること

適宜、提示します
適宜、提示します
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回
第1-6回
第7-12回
第13-18回
第19-24回
第25-60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

研究課題に沿った発表論文作成およびその過程を評価する
研究計画書に基づいた研究結果に対する理解度、研究結果のプレゼンテーションと考察、
実験ノートの記述内容で評価する
評価の内訳は学会発表 30%、論文投稿70%とする
単位取得の最低基準として国際的な科学論文の形式に則った論文作成を英語で作成できる
こと

関連する文献により情報収集に努めること
適宜、提示します
適宜、提示します

研究計画書作成
研究計画書作成に基づいた研究指導

問題設定、仮説設定、実験目的、実験計画、
結果・考察を実験ノートに記述する。

１）ウイルス学の専門知識を起点として医学の広い分野にわたって優れた理解力と応用力
を身につける
２）社会医学的視点を含めた地球規模課題を見出し、仮説を設定できる
３）オリジナルな仮説に対して実証することを基盤として、社会実装を見据えた成果を創
出する研究を習得する

医科学研究の広領域化と高度職業人の養成を踏まえて、主に以下の内容をテーマとして基
礎医科学専攻の人材養成に沿う研究指導を行う。
１）アジア・アフリカ・中南米を含めた地球規模健康課題の解決
２）宿主―病原体の相互作用に関する研究
３）新興・再興感染症に対する医薬品開発研究
４）新興・再興感染症に関する分子疫学研究

事前・事後学習の内容各回の授業内容
微生物学実験の基本的操作
問題設定と背景調査
仮説設定と研究方法の調査

演習

1~4 通

曜日・時限

8 単位 単位数

科目ナンバリング

城戸 康年、中釜 悠、Chim W. Chan、加賀谷 渉、金子 明、加来　奈津子、Evariste
Tshibangu

（和）研究指導 （ウイルス学）
（英）Advanced Course of Medical Research (Virology)

2024
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回

第13回

第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回

第22回

第23回
第24回
第25回
第26回

2024 曜日・時限

細菌学概論1（金子幸弘）

分子生物学1-1（仁木満美子）

分子生物学2-1（老沼研一） 配布レジュメもしくは原著論文を再読し復習

配布レジュメもしくは原著論文を再読し復習

配布レジュメもしくは原著論文を再読し復習

講義、演習

1～2通 単位数 3

医学に関連する細菌学的知識および細菌学研究で用いる手法について修得する。

 医学に関連する細菌学的知識を理解する。
 細菌学研究で用いる分子生物学的手法について理解する。
 自身で調べた情報を元に発表と討論ができる。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）細菌学セミナー
（英）Seminar in Bacteriology
金子　幸弘、仁木　満美子、老沼　研一、坪内　泰志

事前・事後学習の内容

遺伝子解析法1（坪内泰志） 配布レジュメもしくは原著論文を再読し復習

小テスト
課題とした原著論文について事前に内容をま
とめ発表する。また、内容についての質疑応
答を行う。

細菌学概論2（金子幸弘） 配布レジュメもしくは原著論文を再読し復習

分子生物学1-2（仁木満美子） 配布レジュメもしくは原著論文を再読し復習

分子生物学2-2（老沼研一）

遺伝子解析法2（坪内泰志）

配布レジュメもしくは原著論文を再読し復習

配布レジュメもしくは原著論文を再読し復習

小テスト
課題とした原著論文について事前に内容をま
とめ発表する。また、内容についての質疑応
答を行う。

細菌学概論3（金子幸弘） 配布レジュメもしくは原著論文を再読し復習

分子生物学1-3（仁木満美子） 配布レジュメもしくは原著論文を再読し復習
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第27回
第28回
第29回
第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

分子生物学2-3（老沼研一）

遺伝子解析法3（坪内泰志）

配布レジュメもしくは原著論文を再読し復習

配布レジュメもしくは原著論文を再読し復習

小テスト
課題とした原著論文について事前に内容をま
とめ発表する。また、内容についての質疑応
答を行う。

 各コマにおいて、講義中および講義後に内容に関する簡単な口頭試問を行う。また、小
テストにおいては課題とした論文の内容について事前にまとめたものを履修者が発表し、
内容が適切に理解されているか評価を行う。
 評価は口頭試問および小テスト、細菌学教室ホームページ内オンライン細菌学講座のミ
ニテストにより行う。内訳は小テスト60%、口頭試問20%、オンライン細菌学講座内ミニ
テスト20%とする
 単位修得の最低基準として、①細菌の病原因子の発現制御機構②微生物の生体分子構
造：感染性微生物の同定法とその原理③抗菌薬の構造機能相関：抗菌薬の作用機序④細菌
の薬剤耐性機構⑤感染症治療および予防における免疫の役割について説明ができることと
する。
毎週金曜日（16:30~17:30）31コマ出席で２単位
オンライン細菌学講座受講で1単位

コマごとにレジュメおよび原著論文を配布する

適宜紹介する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回

感染症治療（柴多渉） 配布レジュメを再読し復習

小児感染症（瀬戸俊之） 配布レジュメを再読し復習

感染症疫学（加瀬哲男） 配布レジュメを再読し復習

科目ナンバリング
（和）感染症基礎教育
（英）Fundamental Lecture of Infectious Diseases
掛屋　弘、金子　幸弘、柴多　渉、瀬戸　俊之、加瀬　哲男
2024 曜日・時限

感染制御（掛屋弘） 配布レジュメを再読し復習

臨床細菌学（金子幸弘） 配布レジュメを再読し復習

講義

1～2通 単位数 4

感染症一般について異なるアプローチの知識を習得する。

 感染制御の基本を理解し説明することができる
 細菌学的観点から感染症の病態を説明することができる
 抗菌化学療法について説明することができる
 小児科における感染症の特徴を説明することができる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
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第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

グループワーク 配布レジュメを再読し復習

 各コマにおいて内容に関する簡単な口頭試問を行う。また、グループワークにおいては
課題について議論検討し回答を導き出せるかを評価する。
 評価は口頭試問およびグループワークの結果により行う。内訳は口頭試問60%、グルー
プワーク40%とする。
 単位修得の最低基準として、感染制御における細菌学の役割について説明できることと
する。

毎週月曜日（18:00~19:30）31コマで４単位

コマごとにレジュメを配布する

適宜紹介する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

研究実施手順（仁木満美子、老沼研一、坪内
泰志）

配布レジュメを再読し復習

研究のデザイン（仁木満美子、老沼研一、坪
内泰志）

配布レジュメを再読し復習

調査法（金子幸弘、仁木満美子、老沼研一、
坪内泰志）

配布レジュメを再読し復習

研究倫理（金子幸弘） 配布レジュメを再読し復習

科目ナンバリング
（和）細菌学研究演習
（英）Seminar for Bacteriological Research

演習
2024 曜日・時限
金子　幸弘、仁木　満美子、老沼　研一、坪内　泰志

研究の目的（金子幸弘） 配布レジュメを再読し復習

1～2通 単位数 2

細菌学研究の目的から実施までを修得する。

 研究の目的とデザインを理解し、自身で計画を立てることができる
 研究実施手順について理解し、自身で実験を遂行することができる
 結果を適切に解釈し、考察することができる
 研究倫理について理解し遵守することができる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

 各コマにおいて内容に関する簡単な口頭試問を行い、その結果を成績評価とする
 単位修得の最低基準として、①細菌学研究に必要な各種実験手法の基本原理②状況に応
じた適切な実験手法③基礎分子遺伝学（セントラルドグマ）～遺伝子（構造）から生体内
機能性高分子まで～：最前線の研究手法について理解し説明・実践することができること
とする

毎月第一火曜日（13:00~14:00）

コマごとにレジュメを配布する

適宜紹介する

結果の解釈（金子幸弘、仁木満美子、老沼研
一、坪内泰志）

配布レジュメを再読し復習
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回

2024 曜日・時限

バイオセーフティ講習（金子幸弘） 配布レジュメを再読し復習

化学物質取扱講習（仁木満美子） 配布レジュメを再読し復習

実習

1～2通 単位数 1

微生物の取扱および微生物学実験室の正しい利用について学ぶ。
 取り扱う微生物の危険度を理解し説明することができる
 安全な微生物取扱法を実施することができる
 適切な微生物の管理法を理解し説明することができる
 微生物を扱う際に用いる化学物質を正しく取り扱うことができる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）細菌学実習
（英）Training in Bacteriology
金子　幸弘、仁木　満美子、老沼　研一、坪内　泰志

無菌操作法（仁木満美子、老沼研一、坪内泰
志）

配布レジュメを再読し復習

微生物管理（仁木満美子、老沼研一、坪内泰
志）

配布レジュメを再読し復習

好気性菌培養（老沼研一） 配布レジュメを再読し復習

嫌気性菌培養（仁木満美子） 配布レジュメを再読し復習

放線菌培養（坪内泰志） 配布レジュメを再読し復習
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

微生物取扱教育（仁木満美子、老沼研一、坪
内泰志）

配布レジュメを再読し復習

 各コマにおいて内容に関する簡単な口頭試問を行う。
 評価は口頭試問の結果により行う。
 単位修得の最低基準は、①微生物学実験室において遵守すべき事柄について正しく理解
し実践することができる②無菌操作を正しく行うことができる③菌の分離培養を正しく行
うことができる④微生物を適切に管理することができる

不定期開催

コマごとにレジュメを配布する

適宜紹介する
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【科目情報】
授業コード
授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

Antimicrobial Stewardship（柴多渉） 配布レジュメを再読し復習

呼吸器感染症（柴多渉） 配布レジュメを再読し復習

科目ナンバリング
（和）感染制御セミナー
（英）Seminar in Infection Control
掛屋　弘、金子　幸弘、柴多　渉、井本　和紀
2024 曜日・時限

感染制御の実際（掛屋弘） 配布レジュメを再読し復習

耐性菌（金子幸弘） 配布レジュメを再読し復習

講義、演習

1～2通 単位数 2

実践的な感染制御に関する最新情報を修得する。
 感染制御の実際について理解し説明することができる
 感染制御で問題となっている耐性菌について説明することができる
 適切な抗菌化学療法について説明することができる
 感染制御に必要な細菌学的支援・研究について説明することができる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

 各コマにおいて内容に関する簡単な口頭試問を行う。
 評価は口頭試問の結果により行う。
 単位修得の最低基準として、感染制御における細菌学の役割を説明できることとする。

毎週水曜日（17:00~18:00）

コマごとにレジュメを配布する

適宜紹介する

後天性免疫不全症候群（井本和紀） 配布レジュメを再読し復習
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（細菌学）
（英）Exercise in Presentation
金子　幸弘、仁木　満美子、老沼　研一、坪内　泰志

3～4通 単位数 2

配布資料を用いて復習

配布資料を用いて復習

 学会発表またはそれに準じる発表の準備から実施までを行うことができる
 論文の作成から投稿までを行うことができる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
データの整理
発表の流れを組み立てる（金子幸弘）

Excelによるグラフ作成
統計解析（坪内泰志）

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を
学び、論文として発表する方法を学ぶ。

発表予行演習（共同）
学会発表（共同）

配布資料を用いて復習

予行で指摘された箇所を確認
質疑応答での質問内容を記録し見直す

配布資料を用いて復習

配布資料を用いて復習

配布資料を用いて復習

配布資料を用いて復習

論文用の図、グラフ、表の作成（共同）

配布資料を用いて復習PowerPointによる図表の作成
（仁木満美子）

ポスター／スライド作成
口頭発表の原稿作成とプレゼンテーションの
方法を学ぶ（老沼研一）

PubMedによる文献検索（金子幸弘）

論文の形式について学ぶ
日本語での論文骨組みを作成（共同）

骨組みをもとにした英語での論文作成（共
同）
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第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

配布資料を用いて復習

論文の形式を整える（共同）
論文投稿（共同）

EndNoteによる引用文献リスト作成（共同）

 実際の学会発表および論文投稿をもって成績評価とする
 評価の内訳は学会発表50%、論文投稿50%とする
 単位取得の最低基準として①Excel、PowerPoint等を用いて図表を作成することができ
る②Word等を用いて形式に則った論文作成を行うことができる③ポスターやスライドを用
いてプレゼンテーションを行うことができる

不定期開催
毎回資料を配布
適宜紹介する

査読者のコメントを参考に復習
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-6回

第7-12

第13-18回
第19-24回
第25-30回
第31-36回
第37-42回
第43-48回
第49-54回
第55-60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導（細菌学）
（英）Advanced Course of Medical Research
金子　幸弘、仁木　満美子、老沼　研一、坪内　泰志

研究の背景調査と研究の現状調査および未解
明の課題について文献の精査

課題についての参考文献を精読

演習

1～4通 単位数 8

医科学研究の高度化と広領域化を踏まえて、主に以下の内容をテーマとして基礎医科学専
攻の人材養成に沿った研究指導を行う。
 病原性細菌の薬剤耐性機構の解明および薬剤耐性菌の分子生物学的解析
 新規抗菌薬・抗ウイルス薬の探索
 クオラムセンシングの分子機構解明
１）基礎医学の広い分野にわたって優れた理解力と応用力を身につける
２）臨床医学への応用を視野に入れた基礎細菌学の研究を行う姿勢を身につける
３）社会医学的視点から社会貢献できるような基礎細菌学の研究を目指す姿勢を身につけ
る
４）独創性の高い先駆的研究を行う知識と技術を習得する

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
細菌学の基礎知識および細菌学実験の基本的
操作

作業内容を各自記録し復習

実験ノートを記録し復習考察

研究の実施と結果の解析検討、目標設定 実験ノートを記録し復習考察
研究の実施と学会発表 学会での質疑応答結果を記録し問題点を復習

研究の実施 実験ノートを記録し復習考察
実験計画の立案と実験方法の調査

研究の実施と結果の解析検討 実験ノートを記録し復習考察
結果の解析と論文作成のための検討、討論 討論結果を記録し課題となる点を考察
論文作成と投稿 作業の過程を記録し復習
査読結果の内容検討と追加実験の実施 査読内容を精査し課題となる点を考察

 評価は月1回の教授面談による研究進捗状況の確認と内容についての討論、論文抄読会
でのプレゼンテーションおよび学会発表、論文の内容により行う。
 評価の内訳は討論15%、プレゼンテーション15%、学会発表30%、論文40%とする。
 評価の最低基準として、①研究課題について文献検索を行い、研究の現状や問題点をま
とめ新たな研究テーマを立案できる②課題を解決するのに必要な実験とその手法を調査
し、実現可能な実験を計画することができる③得られたデータを正しく解釈・考察するこ
とができる④実験結果を学会等で発信することができる⑤規定に則り論文を作成し、投稿
することができることとする。
不定期開催
病原微生物を扱うという意識を持って実験に取り組むこと
適宜紹介する
戸田新細菌学改訂34版
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第１回−5回

第6回−10回

第11回−15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）ゲノム免疫学（免疫学特論）
（英）Immunology and Genomics（Seminar in immunology）
植松　智、藤本　康介、植松 未帆、宮岡大知、平野雄大

免疫細胞の機能
該当部位を教科書で予習。宿題の関連論文を
読み、レポートを提出。

講義

1～2通 単位数 2

病原体の侵入から排除にいたるまで、免疫系がどの様に作用するかについて概説する。さ
らに、学術論文を題材に、研究の立案から実験、結果の解釈、科学における理論構築を学
習する。

関連する学術論文、教科書を用いて、免疫系の総論的な理解を深める。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

免疫の役割
該当部位を教科書で予習。宿題の関連論文を
読み、レポートを提出。

免疫組織について
該当部位を教科書で予習。宿題の関連論文を
読み、レポートを提出。

(1)各種免疫細胞の機能について理解する
(2)模擬発表、質疑応答で60点以上
(3)各種免疫細胞の役割をきっちりと説明できる。

履修用件、修了要件を満たすこと。

Janeways’s Immunobiology

Cell. 2006 Feb 24;124(4):783-801. Review.
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回−5回

第6回−10回

第11回−15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）ゲノム免疫学（自然免疫特論）
（英）Immunology and Genomics（Seminar in innate immunity）
植松　智、藤本　康介、植松 未帆、宮岡大知、平野雄大

自然免疫受容体のシグナル伝達機構
カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

講義

1～2通 単位数 2

モデル動物を用いた自然免疫機構の働きの解析について理解する。さらに、学術論文を題
材に、研究の立案から実験、結果の解釈、科学における理論構築を学習する。

関連する学術論文、教科書を用いて、自然免疫の役割について理解を深める。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

病原体の認識
カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

獲得免疫の活性化
カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

(1)病原体の侵入から排除にいたるまで、免疫系がどの様に作用するかを理解する
(2)模擬発表、質疑応答で60点以上
(3)自然免疫から獲得免疫の流れをきっちりと説明できる。

履修用件、修了要件を満たすこと。

Janeways’s Immunobiology

Philos Trans R Soc Lond B Biol Sci. 2011 Oct 12;366(1579):2748-55.
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回−5回

第6回−10回

第11回−15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）ゲノム免疫学（粘膜免疫特論）
（英）Immunology and Genomics（Seminar in mucosal immunity）
植松　智、藤本　康介、植松 未帆、宮岡大知、平野雄大

粘膜免疫応答
カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

講義

1～2通 単位数 2

モデル動物を用いた粘膜免疫機構の働きの解析や、粘膜作動性のワクチン開発について理
解する。さらに、学術論文を題材に、研究の立案から実験、結果の解釈、科学における理
論構築を学習する。

関連する学術論文、教科書を用いて、粘膜免疫の役割について理解を深める。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

粘膜関連リンパ装置について
カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

粘膜免疫を利用した治療法の開発
カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

(1)粘膜免疫がどの様に作用するかを理解する
(2)模擬発表と質疑応答で60点以上
(3)粘膜免疫の役割とそれをどのように応用できるかをきっちりと説明できる。

履修用件、修了要件を満たすこと。

Janeways’s Immunobiology

Eur J Immunol. 2013 Dec;43(12):3108-15.
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回−5回

第6回−10回

第11回−15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）ゲノム免疫学（メタゲノム学特論）
（英）Immunology and Genomics（Seminar in metagenomics）
植松　智、藤本　康介

腸内細菌の異常と疾患
カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

講義

1～2通 単位数 2

各種疾患におけるメタゲノム解析の方法や、異常について深く理解する。さらに、学術論
文を題材に、研究の立案から実験、結果の解釈、科学における理論構築を学習する。

関連する学術論文、教科書を用いて、腸内細菌の役割やメタゲノム 解析について理解を深
める。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

腸内細菌の役割
カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

Pathobiontとその制御法
カンファレンス前後には、担当教員とのディ
スカッションにより内容の理解を深め、次の
プレゼンテーションに備える。

(1)腸内細菌の生理的な役割とその異常によってどのような疾患を起こすかを理解する
(2)模擬発表と質疑応答で60点以上
(3)腸内細菌の役割とそその制御法をきっちりと説明できる。

履修用件、修了要件を満たすこと。

別冊　医学のあゆみ「腸内細菌と臨床医学」

Nat Microbiol. 2019 Jan;4(1):35-45.
J Clin Exp Hepatol. 2019 Jan-Feb;9(1):62-73.
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第１回−５回

第6回−１０回

第１１回から１５回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（ゲノム免疫学）
（英）Exercise in Presentation
植松　智、藤本　康介

3～4通 単位数 2

学会発表プレゼンテーション 事前に発表準備を入念に行う。事後には質疑
内容の評価から、次の研究展開に関して立案
を行う。

パワーポイント、ワードなどPCソフトウェアを用いて、日本語及び英語で発表用原稿、論
文を作成できる。
口頭やポスター発表において、きちんと研究内容を説明し、質問に対する受け答え、討論
ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

各種学会における口頭発表やポスター発表の方法論を修得する。学術論文の作成の仕方を
修得する。

論文紹介法 事前に発表準備を入念に行う。事後には質疑
内容の評価から、次の研究展開に関して立案
を行う。

実験データプレゼンテーション 事前に発表準備を入念に行う。事後には質疑
内容の評価から、次の研究展開に関して立案
を行う。

内容の理解度（40%）・プレゼンテーションの技術（30%）で評価する。発表および討論
の内容（30%）で評価する。
６０点以上で合格。

演習への出席や態度も重視します。

関連教科書、学術論文

都度手渡し。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第１回−５回

第6回−１０回

第１１回から１５回

第１6回から20回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導（ゲノム免疫学）
（英）Advanced Course of Medical Research
植松　智、藤本　康介

免疫寛容誘導 研究の背景となる論文を精読する。実験計
画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

演習

1～4通 単位数 8

1. 各種疾患モデルにおける腸管粘膜固有層の自然免疫細胞の機能解析
2. 放射線障害における自然免疫の役割
3. 次世代粘膜ワクチンの開発
4. 各種疾患における腸内細菌、ウイルス叢の解析
粘膜特異的な生体防御応答、免疫寛容誘導の理解を深める。
また、放射線障害によって、いかにして炎症が発症するかを解明し、疾患の制御、克服に
向けて応用出来る原理の確立ができるように思考力を養う。
個体レベルの免疫応答の解析（分子細胞生物学や免疫学の技術を駆使）に精通し、ヒト病
態に近い遺伝子改変動物を用いた独創性の高い研究の実施（遺伝子改変動物の作製、解析
の習熟）。
徹底したディスカッションに基づくテーマ設定、プロジェクト遂行を心がけ、ミーティン
グ（原則英語）による研究発信力の強化にも努める。さらに、しっかりとした研究倫理の
啓発も行い、理解する。

粘膜ワクチンのメカニズムの理解を深める。
また、腸内微生物と粘膜免疫応答の異常によって、いかにして疾患が発症するかを解明
し、疾患の制御、克服に向けて応用出来る原理の確立ができるように思考力を養う。
また、腸内微生物の核酸単離、次世代シークエンス解析、インフォマティクス解析にも習
熟する。
徹底したディスカッションに基づくテーマ設定、プロジェクト遂行を心がけ、ミーティン
グ（原則英語）による研究発信力の強化にも努める。さらに、しっかりとした研究倫理の
啓発も行い、理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
粘膜特異的生体防御応答 研究の背景となる論文を精読する。実験計

画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

研究の背景となる論文を精読する。実験計
画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

オルガノイド作成法の習熟 研究の背景となる論文を精読する。実験計
画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

遺伝子改変マウスの作成と解析
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第21回から25回

第26回から30回

第3１回−3５回

第36回−4０回

第4１回から4５回

第46回から50回

第51回から55回

第56回から60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

放射線腸炎の解析 研究の背景となる論文を精読する。実験計
画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

腸炎の治療効果の解析 研究の背景となる論文を精読する。実験計
画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

粘膜ワクチンのメカニズム 研究の背景となる論文を精読する。実験計
画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

腸内微生物核酸単離 研究の背景となる論文を精読する。実験計
画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

腸炎の治療効果の解析 研究の背景となる論文を精読する。実験計
画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

次世代シークエンス解析 研究の背景となる論文を精読する。実験計
画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

インフォマティクス解析 研究の背景となる論文を精読する。実験計
画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

腸内微生物単離機能解析 研究の背景となる論文を精読する。実験計
画、実験結果、考察を実験ノートに詳細に記
述する。研究成果をまとめる。

内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。
発表および質疑応答の内容で評価する。

演習への出席や実験態度も評価対象であり、必要に応じて加点･減点する。

プロトコール、資料

関連する論文、などを配布する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

血管病変の臨床的定量評価法

血管病態の治療法

(1)到達目標の達成度についての評価：基本的知識を有し論理的思考ができることを評価す
る。
(2)評価方法：口頭試問(50%)、レポート(50%)
(3)合格（単位取得）のための基準：
・血管病変の発生機序についての主たる仮説が説明できる。
・仮説の根拠になっている主な先行研究の内容が説明できる。
・血管病変の予防や治療についての具体的方法論とその限界が説明できる。
本コース受講には、医学部卒業レベルの基礎医学・臨床医学的知識を習得していることが
望ましい。
特定の教科書は指定しない。毎回レジュメを配布し、事後学習用に最新資料となる原著論
文・総説論文を紹介する。
総合医学雑誌(NEJM, Lancet, JAMA, BMJ, Ann Intern Med, etc)、専門誌(Circulation,
Diabetes Care, J Am Soc Nephrol, etc)などからタイムリーな参考文献を紹介する。

科目ナンバリング
（和）血管病態制御学総論
（英）Vascular Medicine Overview
庄司哲雄、永田 友貴
2024 曜日・時限

血管病態と臓器・身体機能の関連

粥状動脈硬化の発生機序

血管石灰化の発生機序

医学部卒業レベルの基本的知識を事前に理解
しておく。最新情報については授業で紹介す
る原著論文・総説論文で事後学習する。

講義

1～2通 単位数 2

血管病態と臓器・身体機能との関連から加齢現象を理解し、機序・予防・治療の最新情報
を習得する。

血管病変の発生機序・予防・治療について概略が説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

その他の血管病変の発生機序
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～5回
第6～10回
第11～15回
第16～20回
第21～25回
第26～30回
第31～35回
第36～40回
第41～45回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度についての評価：基本的知識と研究計画能力を以下の方法で評価す
る。
(2)評価方法：口頭試問(50%)、レポート(50%)
(3)合格（単位取得）のための基準：
・血管病態研究のための基礎医学・臨床医学的な方法論が説明できる。
・基礎医学・臨床医学のいずれかにおいて血管病態研究のための研究実施計画書が作成で
きる
本コース受講には、医学文献を英語で理解する英語力を習得していることが望ましい。
特定の教科書は指定しない。毎回レジュメを配布し、事後学習用に最新資料となる原著論
文・総説論文を紹介する。

総合医学雑誌(NEJM, Lancet, JAMA, BMJ, Ann Intern Med, etc)、専門誌(Circulation,
Diabetes Care, J Am Soc Nephrol, etc)などからタイムリーな参考文献を紹介する。

血管病態研究のための臨床医学（観察研究2）

血管病態研究のための臨床医学（観察研究3）

血管病態研究のための臨床医学（介入研究1）

血管病態研究のための臨床医学（介入研究2）

血管病態研究のための臨床医学（介入研究3）

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
血管病態研究のための基礎医学（生化学）

血管病態研究のための基礎医学（分子生物学）

血管病態研究のための臨床医学（観察研究1）

2024 曜日・時限

医学部卒業レベルの基本的知識を事前に理解
しておく。最新情報については授業で紹介す
る原著論文・総説論文で事後学習する。

科目ナンバリング
（和）血管病態制御学 各論
（英）Vascular Medicine Research Methods
庄司哲雄、永田 友貴

血管病態研究のための基礎医学（細胞生物学）

講義

1～2通 単位数 6

血管病態研究のための方法論を習得し、機序・予防・治療について自ら研究する能力を習
得する。

血管病態研究の方法論の概略が説明でき、基礎医学・臨床医学のいずれかで研究実施計画
書が作成できる。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

PowerPointを用いたスライド作成方法

PowerPointを用いたポスター作製方法

医学論文のパラグラフ構成の考え方

医学論文原稿執筆の実際

英文雑誌の投稿規定に適合させる方法

(1)到達目標の達成度についての評価：基本的知識と発表技術を以下の方法で評価する。
(2)評価方法：PowerPointを用いた口演発表（30％）、ポスター発表(30%)、レポート
(40%)
(3)合格（単位取得）のための基準：
・PowerPointを用いた口演発表ができる。
・PowerPointを用いたポスター発表ができる。
・医学論文原稿を日本語で執筆できる。
・医学論文原稿を英語で執筆できる。
本コース受講には、医学文献を英語で理解する英語力、Word、Excel、PowerPoint、
EndNoteなどのPCソフトウエアの基本操作ができることが望ましい。

特定の教科書は指定しない。毎回レジュメを配布し、事後学習用に適切な資料を指定し個
別指導する。
総合医学雑誌(NEJM, Lancet, JAMA, BMJ, Ann Intern Med, etc)、専門誌(Circulation,
Diabetes Care, J Am Soc Nephrol, etc)などからタイムリーな参考文献を紹介する。

授業内容に合わせた資料を事前に配布する。
演習時に個別指導を行い、事後学習用の課題
を与える。

筆頭演者として学会発表し、論文原稿を執筆する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

3～4通 単位数 2

学会発表・論文執筆で必要な基本的知識と技術を習得する。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（血管病態制御学）
（英）Presentation
庄司哲雄、永田 友貴
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～10回
第11～20回
第21～30回
第31～40回
第41～50回
第51～60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導（血管病態制御学）
（英）Research guidance
庄司哲雄、永田 友貴

1～4通 単位数 8

・研究テーマを絞り、文献を検索し、先行研究で明らかにされていない課題を指摘でき
る。
・研究計画を自ら策定できる。
・研究（の一部）を分担できる。
・研究成果を論文にまとめることができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

血管病態制御学に関する特定の研究テーマについて、先行研究論文を精読して課題を明ら
かにし、研究計画を策定・実践し、研究成果を論文にまとめるという一連の作業を実習に
て習得する。

文献検索、先行研究における課題の指摘
課題解決のための研究計画の策定

事前に準備すべきことを指示し、実習中に次
回までの課題を個別指導する。

(1)到達目標の達成度について評価：以下の方法で研究実施の知識と技術を評価する。
(2)評価方法：口頭試問(30%)、レポート(70%)
(3)合格（単位取得）のための基準：
・関連文献を検索し、先行研究の内容をAbstract tableに要約できる。
・研究すべき課題を設定し、研究計画を策定できる。
・統計解析ソフトを用いて基本的な統計解析ができる。
・論文を執筆できる。
本コース受講には、医学文献を英語で理解する英語力、Word、Excel、PowerPoint、
EndNoteなどのPCソフトウエアの基本操作ができることが望ましい。
特定の教科書は指定しない。毎回レジュメを配布し、事後学習用に適切な資料を指定し個
別指導する。
関連分野の先行研究について自ら検索した文献を参考文献とし精読する。その他、総合医
学雑誌(NEJM, Lancet, JAMA, BMJ, Ann Intern Med, etc)、専門誌(Circulation, Diabetes
Care, J Am Soc Nephrol, etc)などからタイムリーな参考文献を紹介する。

論文原稿修正

研究実施
データ解析
論文原稿執筆
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回

第2～3回
第4～5回
第6～7回
第8～9回

第10～11回
第12～13回
第14～15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

面接を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。

事前に参考文献をもとに学習をおこなっておくこと。

ヒトの分子遺伝学 (Tom Strachan)
がん遺伝子の発見　黒木登志夫　著
教室の研究成果論文
http://www.med.osaka-cu.ac.jp/surgical-oncology/cancer/achievements.html

癌の増殖や転移に関わる分子
癌の分子標的治療
腫瘍免疫の基礎
がん細胞のシグナル伝達機構

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
癌分子生物学的の基礎

癌細胞と周囲微小環境との相互作用
難治性癌の臨床的特徴

2024 曜日・時限

癌に関する研究や発見の歴史を知る。
癌の病態をどの様に応用すれば診断や治療に
有用であるか考える。

科目ナンバリング
（和）癌分子病態制御学1
（英）Molecular Oncology
八代正和、福岡達成

癌細胞の分子細胞生物学研究法

講義

1～2通 単位数 4

癌細胞の分子生物学的特性および癌病態を把握する。
癌の増殖進展機序を解説し、その機序に基づいた診断や治療への応用方法を説明する。特
に難治癌の病態や微小環境およびその制御法について講義する。

1. 癌細胞の遺伝子異常および分子生物学的特性を理解する。
2. 癌細胞の増殖浸潤機序を理解する。
3. 癌組織微小環境の病態を理解する。
4. 癌治療開発研究方法を理解する。

212



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～2回
第3～4回
第5～6回
第7～8回
第9～10回
第11～12回
第13～14回
第15～16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

面接を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。

事前に参考文献をもとに学習をおこなっておくこと。

ヒトの分子遺伝学　Tom Strachan
がん各種治療ガイドライン
教室の研究成果論文
http://www.med.osaka-cu.ac.jp/surgical-oncology/cancer/achievements.html

がんゲノム医療
遺伝性腫瘍
癌病態解析手技in vitro、in vivo
癌のトランスレーショナルリサーチ

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
抗癌剤の作用機序と耐性機序

腫瘍マーカー
癌新規治療法開発の研究法

2024 曜日・時限

癌に関する診断マーカーや治療法の変遷を知
る。
癌のゲノム解析と分子標的治療薬の関連性に
ついて考える。

科目ナンバリング
（和）癌分子病態制御学2
（英）Molecular Therapeutics for Cancer
八代正和、福岡達成

癌の病態から考える治療戦略

講義

1～2通 単位数 4

癌の病態に基づいた診断治療の開発研究方法を修得する。
癌の病態に基づいた診断や治療への応用を説明する。特に難治癌の制御についてその実践
やゲノム医療の観点から講義する。

1. 癌の診断薬の開発経緯を理解する。
2. 癌の分子標的治療薬の開発経緯を理解する。
3. 抗癌剤の作用機序と臨床的問題点を理解する。
4. 癌のトランスレーショナルリサーチを理解する。
5. がんゲノム医療を理解する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～4回
第5～8回
第9～14回
第15～24回
第25～30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

論文作成
論文投稿

提出された研究成果報告書または論文を評価する。
面接やカンファレンスを実施し、理解度と研究計画を評価する。

事前に参考文献をもとに学習をおこなっておくこと。

教室の研究成果論文
 http://www.med.osaka-cu.ac.jp/surgical-oncology/cancer/achievements.html

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
難治癌の分子生物学的特性の研究

研究成果のプレゼンテーション
国際学会発表のプレゼンテーション

2024 曜日・時限

癌に関する診断マーカーや治療薬開発の歴史
を知る。
がんパネル検査や癌の分子標的治療薬の意義
を考える。

科目ナンバリング
（和）癌分子病態制御学　演習
（英）Practice in Molecular Traget Therapy for Cancer
八代正和、福岡達成

特許申請

演習

1～2通 単位数 4

癌の病態に基づいた診断治療薬の開発研究方法を修得する。
癌の分子生物学的解析研究および、解析結果に基づいた診断治療薬開発研究方法の理解を
深める。
1. 癌バイマーカーの同定方法を理解する。
2. 癌の標的治療分子の同定方法を理解する。
3. 特許申請を理解する。
4． 分子標的阻害剤の臨床開発方法を理解する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（癌分子病態制御学）
（英）Exercise in Presentation
八代正和、福岡達成

癌の分子生物学的特性と診断治療への応用に関する研究成果の公表。

癌研究成果のプレゼンテーション、特許申請、学会発表、論文発表を行う。

各回の授業内容

2024 曜日・時限
演習

3～4通 単位数 2

事前・事後学習の内容
研究成果のカンファレンス、プレゼンテー
ション

癌に関連する学会や研究会への参加、および
論文の熟読。

国際学会発表
癌に関連する学会や研究会への参加、および
論文の熟読。

論文作成
癌に関連する学会や研究会への参加、および
論文の熟読。

特許申請
癌に関連する学会や研究会への参加、および
論文の熟読。

研究成果のプレゼンテーション能力や考察力、および論文作成能力により評価する。

事前に参考文献をもとに学習をおこなっておくこと。

ヒトの分子遺伝学　Tom Strachan
教室の研究成果論文
http://www.med.osaka-cu.ac.jp/surgical-oncology/cancer/achievements.html
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

科目ナンバリング
（和）研究指導（癌分子病態制御学）
（英）Advanced Course of Medical Research
八代正和、福岡達成

医科学研究の高度化と広領域化を踏まえて、基礎医科学専攻の人材養成に沿った研究指導
を行う。
１）基礎医学の広い分野にわたって優れた理解力と応用力を修得するように研究指導す
る。
２）臨床医学を研究面から支援出来る学際的な研究指導をする。
３）社会医学的視点から社会貢献できるような学際的な研究指導をする。
４）独創性の高い先駆的研究を行うに必要な研究指導を行う。

① 癌細胞のエキソソームが転移環境形成におよぼす影響
② 癌細胞周囲微小環境が難治癌幹細胞のオートファジーに及ぼす影響
③ 次世代シークエンサー技術を用いた難治性がんの網羅的ゲノム解析と新規ドライバー遺
伝子同定
④ 癌heterogeneityと抗癌剤耐性との関連と耐性機序解明
⑤ スキルス胃癌の微小環境構築機序の解明と標的分子の探索。
癌リキッドバイオプシーの手技と臨床病理学的意義の解析

癌の病態解析手技の習熟および、解析結果に基づいた治療法開発研究の立案ができる。

各回の授業内容

2024 曜日・時限
演習

1～4通 単位数 8

事前・事後学習の内容
1  In vitroにおける癌病態解析手技の習得
        1.1.1 癌細胞の増殖浸潤能の評価方法
        1.1.2 癌組織の初代培養
        1.1.3 癌細胞と癌関連間質細胞との相互
                作用の解析

事前学習：癌の病態を癌細胞のみならず癌間
質細胞を含めた微小環境の観点から考える。
癌研究の歴史を学習する。
事後学習：研究結果の意義を考察し臨床に応
用する方法を考える。

3  ヒト癌組織の免疫組織学的検討と臨床病理
    学的因子との関連性の検討

事前学習：癌の病態を癌細胞のみならず癌間
質細胞を含めた微小環境の観点から考える。
癌研究の歴史を学習する。
事後学習：研究結果の意義を考察し臨床に応
用する方法を考える。

2  癌マウスモデルを用いたIn vivo解析手技の
    習得
       2.1.1 胃癌マウス作成手技
       2.1.2 分子標的阻害剤効果のin vivo試験
の手技と評価法

事前学習：癌の病態を癌細胞のみならず癌間
質細胞を含めた微小環境の観点から考える。
癌研究の歴史を学習する。
事後学習：研究結果の意義を考察し臨床に応
用する方法を考える。
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第4回

第5回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

4  ヒト癌臨床標本を材料にした次世代型シー
    クエンサー遺伝子解析とプロファイリン
グ

事前学習：癌の病態を癌細胞のみならず癌間
質細胞を含めた微小環境の観点から考える。
癌研究の歴史を学習する。
事後学習：研究結果の意義を考察し臨床に応
用する方法を考える。

5  癌ゲノム医療 事前学習：癌の病態を癌細胞のみならず癌間
質細胞を含めた微小環境の観点から考える。
癌研究の歴史を学習する。
事後学習：研究結果の意義を考察し臨床に応
用する方法を考える。

研究の討論により評価する。

事前に参考文献をもとに学習をおこなっておくこと。

新・ラボマニュアル遺伝子工学　村松正實　編　丸善出版

教室の研究成果論文：
http://www.med.osaka-cu.ac.jp/surgical-oncology/cancer/achievements.html
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

高血圧とトピックス

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価
する。
授業までに参考文献を熟読し、授業中に質疑応答ができるように内容を理解しておく。そ
のために各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。
毎回、レジュメを配布する。
Braunwald’s HEART DISEASE
New England Journal of Medicine
Circulation
Journal of the American College of Cardiology
European Heart Journal
Hypertension
Heart rhythm
Stroke 他

ＳＨＤとトピックス
心不全とトピックス
性差医療とトピックス
心筋症とトピックス
ＶＴＥとトピックス

心エコーとトピックス
カテーテル治療とトピックス
心室性不整脈とトピックス
閉塞性動脈硬化症とトピックス
弁膜症とトピックス

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
循環器疾患総論とトピックス

心臓ＭＲＩとトピックス
上室性不整脈とトピックス

2024 曜日・時限

授業までに教科書指定箇所を熟読し、授業中
に質疑応答ができるように内容を理
解しておく。そのために各授業の前後にそれ
ぞれ2 時間程度の予習・復習を行う
ことが望ましい。

科目ナンバリング
（和）循環器内科学（循環器内科総論）
（英）seminar in Cardiovascular Medicine
福田大受、山崎 貴紀、伊藤 朝広、大塚憲一郎、柴田　敦、吉山 智貴、島田健晋、小川真
奈、加川俊介、山口智大、田村尚大、柳下知哉

循環器疾患基礎研究とトピックス

講義

1～2通 単位数 2

循環器疾患の病態生理を理解するための基礎を培う科目であり、画像診断法などによる最
新の診断法、および薬物治療やカテーテル治療を含めた治療法の理解を目的とする。
循環器疾患の病態生理を理解し、画像診断法などによる最新の診断法、および薬物治療や
カテーテル治療を含めた治療法を理解し、循環器疾患の病態解明や治療法開発を目指した
研究を立案し、実行できること。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-9回

第10-18回
第19-27回
第28-36回
第37-45回
第46-60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

授業までに教科書指定箇所を熟読し、授業中
に質疑応答ができるように内容を理
解しておく。そのために各授業の前後にそれ
ぞれ2 時間程度の予習・復習を行う
ことが望ましい。

科目ナンバリング
（和）循環器内科学演習（不整脈）
（英）practice in arrhythmia
吉山 智貴、田村尚大

心房粗動のカテーテル治療

演習

1～2通 単位数 3

不整脈の病態生理を理解するための基礎を培う科目であり、薬物治療やカテーテル治療を
含めた治療法の理解を目的とする。

1. 不整脈治療の基礎につき理解することができる。
2. 既報告について、分析し、理解を深めることができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
心房細動のカテーテル治療

上室性頻拍のカテーテル治療
心室性不整脈のカテーテル治療
不整脈のデバイス治療
抗凝固療法とデバイス治療

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価
する。

授業までに参考文献を熟読し、授業中に質疑応答ができるように内容を理解しておく。そ
のために各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

毎回、レジュメを配布する。

Braunwald’s HEART DISEASE
New England Journal of Medicine
Circulation
Journal of the American College of Cardiology
European Heart Journal
Hypertension
Heart rhythm
Stroke 他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-9回

第10-18回
第19-27回
第28-36回
第37-45回
第46-60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

授業までに教科書指定箇所を熟読し、授業中
に質疑応答ができるように内容を理
解しておく。そのために各授業の前後にそれ
ぞれ2 時間程度の予習・復習を行う
ことが望ましい。

科目ナンバリング
（和）循環器内科学演習（カテーテル治療）
（英）practice in catheter intervention
山崎 貴紀、大塚憲一郎、島田健晋、山口智大

閉塞性動脈硬化症のカテーテル治療

演習

1～2通 単位数 3

カテーテル治療の病態生理を理解するための基礎を培う科目であり、虚血性心疾患、閉塞
性動脈硬化症、弁膜症、先天性心疾患、VTEのカテーテル治療の理解を目的とする。

1. カテーテル治療の基礎につき理解することができる。
2. 既報告について、分析し、理解を深めることができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
虚血性心疾患のカテーテル治療

弁膜症のカテーテル治療
先天性心疾患のカテーテル治療
VTEのカテーテル治療
僧帽弁閉鎖不全症のカテーテル治療

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価
する。

授業までに参考文献を熟読し、授業中に質疑応答ができるように内容を理解しておく。そ
のために各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

毎回、レジュメを配布する。

Braunwald’s HEART DISEASE
New England Journal of Medicine
Circulation
Journal of the American College of Cardiology
European Heart Journal
Hypertension
Heart rhythm
Stroke 他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-9回

第10-18回
第19-27回
第28-36回
第37-45回
第46-60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

心筋症の心エコー
SHDの心エコー

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価
する。

授業までに参考文献を熟読し、授業中に質疑応答ができるように内容を理解しておく。そ
のために各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

毎回、レジュメを配布する。

Braunwald’s HEART DISEASE
New England Journal of Medicine
Circulation
Journal of the American College of Cardiology
European Heart Journal
Hypertension
Heart rhythm
Stroke 他

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
心不全の心エコー

弁膜症の心エコー
先天性心疾患の心エコー

2024 曜日・時限

授業までに教科書指定箇所を熟読し、授業中
に質疑応答ができるように内容を理
解しておく。そのために各授業の前後にそれ
ぞれ2 時間程度の予習・復習を行う
ことが望ましい。

科目ナンバリング
（和）循環器内科学演習（心エコー）
（英）practice in echocardiography
伊藤　朝広、小川　真奈

虚血性心疾患の心エコー

演習

1～2通 単位数 3

心エコーを理解するための基礎を培う科目であり、心エコー所見から、心不全・虚血性心
疾患、弁膜症、先天性心疾患、心筋症の病態理解を目的とする。

1. 心エコーの基礎につき理解することができる。
2. 既報告について、分析し、理解を深めることができる。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-2回
第3-8回
第9-13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

授業までに教科書指定箇所を熟読し、授業中
に質疑応答ができるように内容を理
解しておく。そのために各授業の前後にそれ
ぞれ2 時間程度の予習・復習を行う
ことが望ましい。

科目ナンバリング
（和）循環器内科学演習（外科治療）
（英）practice in cardiac surgery
福田大受、山崎 貴紀、伊藤 朝広、大塚憲一郎、柴田　敦、吉山 智貴、島田健晋、小川真
奈、加川俊介、山口智大、田村尚大、柳下知哉

弁膜症の手術適応

演習

1～2通 単位数 1

心疾患の手術適応・術式を理解するための基礎を培う科目であり、虚血性心疾患、弁膜
症、先天性心疾患、動脈疾患、静脈疾患の手術適応や手術術式の理解を目的とする。

1. 心疾患の手術適応・術式につき理解する。
2. 既報告について、分析し、理解を深める。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
虚血性心疾患の手術適応

先天性心疾患の手術適応
動脈疾患の手術適応
静脈疾患の手術適応

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価
する。

授業までに参考文献を熟読し、授業中に質疑応答ができるように内容を理解しておく。そ
のために各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

毎回、レジュメを配布する。

Braunwald’s HEART DISEASE
New England Journal of Medicine
Circulation
Journal of the American College of Cardiology
European Heart Journal
Hypertension
Heart rhythm
Stroke 他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-8回

第7-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

・循環器疾患に関する研究を計画立案することができる。
・得られたデータの収集および解析ができる。
・学会発表と論文作成ができる。

2024 曜日・時限

学内予演会およびリサーチカンファレンスま
でにプレゼンテーション資料を作成
する。最終的に学会発表と論文作成・発表を
出来るようにする。

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（循環器内科学）
（英）Exercise in Presentation
福田　大受、山崎貴紀、伊藤朝広、大塚憲一郎、柴田敦

循環器疾患の発表表現演習

演習

3～4通 単位数 2

冠動脈疾患の診断・治療に関する研究、ブルガダ症候群やカテーテルアブレーションに関
する研究、心不全の診断・治療に関する研究、循環器画像診断における研究を行い、デー
タを収集し解析して得られた結果をまとめる。学内予演会で口頭発表やポスター発表の方
法論を学んで実演する。リサーチカンファレンスで論文作成の方法論を学ぶ。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。プレゼンテーションの内容および、発
表・質疑応答が十分であるかを評価する。
・より良いプレゼンテーションのため、英語力の向上を図ること
・多くの関連論文を読むこと。
・国内学会のみならず、国際学会でも積極的に発表を行うこと。

毎回、レジュメを配布する。
Braunwald’s HEART DISEASE
New England Journal of Medicine
Circulation
Journal of the American College of Cardiology
European Heart Journal
Hypertension
Heart rhythm
Stroke 他

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
循環器疾患の発表表現演習
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-8回
第9-16回
第17-24回
第25-32回
第33-40回
第41-48回
第49-56回
第57-64回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

授業内容に関する資料を配布するので、予習
復習を行うことが望ましい。

科目ナンバリング
（和）研究指導　（循環器内科学）
（英）Advanced Course of Medical Research
福田大受、山崎 貴紀、伊藤 朝広、大塚憲一郎、柴田　敦、吉山 智貴、島田健晋、小川真
奈、加川俊介、山口智大、田村尚大、柳下知哉

循環器疾患の基礎研究

演習

カテーテルを用いた研究

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う
・循環器疾患に関する研究を計画立案することができる。
・得られたデータの収集および解析ができる。
・学会発表と論文作成ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
循環器疾患の研究

心臓MRIを用いた研究
心エコーを用いた研究

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。プレゼンテーションの内容および、発
表・質疑応答が十分であるかを評価する。
・多くの関連論文を読むこと。
・理解を深めるために2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

毎回、レジュメを配布する。

Braunwald’s HEART DISEASE
New England Journal of Medicine
Circulation
Journal of the American College of Cardiology
European Heart Journal
Hypertension
Heart rhythm
Stroke 他

不整脈に関する研究
心不全に関する研究
高血圧に関する研究
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回
第1-10回
第11-15回
第16-20回
第21-25回
第26-31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法：膠原病・リウマチ性疾患の概論についての質疑応答(60%)、プレゼンテー
ション(20%)、レポート(20%)により、診断および治療方針について、習得度・理解度を評
価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準：全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

特になし
リウマチ病学テキスト第3版 南江堂
膠原病診療ノート第4版 日本医事新報社

膠原病・リウマチ性疾患に関する各種診療ガイドライン
PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）
Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）

膠原病・リウマチ性疾患の診断
膠原病・リウマチ性疾患の最新治療

事前に参考書籍で予習しておくことが望まし
い。

自己免疫システムに基づいて、膠原病・リウマチ性疾患の病態生理、病因、診断、治療に
ついて説明できる。

膠原病・リウマチ性疾患の病態生理、病因、診断、治療に関する最新知識を学ぶ。

事前・事後学習の内容各回の授業内容
免疫学の基礎概念
膠原病・リウマチ性疾患の病態生理
膠原病・リウマチ性疾患の病因

講義

1-2通

曜日・時限

4単位数

科目ナンバリング

橋本求、山田真介、渡部龍、福本一夫

(和) 膠原病・リウマチ内科学 (臨床総論)
(英) General Remarks

2024
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

膠原病・リウマチ性疾患の身体診察

膠原病・リウマチ性疾患の検査：自己抗体

種々の症状から、膠原病・リウマチ性疾患の診断に必要な身体診察、および検査の選択を
行い、適切な治療方針を立案できる。

事前に参考書籍で予習しておくことが望まし
い。

膠原病・リウマチ性疾患の薬物治療

膠原病・リウマチ性疾患の外科的治療

膠原病・リウマチ性疾患のリハビリ治療、運
動療法

膠原病・リウマチ性疾患の検査：画像検査

膠原病・リウマチ性疾患の診断、臨床評価

橋本求、山田真介、渡部龍、福本一夫

(和) 膠原病・リウマチ内科学 (臨床各論)
(英) Detailed Exposition

事前・事後学習の内容各回の授業内容

曜日・時限

4単位数

科目ナンバリング

膠原病・リウマチ性疾患における診察、診断、治療を習得する科目である。

2024
講義

1-2通
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

特になし
リウマチ病学テキスト第3版 南江堂
膠原病診療ノート第4版 日本医事新報社

膠原病・リウマチ性疾患に関する各種診療ガイドライン
PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）
Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法：膠原病・リウマチ性疾患の身体診察、診断、治療についての質疑応答
(60%)、プレゼンテーション(20%)、レポート(20%)により、診断および治療方針につい
て、習得度・理解度を評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準：全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

成人科への移行支援

膠原病・リウマチ性疾患の栄養、食事療法

妊娠・出産・プレコンセプションケア
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

授業回

第1-5回

第6-15回

第16-25回

第26-31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

橋本求、渡部龍、勝島将夫

(和) 膠原病・リウマチ内科学 (基礎研究演習)
(英) Basic Research

膠原病・リウマチ性疾患における基礎研究の立案，計画，実施および発表の演習を修得す
る科目である．

2024 曜日・時限

4単位数

科目ナンバリング

研究成果のプレゼンテーション
論文作成

事前に参考文献で予習しておくことが望まし
い。

膠原病・リウマチ性疾患における最新知見を周知し、研究テーマを立案し、学会発表や論
文作成を目標に、データ収集や解析を行う。

演習

1-2通

事前・事後学習の内容各回の授業内容
膠原病・リウマチ分野における基礎研究の最
新知見
ヒトリンパ球を用いた研究手法

動物モデルを用いた研究手法

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法：手技の習得状況（20％）、プレゼンテーションの内容（20％）、論文内容
（40％）、質疑応答の内容（20％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準：全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

特になし
その都度レジメンを配布する
PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）
Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回

第1-5回

第6-10回

第11-21回

第22-26回

第27-31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法：手技の習得状況（20％）、プレゼンテーションの内容（20％）、論文内容
（40％）、質疑応答の内容（20％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準：全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

個人情報の取り扱いには十分に留意する。

リウマチ病学テキスト第3版 南江堂
膠原病診療ノート第4版 日本医事新報社

膠原病・リウマチ性疾患に関する各種診療ガイドライン
PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）
Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）

研究成果のプレゼンテーション
論文作成

事前に参考文献で予習しておくことが望まし
い。

膠原病・リウマチ性疾患における最新知見を周知し、研究テーマを立案し、学会発表や論
文作成を目標に、データ収集や解析を行う。

事前・事後学習の内容
事前に参考書籍で予習しておくことが望まし
い。

各回の授業内容
膠原病・リウマチ分野における基礎知識の習
得

膠原病・リウマチ分野における臨床研究の最
新知見

橋本求、山田真介、渡部龍、福本一夫、

(和) 膠原病・リウマチ内科学 (臨床研究演習)
(英) Clinical Research

研究計画の立案

研究データの選択と収集、分析

曜日・時限

4単位数

科目ナンバリング

膠原病・リウマチ性疾患における臨床研究の立案・計画・実施および発表の演習を修得す
る科目である．

2024
演習

1-2通
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

発表テーマに沿った既報の検索

発表テーマの立案

研究成果を学会や論文で発表する。

特になし
リウマチ病学テキスト第3版 南江堂
膠原病診療ノート第4版 日本医事新報社

膠原病・リウマチ性疾患に関する各種診療ガイドライン
PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）
Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）

論文作成

プレゼンテーション資料の作成

科内カンファレンスでの質疑応答

研究テーマに基づく既報資料を事前に検索
し、予習しておくことが望ましい。

リサーチカンファレンス前には発表準備を十
分に行い、カンファレンス後は協議事項を
フィードバックし、次回に生かすよう心掛け
る。

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法：プレゼンテーションの内容（40％）、論文内容（40％）、質疑応答の内容
（20％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準：全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

橋本求、山田真介、渡部龍、福本一夫

(和) 発表表現演習 (膠原病内科学)
(英) Exercise in Presentation

事前・事後学習の内容各回の授業内容

曜日・時限

2単位単位数

科目ナンバリング

学会での口頭発表やポスター発表を行うための方法論を学び、その成果を論文として発表
することを学ぶ

2024
演習

3-4通
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

橋本求、山田真介、渡部龍、福本一夫、勝島将夫

(和) 研究指導 (膠原病内科学)
(英) Advanced Course of Medical Research

事前・事後学習の内容各回の授業内容

曜日・時限

8単位数

科目ナンバリング

研究テーマを立案し、研究デザインの構築、必要なデータの収集、適切な手法での解析を
行い、最終的には学会発表や論文を作成して報告する。

2024
演習

1-4通

膠原病・リウマチ分野における基礎知識を十分に習得した上で、病態解明に向けた研究
テーマを立案し、学会発表や論文作成を目標に、データ収集や解析を行う。

リサーチカンファレンス
研究デザインの構築

事前に参考書籍で予習しておくことが望まし
い。

リサーチカンファレンス前には発表準備を十
分に行い、カンファレンス後は協議事項を
フィードバックし、次回に生かすよう心掛け
る。

リサーチカンファレンス
研究に必要なデータの選択と収集

リサーチカンファレンス
データ解析

リサーチカンファレンス
解析結果の解釈

膠原病・リウマチ分野における基礎知識の習
得

リサーチカンファレンス
研究テーマの立案
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

個人情報の取り扱いには十分に留意する。
膠原病・リウマチ分野における基礎知識については以下で学習する。
リウマチ病学テキスト第3版 南江堂
膠原病診療ノート第4版 日本医事新報社

以下で研究テーマに関連する文献を検索する。
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed

(1)到達目標の達成度について評価する。
(2)評価方法：プレゼンテーションの内容（40％）、論文内容（40％）、質疑応答の内容
（20％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準：全体の60%以上の点数を得た者を合格とする。

リサーチカンファレンス
新たに得られた知見に関する考察

リサーチカンファレンス
プレゼンテーション資料作成
論文作成
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回

糖尿病関連腎臓病における最新薬物療法

慢性腎臓病・糖尿病関連腎臓病における臨床
研究の進歩

科目ナンバリング
（和）腎臓病態内科学（腎臓学-総論）
（英）Nephrology（General seminar in nephrology）
繪本正憲、森克仁、津田昌宏、仲谷慎也、上殿英記
2024 曜日・時限

腎疾患の研究総論

慢性腎臓病・糖尿病関連腎臓病における疫学
と最新EBM

慢性糸球体腎炎における診断と治療の進歩

各セミナー前には、各疾患の基本的な臨床医
学的な知識をテキストブック、該当疾患に関
する診療ガイドライン等を通じて事前に理解
しておく。

講義

1～2通 単位数 4

腎臓の生理的な役割を理解したうえで、様々な腎疾患の病態・診断学および治療学の最新
情報を修得する。
腎疾患の発症機序，病態生理を分子レベルから臓器レベルまで理解し、それらに基づいた
診断法，治療法とその臨床効果を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

尿細管・間質疾患における診断と治療の進歩
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第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度についての評価：到達目標は、記憶に頼らない、思考、論理に沿った
内容であるかで評価を行う。(2)評価方法とその割合：口頭試問50%、カンファレンスでの
プレゼンテーション30％、小テスト20％。(3)合格のための最低基準：知識ではなく、疾患
の病因論を基本に、診断法、治療について説明ができる。最新論文を基にした議論、積極
的な発現、英語でのスライド発表、英語でのプレゼンテーションがあれば、加点する。

基本的な知識の確認とともに、腎疾患の病態の機序を理解するために、必要であれば生理
学や生化学など幅広く学ぶ自覚を持つ。

特に特定の教科書は設定しない。該当学会作成の診療ガイドライン等を利用する。

最新情報に基づいた授業のため、主要な雑誌として以下のものを参考とする。New
England Journal of Medicine, Lancet, Journal of American Society of Nephrology, Kidney
International, American Journal of Kidney Disease, Nephrology Dialysis Transplantation,
Diabetes, Diabetes Careなど

慢性腎臓病・腎不全における代謝・栄養障害
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

科目ナンバリング
（和）腎臓病態内科学（病理・診断・治療セミナー）
（英）Nephrology（Special seminar in pathology, diagnosis and treatment）
森克仁、津田昌宏、仲谷慎也、上殿英記
2024 曜日・時限

慢性腎臓病の診断・治療法のトピックス

慢性糸球体腎炎を含む腎疾患の病理診断とト
ピックス

糖尿病関連腎臓病の病態解明・最新治療法

各セミナー前には、各疾患の基本的な臨床医
学的な知識をテキストブック、該当疾患に関
する診療ガイドライン等を通じて事前に理解
しておく。

講義

1～2通 単位数 4

糸球体性疾患、二次性腎疾患、慢性腎臓病、腎不全の病態・診断および治療学の基本を学
んだうえで、最新情報を修得する。

糸球体疾患（糸球体腎炎、ネフローゼ症候群）、二次性腎疾患（特に糖尿病関連腎臓
病）、慢性腎臓病、腎不全に関して、病態機序，治療学について分子生物学から心腎連関
を含む臓器ネットワークまで最新の情報を習得し、これらの病態とその制御方法について
考察できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

慢性腎臓病・腎不全における診断・治療法の
トピックス
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第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

多発性嚢胞腎の診断・治療法のトピックス

(1)到達目標の達成度についての評価：到達目標は、記憶に頼らない、思考、論理に沿った
内容であるかで評価を行う。(2)評価方法とその割合：口頭試問50%、カンファレンスでの
プレゼンテーション30％、小テスト20％。(3)合格のための最低基準：知識ではなく、疾患
の病因論を基本に、診断法、治療について説明ができる。最新論文を基にした議論、積極
的な発言、英語でのスライド発表、英語でのプレゼンテーションがあれば、加点する。

基本的な知識の確認とともに、腎疾患の病態の機序を理解するために、必要であれば生理
学や生化学など幅広く学ぶ自覚を持つ。

特に特定の教科書は設定しない。該当学会作成の診療ガイドライン等を利用する。

最新情報に基づいた授業のため、主要な雑誌として以下のものを参考とする。New
England Journal of Medicine, Lancet, Journal of American Society of Nephrology, Kidney
International, American Journal of Kidney Disease, Nephrology Dialysis Transplantation,
Diabetes, Diabetes Careなど
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

臨床研究発表-プレゼンテーション、論文作
成

(1)到達目標の達成度についての評価：到達目標の達成度は、セミナーでの質疑応答で評価
を行う。。(2)評価方法とその割合：カンファレンス、セミナー、学会等での発表・質疑応
答30%、論文70％。(3)合格のための最低基準：自ら立案した臨床研究を遂行し、論文を作
成する。積極的な発現、英語でのスライド発表、英語でのプレゼンテーションがあれば、
加点する。

統計解析ソフトを利用し、自ら解析を行い実践する。
特に特定の教科書は設定しない。平易な統計解析などの解説書で可。
最新情報に基づいた授業のため、主要な雑誌として以下のものを：参考とする。New
England Journal of Medicine, Lancet, Journal of American Society of Nephrology, Kidney
International, American Journal of Kidney Disease, Nephrology Dialysis Transplantation,
Diabetes, Diabetes Careなど

科目ナンバリング
（和）腎臓病態内科学（臨床研究-演習）
（英）Nephrology（Practice in clinical research of nephrology）
繪本正憲、森克仁、津田昌宏、仲谷慎也、上殿英記
2024 曜日・時限

腎疾患領域における臨床研究のトピックス

臨床研究の計画（１）-文献検索、研究デザ
イン
臨床研究の計画（２）-倫理委員会、IRB

各セミナー前には，臨床研究方法，臨床試
験，医療統計，統計解析ソフト等の基本的な
知識について，テキストブック等を通じて事
前に理解しておく。

演習

1～2通 単位数 2

臨床研究の立案，計画，実施について概略を学び、腎疾患領域における実践およびプレゼ
ンテーションの演習を行う。

腎疾患領域における臨床研究の最新動向，トピックスを十分に把握し，各研究テーマにつ
いて，文献検索，研究デザイン，実施計画書作成，データ収集、データ解析、発表、論文
作成の各ステップを遂行することができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

臨床研究の実施-データ収集、解析
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

腎領域における基礎研究のトピックス

基礎研究の方法と実施－概論

基礎研究における基本的実験手技－遺伝子技
術、細胞培養

各セミナー前には，基礎研究の基本的な実験
理論および方法等の知識についてテキスト
ブック等を通じて事前に理解しておく。

演習

1～2通 単位数 2

基礎研究の立案，計画，実施について概略を学び、腎疾患領域における実践およびプレゼ
ンテーションの演習を行う。

腎疾患領域における基礎研究の最新動向，トピックスを十分に把握し，各研究テーマにつ
いて，文献検索，研究デザイン，実験室での実践，データ解析、発表、論文作成の各ス
テップを遂行することができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

基礎研究における基本的実験手技－動物実験

科目ナンバリング
（和）腎臓病態内科学（基礎研究-演習）
（英）Nephrology（Practice in basic research of nephrology）
森克仁、上殿英記

基礎研究発表-プレゼンテーション，論文作
成

(1)到達目標の達成度についての評価：到達目標の達成度は、セミナー、実験室ミーティン
グでの質疑応答で評価を行う。(2)評価方法とその割合：カンファレンス、セミナー、実験
室ミーティング、学会等での発表・質疑応答30%、論文70％。(3)合格のための最低基準：
自ら立案した基礎研究を遂行し、論文を作成する。積極的な発現、英語でのスライド発
表、英語でのプレゼンテーションがあれば、加点する。

自ら実験を行い、トラブルシューティングできるように試みる。
特に特定の教科書は設定しない。平易な基礎実験解説書等で可。
最新情報に基づいた授業のため、主要な雑誌として以下のものを：参考とする。Cell,
Nature, Science, Journal of Clinical Investigation, Journal of Biological Chemistry,
Journal of American Society of Nephrology, Kidney International, Nephrology Dialysis
Transplantation, Diabetesなど
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第7回

第8回～第13回

第14回～第20回

第21回～第27回

第28回～第33回

第34回～第39回

第40回～第45回

気管支喘息のガイドライン、最新のトピック
ス
担当教員：宮本 篤志／7回
間質性肺炎の治療戦略
担当教員：西村 美沙子／6回

呼吸器疾患研究の最前線
担当教員：浅井 一久／6回

呼吸器感染症の最新のトピックス
担当教員：佐藤 佳奈子／6回

呼吸器疾患の病態生理を理解し、診断および治療法と最新の流れを説明できる。
呼吸器疾患の病態解明、病態制御を行う能力を習得することができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

呼吸器疾患の最新の治療
担当教員：山田 一宏／6回

COPDのガイドライン、最新のトピックス
担当教員：中井 俊之／7回

2024 曜日・時限

毎週木曜日（16：15～17：00）あるいは不定期 授業までに学習内容を理解するため、ガイド
ラインなどを用いて、各一定の時間予習復習
することが望ましい。

科目ナンバリング
（和）呼吸器内科学セミナー
（英）Seminar in Respiratory Medicine
川口 知哉、金澤 博、浅井 一久、渡辺 徹也、山田 一宏
佐藤 佳奈子、中井 俊之、松本 吉矢、西村 美沙子、宮本 篤志、長嶺　宏明

呼吸器疾患の病態生理
担当教員：渡辺 徹也／7回

講義

1～2通 単位数 3

呼吸器内科学における最近の研究成果、発展状況を複数の教員によるセミナー形式の授業
により幅広く学ぶ。
COPD、気管支喘息、間質性肺炎、呼吸器感染症、肺がんの病態生理、診断と標準的治療
についての理解を深める。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

COPD、気管支喘息、間質性肺炎、呼吸器感染症、肺がんの診断および標準的治療、病態
生理について説明できるかを口頭試問（100％）で評価する。授業参加（質問、ディス
カッション等）への積極性は、成績評価に加味する。合格（単位修得）のための最低基
準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。

（メールアドレス）川口 知哉：kawaguchi.tomoya@omu.ac.jp
（オフィスアワー）川口 知哉：火曜日　14：00～17：00　呼吸器内科学教室

・Fraser and Pare's Diagnosis of Diseases of the Chest
・各種呼吸器疾患のガイドライン
・呼吸器病学レジデントマニュアル

・New England Journal of Medicine
・Lancet
・Journal of Clinical Oncology
・American Journal of Respiratory and Critical Care Medicine
・American Journal of Respiratory Cell and Molecular Biology
・European Respiratory Journal
・Thorax
・Chest
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第4回

第5回～第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

呼吸器内科学における研究方法や臨床試験について説明できるかを口頭試問（100％）で
評価する。授業参加（質問、ディスカッション等）への積極性は、成績評価に加味する。
合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
（メールアドレス）川口 知哉：kawaguchi.tomoya@omu.ac.jp
（オフィスアワー）川口 知哉：火曜日　14：00～17：00　呼吸器内科学教室

・Fraser and Pare's Diagnosis of Diseases of the Chest
・各種呼吸器疾患のガイドライン
・呼吸器病学レジデントマニュアル

・New England Journal of Medicine
・Lancet
・Journal of Clinical Oncology
・American Journal of Respiratory and Critical Care Medicine
・American Journal of Respiratory Cell and Molecular Biology
・European Respiratory Journal
・Thorax
・Chest

呼吸器疾患の研究方法や解釈の仕方を理解し、呼吸器疾患の研究を計画し実行する能力を
習得することができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

気道病変の分子生物学、臨床研究
担当教員：浅井 一久／4回

2024 曜日・時限

月一回8回　月曜日15：30～17：00 授業までに学習内容を理解するため、論文や
教科書などを用いて、各一定の時間予習復習
することが望ましい。

科目ナンバリング
（和）呼吸器内科学研究セミナー
（英）Seminar in Respiratory Medicine Research
川口 知哉、浅井 一久

肺がんの分子生物学、臨床試験
担当教員：川口 知哉／4回

講義

1～2通 単位数 1

呼吸器内科学における研究方法、研究結果の解釈をセミナー形式の授業により幅広く学
ぶ。
分子生物学的研究や臨床試験等についても幅広く学習する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第15回

第16回～第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

事前のカンファレンス準備、事後のカンファ
レンス討議事項の復習を要する

科目ナンバリング
（和）呼吸器内科学特論演習
（英）Training program in Clinical Respiratory Medicine
川口 知哉、金澤 博、浅井 一久、渡辺 徹也、
山田 一宏、佐藤 佳奈子、中井 俊之、松本 吉矢、西村　美沙子、宮本 篤志、長嶺　宏明

② 呼吸器外科・内科クリニカルカンファレ
ンス
毎週木曜日　17：00～17：45
担当教員：川口 知哉

演習

1～2通 単位数 4

呼吸器疾患症例の治療の選択肢、管理について学ぶ。
臨床試験の実際について学ぶ。
呼吸器疾患の病態生理を理解し、診断および治療法の選択肢、管理とその評価法を習得す
る。
患者選択や治療法の選択を通じて、臨床試験の実際について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
① 全体クリニカルカンファレンス
毎週火曜日　17：00～18：30
担当教員：川口 知哉、金澤 博、浅井 一久、
渡辺 徹也、山田 一宏、佐藤 佳奈子、中井
俊之、松本 吉矢、宮本 篤志、西村 美沙子

呼吸器疾患症例の治療の選択肢、管理について説明できるかを口頭試問（100％）で評価
する。プレゼンテーションの技術、発表および質疑応答は、成績評価に加味する。合格
（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。
（メールアドレス）川口 知哉：kawaguchi.tomoya@omu.ac.jp
（オフィスアワー）川口 知哉：火曜日　14：00～17：00　呼吸器内科学教室

・Fraser and Pare's Diagnosis of Diseases of the Chest
・各種呼吸器疾患のガイドライン
・呼吸器病学レジデントマニュアル

・New England Journal of Medicine
・Lancet
・Journal of Clinical Oncology
・American Journal of Respiratory and Critical Care Medicine
・American Journal of Respiratory Cell and Molecular Biology
・European Respiratory Journal
・Thorax
・Chest
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第45回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

英語論文を批判的に解釈できるか、プレゼンテーションが適切にできているかを口頭試問
（100％）で評価する。授業参加（質問、ディスカッション等）への積極性は、成績評価
に加味する。合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であ
るかを評価する。
（メールアドレス）川口 知哉：kawaguchi.tomoya@omu.ac.jp
（オフィスアワー）川口 知哉：火曜日　14：00～17：00　呼吸器内科学教室

・Fraser and Pare's Diagnosis of Diseases of the Chest
・各種呼吸器疾患のガイドライン
・呼吸器病学レジデントマニュアル
・New England Journal of Medicine
・Lancet
・Journal of Clinical Oncology
・American Journal of Respiratory and Critical Care Medicine
・American Journal of Respiratory Cell and Molecular Biology
・European Respiratory Journal
・Thorax
・Chest

呼吸器内科学の最新の研究成果を、英語の国際雑誌の論文を通じて学習する。
COPD、気管支喘息、間質性肺炎、呼吸器感染症、肺がんの病態生理、診断と標準的治療
についての理解を深める。
英語論文を批判的に読むことが出来る。
呼吸器疾患の病態生理を理解し、診断および治療法とその評価法を習得する。
プレゼンテーションの技術を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
毎週火曜日　15：30～17：00
毎週木曜日　17：45～19：15
呼吸器内科学の最新の研究成果を、英語の国
際雑誌の論文を通じて学習する。
１）COPD
２）気管支喘息
３）間質性肺炎
４）呼吸器感染症
５）肺がん

抄読会等の準備を事前に行うこと。

演習

1～2通 単位数 6

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）呼吸器内科学総論演習
（英）Training program in Respiratory Medicine
川口 知哉、金澤 博、浅井 一久、渡辺 徹也、
山田 一宏、佐藤 佳奈子、中井 俊之、松本 吉矢、西村　美沙子、宮本 篤志、長嶺　宏明
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第24回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

呼吸器内科学の症例の診断および標準的な治療法と臨床試験について説明できるかを口頭
試問（100％）で評価する。専門性の高い各手技については適時評価する。合格（単位修
得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。

（メールアドレス）川口 知哉：kawaguchi.tomoya@omu.ac.jp
（オフィスアワー）川口 知哉：火曜日　14：00～17：00　呼吸器内科学教室

・Fraser and Pare's Diagnosis of Diseases of the Chest
・各種呼吸器疾患のガイドライン
・呼吸器病学レジデントマニュアル

呼吸器内科学の症例の管理を実践し、習得する。
臨床試験の実際について学ぶ。

専門性の高い各手技を習熟させ、呼吸器疾患病態解明のための基礎的・臨床的研究能力を
養う。
診断精度の向上、治療の有効性の評価法を習得する。
プロトコール治療を通して臨床試験の実際について説明できる。
プレゼンテーションの技術を習得する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
呼吸器内科の外来、病棟において呼吸器疾患
患者を担当し、治療方針の決定過程、治療実
施、治療後の管理方法について学ぶ。症例検
討会に参加し、呼吸器疾患診療を学習する。
気管支鏡検査を学習する。患者の退院時に病
歴要約を完成する。

毎週火曜日9：00～12：00、あるいは毎週金
曜日13：00～16：00、あるいは、その他の
時間で随時。

実習までに学習内容を理解するため、各種呼
吸器疾患ガイドラインなどを用いて、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

混合

1～2通 単位数 6

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）呼吸器内科学実習
（英）Respiratory Medicine Critical Reading
川口 知哉、金澤 博、浅井 一久、渡辺 徹也、
山田 一宏、佐藤 佳奈子、中井 俊之、松本 吉矢、西村　美沙子、宮本 篤志、長嶺　宏明
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* 参考文献

* その他

・New England Journal of Medicine
・Lancet
・Journal of Clinical Oncology
・American Journal of Respiratory and Critical Care Medicine
・American Journal of Respiratory Cell and Molecular Biology
・European Respiratory Journal
・Thorax
・Chest
・PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）
・Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

プレゼンテーションの技術、発表および質疑応答について、口頭試問（100％）で評価す
る。合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評
価する。

より良いプレゼンテーション（含む海外学会）のため、英語力の向上を図ること。

・国際学会English挨拶・口演・発表・質問・座長進行

・New England Journal of Medicine
・Lancet
・Journal of Clinical Oncology
・American Journal of Respiratory and Critical Care Medicine
・American Journal of Respiratory Cell and Molecular Biology
・European Respiratory Journal
・Thorax
・Chest

研究成果、症例報告などを、PowerPointなどを用いて適切に発表し、論文投稿形式にまと
め上げる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究の進行に沿って、逐次研究指導を行う。
毎週火曜日　14：45～15：30

PowerPointなどプレゼンテーションソフト
の使用法を事前に学習すること。
自学自習（含む英会話教室等）にて英語力を
向上すること。

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を召喚し、学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を学
び、論文として発表する方法を学ぶ。

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（呼吸器内科学）
（英）Exercise in Presentation
川口 知哉、浅井 一久

2024 曜日・時限
演習
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第32回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

呼吸器内科学領域における、Clinical Questionを解決するための独創的な研究成果で成績
を評価する（100％）。合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習
が十分であるかを評価する。
（メールアドレス）川口 知哉：kawaguchi.tomoya@omu.ac.jp
（オフィスアワー）川口 知哉：火曜日　14：00～17：00　呼吸器内科学教室

・Fraser and Pare's Diagnosis of Diseases of the Chest
・ワインバーグ がんの生物学
・New England Journal of Medicine
・Lancet
・Journal of Clinical Oncology
・American Journal of Respiratory and Critical Care Medicine
・American Journal of Respiratory Cell and Molecular Biology
・European Respiratory Journal
・Thorax
・Chest

呼吸器内科学における最新の診断と治療を学習し、 Clinical Questionを説明できる。
呼吸器疾患に関連する、先見性のある有用で独創性の高い先駆的研究を行う能力を開発す
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
毎週火曜日　9：00～12：00
研究の進行に沿って、逐次研究指導を行う。

研究計画の立案、実験などを事前に行う。
実験結果を適切にまとめ、プレゼンテーショ
ンを作成する。

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、21世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行う。
・呼吸器内科学領域における、Clinical Questionの学習
・エビデンスを構築するための研究指導

科目ナンバリング
（和）研究指導（呼吸器内科学）
（英）Advanced Course of Medical Research
川口 知哉、浅井 一久

2024 曜日・時限
演習
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回

第13回

第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

肝疾患診療に関する病診連携、法律、制度 一定の時間予習復習することが望ましい

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法とその割合（授業中の発表50%、レポート50%）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
肝胆膵の解剖とその機能について説明できる。
肝細胞障害の機構とその指標、血液・画像データを説明できる。
肝胆膵疾患の病態と臨床像を説明できる。

予め関連のガイドラインを読んでおくこと

日本肝臓学会　肝炎診療ガイドライン・肝癌治療ガイドライン

日本肝臓学会　肝炎診療ガイドライン・肝癌治療ガイドライン

黄疸・胆汁うっ滞の発生機序 一定の時間予習復習することが望ましい
腹水、肝性脳症、門脈圧亢進の発生機序・病
態

一定の時間予習復習することが望ましい

インスリン抵抗性と肝疾患 一定の時間予習復習することが望ましい

急性肝不全の発生機序、肝再生の機序 一定の時間予習復習することが望ましい
肝細胞障害、肝線維化の機序 一定の時間予習復習することが望ましい
肝発癌の機序 一定の時間予習復習することが望ましい

肝胆膵領域の血液・生化学検査 一定の時間予習復習することが望ましい
肝胆膵領域の画像検査 一定の時間予習復習することが望ましい
肝炎・肝硬変の発生機序と臨床像 一定の時間予習復習することが望ましい

胆道・膵の構造と機能 一定の時間予習復習することが望ましい
薬物・アルコール代謝 一定の時間予習復習することが望ましい
胆汁分泌機構 一定の時間予習復習することが望ましい

肝臓の構成細胞とその機能 一定の時間予習復習することが望ましい

講義

1～2通 単位数 2

肝胆膵疾患の病態解明のために、解剖と構成細胞およびその機能、血液・画像検査法、肝
胆膵疾患の病態、および臨床像について理解を深める。
肝胆膵の解剖とその機能について理解できる。
肝細胞障害の機構とその指標、血液・画像データを理解できる。
肝胆膵疾患の病態と臨床像を理解できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
肝の解剖と機能 一定の時間予習復習することが望ましい

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）肝胆膵病態内科学（総論）
（英）Hepato-Biliary-pancreatic disease
河田則文、榎本大、打田佐和子、藤井英樹、川村悦史、小塚立蔵、元山宏行、小谷晃平、
小田桐直志、武藤芳美
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法とその割合（授業中の発表50%、レポート50%）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
肝細胞障害の機構とその指標、血液・画像データを説明できる。
肝疾患の病態と臨床像を説明できる。

予め関連のガイドラインを読んでおくこと

日本肝臓学会　肝炎診療ガイドライン

日本肝臓学会　肝炎診療ガイドライン

急性肝不全・劇症肝炎 一定の時間予習復習することが望ましい
慢性肝炎 一定の時間予習復習することが望ましい
肝硬変 一定の時間予習復習することが望ましい

B型肝炎２ 一定の時間予習復習することが望ましい
C型肝炎１ 一定の時間予習復習することが望ましい
C型肝炎２ 一定の時間予習復習することが望ましい

B型肝炎１ 一定の時間予習復習することが望ましい

講義

1～2通 単位数 1

肝炎を起こす感染症に関して血液・画像検査法、病態、および臨床像について理解を深め
る。

肝細胞障害の機構とその指標、血液・画像データを理解できる。
肝疾患の病態と臨床像を理解できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
急性ウイルス性肝炎 一定の時間予習復習することが望ましい

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）肝胆膵病態内科学（肝感染症学特論）
（英）Infectious diseases in the liver
河田則文、榎本大、打田佐和子、藤井英樹、川村悦史、小塚立蔵、元山宏行、小谷晃平、
小田桐直志、武藤芳美
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）肝胆膵病態内科学（肝胆膵腫瘍学特論）
（英）Oncology in Hepato-Biliary-Pancreas
河田則文、榎本大、打田佐和子、藤井英樹、川村悦史、小塚立蔵、元山宏行、
小谷晃平、小田桐直志、武藤芳美

肝細胞癌１ 一定の時間予習復習することが望ましい

講義

1～2通 単位数 1

肝胆膵分野の腫瘍に関して血液・画像検査法、病態、および臨床像について理解を深め
る。

肝胆膵腫瘍の発生機構とその指標、血液・画像データを理解できる。
肝胆膵腫瘍の病態と臨床像・治療法を理解できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
肝線維化と肝発癌 一定の時間予習復習することが望ましい

肝細胞癌２ 一定の時間予習復習することが望ましい
肝内胆管癌（胆管細胞癌） 一定の時間予習復習することが望ましい
胆道癌 一定の時間予習復習することが望ましい
膵癌 一定の時間予習復習することが望ましい
その他の肝悪性腫瘍 一定の時間予習復習することが望ましい
肝胆膵の良性腫瘍 一定の時間予習復習することが望ましい

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法とその割合（授業中の発表50%、レポート50%）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
肝胆膵腫瘍の発生機構とその指標、血液・画像データを説明できる。
肝胆膵腫瘍の病態と臨床像・治療法を説明できる。

予め関連のガイドラインを読んでおくこと

肝癌診療ガイドライン、膵癌診療ガイドライン、胆管癌診療ガイドライン

肝癌診療ガイドライン、膵癌診療ガイドライン、胆管癌診療ガイドライン
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回

第7回

第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）肝胆膵病態内科学（肝疾患各論）
（英）seminar in liver diseases
河田則文、榎本大、打田佐和子、藤井英樹、川村悦史、小塚立蔵、元山宏行、小谷晃平、
小田桐直志、武藤芳美

自己免疫性肝炎 一定の時間予習復習することが望ましい

講義

1～2通 単位数 2

肝疾患の病態解明のために、解剖と構成細胞およびその機能、血液・画像検査法、肝胆膵
疾患の病態、および臨床像について理解を深める。

肝臓の解剖とその機能について理解できる。
肝細胞障害の機構とその指標、血液・画像データを理解できる。
肝疾患の病態と臨床像を理解できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
ウイルス性肝炎 一定の時間予習復習することが望ましい

原発性胆汁性胆管炎、原発性硬化性胆管炎 一定の時間予習復習することが望ましい
NASH,　NAFLD 一定の時間予習復習することが望ましい
門脈圧亢進症 一定の時間予習復習することが望ましい
薬物性肝障害、アルコール性肝障害 一定の時間予習復習することが望ましい

肝内胆汁うっ滞、体質性黄疸、代謝性肝疾患 一定の時間予習復習することが望ましい

その他の肝疾患 一定の時間予習復習することが望ましい
肝癌 一定の時間予習復習することが望ましい
肝硬変とその合併症 一定の時間予習復習することが望ましい
肝の手術療法 一定の時間予習復習することが望ましい
肝移植 一定の時間予習復習することが望ましい
栄養療法 一定の時間予習復習することが望ましい
特殊治療 一定の時間予習復習することが望ましい
全身疾患と肝、妊娠と肝 一定の時間予習復習することが望ましい

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法とその割合（授業中の発表50%、レポート50%）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
肝臓の解剖とその機能について説明できる。
肝細胞障害の機構とその指標、血液・画像データを説明できる。
肝疾患の病態と臨床像を説明できる。
予め関連のガイドラインを読んでおくこと

日本肝臓学会　肝炎診療ガイドライン・肝癌治療ガイドライン

日本肝臓学会　肝炎診療ガイドライン・肝癌治療ガイドライン
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

胆膵領域の全身化学療法 一定の時間予習復習することが望ましい

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法とその割合（授業中の発表50%、レポート50%）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
胆膵の解剖とその機能について説明できる。
胆膵系の細胞障害の機構とその指標、血液・画像データを説明できる。
胆膵疾患の病態と臨床像を説明できる。

予め関連のガイドラインを読んでおくこと

膵癌診療ガイドライン、胆管癌診療ガイドライン

膵癌診療ガイドライン、胆管癌診療ガイドライン

膵内分泌腫瘍 一定の時間予習復習することが望ましい
その他の胆膵疾患 一定の時間予習復習することが望ましい
胆膵領域の内視鏡的検査・治療 一定の時間予習復習することが望ましい

胆嚢胆道良性腫瘍 一定の時間予習復習することが望ましい
胆道癌 一定の時間予習復習することが望ましい
膵癌 一定の時間予習復習することが望ましい

先天性胆道拡張症、胆道閉鎖症など 一定の時間予習復習することが望ましい
自己免疫性膵炎・胆管炎、IgG4関連疾患 一定の時間予習復習することが望ましい
腹膜疾患 一定の時間予習復習することが望ましい

閉塞性黄疸 一定の時間予習復習することが望ましい
急性・慢性膵炎 一定の時間予習復習することが望ましい
膵・胆管合流異常 一定の時間予習復習することが望ましい

胆道感染症 一定の時間予習復習することが望ましい

講義

1～2通 単位数 2

胆膵疾患の病態解明のために、解剖と構成細胞およびその機能、血液・画像検査法、肝胆
膵疾患の病態、および臨床像について理解を深める。
胆膵の解剖とその機能について理解できる。
胆膵系障害の機構とその指標、血液・画像データを理解できる。
胆膵疾患の病態と臨床像を理解できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
胆石症、総胆管結石、肝内結石症 一定の時間予習復習することが望ましい

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）肝胆膵病態内科学（胆膵疾患各論）
（英）biliary and pancreatic disease
河田則文、榎本大、打田佐和子、藤井英樹、川村悦史、小塚立蔵、元山宏行、小谷晃平、
小田桐直志、武藤芳美
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-3回
第4,5回
第6回
第7回

第8-10回
第11,12回

第13回
第14,15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法とその割合（レポートまたは論文100%）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
基礎研究について説明できる。
既報告について分析し、説明できる。

予め関連の論文を読んでおくこと

演習の中で適宜紹介する。

演習の中で適宜紹介する。

統計手法の解釈 一定の時間予習復習することが望ましい
倫理的問題の検討 一定の時間予習復習することが望ましい
基礎研究から臨床への応用の可能性の検討 一定の時間予習復習することが望ましい

設定の妥当性の分析 一定の時間予習復習することが望ましい
効果安全性の評価 一定の時間予習復習することが望ましい
結果の解釈 一定の時間予習復習することが望ましい

研究デザインの分析 一定の時間予習復習することが望ましい

演習

1～2通 単位数 2

基礎研究の知識を修得する。

基礎研究について理解する。
既報告について分析し、理解を深める。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究の目的の分析 一定の時間予習復習することが望ましい

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）肝胆膵病態内科学（基礎研究計画演習）
（英）Practice in basic research planning
河田則文、榎本大、打田佐和子、藤井英樹、川村悦史、小塚立蔵、元山宏行、小谷晃平、
小田桐直志、武藤芳美
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-3回
第4,5回
第6回
第7回

第8-10回
第11-14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）肝胆膵病態内科学（臨床研究計画演習）
（英）Practice in clinical research planning
河田則文、榎本大、打田佐和子、藤井英樹、川村悦史、小塚立蔵、元山宏行、小谷晃平、
小田桐直志、武藤芳美

臨床試験デザインの分析 一定の時間予習復習することが望ましい

演習

1～2通 単位数 2

臨床研究の知識を修得する。

臨床研究について理解する。
既報告について分析し、理解を深める。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
臨床試験の目的の分析 一定の時間予習復習することが望ましい

症例設定の妥当性の分析 一定の時間予習復習することが望ましい
効果安全性の評価 一定の時間予習復習することが望ましい
結果の解釈 一定の時間予習復習することが望ましい
統計手法の解釈 一定の時間予習復習することが望ましい
倫理的問題の検討 一定の時間予習復習することが望ましい

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法とその割合（レポートまたは論文100%）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
臨床試験について説明できる。
既報告について分析し、説明できる。

予め関連の論文を読んでおくこと

演習の中で適宜紹介する。

演習の中で適宜紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（肝胆膵病態内科学）
（英）Exercise in Presentation
河田則文
2024 曜日・時限
演習

データ収集、解析が出来る。
学会発表が出来る。
論文作成が出来る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表
における口頭発表やポスター発表の方法およ
び論文として発表する方法を学び、学会・論
文発表の習慣を促す。

一定の時間予習復習することが望ましい

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法とその割合（学会発表または論文100%）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
研究について説明できる。
既報告について分析し、説明できる。

予め関連の論文を読んでおくこと

肝炎診療ガイドライン、肝癌診療ガイドライン、膵癌診療ガイドライン、胆管癌診療ガイ
ドライン

肝炎診療ガイドライン、肝癌診療ガイドライン、膵癌診療ガイドライン、胆管癌診療ガイ
ドライン
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法とその割合（面接100%）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
内容の理解度・プレゼンテーションの技術、発表および質疑応答の内容で評価する。

予め関連の論文を読んでおくこと

肝炎診療ガイドライン、肝癌診療ガイドライン、膵癌診療ガイドライン、胆管癌診療ガイ
ドライン
肝炎診療ガイドライン、肝癌診療ガイドライン、膵癌診療ガイドライン、胆管癌診療ガイ
ドライン

肝胆膵疾患の種類について理解できる。
肝障害及び胆膵系障害の機構とその指標、血液データを理解できる。
門脈圧亢進症の病態を図示できる。
データ収集、解析が出来る。
論文作成が出来る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
臨床研究を遂行する上で遵守すべき人権への
配慮や臨床研究の進め方、さらには統計処理
を含めた結果の解釈上の注意点などについ
て、過去の臨床研究をもとに具体例を挙げて
討論し、理解を深める。

一定の時間予習復習することが望ましい

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。

科目ナンバリング
（和）研究指導（肝胆膵病態内科学）
（英）Advanced Course of Medical Research
河田則文
2024 曜日・時限
演習
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）消化器内科学（消化器内科学総論）
（英）Gastroenterology（General gastroenterology）
藤原靖弘、田中史生、細見周平

消化管の解剖　(2) 同上

講義

1～2通 単位数 2

消化管の構造と機能ならびに研究倫理指針などコンプライアンスの遵守の重要性を習得す
る科目であり、研究に関する基礎知識を幅広く学ぶことを目的とする。

・各消化管の構造および機能の特徴、代表的な疾患の確定診断および鑑別診断に必要な検
査法を習得することを目標とする。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
消化管の解剖　(1) 一定の時間、自身が持っている医学書で予

習、復習をすること

消化管の解剖　(3) 同上
消化管の機能 (1) 同上
消化管の機能 (2) 同上
消化管の機能 (3) 同上
消化管検査 (1) 同上
消化管検査 (2) 同上
消化管検査 (3) 同上
消化管ホルモン、メディエーター (1) 同上
消化管ホルモン、メディエーター (2) 同上
消化管ホルモン、メディエーター (3) 同上
消化管内視鏡　(1) 同上
消化管内視鏡　(2) 同上
消化管内視鏡　(3) 同上

(1)内容の理解度で評価する。
(2)質疑応答の内容で評価する
(3)消化管の解剖と機能、そしてこれらに異常をきたした結果惹起される疾患の基本病態と
診断方法の理解を合格の最低基準とする。

・オフィス・アワー：9:00-17:15

Gastroenterology、GUT、American Journal of Gastroenterology、ハリソン内科学

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回

機能性消化管障害 (2) 同上
機能性消化管障害 (3) 同上
機能性消化管障害 (4) 同上

炎症性腸疾患 (3) 同上
炎症性腸疾患 (4) 同上
機能性消化管障害 (1) 同上

胆膵腫瘍 (2) 同上
炎症性腸疾患 (1) 同上
炎症性腸疾患 (2) 同上

下部消化管腫瘍 (2) 同上
下部消化管腫瘍 (3) 同上
胆膵腫瘍 (1) 同上

上部消化管腫瘍 (2) 同上
上部消化管腫瘍 (3) 同上
下部消化管腫瘍 (1)		 同上

胃酸関連疾患（3） 同上
胃酸関連疾患（4） 同上
上部消化管腫瘍 (1) 同上

胃酸関連疾患（2） 同上

講義

1～2通 単位数 3

代表的な消化管疾患の病態、診断、治療法などの詳細を学ぶ科目であり、研究の立案、実
施のための知識を習得することを目的とする。

・良性、悪性、炎症性ならびに機能性消化管疾患の病態、標準的な診断法および治療に加
えて、これらに関する最新の知見についても十分理解する

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
胃酸関連疾患（1） ガイドラインなどで予習し、講義後は英語論

文などでさらに理解を深める

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）消化器内科学（消化器内科学特論）
（英）Gastroenterology（Advanced course in gastroenterology）
藤原靖弘、田中史生、細見周平、大谷恒史、福永周生、灘谷祐二、大南雅揮、丸山紘嗣、
西田裕
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第21回
第22回
第23回
第24回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

癌化学療法 (4) 同上

(1)内容の理解度で評価する。
(2)質疑応答の内容で評価する
(3)各疾患の治療、診断における今日的課題を抽出して、この課題を解決するための研究計
画を立案できることを合格の最低基準とする。

オフィス・アワー：9:00-17:15

New England Journal of Medicine、Lancet、Gastroenterology、GUT、American Journal
of Gastroenterology、Inflammatory bowel diseases、各疾患ガイドライン

特になし

癌化学療法 (1) 同上
癌化学療法 (2) 同上
癌化学療法 (3) 同上
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）消化器内科学（消化器内視鏡学）
（英）Gastroenterology（Gastrointestinal endoscopy）
藤原靖弘

消化管癌の診断 (2) 同上

講義

1～2通 単位数 3

消化器内視鏡学を習得する科目であり、内視鏡による疾患の診断および治療を理解するこ
とを目的とする。
内視鏡による診断、鑑別ならび治療法を疾患毎に理解する

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
消化管癌の診断 (1) 講義前には各疾患の病態生理と内視鏡像の特徴を

把握し、講義後は治療法について整理する

消化管癌の診断 (3) 同上
消化管癌の診断 (4) 同上
上部消化管腫瘍内視鏡治療 (1) 同上
上部消化管腫瘍内視鏡治療 (2) 同上
上部消化管腫瘍内視鏡治療 (3) 同上
上部消化管腫瘍内視鏡治療 (4) 同上
下部消化管腫瘍内視鏡治療 (1) 同上
下部消化管腫瘍内視鏡治療 (2) 同上
下部消化管腫瘍内視鏡治療 (3) 同上
下部消化管腫瘍内視鏡治療 (4) 同上
胆膵内視鏡　(1) 同上
胆膵内視鏡　(2) 同上
胆膵内視鏡　(3) 同上
胆膵内視鏡　(4) 同上
小腸内視鏡 (1) 同上
小腸内視鏡 (2) 同上
小腸内視鏡 (3) 同上
小腸内視鏡 (4) 同上
炎症性腸疾患の内視鏡診断 (1) 同上
炎症性腸疾患の内視鏡診断 (2) 同上
炎症性腸疾患の内視鏡診断 (3) 同上
炎症性腸疾患の内視鏡診断 (4) 同上

(1)内容の理解度で評価する。
(2)質疑応答の内容で評価する
(3)各疾患の内視鏡所見の特徴ならび鑑別診断、内視鏡治療の適応を理解することを合格の
最低基準とする。
オフィス・アワー：9:00-17:15。
New England Journal of Medicine、Lancet、Gastroenterology、GUT、American Journal
of Gastroenterology、Inflammatory bowel diseases、消化器内視鏡アトラス他
特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

クリニカルカンファレンス (15) 同上

(1) 各疾患の診断・治療あるいは病態解明における問題点への理解および英語力を評価す
る。
(2) 発表および質疑応答の内容で評価する
(3) 疾患への理解と英語での簡単な質疑応答ができることを合格の最低基準とする。

オフィス・アワー：9:00-17:15
・New England Journal of Medicine、Lancet、Gastroenterology、GUT、American
Journal of Gastroenterology、Inflammatory bowel diseases

特になし

クリニカルカンファレンス (12) 同上
クリニカルカンファレンス (13) 同上
クリニカルカンファレンス (14) 同上

クリニカルカンファレンス (9) 同上
クリニカルカンファレンス (10) 同上
クリニカルカンファレンス (11) 同上

クリニカルカンファレンス (6) 同上
クリニカルカンファレンス (7) 同上
クリニカルカンファレンス (8) 同上

クリニカルカンファレンス (3) 同上
クリニカルカンファレンス (4) 同上
クリニカルカンファレンス (5) 同上

クリニカルカンファレンス (2) 同上

演習

1～2通 単位数 2

クリニカルカンファレンスにおいて呈示された症例に対する議論を行う、あるいは英語論
文のレビュープレゼンテーションを行う科目であり、症例あるいは実験結果に対する考察
力ならびに医学英語力を高めることを目的とする

消化器疾患の病態生理を理解し、診断および治療法とその評価法を修得し、英語でプレゼ
ンテーションならびにディスカッションを行うことができる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
クリニカルカンファレンス (1) 演習後には、演習前に作成したプレゼンテー

ションのブラッシュアップを図る

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）消化器内科学演習（消化器病態学演習）
（英）Gastroenterology seminar (Seminar in gastroenterological pathophysiology)
藤原靖弘、田中史生、細見周平、大谷恒史、福永周生、灘谷祐二、大南雅揮、丸山紘嗣、
西田裕、東森啓、沢田明也、田上光治郎、垣谷有紀、中田理恵子、中田晃暢、小林由美
恵、河野光泰
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）消化器内科学演習（先端消化器病演習）
（英）Gastroenterology seminar(Seminar in advanced gastroenterology)
藤原靖弘、田中史生、細見周平、大谷恒史、福永周生、灘谷祐二、大南雅揮、丸山紘嗣、
西田裕、東森啓、沢田明也、田上光治郎、垣谷有紀、中田理恵子、中田晃暢、小林由美
恵、河野光泰

リサーチカンファレンス (2) 同上

演習

1～2通 単位数 2

研究成果を報告する、または他者の研究についての議論に参加する科目であり、研究成果
の発表および議論のスキルを高めることを目的とする。

・消化器疾患の病態生理を理解し、診断および治療法とその評価法を修得し、消化器疾患
の病態解明、病態制御を目指した研究を立案、実行し、プレゼンテーションをすることが
できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
リサーチカンファレンス (1) 演習後には、演習前に作成したプレゼンテー

ションのブラッシュアップを図る

リサーチカンファレンス (3) 同上
リサーチカンファレンス (4) 同上
リサーチカンファレンス (5) 同上
リサーチカンファレンス (6) 同上
リサーチカンファレンス (7) 同上
リサーチカンファレンス (8) 同上
リサーチカンファレンス (9) 同上
リサーチカンファレンス (10) 同上
リサーチカンファレンス (11) 同上
リサーチカンファレンス (12) 同上
リサーチカンファレンス (13) 同上
リサーチカンファレンス (14) 同上
リサーチカンファレンス (15) 同上

(1) 各疾患の診断・治療あるいは病態解明の理解および自身の研究レベルを評価する。
(2) 発表および質疑応答の内容で評価する
(3) 疾患への理解と一定以上研究成果を合格の最低基準とする。

・オフィス・アワー：9:00-17:15

・New England Journal of Medicine、Lancet、Gastroenterology、GUT、American
Journal of Gastroenterology、Inflammatory bowel diseases

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（消化器内科学）
（英）Exercise in Presentation
藤原靖弘

発表演習 (2) 同上

演習

3～4通 単位数 2

学会発表におけるプレゼンテーション資料の作成、口頭発表やポスター発表、質疑応答の
方法論を学ぶ科目であり、適格な表現能力を習得することを目的とする。

１）研究の背景・目的・方法・結果を理解し、正しい結論を導くことができる。
２）統計学的手法を理解し、データを解析することができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
発表演習 (1) 事前、事後ともに多くの関連論文を読む

発表演習 (3) 同上
発表演習 (4) 同上
発表演習 (5) 同上
発表演習 (6) 同上
発表演習 (7) 同上
発表演習 (8) 同上

発表演習 (15) 同上

発表演習 (9) 同上
発表演習 (10) 同上
発表演習 (11) 同上
発表演習 (12) 同上
発表演習 (13) 同上
発表演習 (14) 同上

(1) 各疾患の診断・治療あるいは病態解明における問題点への理解を評価する
(2) 発表および質疑応答の内容で評価する
(3) 疾患に関連する基礎あるいは臨床研究を立案することを合格の最低基準とする。

・オフィス・アワー：9:00-17:15

New England Journal of Medicine、Lancet、Gastroenterology、GUT、American Journal
of Gastroenterology
Inflammatory bowel diseases
特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回～第10回
第11回～第20回
第21回～第30回
第31回～第45回
第46回～第60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（消化器内科学）
（英）Advanced Course of Medical Research
藤原靖弘、田中史生、細見周平、大谷恒史、福永周生、灘谷祐二、大南雅揮、丸山紘嗣、
西田裕

研究に必要な統計知識 (1)～(10) 同上

演習

1～4通 単位数 8

各自の研究テーマに従って立案、遂行、得られた結果の解析、考察を行う科目であり、最
終的に論文として完成させ、投稿、受理されるまでのプロセスを修得することを目的とす
る。
１） 学会における口頭発表やポスター発表で効果的な研究発表をすることができる。
２）学術論文を作成することができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
基礎研究に必要な手技 (1)～(10) 必ず事後学習をすること

同上

(1) 発表を評価する
(2) 発表および質疑応答の内容で評価する
(3) 基礎あるいは臨床研究を立案、遂行および論文作成することを合格の最低基準とする。

・オフィス・アワー：9:00-17:15

Gastroenterology、Gut、Am J Gastroenterol

特になし

研究論文の書き方 (1)～(15) 同上
研究結果の解釈の仕方 (1)～(15) 同上
研究計画の立て方 (1)～(10)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回

2024 曜日・時限

代謝内分泌疾患における研究の進め方（繪本
正憲）

糖尿病領域における疫学研究と最新EBM
（繪本正憲）

糖尿病診療における最新治療学（繪本正憲）

・事前学習：各疾患の基本的な知識をテキス
トブック，診療ガイドライン等を通じて理解
しておく．
・事後学習：必要な関連文献からも最新情報
を得ておく．

講義

1～2通 単位数 4

・代謝性疾患・糖尿病関連疾患・内分泌疾患における病態を深く理解し，その病態生理
学，診断学および治療学の基礎と最新の知見を修得する科目である．
・上記疾患の病態，診断，治療について説明できることを目的とする．

・代謝・内分泌疾患発症の機序，病態生理を分子レベルから臓器レベルまで十分に理解
し，それらに基づいた診断法や治療法について，研究の歴史や治療効果等も含めて説明で
きる．
・さらに，代謝・内分泌疾患の病態解明とその制御をいかに行いうるかを考察する能力を
修得し考察内容を説明できる．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

内分泌疾患における最新治療学（今西康雄）

科目ナンバリング
（和）代謝内分泌病態内科学（代謝内分泌学－総論）
（英）Metabolism, Endocrinology and Molecular  Medicine
(General seminar in metabolism, diabetology and endocrinology）
繪本正憲，今西康雄，森岡与明，藏城雅文
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第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

骨代謝性疾患における最新薬物療法（今西康
雄）

糖尿病領域における基礎研究の進歩（森岡与
明）

尿酸代謝関連疾患における最新治療学（藏城
雅文）

(1)到達目標の達成度についての評価：思考，論理に沿った内容であるかで評価を行う.
(2)評価方法とその割合：セミナーにおける質疑応答（60％）により各テーマの理解度を評
価する．学会，研究会などのプレゼンテーション（20％）と口頭試験（20％）により考察
過程と内容を評価する．
(3)合格のための最低基準：糖尿病，脂質異常症，内分泌疾患の代表的疾患について，病
態，診断法と標準的治療法を説明できる．

・セミナー受講は時間厳守，ディスカッション，質疑応答等には積極的に参加すること．

・講義のレジメは適時配布する
・糖尿病学会，内分泌学会，肥満学会，動脈硬化学会の最新の診療ガイドライン，これら
の専門医等ガイドブック
・Joslin’s Diabetes Mellitus
・International Textbook of Diabetes Mellitus
・Werner & Ingbar’s The Thyroid:A fundamental and Clinical Text
・William’s Textbook of Endocrinology
主要な参考雑誌：New England Journal of Medicine, Lancet, Annals of Internal
Medicine, Diabetes, Diabetes Care, Diabetologia, Journal of Diabetes Investigation,
Journal of Clinical Endocrinology and Metabolism, Metabolism, Bone, Journal of
American Society of Nephrology, American Journal of Kidney Disease, Atherosclerosis,
Journal of Atherosclerosis and Thrombosis
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

慢性腎臓病における最新治療法（仲谷慎也）

(1)到達目標の達成度についての評価：思考，論理に沿った内容であるかで評価を行う.
(2)評価方法とその割合：セミナーにおける質疑応答（60％）により各テーマの理解度を評
価する．学会，研究会などのプレゼンテーション（20％）と口頭試験（20％）により考察
過程と内容を評価する．
(3)合格のための最低基準：糖尿病，脂質異常症，腎合併症，血管合併症の代表的疾患につ
いて，病態，診断法と標準的治療法を説明できる．

科目ナンバリング
（和）代謝内分泌病態内科学（糖尿病代謝学－特論）
（英）Metabolism, Endocrinology and Molecular  Medicine
(Special seminar in metabolism, and  diabetology）
繪本正憲，森岡与明，津田昌宏，仲谷慎也，越智章展, 山崎祐子
2024 曜日・時限

糖尿病合併症における治療法のトピックス
(繪本正憲，山崎祐子)

脂質代謝異常におけるEBMと最新治療法
（森岡与明）

慢性腎臓病の病態生理学のトピックス（津田
昌宏）

・事前学習：各疾患の基本的な知識をテキス
トブック，を通じて理解しておく．
・事後学習：必要な関連文献からも最新情報
を得ておく．

講義

1～2通 単位数 2

・糖尿病・代謝性疾患と関連する合併症における病態・診断および治療学の最新情報を修
得する科目である．
・上記疾患の病態，診断，治療について説明できることを目的とする．

・糖尿病・代謝性疾患と関連する合併症のうち，特に脂質異常症，腎合併症，血管合併症
に関して，病態機序，治療学について分子レベルから臓器連関レベルまで最新の情報を理
解修得し，これらの病態解明とその制御方法について説明できる．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

糖尿病性腎臓病の病態解明のトピックス（越
智章展）
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* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

・セミナー受講は時間厳守，ディスカッション，質疑応答等には積極的に参加すること．

・講義のレジメは適時配布する
・糖尿病学会，肥満学会，腎学会，動脈硬化学会の最新の診療ガイドライン，これらの専
門医等ガイドブック
・Joslin’s Diabetes Mellitus
・International Textbook of Diabetes Mellitus
・Brenner and Rector’s The Kidney, Comprehensive Clinical Nephrology
主要な参考雑誌：New England Journal of Medicine, Lancet, Annals of Internal
Medicine, Diabetes, Diabetes Care, Diabetologia, Journal of Diabetes Investigation,
Journal of Clinical Endocrinology and Metabolism, Metabolism, Bone, Journal of
American Society of Nephrology, American Journal of Kidney Disease, Atherosclerosis,
Journal of Atherosclerosis and Thrombosis
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

甲状腺疾患における診断と治療法（藏城雅
文）

科目ナンバリング
（和）代謝内分泌病態内科学（内分泌学－特論）
（英）Metabolism, Endocrinology and Molecular Medicine
(Special seminar in endocrinology）

今西康雄，藏城雅文，山崎祐子
2024 曜日・時限

内分泌疾患における最新診断法（今西康雄）

カルシウム・リン代謝調節機構（今西康雄）

生活習慣病における睡眠障害（山崎祐子）

・事前学習：各疾患の基本的な知識をテキス
トブック，該当疾患に関する診療ガイドライ
ン等を通じて理解しておく．
・事後学習：必要な関連文献からも最新情報
を得ておく．

講義

1～2通 単位数 2

・内分泌疾患とその関連疾患における病態機序・診断および治療学の最新情報を修得する
科目である．
・上記疾患の病態，診断，治療について説明できることを目的とする．

・内分泌疾患と関連疾患のうち，特にカルシウム・リン代謝異常，代謝性骨疾患，甲状腺
疾患，関連する睡眠障害に関して，病態機序，治療学について分子レベルから臓器連関レ
ベルまで最新の情報を理解修得し，これらの病態解明とその制御方法について説明でき
る．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

生活習慣病における最新治療法（山崎祐子）
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度についての評価：思考，論理に沿った内容であるかで評価を行う.
(2)評価方法とその割合：セミナーにおける質疑応答（60％）により各テーマの理解度を評
価する．学会，研究会などのプレゼンテーション（20％）と口頭試験（20％）により考察
過程と内容を評価する．
(3)合格のための最低基準：内分泌疾患の代表的疾患について，病態，診断法と標準的治療
法を説明できる．

・セミナー受講は時間厳守，ディスカッション，質疑応答等には積極的に参加すること．

・講義のレジメは適時配布する
・内分泌学会，甲状腺学会，リウマチ学会の最新の診療ガイドライン，これらの専門医等
ガイドブック
・Werner & Ingbar’s The Thyroid:A fundamental and Clinical Text
・William’s Textbook of Endocrinology
・Kelly and Firestein’s Textbook of Rheumatology

主要な参考雑誌：New England Journal of Medicine, Lancet, Annals of Internal
Medicine, Journal of Clinical Endocrinology and Metabolism, Metabolism, Bone,
Endocrine Journal
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

2024 曜日・時限

代謝内分泌領域における臨床研究のトピック
ス（繪本正憲）

臨床研究の計画（１）-文献検索，研究デザ
イン（津田昌宏）

臨床研究の計画（２）-倫理委員会，IRB（藏
城雅文）

臨床研究の実施-データ収集，解析（山崎祐
子）

・事前学習：臨床研究方法，臨床試験，医療
統計の基本知識を教科書等で理解しておく．
統計解析ソフト，文献検索ソフト等の使用に
慣れておく．
・事後学習：必要な関連文献からも最新情報
を得ておく．

科目ナンバリング
（和）代謝内分泌病態内科学（臨床研究－演習）
（英）Metabolism, Endocrinology and Molecular  Medicine
(Practice in clinical research of metabolism, diabetology and endocrinology）
繪本正憲，森岡与明，藏城雅文，津田昌宏，山崎祐子

演習

1～2通 単位数 2

・糖尿病関連疾患，代謝性疾患，内分泌疾患領域における臨床研究の立案，計画，実施お
よび発表の演習を修得する科目である．
・上記疾患の臨床研究を立案，計画，実施，発表ができることを目的とする．

・糖尿病関連疾患，代謝性疾患，内分泌疾患領域における臨床研究の最新動向，トピック
スを十分に把握し，各研究テーマについて，文献検索，研究デザイン，実施計画書作成，
実施，データ解析，発表，論文作成の各ステップを自ら考察し遂行できる．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

臨床研究発表-発表方法，論文作成（森岡与
明）
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度についての評価：思考，論理に沿った内容であるかで評価を行う.
(2)評価方法とその割合：セミナー，研究会，学会における質疑応答（50％）により各テー
マの理解度を評価する．論文発表（50％）により理解度，考察過程とその内容を評価す
る．
(3)合格のための最低基準：論文発表と学会発表を１回以上おこなう．

・セミナー受講は時間厳守，ディスカッション，質疑応答等には積極的に参加すること．

・演習のレジメは適時配布する
・臨床研究方法，臨床試験，医療統計に関するテキストブック
・使用アプリケーション等：EndNote, Mendeley, EasyR, JMP 等

主要な参考雑誌：New England Journal of Medicine, Lancet, Annals of Internal
Medicine, Diabetes, Diabetes Care, Diabetologia, Journal of Diabetes Investigation,
Journal of Clinical Endocrinology and Metabolism, Metabolism, Bone, Journal of
American Society of Nephrology, American Journal of Kidney Disease, Atherosclerosis,
Journal of Atherosclerosis and Thrombosis
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

2024 曜日・時限

代謝内分泌領域における基礎研究のトピック
ス（今西康雄）

基礎研究の方法と実施－概論（仲谷慎也）

基礎研究における実験手技－遺伝子技術，細
胞培養（越智章展）

・事前学習：基礎研究の実験方法の基本知識
を教科書等で理解しておく．統計解析ソフ
ト，文献検索ソフト等の使用に慣れておく．
・事後学習：必要な関連文献からも最新情報
を得ておく．

演習

1～2通 単位数 2

・糖尿病関連疾患，代謝性疾患，内分泌疾患領域における基礎研究の立案，計画，実施お
よび発表の演習を修得する科目である．
・上記基礎研究を立案，計画，実施，発表ができることを目的とする．

・糖尿病関連疾患，代謝性疾患，内分泌疾患領域における基礎研究の最新動向，トピック
スを十分に把握し，各研究テーマについて，文献検索，実施計画書作成，実施，データ解
析，発表，論文作成の各ステップを自ら考察し遂行できる．
・さらに，基礎研究の基本的実験方法の原理を説明でき，かつ，その手技が実施できる．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

基礎研究における実験手技－動物実験（今西
康雄）

科目ナンバリング
（和）代謝内分泌病態内科学（基礎研究－演習）
（英）Metabolism, Endocrinology and Molecular  Medicine
(Practice in basic research of  metabolism, diabetology and endocrinology）
今西康雄，森岡与明，仲谷慎也，越智章展

基礎研究発表-発表方法，論文作成（森岡与
明）
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度についての評価：思考，論理に沿った内容であるかで評価を行う.
(2)評価方法とその割合：セミナー，研究会，学会における質疑応答（50％）により各テー
マの理解度を評価する．論文発表（50％）により理解度，考察過程とその内容を評価す
る．
(3)合格のための最低基準：論文発表と学会発表を１回以上おこなう．

・セミナー受講は時間厳守，ディスカッション，質疑応答等には積極的に参加すること．

・演習のレジメは適時配布する
・基礎研究方法，実験手技，医療統計に関するテキストブック
・使用アプリケーション等：EndNote, Mendeley, EasyR, JMP 等

主要な参考雑誌：New England Journal of Medicine, Lancet, Annals of Internal
Medicine, Diabetes, Diabetes Care, Diabetologia, Journal of Diabetes Investigation,
Journal of Clinical Endocrinology and Metabolism, Metabolism, Bone, Journal of
American Society of Nephrology, American Journal of Kidney Disease, Atherosclerosis,
Journal of Atherosclerosis and Thrombosis
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

(1)到達目標の達成度についての評価：思考，論理に沿った内容であるかで評価を行う.
(2)評価方法とその割合：学会発表（30％），論文発表（70％）にて作成過程，内容を評価
する．
(3)合格のための最低基準：学会発表，論文発表を１回以上おこなう．
・セミナー等受講は時間厳守
・学会，研究会，セミナーには積極的に参加し習得したことを積極的に実践すること．

・演習のレジメは適時配布する
・糖尿病学会，内分泌学会，肥満学会，動脈硬化学会，腎学会等の最新の診療ガイドライ
ン，これらの専門医等ガイドブック，医療統計や実験手技等の教科書

研究テーマの関連論文

学会発表資料作成演習

学会発表演習

論文作成演習

論文発表演習

・事前学習：図表作成用のソフトなどの使用
方法を修得しておく

・代謝内分泌疾患・腎疾患関連領域における研究の計画，実施，データ解析等をおこな
い、最終的に学会発表および英文学術誌に研究成果を報告することができる．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

3～4通 単位数 2

・学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して事前演習を行い、口頭発表やポス
ター発表の方法論を学び、論文として発表する方法を修得する科目である．

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（代謝内分泌病態内科学）
（英）Exercise in Presentation (Metabolism, Endocrinology and Molecular Medicine）
繪本正憲
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回～第12回
第13回～第24回
第25回～第36回
第37回～第48回
第49回～第60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

2024 曜日・時限

・事前学習：研究テーマの論文検索，関連す
る論文の理解をしておく．
・事後学習：復習をする

科目ナンバリング
（和）研究指導（代謝内分泌病態内科学）
（英）Advanced Course of Medical Research
 (Metabolism, Endocrinology and Molecular Medicine）
繪本正憲

研究計画の実施－方法

演習

研究結果－考察と発表

1～4通 単位数 8

・臨床医科学専攻は，外科，内科分野を中心として臓器別専門性が確立し，さらに画像診
断などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術，治療手段にも大きな進歩を
取り入れ，高いレベルでの教育研究を行い，学際領域を発展させて患者中心の医療を推進
して，２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う．
・特に，本授業は，代謝内分泌疾患とその関連疾患を対象として，グローバルな高いレベ
ルでの研究ができる能力を修得する科目である．
・都市住民における糖尿病・肥満・脂質異常症・高尿酸血症・骨疾患などの代謝内分泌関
連疾患、および、慢性腎臓病を含む腎疾患の疫学EBMと病態，治療学の知識，洞察力を習
得し，都市住民における患者中心の未来を見すえた先駆的な医療・医学研究をおこなうこ
とができる．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究計画の立案と計画書作成

研究計画の実施－データ収集
研究計画の実施－データ解析

(1)到達目標の達成度についての評価：思考，論理に沿った内容であるかで評価を行う.
(2)評価方法とその割合：セミナーにおける質疑応答（70％）により各テーマの理解度を評
価する．学会，研究会などのプレゼンテーション（30％）により理解度および習得度を評
価する．
(3)合格のための最低基準：糖尿病，脂質異常症，内分泌疾患の代表的疾患について，病
態，診断法と標準的治療法を説明できる．

・セミナー等受講は時間厳守
・学会，研究会，セミナーには積極的に参加し習得したことを積極的に実践すること．
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* 教科書

* 参考文献

* その他

・演習のレジメは適時配布する
・糖尿病学会，内分泌学会，肥満学会，動脈硬化学会，腎学会等の最新の診療ガイドライ
ン，これらの専門医等ガイドブック，医療統計や実験手技等の教科書
・Joslin’s Diabetes Mellitus
・International Textbook of Diabetes Mellitus
・Werner & Ingbar’s The Thyroid:A fundamental and Clinical Text
・William’s Textbook of Endocrinology

主要な参考雑誌：New England Journal of Medicine, Lancet, Annals of Internal
Medicine, Diabetes, Diabetes Care, Diabetologia, Journal of Diabetes Investigation,
Journal of Clinical Endocrinology and Metabolism, Metabolism, Bone, Journal of
American Society of Nephrology, American Journal of Kidney Disease, Atherosclerosis,
Journal of Atherosclerosis and Thrombosis

278



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

血液内科疾患の診断に必要な臨床検査の解釈
と課題

同上

血液内科疾患の免疫療法のエビデンス 同上

事前・事後学習の内容

免疫不全状態の感染予防、治療のエビデンス 同上

多発性骨髄腫の分子病態および診断、治療の
エビデンス

血液良性疾患の分子病態および診断、治療の
エビデンス

同上

同上

科目ナンバリング
（和）血液腫瘍制御学（血液内科学総論）
（英）general hematology
日野 雅之、中前 博久、中嶋 康博、西本 光孝、岡村 浩史、中前 美佳、
中舎洋輔、久野 雅智、幕内陽介、井戸 健太郎、酒徳 一希
2024 曜日・時限

コンプライアンス（研究、診療を進めていく
ための法令、指針）

急性及び慢性白血病の分子病態および診断、
治療のエビデンス

悪性リンパ腫の分子病態および診断、治療の
エビデンス

下記に挙げた教科書やガイドラインを用いて
左記内容の範囲につき、学習する。

同上

同上

講義

1～4通 単位数 1

血液内科疾患を理解し、診断、治療について修得する。研究を進めていく上で、クリニカ
ルクエスチョンを設定するために、血液内科疾患の分子病態、診断方法、最新の治療方法
についてエビデンスに基づいて理解する。
1. 血液内科疾患を理解する。
2. 血液疾患の診断法を修得する。
3. 血液疾患の治療について修得する。
これらを踏まえ、一般的に遭遇する血液疾患患者の診断、治療につき説明できるようにな
ることを目標とする。

各回の授業内容
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

口頭試問（80％）、予習内容（20％）により、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
合格最低基準は60点とする。

原則として毎月第1月曜日（19:00～20:30）に行う。
授業までに学習内容を理解するため、 日本血液学会ガイドライン、 Wintrobe's Clinical
Hematology などを用いて、各一定の時間予習復習することが望ましい。
・日本血液学会ガイドライン
・NCCNガイドライン
・ESMOガイドライン
・ELNガイドライン
・Wintrobe's Clinical Hematology
・授業の中で適宜紹介する。
・PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）の以下の雑誌
・New England Journal of Medicine
・Thomas’Hematopoietic Cell Transplantation
・Lancet Oncology
・Lancet Haematology
・Journal of Clinical Oncology
・Blood
・Blood Advances
・Bone Marrow Transplantation
・Transplantation
・Biology of Blood and Marrow Transplantation
・Leukemia
授業の中で適宜紹介する文献
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

同種造血幹細胞移植の臨床研究の進め方 同上

ドナーの安全管理（適格性判定、採取方法） 同上

事前・事後学習の内容

感染症対策の実際 同上

同種造血幹細胞移植の合併症（慢性期）

長期フォローアップの重要性と実践方法

同上

同上

科目ナンバリング
（和）血液腫瘍制御学（造血幹細胞移植学特論）
（英）Special lecture of hematopoietic stem cell transplantation
日野 雅之、中前 博久、中嶋 康博、西本 光孝、岡村 浩史、中前 美佳、
中舎 洋輔、久野 雅智、幕内陽介、井戸 健太郎、酒徳 一希
2024 曜日・時限

造血幹細胞移植の適応

同種造血幹細胞移植の前処置治療

同種造血幹細胞移植の合併症（急性期）

左記内容につき下記教科書及び参考文献を用
いて学習する

同上

同上

講義

1～4通 単位数 1

造血幹細胞移植の方法と管理を修得する。研究を進めていく上で、クリニカルクエスチョ
ンを設定するために、造血幹細胞移植の方法、合併症、最新の治療方法についてエビデン
スに基づいて理解する。

1. 同種造血幹細胞移植の方法を理解する。
2. 同種造血幹細胞移植の合併症を理解する。
3. ドナー安全を理解する。
上記を踏まえ、一般的な同種造血幹細胞移植の方法および合併症につき説明できるように
なること。

各回の授業内容
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

口頭試問（80％）、予習内容（20％）により、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
合格最低基準は60点とする。
原則として毎月第3月曜日（19:00～20:30）。
授業までに学習内容を理解するため、 日本造血細胞移植学会ガイドライン、Thomas’
Hematopoietic Cell Transplantationなどを用いて、各一定の時間予習復習することが望ま
しい。

・同種造血幹細胞移植ポケットマニュアル
・日本造血細胞移植学会ガイドライン
・Thomas’Hematopoietic Cell Transplantation
・授業の中で適宜紹介する。

PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）の以下の雑誌
・Lancet Oncology
・Lancet Haematology
・Journal of Clinical Oncology
・Blood
・Blood Advances
・Bone Marrow Transplantation
・Transplantation
・Biology of Blood and Marrow Transplantation
・Leukemia
・Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）
・実習の中で適宜紹介する文献
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

レポート（60％）、口頭試問（40％）を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価
する。
合格最低基準は60点とする。
授業までに学習内容を理解するため、 日本造血細胞移植学会ガイドライン、Thomas’
Hematopoietic Cell Transplantationなどを用いて、各一定の時間予習復習することが望ま
しい。

事前・事後学習の内容

骨髄バンクの役割 同上

造血幹細胞移植のトピックス 同上

科目ナンバリング
（和）血液腫瘍制御学（造血幹細胞移植学特別セミナー）
（英）Special seminar of hematopoietic stem cell transplantation
日野 雅之、中前 博久、中嶋 康博、西本 光孝、岡村 浩史、中前 美佳、
中舎洋輔、久野 雅智、幕内陽介、井戸 健太郎、酒徳 一希
2024 曜日・時限

同種造血幹細胞移植チームの役割

ドナーコーディネートのしくみ

骨髄採取、末梢血幹細胞採取の実際 同上

同上

左記内容につき下記教科書及び参考文献など
を用いて学習する。

講義

1～4通 単位数 1

造血幹細胞移植におけるチーム医療を理解する。造血幹細胞移植推進拠点病院セミナーに
おいて造血幹細胞移植におけるチーム医療、ドナーコーディネート、骨髄採取、末梢血幹
細胞採取、骨髄バンクの役割、最近のトピックスを学ぶ。

1. 同種造血幹細胞移植チームの役割を理解する。
2. 造血幹細胞移植後の長期フォローアップの実際を理解する。
3. ドナーコーディネートの進め方を理解する。
4. 骨髄バンクの役割を理解する。
同種造血幹細胞移植の上記の側面につき説明できるようになること。

各回の授業内容
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* 教科書

* 参考文献

* その他

・日本造血細胞移植学会ガイドライン
・骨髄バンク各種マニュアル
・同種造血幹細胞移植ポケットマニュアル
・授業の中で適宜紹介する資料
PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）の以下の雑誌
・Lancet Oncology
・Lancet Haematology
・Journal of Clinical Oncology
・Blood
・Blood Advances
・Bone Marrow Transplantation
・Transplantation
・Biology of Blood and Marrow Transplantation
・Leukemia
・Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）
・実習の中で適宜紹介する文献
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

2024 曜日・時限

同種造血幹細胞移植における最新の治療戦略

血液内科領域における最新の免疫療法

血液内科領域における最新の感染症管理 同上

同上

左記内容につき下記教科書及び参考文献など
を用いて学習する。

講義

1～4通 単位数 2

最新の論文を通じて、血液内科学における最新のエビデンスを修得するとともに、論文の
解釈の仕方を学ぶ。

1. 血液内科領域における最新の診断および治療を理解する。
2. 同種造血幹細胞移植における最新の診断および治療を理解する。
3. 血液内科領域におけるトランスレーショナルリサーチを理解する。
4. 論文の解釈の仕方を理解する。
上記を修得し、論文の解釈ができるようになる。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）血液腫瘍制御学（血液腫瘍学特論）
（英）seminar in hematology
日野 雅之、中前 博久、中嶋 康博、西本 光孝、岡村 浩史、中前 美佳、
中舎洋輔、久野 雅智、幕内陽介、井戸 健太郎、酒徳 一希

事前・事後学習の内容

同種造血幹細胞移植合併症 同上

同種造血幹細胞移植合併症管理 同上

同種造血幹細胞移植におけるトピックス 同上
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

骨髄系腫瘍におけるトピックス 同上

リンパ系腫瘍におけるトピックス 同上

口頭試問（80％）、予習内容（20％）により、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
合格最低基準は60点とする。

授業までに学習内容を理解するため、日本血液学会ガイドライン、日本造血細胞移植学会
ガイドライン、NCCN ガイドラインなどを用いて、各一定の時間予習復習することが望ま
しい。
・日本血液学会ガイドライン
・NCCNガイドライン
・ESMOガイドライン
・ELNガイドライン
・Wintrobe's Clinical Hematology
・授業の中で適宜紹介する。
PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）の以下の雑誌
・Lancet Oncology
・Lancet Haematology
・Journal of Clinical Oncology
・Blood
・Blood Advances
・Bone Marrow Transplantation
・Transplantation
・Biology of Blood and Marrow Transplantation
・Leukemia
・Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）
・実習の中で適宜紹介する文献
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

レポート（60％）、プレゼンテーション（20％）、口頭試問（20％）により、基礎的知識
の学習が十分であるかを評価する。
合格最低基準は60点とする。

授業までに学習内容を理解するため、WHO Classification of Tumours of Haematopoietic
and Lymphoid Tissues などを用いて、各一定の時間予習復習することが望ましい。

・WHO Classification of Tumours of Haematopoietic and Lymphoid Tissues
・血液形態アトラス（医学書院）
・授業の中で適宜紹介する。

ASH image bank

骨髄異形成症候群の形態的特徴２（骨髄球
系、巨核球系の異形成）

同上

同上フローサイトメトリー（表面抗原検査）によ
る補助診断の解釈の仕方

事前・事後学習の内容

骨髄浸潤した悪性リンパ腫の形態的特徴 同上

多発性骨髄腫細胞の形態的特徴

骨髄異形成症候群の形態的特徴１（赤芽球系
の異形成）

同上

同上

科目ナンバリング
（和）血液腫瘍制御学（血液形態セミナー）
（英）seminar in blood morphology
中前 美佳、井戸健太郎
2024 曜日・時限

正常細胞（赤血球系、白血球系、血小板系）
の形態的特徴
急性白血病細胞の形態的特徴

慢性白血病細胞の形態的特徴

左記内容につき下記教科書及び参考文献など
を用いて学習する。
同上

同上

演習

1～4通 単位数 1

骨髄塗抹標本の診断について修得する。担当患者の骨髄標本を顕微鏡で観察し、骨髄細胞
を分類し、レポートを作成する。血液内科医、臨床検査技師とともに、疾患ごとに目合わ
せを行なう。
1.血液疾患の骨髄像を理解する。
2.骨髄塗抹標本から診断ができる。
3.フローサイトメトリーのパターンを理解する。
上記を修得し、血液疾患の骨髄塗抹標本の診断ができるようなる。

各回の授業内容
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

事前・事後学習の内容

多発性骨髄腫の診断と個別化治療 同上

良性血液疾患の診断と個別化治療

感染症の診断と個別化治療 同上

同上

科目ナンバリング
（和）血液腫瘍制御学演習（血液内科学演習）
（英）practice in hematology
日野 雅之、中前 博久、中嶋 康博、西本 光孝、岡村 浩史、中舎洋輔、久野 雅智、
幕内 陽介、井戸 健太郎、酒徳 一希
2024 曜日・時限

急性白血病の診断と個別化治療

慢性白血病の診断と個別化治療

悪性リンパ腫の診断と個別化治療 同上

同上

左記内容につき下記教科書及び参考文献など
を用いて学習する。

演習

1～4通 単位数 2

血液疾患の診断、治療、管理を修得する。

1.血液疾患の診断について理解する。
2.血液疾患の治療について理解する。
3.血液疾患の管理を修得する。
上記を修得し、血液疾患の診断、治療、管理ができる。

各回の授業内容
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

口頭試問（80％）とレポート（20％）により基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
合格最低基準は60点とする。

授業までに学習内容を理解するため、 日本血液学会ガイドライン、 Wintrobe's Clinical
Hematology などを用いて、各一定の時間予習復習することが望ましい。

・日本血液学会ガイドライン
・Wintrobe's Clinical Hematology
・NCCN ガイドライン
・ESMO ガイドライン
・ELN ガイドライン
・授業の中で適宜紹介する資料
PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）の以下の雑誌
・Lancet Oncology
・Lancet Haematology
・Journal of Clinical Oncology
・Blood
・Blood Advances
・Bone Marrow Transplantation
・Transplantation
・Biology of Blood and Marrow Transplantation
・Leukemia
・Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）
・実習の中で適宜紹介する文献

臨床検査の有用性 同上

研究段階にある先端医療 同上
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回

第12回

第13回

第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

感染症予防と適正治療 同上

前処置治療の最適化

移植片対宿主病の診断と治療および管理

生着不全に対する対策

生着症候群の診断と最適治療

移植合併症の診断と治療および管理

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい

同上

同上

科目ナンバリング
（和）血液腫瘍制御学演習（造血幹細胞移植学演習）
（英）practice in hematoloietic stem cell transplantation
日野 雅之、中前 博久、中嶋 康博、西本 光孝、岡村 浩史、中前 美佳、
中舎洋輔、久野 雅智、幕内 陽介、井戸 健太郎、酒徳 一希

造血幹細胞移植治療、管理を理解する。

1. 造血幹細胞移植前処置を理解する。
2. 造血幹細胞移植合併症を理解する。
3. 造血幹細胞移植の管理を修得する。
上記を修得し、造血幹細胞移植治療、管理ができる。

各回の授業内容

2024 曜日・時限
演習

1～4通 単位数 2

事前・事後学習の内容
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

口頭試問（80％）とレポート（20％）により基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
合格最低基準は60点とする。

事前に教科書、参考文献をもとに学習をおこなっておくこと。

・同種造血幹細胞移植ポケットマニュアル
・日本造血細胞移植学会ガイドライン
・Thomas’Hematopoietic Cell Transplantation

PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）の以下の雑誌
・Lancet Oncology
・Lancet Haematology
・Journal of Clinical Oncology
・Blood
・Blood Advances
・Bone Marrow Transplantation
・Transplantation
・Biology of Blood and Marrow Transplantation
・Leukemia
・Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）
・実習の中で適宜紹介する文献

全国データベースの重要性と運用

最適なコーディネート法

適切なインフォームドコンセントの方法

ドナー選定の優先順位

同上

同上
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）がん臨床研究計画演習
（英）practice in clinical research planning
中前 博久、中嶋 康博、西本 光孝、岡村 浩史、中前 美佳

臨床試験の目的の分析（２） 同上

演習

1～4通 単位数 2

血液診療の進歩のためには臨床研究データの集積、発展は必須である。本授業では、演習
を通して、臨床研究の基礎を理解し、将来自身で臨床研究を実施するための基礎を養成す
ることを目的とする。

臨床研究論文を題材として、以下の項目が各自でできることを目標とする
・臨床研究の研究デザインについて説明できる
・臨床研究の統計的手法について説明できる
・臨床研究の基本的な統計解析を行うことができる
・臨床研究の統計解析結果について説明できる
・臨床研究の限界について説明できる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
臨床試験の目的の分析（１） 授業までに学習内容を理解するため、各一定

の時間予習復習することが望ましい

臨床試験の目的の分析（３） 同上
臨床試験デザインの分析（４） 同上
臨床試験デザインの分析（５） 同上
症例設定の妥当性の分析 同上
効果安全性の評価 同上
結果の解釈（１） 同上
結果の解釈（２） 同上
結果の解釈（３） 同上
統計手法の解釈（１） 同上
統計手法の解釈（２） 同上
統計手法の解釈（３） 同上
統計手法の解釈（４） 同上
倫理的問題の検討 同上
プレゼンテーション、口頭試問 同上
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度について以下の方法で評価を行う
(2) 評価方法とその割り合い
プレゼンテーション（20％）、口頭試問（50％）、レポート（30％）により基礎的知識の
学習が十分であるかを評価する
(3) 合格（単位修得）のための最低基準
臨床研究論文について、研究デザイン、統計的手法、結果の解釈、研究の限界、などにつ
いてプレゼンテーションし、discussionすることができる。最低基準は60点とする。

授業に出席する前に、各自で以下の教科書で授業内容の該当箇所を予習しておくことが望
ましい。

・米国SWOGに学ぶ がん臨床試験の実践 第2版(原書第3版)
・今日から使える医療統計
・EZRで学ぶやさしい医療統計学
・適宜、レジュメを配付する。

・演習の中で適宜紹介する文献
・New England Journal of Medicine
・Lancet
・Journal of Clinical Oncology
・Blood
など
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

第1回~第36回

第37回～第48回

第49回～第60回

2024 曜日・時限

実習までに学習内容を理解するため、日本血
液学会ガイドライン、日本造血細胞移植学会
ガイドライン、NCCNガイドラインなどを用
いて、各一定の時間予習復習することが望ま
しい。

混合

1～2通 単位数 4

血液腫瘍に対する化学療法の方法と副作用対策を実践し修得する。

1. がん化学療法において先駆的役割を果たした血液腫瘍の治療を担当することにより、抗
癌剤治療の原点を学ぶ。
2. 強力な抗癌剤治療に伴う感染症を主体とした副作用対策を実習する。
3. 慢性骨髄性白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫における分子標的治療の方法と成果を
学習する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）血液腫瘍制御学実習（血液内科学実習）
（英）training program in hematology
日野 雅之、中前 博久、中嶋 康博、西本 光孝、岡村 浩史、中前 美佳、中舎洋輔、久野 雅
智、幕内陽介、井戸 健太郎、酒徳 一希

血液内科の外来、病棟において多くの癌種の
患者を担当し、治療方針の決定過程、治療実
施方法、治療実施中、治療後の管理方法につ
いて学ぶ。放射線腫瘍医、がん看護専門看護
師、緩和ケアチームとの症例検討会に参加
し、がん患者の全人格的診療を学習する。
担当症例の治療方針について、カンファレン
スにて議論し、血液腫瘍の治療方針・決定方
針とその決定に必要となる検査所見などを学
習する。

年齢（AYA、高齢者）に応じた治療選択につ
いて学習する。

(1) 到達目標の達成度について以下の方法で評価を行う
(2) 評価方法とその割り合い
口頭試問（30％）、病歴要約レポート（70％）を評価する
(3) 合格（単位修得）のための最低基準
各自の症例について、治療方針の決定過程、治療実施方法、治療実施中の注意点、治療後
の管理方法について説明でき、また実施できる
事前に参考文献をもとに学習をおこなっておくこと
・血液専門医テキスト(改訂第3版)（日本血液学会）
・日本血液学会ガイドライン
・日本造血細胞移植学会ガイドライン
・適宜、レジュメを配付する
・NCCNガイドライン
（https://www.nccn.org/professionals/physician_gls/default.aspx）
実習の中で適宜紹介する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

(1) 到達目標の達成度について以下の方法で評価を行う
(2) 評価方法とその割り合い
口頭試問（30％）、病歴要約をレポート（70％）として提出する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
各自のテーマを題材にして、臨床試験実施計画書を作成することができる。合格最低基準
は60点とする。

事前に教科書、参考文献をもとに学習をおこなっておくこと。

曜日・時限

授業までに学習内容を理解するため、 日本
造血細胞移植学会ガイドライン、Thomas’
Hematopoietic Cell Transplantationなどを
用いて、各一定の時間予習復習することが望
ましい。

科目ナンバリング
（和）血液腫瘍制御学実習（造血幹細胞移植学実習）
（英）training program in hematopoietic stem cell transplantation
日野 雅之、中前 博久、中嶋 康博、西本 光孝、岡村 浩史、中前 美佳、
中舎洋輔、久野 雅智、幕内 陽介、井戸 健太郎、酒徳 一希

実習

1～2通 単位数 4

造血幹細胞移植の方法と管理を実践し、修得する。

1. 造血幹細胞移植の方法を実習する。
2. 造血幹細胞移植に伴う合併症対策を実習する。
3. 造血幹細胞移植におけるチーム医療を実習する。
4. ドナーの安全管理について実習する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

第1回~第18回

第19回～第36回

第37回～第49回

第49回～第60回

2024

日本造血細胞移植学会認定医の申請資格を取
得する。

ドナーからの骨髄採取、末梢血幹細胞採取を
実習する

担当症例の治療方針について、多職種による
移植カンファレンスに参加し、全人的診療を
学習する。

血液内科の外来、病棟において同種造血幹細
胞移植患者を担当し、治療方針の決定過程、
治療実施方法、治療実施中、治療後の管理方
法について学ぶ。
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* 教科書

* 参考文献

* その他

・同種造血幹細胞移植ポケットマニュアル
・日本造血細胞移植学会ガイドライン
・Thomas’Hematopoietic Cell Transplantation

PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）の以下の雑誌
・Lancet Oncology
・Lancet Haematology
・Journal of Clinical Oncology
・Blood
・Blood Advances
・Bone Marrow Transplantation
・Transplantation
・Biology of Blood and Marrow Transplantation
・Leukemia
・Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）
・実習の中で適宜紹介する文献
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

カンファレンスで発表および質疑応答を行
い、プレゼンテーション技術および論文作製
力を指導する。

左記内容につき下記教科書及び参考文献など
を用いて学習する。

プレゼンテーションの内容（50％）および質疑応答（50％）で評価する。
合格最低基準は60点とする。

予習復習することが望ましい。
Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）

・授業の中で適宜紹介する資料
・流れがわかる学会発表・論文作成How To 症例報告、何をどうやって準備する? / 佐藤雅
昭
メディカルレビュー社
・PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）
・Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）
・実習の中で適宜紹介する文献

（和）発表表現演習 （血液腫瘍制御学）
（英）Exercise in Presentation
日野 雅之、中前 博久、西本 光孝、中嶋 康博、岡村 浩史、中前 美佳

筆頭著者として学会で発表を行う。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

3～4通 単位数 2

学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を学び、論文として発表する能力を修
得する。

第1~31回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング

297



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

論文（100％）により評価する。

学習内容を理解するため、各一定の時間予習復習することが望ましい。
Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）

・授業の中で適宜紹介する資料

・PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）
・Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）
・実習の中で適宜紹介する文献

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。
血液疾患の病態解明と治療法の確立に関して高いレベルでの研究を行い、学際領域を発展
させて患者中心の医療を推進する能力を修得する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

第1~31回

科目ナンバリング
（和）研究指導 （血液腫瘍制御学）
（英）Advanced Course of Medical Research
日野 雅之、中前 博久、西本 光孝、中嶋 康博、岡村 浩史、中前 美佳

血液疾患の病態生理を理解し、診断および同種造血幹細胞移植を含めた治療法とその評価
法を修得し、血液疾患の病態解明、病態制御を目指した研究を立案、実行できる。

2024 曜日・時限

研究計画、研究方法、データ収集、解析方
法、評価方法について指導する。

左記内容につき下記教科書及び参考文献など
を用いて学習する。

演習

1～4通 単位数 8
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【科目情報】
授業コード
授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-3回

第4-6回

第7-9回

第10-11回

第12-13回

第14-15回

第16-17回

第18-19回

第20-21回

第22-23回

摂食障害（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

社会資源などの活用（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

リエゾン精神医学（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

気分障害（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

認知症（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

児童思春期精神障害（3回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

中毒性精神障害（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

統合失調症（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

不安症（3回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

講義

1～2通 単位数 3

知覚・思考・感情の障害、意欲と行動の障害、精神科診察法と診断法、精神療法や薬物療
法、関係者との関わりなどの基礎項目について講義する。また摂食障害、器質・症候性精
神障害、双極性障害、統合失調症、不安症と心身症、児童思春期精神医学、老年精神医学
など個別の精神疾患に関する講義により精神疾患の病態を理解する科目である。特に精神
障害の病因、病態と治療を理解できることが目標である。

精神疾患の病態心理や病態生理の基本を理解し、様々な精神疾患（気分障害、統合失調
症、不安症、児童思春期精神障害、認知症、摂食障害、中毒性精神障害、産業精神医学に
関する疾患など）の病因、病態と治療を説明でき診断および治療法とその評価法を修得す
ることが目標である。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
精神医学基礎（3回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上

読む（書籍名は問わない）

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）神経精神医学（基礎講義）
（英）Neuropsychiatry (Basic lecture)
井上幸紀、岩﨑進一、山内常生、出口裕彦、原田朋子、影山祐紀、丸田純平、太尾恵理、
黒住日出夫、平井香
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

成績は到達目標の達成度で評価を行う。評価方法は口頭試問（質疑応答）で評価する。各
担当者の質疑応答に対し各々の領域に関する説明ができ、60％以上の評価を得たものを合
格（単位修得）とする。

不明な点は医局にメールで問い合わせること。（gr-med-neuropsy@omu.ac.jp）

参考資料は担当により資料は配布もしくは供覧する。特定の教科書は定めない。

精神医学の教科書を所有することが望ましい（書籍名は問わない）
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【科目情報】
授業コード
授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-3回

第4-6回

第7-9回

第10-11回

第12-13回

第14-15回

第16-17回

第18-19回

第20-21回

第22-23回

摂食障害（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

社会資源などの活用（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

リエゾン精神医学（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

気分障害（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

認知症（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

児童思春期精神障害（3回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

中毒性精神障害（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

統合失調症（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

不安症（3回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

講義

1～2通 単位数 3

基礎講義で得た知識をさらに発展させる。すなわち知覚・思考・感情の障害、意欲と行動
の障害、精神科診察法と診断法、精神療法や薬物療法、関係者との関わりなどの発展項目
について講義する。また摂食障害、器質・症候性精神障害、双極性障害、統合失調症、不
安症と心身症、児童思春期精神医学、老年精神医学など個別の精神疾患に関する発展講義
により精神疾患の病態理解をさらに深める科目である。特に精神障害の病因、病態と治療
を理解し説明できることが目標である。

精神疾患の病態心理や病態生理を発展的に理解し、様々な精神疾患（気分障害、統合失調
症、不安症、児童思春期精神障害、認知症、摂食障害、中毒性精神障害、産業精神医学に
関する疾患など）の病因、病態と治療を説明できることが目標である。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

精神医学基礎（3回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）神経精神医学 （発展講義）
（英）Neuropsychiatry  (Expanded lecture)
井上幸紀、岩﨑進一、山内常生、出口裕彦、原田朋子、影山祐紀、丸田純平、後藤彩子、
太尾恵理、黒住日出夫
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

成績は到達目標の達成度で評価を行う。評価方法は口頭試問（質疑応答）で評価する。各
担当者の質疑応答に対し各々の領域に関する説明ができ、60％以上の評価を得たものを合
格（単位修得）とする。

不明な点は医局にメールで問い合わせること。（gr-med-neuropsy@omu.ac.jp）

参考資料は担当により資料は配布もしくは供覧する。特定の教科書は定めない。

精神医学の教科書を所有することが望ましい（書籍名は問わない）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2－3回

第4－5回

第6－7回

第8－9回

第10－11回

第12回

第13回

第14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

成績は到達目標の達成度で評価を行う。評価方法は口頭試問（質疑応答）で評価する。各
担当者の質疑応答に対し各々の領域に関する説明ができ、60％以上の評価を得たものを合
格（単位修得）とする。

不明な点は医局にメールで問い合わせること。（gr-med-neuropsy@omu.ac.jp）
参考資料は担当により資料は配布もしくは供覧する。特定の教科書は定めない。
精神医学の教科書を所有することが望ましい（書籍名は問わない）

摂食障害（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

社会資源などの活用（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

10）-11）リエゾン精神医学（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

気分障害（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

認知症（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

4）-5）児童思春期精神障害（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

6）-7）　中毒性精神障害（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

8）-９） 統合失調症（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

2）-3）　不安症（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

講義

1～2通 単位数 2

日本精神神経学会のe-learningシステムを利用し、精神疾患の病態理解をさらに深める。
またその内容を教員と討論する科目である。特に精神障害の病因、病態と治療を深く理解
できることが目標である。

精神疾患の病態心理や病態生理を理解し、診断および治療法とその評価法を修得し、精神
疾患の病態解明・病態制御・治療を実行できるようになることが目標である。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
精神医学基礎（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上

読む（書籍名は問わない）

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）神経精神医学 （応用講義）
（英）Neuropsychiatry （Applied lecture）
井上幸紀、岩﨑進一、山内常生、出口裕彦、原田朋子、影山祐紀、丸田純平、太尾恵理、
黒住日出夫、平井香
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2－3回

第4－5回

第6－7回

第8－9回

第10－11回

第12回

第13回

第14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

成績は到達目標の達成度で評価を行う。評価方法は内容の理解度（50％）、発表（25％）
および質疑応答の内容（25％）で口頭試問（質疑応答）により評価し、60％以上の評価を
得たものを合格（単位修得）とする。
不明な点は医局にメールで問い合わせること。（gr-med-neuropsy@omu.ac.jp）
参考資料は担当により資料は配布もしくは供覧する。特定の教科書は定めない。
精神医学の教科書を所有することが望ましい（書籍名は問わない）

摂食障害（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

社会資源などの活用（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

10）-11）リエゾン精神医学（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

気分障害（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

認知症（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

4）-5）児童思春期精神障害（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

6）-7）　中毒性精神障害（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

8）-９） 統合失調症（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

2）-3）　不安症（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

演習

1～2通 単位数 2

精神疾患の病態心理や病態生理の評価および治療有効性の評価法を深く理解するため、患
者およびその心理的生理的検査などの患者資料を対象とした演習を行う科目である。限定
した数の院生に対し構造化面接法、認知行動療法、修正型電気痙攣療法など専門性の高い
手技を習熟させ、精神機能の評価や治療のための基礎的・臨床的研究能力を養うことが目
標である。第1.2.4水曜日14時から15時30分まで症例検討を行い、15コマ出席で２単位とす
る
精神疾患の病態心理や病態生理を理解し、診断および心理療法を含めた治療法とその評価
法を修得することが目標である。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

精神医学基礎（1回）
精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）神経精神医学演習（クリニカルカンファレンス）
（英）Neuropsychiatry training(Clinical conference)
井上幸紀、岩﨑進一、山内常生、出口裕彦、原田朋子、影山祐紀、丸田純平、太尾恵理、
黒住日出夫、平井香
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2－3回

第4－5回

第6－7回

第8－９回

第10－11回

第12回

第13回

第14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）神経精神医学演習（リサーチカンファレンス）
（英）Neuropsychiatry training（Research conference）
井上幸紀、岩﨑進一、山内常生、出口裕彦、原田朋子、影山祐紀、丸田純平、太尾恵理、
黒住日出夫、平井香

2）-3）　不安症（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

演習

1～2通 単位数 2

精神疾患の病態心理や病態生理の評価および治療有効性の評価法を深く理解するため、患
者およびその心理的生理的検査などの患者資料を対象とし、研究マインドを涵養する演習
を行う科目である。限定した数の院生に対し研究アイデアの洗練化、研究対象の集め方、
倫理的配慮、実際の研究実施、結果や考察の進め方、論文作成など専門性の高い行動力を
習熟させ、創造性の高い研究を遂行できるようにすることが目標である。主に毎週水曜日
16時から17時30分まで研究検討を行い、15コマ出席で２単位とする。
精神疾患の病態心理や病態生理を理解し、精神疾患の病態解明、病態制御を目指した研究
を自ら立案、実行できることを目標とする。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

精神医学基礎（1回）
精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

4）-5）児童思春期精神障害（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

6）-7）　中毒性精神障害（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

8）-９） 統合失調症（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

10）-11）リエゾン精神医学（2回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

気分障害（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

認知症（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

摂食障害（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

社会資源などの活用（1回） 精神医学の教科書を授業前及び後に1回以上
読む（書籍名は問わない）

成績は到達目標の達成度で評価を行う。評価方法は内容の理解度（50％）、発表（25％）
および質疑応答の内容（25％）で口頭試問（質疑応答）により評価し、60％以上の評価を
得たものを合格（単位修得）とする。
不明な点は医局にメールで問い合わせること。（gr-med-neuropsy@omu.ac.jp）
参考資料は担当により資料は配布もしくは供覧する。特定の教科書は定めない。
精神医学の教科書を所有することが望ましい（書籍名は問わない）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2－3回

第4－5回

第6－7回

第8－9回

第10－11回

第12回
発表基礎演習（1回） 精神医学もしくは医学研究に関する教科書を

授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

8）-９） 研究結果のまとめ方演習（2回） 精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

文献収集と考察表現方法演習（2回） 精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

6）-7）研究方法検討演習（2回） 精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

4）-5）研究内容検討演習（2回）

プレゼンテーション概論（1回） 精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

演習

3～4通 単位数 2

精神医学における最先端の知見を理解し、自らの研究について、系統だって学会発表や論
文発表を行えるように研究指導を行う科目である。自らの研究を考案し、その内容につい
て教員と討論する。自らの研究を教員の指導のもとに行う。自らの研究に関連した文献を
集める手段を修得する。自らの研究内容と参考文献を比較検討し、考察を行いまとめる。
まとめた内容を他の研究者が容易に理解できる形で学会発表、論文発表する。これらがで
きるようになることが目標である。

自らの研究を考案し、その内容について教員と討論する。自らの研究を教員の指導のもと
に行う。自らの研究に関連した文献を集める手段を修得する。自らの研究内容と参考文献
を比較検討し、考察を行いまとめる。まとめた内容を他の研究者が容易に理解できる形で
学会発表、論文発表する。これらができるようになることが目標である。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
プレゼンテーション概論（1回） 精神医学もしくは医学研究に関する教科書を

授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（神経精神医学）
（英）Exercise in presentation  (Neuropsychiatry)
井上幸紀、岩﨑進一、山内常生、出口裕彦、原田朋子、影山祐紀、丸田純平、太尾恵理、
黒住日出夫、平井香
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第13回

第14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

成績は到達目標の達成度で評価を行う。評価方法は内容の理解度（50％）、発表（25％）
および質疑応答の内容（25％）で口頭試問（質疑応答）により評価し、60％以上の評価を
得たものを合格（単位修得）とする。

不明な点は医局にメールで問い合わせること。（gr-med-neuropsy@omu.ac.jp）

参考資料は担当により資料は配布もしくは供覧する。特定の教科書は定めない。

精神医学の教科書を所有することが望ましい（書籍名は問わない）

学会発表演習（1回） 精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

論文発表演習（1回） 精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

発表基礎演習（1回） 精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1－6回

第7－12回

第13－18回

第19－24回

第25－31回

第32－36回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導（神経精神医学）
（英）Advanced Course of Medical Research (Neuropsychiatry)
井上幸紀、岩﨑進一、山内常生、出口裕彦、原田朋子、影山祐紀、丸田純平、太尾恵理、
黒住日出夫、平井香

研究テーマの見つけ方（６回）
精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

演習

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行う
科目である。特定の領域において特に精神障害の病因、病態と治療を理解でき、自ら実地
に応用できることができる能力を得ることが目標である。

幅広い演習を通して特定の領域において精神医学における最先端の知見を理解し、自ら研
究を立案、実行できる能力を得ることが目標である。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

精神医学研究基礎（6回）
精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

研究のテーマの確定と研究計画策定演習
（６回）

精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

研究対象と方法の確定演習（６回）
精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

研究実施とその振り返り演習（６回）
精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

研究実施とその振り返り演習（６回）
精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）
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第37－42回

第43－48回

第49－54回

第55－60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

結果の整理と解析演習（６回）
精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

結果の図表策定と解釈演習（６回）
精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

研究成果公表に向けた資料作成演習
（６回）

精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

研究成果の公表演習（６回）
精神医学もしくは医学研究に関する教科書を
授業前及び後に1回以上読む（書籍名は問わ
ない）

成績は到達目標の達成度で評価を行う。評価方法は内容の理解度（50％）、発表（25％）
および質疑応答の内容（25％）で口頭試問（質疑応答）により評価し、60％以上の評価を
得たものを合格（単位修得）とする。

不明な点は医局にメールで問い合わせること。（gr-med-neuropsy@omu.ac.jp）

参考資料は担当により資料は配布もしくは供覧する。特定の教科書は定めない。

精神医学の教科書を所有することが望ましい（書籍名は問わない）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

・到達目標の達成度について評価を行う。
・評価方法：レポート（100％）
・合格（単位修得）のための最低基準：基本的な設問について説明することができる。

・不明な点は以下へ問い合わせること。
メール：gr-med-neuro@omu.ac.jp、電話：06-6645-3889（脳神経内科学医局直通）
・Merrit’s Neurology
・Adams & Victor Neurology
・Stroke (Mohr, Wolf, Grotta et al. Elsevier)
・Dementia (Burns, Obrien, Ames et al. Hodder Arnold)
・Alzheimer Disease (Terry, Katzman, Bick et al. LW&L)
・Endothelial Biomedicine (Aird)
・特になし。

神経病理学からみた神経内科の発展
運動異常と神経内科
認知機能障害をきたす神経内科疾患
病巣診断とは

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
神経内科概論

内科学における神経内科の位置づけ
神経解剖学と神経内科

2024 曜日・時限

・Merrit’s Neurology, Adams&Victor
Neurologyなどの教科書はあらかじめ通読し
ておくこと。
・授業で提示された参考文献は事後に読み返
すこと。
・授業内容はレポートにまとめ学期の最後に
提出すること。

科目ナンバリング
（和）脳神経内科学（脳神経内科学総論）
（英）Neurology (Introduction)
伊藤義彰、辻浩史、武田景敏、三野俊和

高齢化社会における神経内科の意義

講義

1～2通 単位数 1

神経内科の概略、位置づけ、領域となる疾患範囲などの知識を修得する。

1. 神経内科の概念、取り扱う疾患の範囲について理解する。
2. 神経内科の高齢化社会における重要性について理解する。
3. 神経内科に特異な診察法、病巣診断について理解する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

2024 曜日・時限

脳卒中の課題

アルツハイマー病のトピックス

パーキンソン病の治療と問題点

講義

1～2通 単位数 3

神経内科の主要な疾患における最新の問題点、研究課題を取得する。

1. 神経内科の主要な疾患について、病態の問題点について理解する。
2. 主要な疾患の診断法の研究課題について理解する。
3. 主要な疾患の最新の治療法について理解し、今後の課題について理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）脳神経内科学（脳神経内科学特論）
（英）Neurology (Hot Topics in Key Diseases)
伊藤義彰、辻浩史、武田景敏、三野俊和

頭痛の鑑別診断と治療法の課題

・Merrit’s Neurology, Adams&Victor
Neurologyなどの教科書はあらかじめ通読し
ておくこと。
・授業で提示された参考文献は事後に読み返
すこと。
・授業内容はレポートにまとめ学期の最後に
提出すること。
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第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回
第32回
第33回
第34回
第35回
第36回
第37回
第38回
第39回
第40回
第41回
第42回
第43回
第44回
第45回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

自己免疫性末梢神経傷害の治療法のトピック
ス

自己免疫性筋疾患の診断の進歩

神経難病の臨床的課題と社会的対応

筋無力症の最新の治療法と今後の課題

  

・到達目標の達成度について評価を行う。
・評価方法：レポート（100％）
・合格（単位修得）のための最低基準：基本的な設問について説明することができる。

・不明な点は以下へ問い合わせること。
メール：gr-med-neuro@omu.ac.jp、電話：06-6645-3889（脳神経内科学医局直通）

・Merrit’s Neurology
・Adams & Victor Neurology
・Stroke (Mohr, Wolf, Grotta et al. Elsevier)
・Dementia (Burns, Obrien, Ames et al. Hodder Arnold)
・Alzheimer Disease (Terry, Katzman, Bick et al. LW&L)
・Endothelial Biomedicine (Aird)

・特になし。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

第1回

第2回

第3回

・認知症疾患診療ガイドライン2017などの
ガイドラインはあらかじめ通読しておくこ
と。
・授業で提示された参考文献は事後に読み返
すこと
・授業内容はレポートにまとめ学期の最後に
提出すること。

2024 曜日・時限

脳タウ蛋白を標的とした治療法のトピックス

タウ蛋白測定PETの開発

アミロイドを標的とした治療法の開発

講義

1～2通 単位数 1

認知症の病態、検査法、治療法における、最新の問題点、研究課題を修得する。

1. 認知症の病態の問題点について理解する。
2. 認知機能障害について、診断法の研究課題を理解する。
3. アルツハイマー病の最新の治療法について理解し、今後の課題について討論する。

科目ナンバリング
（和）脳神経内科学（認知症特別セミナー）
（英）Neurology (Hot Topics in Cognitive Disorders)
伊藤義彰、辻浩史、武田景敏、三野俊和

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
アミロイド仮説の意義と問題点

Glymphatic系とアミロイド代謝

プレクリニカルADの診断法の進歩
高齢者におけるアミロイド血管症の問題
レビー小体型認知症の最新の治療法と今後の
課題
蛋白伝播仮説の検証

・到達目標の達成度について評価を行う。
・評価方法：レポート（100％）
・合格（単位修得）のための最低基準：基本的な設問について説明することができる。

・不明な点は以下へ問い合わせること
メール：gr-med-neuro@omu.ac.jp、電話：06-6645-3889（脳神経内科学医局直通）

・認知症疾患診療ガイドライン2017
・NEJM, Lancet, Science, Nature
・Merrit’s Neurology
・Adams & Victor Neurology
・Stroke (Mohr, Wolf, Grotta et al. Elsevier)
・Dementia (Burns, Obrien, Ames et al. Hodder Arnold)
・Alzheimer Disease (Terry, Katzman, Bick et al. LW&L)
・Endothelial Biomedicine (Aird)

・特になし。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

第1回

第2回

第3回

・授業で提示された参考文献は事後に読み返
すこと。
・授業内容はレポートにまとめ学期の最後に
提出すること。

脳循環代謝を標的とした治療法の開発

講義

1～2通 単位数 1

神経疾患の基礎病態である脳循環代謝学の最新の問題点、研究課題を修得する。

1. 神経疾患の基礎にある脳循環代謝学の異常について理解する。
2. 脳循環代謝の測定法について、最新の研究課題を理解する。
3. 脳循環代謝を標的とした最新の治療法について理解し、今後の課題について討論する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）脳神経内科学（脳循環代謝学特別セミナー）
（英）Neurology (Hot Topics in Cerebral Blood Flow and Metabolism)
伊藤義彰、辻浩史、武田景敏、三野俊和

脳循環代謝学の意義と問題点

Glymphatic系と脳循環
脳血流、脳糖代謝測定PETの開発
autoregulationを標的とした治療法のトピッ
クス
脳循環と脳代謝のカップリングの機序と進歩
高齢者における脳循環代謝の異常の問題
Neurovascular unitの異常から見た脳卒中の
治療課題
認知症の病態と脳循環代謝の異常

・到達目標の達成度について評価を行う。
・評価方法：レポート（100％）
・合格（単位修得）のための最低基準：基本的な設問について説明することができる

・不明な点は以下へ問い合わせること。
メール：gr-med-neuro@omu.ac.jp、電話：06-6645-3889（脳神経内科学医局直通）

・Journal of Cerebral Blood Flow and Metabolism
・NEJM, Lancet, Science, Nature
・Merrit’s Neurology
・Adams & Victor Neurology
・Stroke (Mohr, Wolf, Grotta et al. Elsevier)
・Dementia (Burns, Obrien, Ames et al. Hodder Arnold)
・Alzheimer Disease (Terry, Katzman, Bick et al. LW&L)
・Endothelial Biomedicine (Aird)
・特になし。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

・到達目標の達成度について評価を行う。
・評価方法：レポート（100％）
・合格（単位修得）のための最低基準：基本的な設問について説明することができる。
・不明な点は以下へ問い合わせること。
メール：gr-med-neuro@omu.ac.jp、電話：06-6645-3889（脳神経内科学医局直通）
・脳卒中治療ガイドライン2021
・NEJM, Lancet, Science, Nature
・Merrit’s Neurology
・Adams & Victor Neurology
・Stroke (Mohr, Wolf, Grotta et al. Elsevier)
・Dementia (Burns, Obrien, Ames et al. Hodder Arnold)
・Alzheimer Disease (Terry, Katzman, Bick et al. LW&L)
・Endothelial Biomedicine (Aird)
・特になし。

トルーソー症候群の治療法のトピックス

脳出血急性期の降圧療法の進歩

高齢者におけるアミロイド血管症の問題

くも膜下出血の最新の治療法と今後の課題

アテローム血栓症の再発予防の課題

科目ナンバリング
（和）脳神経内科学（脳卒中特論）
（英）Neurology (Hot Topics in Stroke)
伊藤義彰、辻浩史、武田景敏、三野俊和

講義

1～2通 単位数 2

脳卒中の病態、検査法、治療法における、最新の問題点、研究課題を修得する。

・脳卒中治療ガイドライン2021などのガイ
ドラインはあらかじめ通読しておくこと。
・授業で提示された参考文献は事後に読み返
すこと。
・授業内容はレポートにまとめ学期の最後に
提出すること。

1. 脳卒中の主要な病型について、病態の問題点について理解する。
2. 主要な病型について、診断法の研究課題を理解する。
3. 主要な病型の最新の治療法について理解し、今後の課題について理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

2024 曜日・時限

血栓溶解療法の課題

急性期血管内血栓回収療法のトピックス

心原性塞栓症の治療と問題点
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

アミロイド伝播仮説の意義と問題点

治療標的としてのアミロイド：治療法の開発

Glymphatic系からみたアミロイドクリアラ
ンス

・認知症疾患診療ガイドライン2017などの
ガイドラインはあらかじめ通読しておくこ
と。
・授業で提示された参考文献は事後に読み返
すこと。
・授業内容はレポートにまとめ学期の最後に
提出すること。

演習

1～2通 単位数 2

文献リサーチ、発表、討論を通じて、認知症研究の問題点、研究課題を修得する。

1. アルツハイマー病の病態の問題点について理解する。
2. 認知機能障害の診断法の研究課題について理解を深める。
3. 認知症の最新の治療法について理解し、今後の課題について討論する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

タウ蛋白、アミロイド測定PETの開発

科目ナンバリング
（和）脳神経内科学演習（認知症研究演習）
（英）Neurology (Practice in Research of Cognitive Disorders)
伊藤義彰、辻浩史、武田景敏、三野俊和

脳タウ蛋白を標的とした治療法

プレクリニカルADの診断法の進歩

高齢者におけるアミロイド血管症の問題

レビー小体型認知症の最新の治療法と今後の
課題

・到達目標の達成度について評価を行う。
・評価方法：発表および質疑内容（100％）
・合格（単位修得）のための最低基準：基本的な設問について説明することができる。

・不明な点は以下へ問い合わせること
メール：gr-med-neuro@omu.ac.jp、電話：06-6645-3889（脳神経内科学医局直通）

・認知症疾患診療ガイドライン2017
・NEJM, Lancet, Science, Nature
・Merrit’s Neurology
・Adams & Victor Neurology
・Stroke (Mohr, Wolf, Grotta et al. Elsevier)
・Dementia (Burns, Obrien, Ames et al. Hodder Arnold)
・Alzheimer Disease (Terry, Katzman, Bick et al. LW&L)
・Endothelial Biomedicine (Aird)
・特になし。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

・到達目標の達成度について評価を行う。
・評価方法：発表および質疑内容（100％）
・合格（単位修得）のための最低基準：基本的な設問について説明することができる。

・不明な点は以下へ問い合わせること。
メール：gr-med-neuro@omu.ac.jp、電話：06-6645-3889（脳神経内科学医局直通）

・脳卒中治療ガイドライン2021
・NEJM, Lancet, Science, Nature
・Merrit’s Neurology
・Adams & Victor Neurology
・Stroke (Mohr, Wolf, Grotta et al. Elsevier)
・Dementia (Burns, Obrien, Ames et al. Hodder Arnold)
・Alzheimer Disease (Terry, Katzman, Bick et al. LW&L)
・Endothelial Biomedicine (Aird)
・特になし。

傍腫瘍症候群の治療法のトピックス

脳出血急性期の降圧療法の進歩

高齢者における脳出血の問題

くも膜下出血の最新の治療法と今後の課題

科目ナンバリング
（和）脳神経内科学演習（脳卒中研究演習）
（英）Neurology (Practice in Stroke Research)
伊藤義彰、辻浩史、武田景敏、三野俊和
2024 曜日・時限

脳梗塞超急性期治療の研究課題

血管内治療法のトピックス

新規経口抗凝固薬の問題点

・脳卒中治療ガイドライン2021などのガイ
ドラインはあらかじめ通読しておくこと。
・授業で提示された参考文献は事後に読み返
すこと。
・授業内容はレポートにまとめ学期の最後に
提出すること。

演習

1～2通 単位数 2

文献リサーチ、発表、討論を通じて、認知症研究の問題点、研究課題を修得する。
1. 脳卒中の病態研究について理解を深める。
2. 主要な脳卒中の病型について、診断法の研究課題を理解する。
3. 最新の脳卒中治療法について理解し、今後の課題について理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

抗血小板療法によるアテローム血栓症の再発
予防の課題

317



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

論文投稿準備

論文作成データ収集
論文作成画像処理
論文記載

発表予演会
発表内容修正

学会発表や論文発表の準備、発表後の事後的
な検討

到達目標の達成度について評価を行う
評価方法：内容の理解度、プレゼンテーションの技術、発表および質疑応答の内容で評価
（100％）
合格（単位修得）のための最低基準： 基本的な研究発表ができる
不明な点は以下へ問い合わせること
メール：gr-med-neuro@omu.ac.jp、電話：06-6645-3889（脳神経内科学医局直通）
・Merrit’s Neurology
・Adams & Victor Neurology
・Stroke (Mohr, Wolf, Grotta et al. Elsevier)
・Dementia (Burns, Obrien, Ames et al. Hodder Arnold)
・Alzheimer Disease (Terry, Katzman, Bick et al. LW&L)
・Endothelial Biomedicine (Aird)
・特になし。

発表課題検討
統計検討

発表後の事後的な検討

スライド作成準備
ポスター作成準備
発表原稿作成

実験手順検討
画像解析検討
測定方法検討

3～4通 単位数 2

1. 学会などで研究成果が発表できる
2. 研究の成果を論文にまとめることができる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（脳神経内科学）
（英）Exercise in Presentation
伊藤義彰、辻浩史、武田景敏、三野俊和
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回

追加データ測定(4) 測定データの整理
測定データの集計 統計学の復習
統計学的データ解析 統計学の復習

追加データ測定(1) 測定データの整理
追加データ測定(2) 測定データの整理
追加データ測定(3) 測定データの整理

測定データの集計 統計学の復習
統計学的データ解析 統計学の復習
研究方針の再検討 関連既報告の検索

データ測定(6) 測定データの整理
データ測定(7) 測定データの整理
データ測定(8) 測定データの整理

測定データの中間まとめ 統計学の復習
研究方針の再検討 関連既報告の検索
データ測定(5) 測定データの整理

データ測定(2) 測定データの整理
データ測定(3) 測定データの整理
データ測定(4) 測定データの整理

研究準備 研究対象の把握
測定機器準備 研究方法の復習
データ測定(1) 方法論の理解

研究対象の設定 動物実験マニュアルの把握
研究方法の検討 機器マニュアルの理解
統計学的手法の決定 統計学の復習

研究背景の検討 過去の文献の検索

演習

1～4通 単位数 8

内科、外科を含めた全身の各臓器疾患における神経疾患の位置づけを学び、神経疾患病態
解明、診断法の開発、治療法の確立についての研究を行う。

演習を通じて、最先端の神経疾患に関わる研究に携わり、自ら実践する。また成果につい
て論文、学会発表を行う。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究テーマの選定 関連文献の整理

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導（脳神経内科学）
（英）Advanced Course of Medical Research
伊藤義彰、辻浩史、武田景敏、三野俊和
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第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度について評価を行う。
評価方法：質疑応答、面接、口頭試問等を総合的に評価（100％）
合格（単位修得）のための最低基準： 基本的な研究方法について理解し、データのまと
め、発表ができる。

不明な点は以下へ問い合わせること
メール：gr-med-neuro@omu.ac.jp、電話：06-6645-3889（脳神経内科学医局直通）

・Merrit’s Neurology
・Adams & Victor Neurology
・Stroke (Mohr, Wolf, Grotta et al. Elsevier)
・Dementia (Burns, Obrien, Ames et al. Hodder Arnold)
・Alzheimer Disease (Terry, Katzman, Bick et al. LW&L)
・Endothelial Biomedicine (Aird)
・特になし。

論文抄録作成 論文記載方法の検索
論文方法論作成 方法論の復習
論文結果作成 結果の理解
学会発表準備 学会発表方法の検索
研究総括 論文、学会発表のまとめ
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回

科目ナンバリング
（和）放射線診断学・IVR学（放射線医学総論）
（英）Diagnosric and Interventional Radiology
三木 幸雄, 下野 太郎、山本 晃、影山 健、中野真理子
2024 曜日・時限

専門研修指導医より画像診断学に関する講義
を受ける

指導医とともに検査、治療を実施する

放射線医学の成書、学術雑誌を読み学習する

授業までに正常解剖についてひと通り学習し
ておくこと。また、学習内容を理解し、身に
着けるためには代表的疾患・治療手技の概念
を理解しておくことが重要である。そのた
め、各授業の前後にそれぞれ1 時間程度の予
習・復習を行うことが望ましい。

演習

1～2通 単位数 3

放射線科診療に必要な基礎的知識・病態を習得する科目。
放射線科専門医の資格を取得する。

画像診断と関連する基本的な解剖、発生、生理を説明できる。
頻度の高い疾患を適切に診断できる。
各種画像診断法の原理と特徴を理解し、個々の患者に最適な検査法を指示できる。
IVRの適応、手技内容、治療成績、合併症、放射線防護について深い知識を獲得するととも
に、頻度の高いIVRについて基本的な手技を実践できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
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第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

専門医試験

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
試験80%、発表20%
(3)合格（単位修得）のための最低基準
放射線科専門医認定試験に合格すること

特になし
・ Radiology
・ Japanese Journal of Radiology
・ American Journal of Neuroradiology
・ American Journal of Roentgenology
 ・ 即戦力が身につく脳の画像診断（メディカルサイエンスインターナショナル）
・ 画像診断を考える よりよい診断のために（学研メディカル秀潤社）
・ スクワイヤ放射線診断学（羊土社）
・ CardioVascular and Interventional Radiology

放射線科領域専門研修カリキュラム
大阪公立大学放射線科専門研修プログラム

 

日本医学放射線学会が開催・認定する教育講
演、セミナーにおいて画像診断学に関する講
習を受ける
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回

科目ナンバリング
（和）放射線診断学・IVR学（放射線診断学特論）
（英）Diagnostic Radiology
三木 幸雄, 下野 太郎
2024 曜日・時限

臨床現場において読影レポートを作成し、指
導医によるチェックをうける

ティーチングファイルなどを活用し学習する

院内カンファレンスにて症例を提示し、診
断、治療方針を討論する（1）

授業までに正常解剖についてひと通り学習し
ておくこと。また、学習内容を理解し、身に
着けるためには代表的疾患・治療手技の概念
を理解しておくことが重要である。そのた
め、各授業の前後にそれぞれ1 時間程度の予
習・復習を行うことが望ましい。

混合

1～2通 単位数 3

専門医レベルの放射線診断の知識を習得する科目。
画像診断に関する、より専門的な能力を身につけ、放射線診断専門医の取得を目指す。

専門医レベルの疾患に対し、指導医の管理のもと、放射線診断が実施可能な技能を身につ
ける。
より専門的な疾患について的確な画像診断レポートを作成することができる。
過去画像や臨床情報を参照し、客観的に適切な用語でレポート作成ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

院内カンファレンスにて症例を提示し、診
断、治療方針を討論する（2）
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第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

放射線医学に関する成書・学術雑誌を読み、
学習する

画像診断に関する最新の総説、診療ガイドラ
インを読み学習する

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
出席率100％
(3)合格（単位修得）のための最低基準
専門医に要求されるレベルの読影レポートが作成できる

予め「放射線診断学・IVR学（放射線医学総論）」を履修すること

・ Radiology
・ Japanese Journal of Radiology
・ American Journal of Neuroradiology
・ 即戦力が身につく脳の画像診断（メディカルサイエンスインターナショナル）
・ 画像診断を考える よりよい診断のために（学研メディカル秀潤社）
・ スクワイヤ放射線診断学（羊土社）

放射線科領域専門研修カリキュラム
大阪公立大学放射線科専門研修プログラム
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回

IVRに関する最新の総説、診療ガイドライン
を読み学習する

科目ナンバリング
（和）放射線診断学・IVR学（IVR特論）
（英）Interventional Radiology
山本 晃、影山 健、中野真理子
2024 曜日・時限

臨床現場において指導医とともに検査、治療
を実施する

ティーチングファイルなどを活用し典型的あ
るいは非典型的症例について学習する

院内カンファレンスにて症例を提示し、診
断、治療方針を討論する

授業までに正常解剖についてひと通り学習し
ておくこと。また、学習内容を理解し、身に
着けるためには代表的疾患・治療手技の概念
を理解しておくことが重要である。そのた
め、各授業の前後にそれぞれ1 時間程度の予
習・復習を行うことが望ましい。

混合

1～2通 単位数 3

専門医レベルの放射線診断の知識を習得する科目。
IVRに関する、より専門的な技能を身につけ、放射線診断専門医の取得を目指す。

IVRの適応、手技内容、治療成績、合併症、放射線防護について深い知識を獲得し、手技を
実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

IVRの成書、学術雑誌を読み学習する
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第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

臨床現場において指導医とともに検査、治療
を実施する

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
出席率100％
(3)合格（単位修得）のための最低基準
専門医に要求されるレベルの手技を実践できる

予め「放射線診断学・IVR学（放射線医学総論）」を履修すること

・ Radiology
・ Japanese Journal of Radiology
・ IVRのすべて（MEDICAL VIEW社）

放射線科領域専門研修カリキュラム
大阪公立大学放射線科専門研修プログラム
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

2024 曜日・時限

文献検索などを行い、最新の知見を収集し、
理解する（抄読会）

院内カンファレンスにて症例を提示し、診
断、治療方針を討論する

日本医学放射線学会が開催・認定する教育講
演、セミナーなどに参加し、画像診断に関す
る講習を受ける

授業までに正常解剖についてひと通り学習し
ておくこと。また、学習内容を理解し、身に
着けるためには代表的疾患・治療手技の概念
を理解しておくことが重要である。そのた
め、各授業の前後にそれぞれ1 時間程度の予
習・復習を行うことが望ましい。

混合

1～2通 単位数 2

専門医レベルの放射線診断の知識を習得する科目。
画像診断に関する、より専門的な能力を身につけ、放射線診断専門医の資格を取得する。

専門医レベルの疾患に対し、指導医の管理のもと、放射線診断が実施可能な技能を身につ
ける。
より専門的な疾患について的確な画像診断レポートを作成することができる。
過去画像や臨床情報を参照し、客観的に適切な用語でレポート作成ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

日本医学放射線学会総会、秋季臨床大会、地
方会、あるいはその他の学術集会などで症例
報告や一般演題を発表する

科目ナンバリング
（和）放射線診断学演習
（英）Basic Course of Diagnostic Radiology
三木 幸雄、 下野 太郎、山本 晃

臨床研究や症例報告などの論文を作成し学術
雑誌に投稿する
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

 

臨床現場において指導医とともに検査、治療
を実施する

専門医試験

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
試験100％
(3)合格（単位修得）のための最低基準
放射線診断専門医認定試験に合格すること

予め「放射線診断学・IVR学（放射線医学総論）」「放射線診断学・IVR学（放射線診断学
特論）」を履修すること

・ Radiology
・ Japanese Journal of Radiology
・ American Journal of Neuroradiology
・ 即戦力が身につく脳の画像診断（メディカルサイエンスインターナショナル））
・ 画像診断を考える よりよい診断のために（学研メディカル秀潤社）
・ スクワイヤ放射線診断学（羊土社）
放射線科領域専門研修カリキュラム
大阪公立大学放射線科専門研修プログラム
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回

2024 曜日・時限

IVRの適応、手技内容、治療成績、合併症、
放射線防護について深い知識を獲得するとと
もに、手技を実践できる。

文献検索などを行い、最新の知見を収集し、
理解する（抄読会）

日本医学放射線学会が開催・認定する教育講
演、セミナーにおいて画像診断に関する講習
を受ける

授業までに正常解剖についてひと通り学習し
ておくこと。また、学習内容を理解し、身に
着けるためには代表的疾患・治療手技の概念
を理解しておくことが重要である。そのた
め、各授業の前後にそれぞれ1 時間程度の予
習・復習を行うことが望ましい。

混合

1～2通 単位数 2

専門医レベルの放射線診断の知識を習得する科目。
IVRに関する、より専門的な技能を身につけ、放射線診断専門医の資格を取得する。

IVRの適応、手技内容、治療成績、合併症、放射線防護について深い知識を獲得し、手技を
実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

学会、研究会などに積極的に参加して最新の
知見を得る

科目ナンバリング
（和）IVR学演習
（英）Basic Course of Interventional Radiology
山本 晃、影山 健、中野真理子

日本医学放射線学会総会、秋季臨床大会、地
方会、あるいはその他の学術集会で症例報告
や一般演題を発表する

臨床研究や症例報告などの論文を作成し学術
雑誌に投稿する
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第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

 

専門医試験

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
出席率100％
(3)合格（単位修得）のための最低基準
専門医に要求されるレベルの手技を実践できる

予め「放射線診断学・IVR学（放射線医学総論）」「放射線診断学・IVR学（IVR学特
論）」を履修すること

・ Radiology
・ Japanese Journal of Radiology
・ IVRのすべて（MEDICAL VIEW社）

放射線科領域専門研修カリキュラム
大阪公立大学放射線科専門研修プログラム
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回

2024 曜日・時限

国内学会, 国際学会に参加し、最新の知見を
得ると共に、プレゼンテーション法について
理解
する

放射線診断に関する研究を実施し、得られた
結果をまとめる

学内予演会で口頭発表やポスター発表の方法
論を学び、実演する。

授業までに正常解剖についてひと通り学習し
ておくこと。また、学習内容を理解し、身に
着けるためには代表的疾患・治療手技の概念
を理解しておくことが重要である。そのた
め、各授業の前後にそれぞれ1 時間程度の予
習・復習を行うことが望ましい。

演習

3～4通 単位数 2

学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発表の方法論を学ぶ。

全国規模の学会もしくは、国際学会で研究成果を発表する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（放射線診断学・IVR学）
（英）Exercise in Presentation
三木 幸雄, 下野 太郎
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第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

 

全国規模の学会もしくは国際学会で発表する

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
発表100％
(3)合格（単位修得）のための最低基準
学会、研究会での発表が口演・ポスター合わせて３つ以上経験すること

特になし

各学会、研究会の抄録集・Web配信など

・ Radiology
・ Japanese Journal of Radiology
・ American Journal of Neuroradiology
・ 即戦力が身につく脳の画像診断（メディカルサイエンスインターナショナル）
・ 画像診断を考える よりよい診断のために（学研メディカル秀潤社）
・ スクワイヤ放射線診断学（羊土社）
・ Journal of Vascular and Interventional Radiology
・ 日本インターベンショナルラジオロジー学会雑誌
・ CardioVascular and Interventional Radiology
・ American Journal of Roentgenology
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導（放射線診断学・IVR学）
（英）Adovanced Course of Medical Research
三木 幸雄

演習

1～4通 単位数 8

画像診断学・IVR学について理解を深め、基礎的・臨床的研究能力を培い、創造性が高い研
究を遂行する。

専門学術雑誌（英文）に論文掲載されること。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

国内外の学術雑誌から、最新の知見、論文作
成方法について学ぶ

研究に必要な手順を学ぶ

研究の立案・実行

研究結果をまとめる

授業までに正常解剖についてひと通り学習し
ておくこと。また、学習内容を理解し、身に
着けるためには代表的疾患・治療手技の概念
を理解しておくことが重要である。そのた
め、各授業の前後にそれぞれ1 時間程度の予
習・復習を行うことが望ましい。
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第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

特になし

学術雑誌に投稿する

 

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
発表100％
(3)合格（単位修得）のための最低基準
学術雑誌に投稿し、採用されること。
特になし
・ Radiology
・ Japanese Journal of Radiology
・ American Journal of Neuroradiology
・ Journal of Vascular and Interventional Radiology
・ CardioVascular and Interventional Radiology
・ American Journal of Roentgenology
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【科目情報】
授業コード
授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回

第2回

第3回

第4回

第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

放射線物理総論（放射線の種類、性質、単
位）、放射線による細胞損傷とその修飾、放
射線感受性、放射線の有害事象、急性反応と
晩期反応、線量分割の効果、空間的線量分
布、各種照射法の特徴について学習する。

温熱療法の基礎と臨床、放射線治療の適応
（根治照射、予防照射、姑息照射）、高精度
照射法と適応（定位照射、強度変調放射線療
法など）、密封小線源治療、放射線治療計法
について学習する。

中枢神経系腫瘍、頭頸部腫瘍、肺がん、乳が
んの診断、消化器腫瘍、泌尿器・婦人科腫瘍
の診断と治療について学習する。

各授業内容を確認の上、それに関する教科書
もしくは文献に目を通し、質問項目をまとめ
ておく。また、事後の振り返りを行い、レ
ポートの作成を通じて理解度を各自、確認す
る。

講義

1～2通 単位数 2

腫瘍学および生物学的理論背景に基づいた放射線腫瘍学の基礎を学ぶ

がん治療の考え方、基礎的知識、最近の進歩について放射線腫瘍学の立場から説明でき
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）放射線腫瘍学総論
（英）Basic Radiation Oncology
澁谷 景子、細野 雅子、井口 治男、荻野　亮、林　謙治、椋本 宜学

（1）到達目標の達成度について評価を行う
（2）評価方法：面接（80%）とレポート（20%）にて、基礎的理解と知識が充分であるか
評価する
（3）合格（単位取得）のための最低基準
放射線科専門医試験（一次試験）に合格するレベルに達すること。
事前に参考文献、教科書をもとに学習をおこなっておくこと。
・がん・放射線療法 改訂第８版（Gakken）
・やさしくわかる放射線治療学（秀潤社、監修：日本放射線腫瘍学会）

臨床放射線生物学の基礎（エムプラン株式会社、放射線医療国際協力推進機構監訳）
放射線治療計画ガイドライン2020（日本放射線腫瘍学会編）　等
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回

2024 曜日・時限

中枢神経腫瘍、頭頸部腫瘍、肺がん、乳が
ん、食道がん、婦人科腫瘍の代表的疾患につ
いて根本的放射線治療の適応と意義。

中枢神経腫瘍、頭頸部腫瘍、肺がん、乳が
ん、食道がん、婦人科腫瘍の集学的治療の役
割

中枢神経腫瘍、頭頸部腫瘍、肺がん、乳が
ん、食道がん、婦人科腫瘍の臨床試験による
有効性と安全性の検討まで、一連の流れを演
習する。

各授業内容を確認の上、それに関する教科書
もしくは文献に目を通し、質問項目をまとめ
ておく。また、事後の振り返りを行い、理解
度を確認する。

演習

1～2通 単位数 4

腫瘍の特性と病態を把握し、新規治療の開発に取り組む

癌種、臨床病期別標準治療のエビデンスを理解し、新規治療法のプロトコルを立案でき
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）放射線腫瘍学特論
（英）Advanced Course for Radiotherapy
澁谷 景子、井口 治男、荻野　亮、林　謙治、椋本 宜学
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第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

専門医試験

（1）到達目標の達成度について評価を行う
（2）評価方法（定期試験、レポート、小テスト等）とその割合
1）考案した新規治療法につき効果と安全性を検討するために臨床試験を立案し、これを評
価する（40％）
2）放射線治療専門医試験と同レベルの定期試験を行い評価する(60％）
（3）合格（単位取得）のための最低基準
放射線治療専門医試験に合格できるレベルに達すること。

事前に教科書、参考文献をもとに学習をおこなっておくこと。

やさしくわかる放射線治療学（秀潤社、監修：日本放射線腫瘍学会）
がん・放射線療法 改訂第８版（Gakken）

臨床放射線生物学の基礎
放射線治療計画ガイドライン2020（日本放射線腫瘍学会編）
Clinical Trials in Oncology,3rd edition (Chapmann & Hall/CRC Interdisciplinary
Statistics)等
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

科目ナンバリング
（和）放射線生物学
（英）Radiation Biology
澁谷 景子、細野 雅子、井口 治男、荻野　亮、林　謙治
2024 曜日・時限

放射線生物総論；放射線の生物作用の特徴、
放射線の生物作用の物理化学的過程、標的
論・ヒット論と細胞致死効果：LQモデル、
放射線による損傷感知とシグナル伝達の分子
機構について学習する。

放射線生物効果の修飾：酸素効果と放射線増
感剤、放射線によるDNA損傷の種類と修復機
構、放射線と化学療法、温熱療法との相互作
用について学習する。

放射線照射による遺伝子発現への影響、腫
瘍、正常組織の反応様式と放射線感受性、放
射線による突然変異、遺伝的不安定性、がん
抑制遺伝子と細胞周期チェックポイント、粒
子線治療の生物効果、放射線高感受性の遺伝
性疾患の分子病態、放射線による発癌影響に
ついて学習する。

各授業内容を確認の上、それに関する教科書
もしくは文献に目を通し、質問項目をまとめ
ておく。また、事後の振り返りを行い、レ
ポートの作成を通じて理解度を各自、確認す
る

講義

1～2通 単位数 2

放射線腫瘍学の理論背景となる放射線基礎医学・生物学とその最新の知見について学習す
る。

放射線生物学の考え方、基礎的知識、最近の進歩について、放射線腫瘍学の立場から概説
することができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

各臓器がんにおける標準的な放射線療法と予
測される合併症につき、放射線生物学的観点
から考察する。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)評価方法：面接（80%）、レポート（20%）にて、基礎的理解と知識が充分であるか評
価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
放射線治療専門医試験に合格できるレベルに達すること。

事前に参考文献、教科書をもとに学習をおこなっておくこと。

・がん・放射線療法 改訂第８版（Gakken）
・やさしくわかる放射線治療学（秀潤社、監修：日本放射線腫瘍学会）
・放射線科医のための放射線生物学（篠原出版）

放射線基礎医学　第12版　青山　喬、丹羽太貫編著
臨床医が書いた放射線生物学　齋藤　勉著
臨床放射線生物学の基礎（エムプラン株式会社、放射線医療国際協力推進機構監訳）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回
第7回
第8回

第9回

第10回
第11回

第12回

第13回
第14回
第15回 婦人科腫瘍に対する強度変調放射線療法

孤立性肺腫瘍に対する定位放射線治療
標的体積の呼吸性移動に対する高精度照射法
脳腫瘍・頭頸部腫瘍に対する強度変調放射線
療法
消化器癌に対する強度変調放射線療法
前立腺がんに対する強度変調放射線療法

高精度照射法と適応；定位照射、強度変調放
射線療法など
粒子線治療の適応と臨床効果
高精度放射線治療における治療計画法
転移性脳腫瘍に対する定位放射線治療
脳内血管奇形、聴神経腫瘍に対する定位放射
線治療

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
高精度放射線治療総論；意義と特徴

高精度放射線治療の品質管理、患者固定法
高精度放射線治療の線量分割；手術的照射、
寡分割照射

2024 曜日・時限

各授業内容を確認の上、それに関する教科書
もしくは文献に目を通し、質問項目をまとめ
ておく。また、事後の振り返りを行い、レ
ポートの作成を通じて理解度を各自、確認す
る

科目ナンバリング
（和）高精度放射線治療学特論
（英）High-Precision External Beam Radiotherap
澁谷 景子、井口 治男、荻野　亮、林　謙治、椋本 宜学

治療物理の基礎；深部線量率、LET、ブラッ
グピークなど

講義

1～2通 単位数 2

高精度外部放射線治療；強度変調放射線治療・定位放射線照射・粒子線治療の基礎と臨床
について学ぶ
高精度放射線治療の特徴と治療計画法、品質管理の重要性、適応疾患について説明でき
る。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う。
(2)評価方法：面接（100%）、レポート（20%）にて、基礎的理解と知識が充分であるか
評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
放射線治療専門医の認定試験に合格できるレベルに達すること。

事前に参考文献をもとに学習をおこなっておくこと。

・がん・放射線療法 改訂第８版（Gakken）
・放射線治療計画ガイドライン2020年版（日本放射線腫瘍学会編）
Practical Essentials of Intensity Modulated Radiation Therapy - K.S. Clifford Chao MD
(LWW)
THE SBRT BOOK　体幹部定位放射線治療 - 武田 篤也 (篠原出版新社)
Re-Irradiation: New Frontiers - Carsten Nieder (Springer)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要
到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

放射線治療計画総論（治療計画の原理と方法
につき、実際の治療計画装置を使って学習す
る）

中枢神経腫瘍、頭頸部腫瘍（3次元原体照射
と強度変調放射線療法）、肺癌、乳癌、食道
癌、膵臓癌、前立腺癌、婦人科腫瘍の症例に
ついて、各々、放射線治療計画を立案し、課
題と解決方法について考察する。

各種画像診断における基礎的事項を予習して
おく

演習

1～2通 単位数 2

各種画像診断と放射線腫瘍学の知識に基づく放射線治療計画法について部位別に演習する

CT, MRI, PETなどの各種画像情報を基に放射線治療計画を立案できる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

3次元原体照射の治療計画方法を学習する
強度変調放射線療法の治療計画方法を学習す
る

科目ナンバリング
（和）放射線治療計画法演習
（英）Treatment Planning for Radiotherapy
澁谷 景子、井口 治男、荻野　亮、林　謙治、椋本 宜学

脳および体幹部定位放射線治療の治療計画方
法を学習する

小線源治療の治療計画方法を学習する

（1）到達目標の達成度について評価を行う
（2）評価方法（定期試験、レポート、小テスト等）とその割合
1)治療計画を立てた担当症例につき診療実績表を提出させ、評価する(60％)
2)例題を与え、治療計画を作成させ評価を行う(40％)
（3）合格（単位取得）のための最低基準
・代表的な疾患について、標準治療に基づく治療計画を立案できる。
特になし
・がん・放射線療法 改訂第８版（Gakken）
・放射線治療計画ガイドライン2020年版（日本放射線腫瘍学会編）

代表的照射野とCT場のターゲット（がん・放射線療法2010別冊）
RTOG Contouring Atlas 等
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

（1）到達目標の達成度について評価を行う
（2）評価方法：面接（100%）を実施し、基礎的理解と知識が充分であるか評価する
（3）合格（単位取得）のための最低基準
放射線治療専門医の認定試験（2次試験）に合格できるレベルに達すること。

事前に参考文献をもとに学習をおこなっておくこと。

・がん・放射線療法 改訂第８版（Gakken）
・放射線治療計画ガイドライン2020（日本放射線腫瘍学会編）

RTOG Contouring Atlas 等

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

※上記項目を120時間で行う。

科目ナンバリング

1～2通 単位数

放射線腫瘍科の個々の患者に対する治療方
針、放射線治療計画法、診察法、画像診断法
について学ぶ。放射線腫瘍医、診療放射線技
師、看護師、医学物理士との症例検討会に参
加する

各症例について予めカルテを参照し理解を深
めるとともに、治療方針について各自考察す
る

（和）放射線腫瘍学実習（「放射線腫瘍専門医養成コース」との共通科目）
（英）Clinical Practice of Radiation Oncology
澁谷 景子、井口 治男、荻野　亮、林　謙治、椋本 宜学

実習
2024 曜日・時限

4

個々の症例をもとに、放射線治療における治療計画や線量分割法、併用療法の決定根拠な
どを学ぶ

最新の画像診断学に基づく放射線治療計画と多職種連携による放射線治療を実践できる

343



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回

国内外の学術誌、および学会、研究会から最
新の知見について情報収集を行い、発表方法
について学習する。

過去の知見から結果や現象を分析し、課題の
抽出と解決までのプロセスを考察する。

研究計画を立案、遂行し、結果を発表形式に
まとめる。

関連する文献を各自検索し、リストにまとめ
ておく

発表形式に結果をまとめ、予行を行うことで、研究成果を発表するための方法論を学ぶ。
発表ならびに質疑応答を適切に行えるよう演習する。

筆頭著者として全国規模の学会、もしくは国際学会にて研究成果を発表することができ
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

3～4通 単位数 2

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（放射線腫瘍学）
（英）Exercise in Presentation
澁谷 景子、井口 治男、荻野　亮、林　謙治、椋本 宜学
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第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

口頭発表、ポスター発表の両形式で予演を行
い、表現方法を学習する。
日本語と英語の両方で行う。

国内外の学会で発表を行う。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
プレゼンテーション内容、伝達技術50％　質疑応答の内容50％
(3)合格（単位修得）のための最低基準
研究成果を所定の時間内にプレゼンテーションし、質疑に対し適切に答えることができ
る。

事前に参考文献をもとに学習をおこなっておくこと。

各学会が配信するweb講演、学会や研究会の抄録、スライドなど

・International Journal of Radiation Oncology, Biology, Physics
・Jounal of Clinical Oncology
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

放射線生物学、放射線物理学の基礎、ならびに、放射線治療の適応疾患、病態、標準治療
とその科学的根拠を学習することで、がん診療の基礎から臨床までをシームレスに理解
し、現状の課題につき考察する。さらに、その課題と考察に基づく最先端の医学研究を企
画、遂行する。

科目ナンバリング
（和）研究指導　（放射線腫瘍学）
（英）Advanced Course of Medical Research
澁谷　景子、井口 治男、荻野　亮、林　謙治、椋本 宜学
2024 曜日・時限
演習

1～4通 単位数 8

学会などで研究成果が発表できる。
研究の成果を論文にまとめることができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

医学研究を立案、遂行する。

放射線生物学、放射線物理学の基礎につい
て、成書ならびに最新の学術論文を読み学習
する。

放射線治療の主な適応疾患、病態、標準治療
とその科学的根拠を学習する。

学会やセミナーに出席、または最先端の学術
論文を読み、がん診療における課題や問題点
を考察する。

関連する文献を各自検索し、リストにまとめ
ておく

346



第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
プレゼンテーション50％　質疑応答対応50％
(3)合格（単位修得）のための最低基準
全国規模の学会もしくは、国際学会で研究成果を発表できる。

特になし
・臨床放射線生物学の基礎：原著第4版改訂版（放射線医療国際協力機構）
・放射線治療物理学　荒木不二男編著、日本医学物理学会監修（国際文献社）
・Interdisciplinary statistics: clinical trials in oncology, Chapman & Hall/CRC

・International Journal of Radiation Oncology, Biology, Physics
・Jounal of Clinical Oncology

研究成果をまとめ、学術雑誌に投稿ならびに
学会発表とおこなう。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第1−10回

第11-20回

第21-30回

第31-45回

* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）核医学（核医学総論）
（英）Nuclear　Medicine
河邉讓治、東山滋明、吉田敦史

核医学画像における動態・静態画像の意義
と、定量的画像解析　担当：東山滋明

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

講義

1～2通 単位数 3

核医学検査の成り立ちと撮像方法；放射性医薬品の調剤および管理について

１，シンチグラムの作成方法を理解し、機能データの作成とその解析を理解する。
２，放射性医薬品の調剤方法を習得し、精度管理方法を理解する。
３，放射線被爆の観点から、安全な取り扱いや破棄方法を習得する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
核医学検査の成り立ちと、画像作成方法　担
当：河邉讓治

授業までに学習内容を理解する為、核医学
ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外
医学社）などを用いて、一定時間の予習が望
ましい。

放射線被曝防護の重要性の理解と安全な取り
扱い　担当；吉田敦史

授業までに学習内容を理解する為、核医学
ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外
医学社）などを用いて、一定時間の予習が望
ましい。

核医学における最新の画像撮像方法　担当：
河邉讓治

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

参照参考書での事前予習、核医学HPを参照し、どのような学問であるかを先に知っておく
ことが重要である。

核医学検査の成り立ちと撮像方法について学び、実際の検査の指示ができることを最終目
標とする。

放射性医薬品の調剤と管理・廃棄庫の現場を実地にて経験することに加えて臨床の現場に
おける診断画像レポート作成を指導する。毎回作成されたレポートを採点し評価すること
で出席確認と毎回の小テストを行ったこととする。臨床の現場における画像診断レポート
の作成の上達をもって、知識の習得が十分であるかを評価する。
合格の最低基準；放射性医薬品の安全な使用と管理を説明できる。
授業までに学習内容を理解する為、核医学ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外医
学社）などを用いて、一定時間の予習が望ましい。

核医学ノート、核医学テキスト

最新臨床核医学
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第1-10回

第11-20回

第21-31回

第31-45回

* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）核医学（核医学各論）
（英）Nuclear　Medicine
河邉讓治、東山滋明、吉田敦史

核医学臨床画像における定量的解析の意義
担当：東山滋明

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

講義

1～2通 単位数 3

核医学検査の各論：多種多様なシンチグラムの意義と、放射線内用療法について

１，シンチグラムおよびPET画像の生理的集積と異常集積を理解する。
２，得られた臨床画像から、病態を理解する。
３，放射線内用療法の適応と治療方法を理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
放射線医薬品の生理的集積と異常集積につい
て：担当東山滋明

授業までに学習内容を理解する為、核医学
ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外
医学社）などを用いて、一定時間の予習が望
ましい。

放射線内用療法の機序について　担当：河邉
讓治

授業までに学習内容を理解する為、核医学
ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外
医学社）などを用いて、一定時間の予習が望
ましい。

放射線内用療法の最新のトピックス　担当：
河邉讓治、吉田敦史

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

参照参考書での事前予習、核医学HPを参照し、どのような学問であるかを先に知っておく
ことが重要である。

多種多様なシンチグラムの意義と、放射線内用療法を学ぶ。最終目標はシンチグラム検査
の成り立ちを説明できるようになること、内用療法の特徴を説明できることにある。

臨床の現場における核医学治療病室の見学と診断画像レポート作成を指導する。毎回作成
されたレポートを採点し評価することで出席確認と毎回の小テストを行ったこととする。
隔離病棟の見学および、画像診断レポートの作成にて、内用療法についての知識の習得が
十分であるかを評価する。
合格の最低基準：放射線内用療法の原理をを説明できる。
授業までに学習内容を理解する為、核医学ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外医
学社）などを用いて、一定時間の予習が望ましい。

核医学ノート、核医学テキスト
最新臨床核医学
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第1-5回

第6-10回

第11−15回

* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

得られた臨床画像と定量データからの病態理
解

授業までに学習内容を理解する為、核医学
ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外
医学社）などを用いて、一定時間の予習が望
ましい。

参照参考書での事前予習、核医学HPを参照し、どのような学問であるかを先に知っておく
ことが重要である。

臓器別のシンチグラフィの画像所見を学ぶ。最終目標は多種多様なシンチ検査の特徴・使
い分けを説明できることにある。

臨床の現場における診断画像レポート作成を指導する。毎回作成されたレポートを採点し
評価することで出席確認と毎回の小テストを行ったこととする。臨床の現場における画像
診断レポートから、知識の習得が十分であるかを評価し、知識の習得が十分であるか、所
見内容が説明できるかを評価する。
合格の最低基準；放射性医薬品の集積機序、異常所見を説明できる。

授業までに学習内容を理解する為、核医学ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外医
学社）などを用いて、一定時間の予習が望ましい。

核医学ノート、核医学テキスト
最新臨床核医学

撮像されたシンチグラムで得られた臨床画像
データの処理

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

混合

1～2通 単位数 1

臓器別のシンチグラフィの画像所見；得られた臨床画像の意義を理解について

１，シンチグラムで使用する放射性医薬品の臓器への集積機序を理解する。
２，シンチグラムの臨床画像における異常所見を指摘し、定量画像解析を行う。
３，シンチグラムで得られた定量データを参考にして、病態の解明ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
多種多様なシンチグラムに用いる放射線医薬
品の集積機序

授業までに学習内容を理解する為、核医学
ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外
医学社）などを用いて、一定時間の予習が望
ましい。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）核医学実習（核医学機能画像実習１）
（英）Nuclear Medicine
河邉讓治、東山滋明、吉田敦史
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第1-5回

第6-10回

第11−15回

* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

得られた臨床画像と定量データからの病態理
解

授業までに学習内容を理解する為、核医学
ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外
医学社）などを用いて、一定時間の予習が望
ましい。

参照参考書での事前予習、核医学HPを参照し、どのような学問であるかを先に知っておく
ことが重要である。

核医学検査で最も臨床面に沿った検査であるFDG-PET/CTの原理を学ぶ。臨床検査結果に
触れることで、検査の意義や検査結果をレポートとして反映できるようになることを最終
目標とする。

臨床の現場におけるFDGーPET /CT診断画像レポート作成を指導する。毎回作成されたレ
ポートを採点し評価することで出席確認と毎回の小テストを行ったこととする。臨床の現
場における画像診断レポートの作成の上達をもって、知識の習得が十分であるかを評価
し、所見内容が説明できるかを評価する。
合格の最低基準；FDGの集積と異常集積の病的意義を説明できる。
授業までに学習内容を理解する為、核医学ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外医
学社）などを用いて、一定時間の予習が望ましい。

核医学ノート、核医学テキスト
最新臨床核医学

撮像されたPET画像で得られた臨床画像デー
タの処理

授業までに学習内容を理解する為、核医学
ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外
医学社）などを用いて、一定時間の予習が望
ましい。

混合

1～2通 単位数 1

FDG−PETの臨床画像：FDGの集積と病的意義について
１，糖代謝を反映するFDG-PET使用する放射性医薬品の臓器への集積機序を理解する。
２，FDG-PETの臨床画像における異常所見を指摘し、定量画像解析を行う。
３，FDG-PETで得られた定量データを参考にして、病態の解明ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
多種多様な癌疾患に用いるFDGの集積機序 授業までに学習内容を理解する為、核医学

ノート（金原出版）、核医学テキスト（中外
医学社）などを用いて、一定時間の予習が望
ましい。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）核医学実習（核医学機能画像実習2）
（英）Nuclear Medicine
河邉讓治、東山滋明、吉田敦史
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-8回
第9-30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

授業までに学習内容を理解するため、それぞ
れ一定時間の予習復習を行うことが望まし
い。

科目ナンバリング
（和）診断病理・病理病態学（病理診断総論）
（英）Pathology
孝橋 賢一、大江 知里

病理診断学総論

講義

1～2通 単位数 4

医学研究を行う上で必要な、疾患の形態学的変化について理解を深める。また、形態学、
病理診断学、病理学的研究法についての知識を得る。

病理学の基本的知識と方法を理解し、病理診断や病理学的研究を行うことができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
病理学総論

試験

病理学、病理診断学の基本的な知識を身につけているかどうかを、面接(100%)にて評価す
る。単位取得のための基準は代表的な疾患の病理学的な所見とその診断方法を説明できる
こととする。

事前に教科書、参考文献をもとに学習を行っておくことが望ましい。また、得られた知識
を実際の病理診断において実践することが望ましい。

Rubin’s Pathology 8th ed. 2019
Rosai and Ackerman’s Surgical Pathology 11th ed. 2018

New England Journal of Medicine
Histopathology
American Journal of Surgical Pathology
Journal of  Pathology 他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-8回
第9-30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

授業までに学習内容を理解するために、それ
ぞれ一定の時間、予習復習することが望まれ
る。

科目ナンバリング
（和）診断病理・病理病態学（腫瘍病理診断総論）
（英）Pathology
孝橋 賢一、大江 知里

腫瘍鑑別診断学技術総論

講義

1～2通 単位数 2

腫瘍の診断や研究を行う上で必要な形態学的変化について理解を深める。また、形態学
的、病理学的研究法について知識を得る。

良性腫瘍、悪性腫瘍の病理診断や病理学的研究を行う上での基本的な知識をえ、腫瘍の臨
床組織学的特徴について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
腫瘍病理診断学総論

試験

腫瘍診断のための基本知識が身についているか口頭試問（100％）で評価する。単位取得
のための基準は。代表的な良性腫瘍や悪性腫瘍の病理組織学的特徴とその診断方法を説明
できることとする。

事前に教科書や参考文献を元に学習を行っておくこと

Rubin’s Pathology 8th ed. 2019
Rosai and Ackerman’s Surgical Pathology 11th ed. 2018

New England Journal of Medicine
Histopathology
American Journal of Surgical Pathology
American Journal of Pathology 他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-15回

第16-30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

テーマに関連した文献を検索し、内容を通読
しておくのが望ましい。

科目ナンバリング
（和）診断病理・病理病態学（腫瘍診断学特論）
（英）Pathology
孝橋 賢一、大江 知里

泌尿器腫瘍についての知見検討（担当　大江
知里）

講義

1～2通 単位数 2

悪性腫瘍の中から、小児腫瘍、骨軟部腫瘍、泌尿器腫瘍における臨床病理研究の最新の知
見について学ぶ。

小児腫瘍、骨軟部腫瘍、泌尿器腫瘍の最新の知見を理解し、課題について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
小児・骨軟部腫瘍についての知見検討（担当
孝橋 賢一）

試験

小児腫瘍、骨軟部腫瘍、泌尿器腫瘍についての最新に知見を有しており、課題を述べれる
かどうか口頭試問を行い評価する。単位取得いための基準は小児腫瘍、骨軟部腫瘍、泌尿
器腫瘍の今後の課題について説明できることとする。

関連した文献を検索し、学習することが望ましい。

小児腫瘍、骨軟部腫瘍、泌尿器腫瘍に関する論文等のレジュメを準備する。

American Journal of Pathology
American Journal of Surgical Pathology
New England Journal of Medicine
Nature Medicine他参考書の情報を記載してください。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）診断病理・病理病態学（病理診断学演習）
（英）Practice in diagnostic pathology
孝橋 賢一、大江 知里、田中 さやか

試験

演習

1～2通 単位数 2

病理診断を習得する

・手術検体や剖検臓器から肉眼所見をとり説明できる。組織所見をまとめ診断書を作成で
きる。剖検所見をまとめ、臨床病理関連を説明できる。細胞診の所見をまとめ報告でき
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
病変の肉眼所見取り方
手術検体の切り出し方法
免疫組織化学、分子病理学的所見の評価法
組織診断、細胞診断と報告
病理解剖手技と診断報告
についての演習を行う。

それぞれの演習の前後で一定時間予習復習す
ることが望ましい。

病理診断に必要な知識と手技を身につけているかどうか、面接（100％）にて評価する。
単位取得の基準としては検体の切り出しから組織診断を行い、適切な病理レポートを報告
できることとする。

前もって病理診断学のテキストを通読しておくことが望ましい。

Rosai and Ackerman’s Surgical Pathology 11th 2018

Histopathology
American Journal of Surgical Pathology 他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-8回
第9-30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

悪性腫瘍診断に必要な基礎知識、診断のための方法についての知識が十分であるか口頭試
問（100%）で評価する。
単位取得のための基準は、代表的な悪性腫瘍の病理組織学的特徴とその診断方法を説明で
きることとする。

事前に教科書、参考文献を元に学習を行っておくこと

Rosai and Ackerman’s Surgical Pathology 11th ed. 2018

Rubin’s Pathology 8th ed. 2019

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
悪性腫瘍診断総論演習

試験

2024 曜日・時限

演習までに一定時間予習復習を行うことが望
ましい。

科目ナンバリング
（和）診断病理・病理病態学（腫瘍病理診断学演習）
（英）Practice in neoplastic pathology
孝橋 賢一、大江 知里

悪性診断各論演習

演習

1～2通 単位数 2

腫瘍、特に悪性腫瘍における病理診断を習得する。

腫瘍の肉眼所見をとり、癌取り扱い規約に剃って切り出すことができる。癌の臨床所見を
説明できる。癌の鑑別診断、組織診断を行うことができる。鑑別診断のため、適切な染色
法を選択できる。補助診断に必要な分子病理学的検索法を選択できる。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

プレセンテーションの内容と質疑応答により評価を行う。

・内容を理解するためそれぞれで一定の時間自主的に学習することが望ましい。

自らのテーマに関連した論文

特になし

試験

演習

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を単位として認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポス
ター発表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

研究計画の立案、データ収集、評価を行い、学会発表や論文発表ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
口頭発表、ポスター発表の準備と発表演習
論文作成演習

自分のテーマに沿った関連論文を読む

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（診断病理・病理病態学）
（英）Exercise in Presentation
孝橋 賢一、大江 知里
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-59回

第60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。
　発表および質疑応答の内容で評価する。

・学習内容を理解するため、各一定の時間予習復習することが望ましい。

・テーマに選んだ史観に関する関連論文。
PubMed
特になし

1～4通 単位数 8

悪性腫瘍の１つをテーマに選び、研究計画、データ収集とその評価法, 論文作成について指
導を行う。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究計画、データ収集、評価法悪性腫瘍の、
臨床病理学的特徴について理解しておくこと
が望ましい。
論文作成

悪性腫瘍の、臨床病理学的特徴について理解
しておくことが望ましい。

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。

試験

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導　（診断病理・病理病態学）
（英）Advanced Course of Medical Research
孝橋 賢一
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

急性疼痛の成立機序と鎮痛法
ペインクリニック学会ガイドライン、Miller
Annesthesisa(7版)などを用いて、各一定の
時間予習復習することが望ましい。

周術期超音波診断学総論
周術期超音波診断学・治療ガイドを用いて予
習・復習することが望ましい。

事前・事後学習の内容

局所麻酔薬の作用機序

日本麻酔科学会ガイドライン、Miller
Anesthesia(10版)などを用いて、予習・復習
することが望ましい。麻酔薬の臨床薬物動態

心血管反応の評価と予後因子
日本麻酔科学会ガイドライン、Miller
Anesthesia(7版)などを用いて、予習・復習
することが望ましい。

科目ナンバリング
（和）麻酔科学総論
（英）Anesthesiology general theory
森　隆、矢部充英、田中克明、松浦正、舟井優介、末廣浩一、堀耕太郎、辻川翔吾
藤本陽平、日野秀樹
2024 曜日・時限

全身麻酔法

局所麻酔法

全身麻酔薬の作用機序

日本麻酔科学会ガイドライン、Miller
Anesthesia(7版)などを用いて、予習・復習
することが望ましい。

日本麻酔科学会ガイドライン、Miller
Anesthesia(8版)などを用いて、予習・復習
することが望ましい。

日本麻酔科学会ガイドライン、Miller
Anesthesia(9版)などを用いて、予習・復習
することが望ましい。

講義

1～2通 単位数 3

麻酔科学総論に関する授業。博士課程の初年度に行う。細目は麻酔薬の作用機序、臨床薬
理、循環制御、痛みの発生機序などに分けて、各3-4回ずつの講義を行う。

1. 全身麻酔薬および局所麻酔薬の作用機序を理解して、説明することができる。
2. 麻酔薬の臨床薬物動態を理解して、説明できる。
3. 急性疼痛の成立機構と鎮痛機構について解説できる。
4. 周術期超音波診断学の概要について理解して、説明できる。

各回の授業内容
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標は
1. 全身麻酔薬および局所麻酔薬の作用機序を理解して、説明することができる。
2. 麻酔薬の臨床薬物動態を理解して、説明できる
3. 急性疼痛の成立機構と鎮痛機構について解説できる。
4. 周術期超音波診断学の概要について理解して、説明できる。
それぞれについて筆記試験(50%)、面接・口頭試問(50%)を実施する。合計60%以上を合格
基準として設定する。
講義内容を効率的に理解するために、授業までに予習し授業後に復習をすることが望まし
い。

日本麻酔科学会ガイドライン、Miller Anesthesia(7版)

Anesthesiology, Pain, British Journal of Anaesthesia, Anesthesia and Analgesia, Journal
of Cardiothoracic and Vascular Anesthesia

筆記試験

面接・口頭試問

超音波診断法の基礎
周術期超音波診断学・治療ガイドを用いて予
習・復習することが望ましい。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

2024 曜日・時限

周術期管理の基礎

周術期管理チーム

日本集中医療学会ガイドライン、
周術期管理チームテキストなどを用いて、予
習復習することが望ましい。

日本集中医療学会ガイドライン、
周術期管理チームテキストなどを用いて、予
習復習することが望ましい。

講義

1～2通 単位数 3

麻酔科学では手術管理だけではなく、術前・術後を含めた周術期医療を学ぶ必要がある。
周術期医療の概論を細目に分けて講義する。各細目2-3回ずつの講義を行う。

1. 周術期管理の概要を理解し、説明することができる。
2. 周術期の合併症とその対策・治療について理解し、説明することができる。
3. 周術期管理における最近の話題について解説できる。
4. 経食道心エコーを含めた、周術期超音波装置の使用について理解して、実践できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）周術期管理概論
（英）Perioperative management general theory
森　隆、矢部充英、田中克明、松浦正、舟井優介、末廣浩一、堀耕太郎、辻川翔吾
藤本陽平、日野秀樹

術前管理
日本集中医療学会ガイドライン、
周術期管理チームテキストなどを用いて、予
習復習することが望ましい。

術中呼吸管理
周術期管理チームテキストなどを用いて予習
復習することが望ましい。

術中循環管理
周術期管理チームテキストなどを用いて予習
復習することが望ましい。

経食道心エコー法の基礎
周術期管理チームテキストなどを用いて予習
復習することが望ましい。

経食道心エコー法の応用
周術期管理チームテキストなどを用いて予習
復習することが望ましい。

周術期超音波機器の使用
ポイントオブケア超音波などを用いて予習・
復習することが望ましい。

術後管理
日本麻酔科学会ガイドライン、周術期管理
チームテキストなどを用いて予習復習するこ
とが望ましい。
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回
第32回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

疼痛管理
日本麻酔科学会ガイドライン、周術期管理
チームテキストなどを用いて予習復習するこ
とが望ましい。

周術期栄養管理
日本集中医療学会ガイドライン、
周術期管理チームテキストなどを用いて、予
習復習することが望ましい。

面接・口頭試問

筆記試験

1. 周術期管理の概要を理解し、説明することができる。
2. 周術期の合併症とその対策・治療について理解し、説明することができる。
3. 周術期管理における最近の話題について解説できる。
4. 経食道心エコーを含めた超音波装置の使用について理解し、実践できる。
それぞれについて筆記試験(50%)、面接・口頭試問(50%)を実施する。合計60%以上を合格
基準として設定する。

講義内容を効率的に理解するために、各授業までに一定時間予習復習をすることが望まし
い。
日本集中医療学会ガイドライン、
周術期管理チームテキスト、周術期経食道心エコー実践法

Anesthesiology, Critical Care Medicine
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

第17回

第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

2024 曜日・時限

疼痛管理の基礎

ペインクリニックにおける診断

慢性疼痛に対する治療
慢性疼痛治療ガイドライン、ペインクリニッ
ク診断・治療ガイドを用いて予習・復習する
ことが望ましい。

日本ペインクリニック学会ガイドライン、ペ
インクリニック診断・治療ガイドを用いて予
習・復習することが望ましい。

日本ペインクリニック学会ガイドライン、ペ
インクリニック診断・治療ガイドを用いて予
習・復習することが望ましい。

講義

1～2通 単位数 2

疼痛管理は、手術における術後鎮痛やペインクリニックでの治療法として大変重要な分野
である。周術期の疼痛管理とペインクリニックに分けて講義を行う。治療法の中では、超
音波ガイド下神経ブロックについて多くの時間をあてて講義を行う。

1. 疼痛管理の概要を理解し、説明することができる。
2. ペインクリニックの診断法と治療法について説明できる。
3. 疼痛管理における最近の話題について解説できる。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）疼痛管理概論
（英）Pain management general theory
森　隆、矢部充英、堀耕太郎、辻川翔吾

事前・事後学習の内容

疼痛に対する神経ブロック1
日本ペインクリニック学会ガイドライン、ペ
インクリニック診断・治療ガイドを用いて予
習・復習することが望ましい。

疼痛に対する神経ブロック2
日本ペインクリニック学会ガイドライン、ペ
インクリニック診断・治療ガイドを用いて予
習・復習することが望ましい。

超音波ガイド下神経ブロック1
周術期超音波ガイド下神経ブロック、痛みの
ための超音波神経ブロック実践テキストを用
いて、予習・復習することが望ましい。

超音波ガイド下神経ブロック2
周術期超音波ガイド下神経ブロック、痛みの
ための超音波神経ブロック実践テキストを用
いて、予習・復習することが望ましい

疼痛に対する薬物療法
ペインクリニック診断・治療ガイド、神経障
害性疼痛薬物療法ガイドラインを用いて予
習・復習することが望ましい。
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第25回

第26回

第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

術後疼痛管理
Miller Anesthesia(7版)、周術期管理チーム
テキストを用いて予習することが望ましい。

筆記試験

緩和医療における疼痛管理

面接・口頭試問

専門家をめざす人のための緩和医療医学を用
いて予習・復習することが望ましい。

到達目標は
1.疼痛管理の概要を理解し、説明することができる。
2.ペインクリニックの診断法と治療法について説明できる。
3.疼痛管理における最近の話題について解説できる。
それぞれについて筆記試験(50%)、面接・口頭試問(50%)を実施する。合計60%以上を合格
基準として設定する。

講義内容を効率的に理解するために、各授業までに予習復習をすることが望ましい。

日本ペインクリニック学会ガイドライン、ペインクリニック診断・治療ガイド、専門家を
めざす人のための緩和医療医学

Anesthesiology, Pain
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（麻酔科学）
（英）Exercise in Presentation
森　隆、田中克明、松浦正、舟井優介、末廣浩一、堀耕太郎、辻川翔吾、藤本陽平、日野
秀樹

2024 曜日・時限
演習

3～4通 単位数 2

・学会発表の抄録を作成できるようになる。
・学会発表のスライドを作成できるようになる。
・学会発表を行って、その内容を論文にまとめる。最終的には医学雑誌への投稿を目標と
する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
学会発表に向けた抄録の作成 「学会発表を行う症例の選定」や「発表する

学会の選定」について候補を挙げておく。

学会発表のスライド作成 抄録採用の通知後には、担当指導官とスライ
ド作成までの計画をたてる。

学会発表予行 時間内に内容明瞭な論旨展開で発表するため
の予行。発表原稿の作成も同時に行う。
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第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

論文作成・投稿 学会発表の内容を踏まえて、論文にまとめて
医学雑誌への投稿を行う。

・作成された学会抄録を評価する。投稿可能なレベルまで校正を行う。
・学会発表用に作成されたスライドを評価する。発表できるレベルに達することが必要
・学会発表のプレゼンテーションを評価する。発表できるレベルに達することが必要
・論文投稿のための原稿を評価する。投稿可能なレベルまで達することが必要

事前学習は課さないが、和文・英文医学雑誌に目を通して、各自の発表に組み入れられる
論文を収集しておくことが必要。

和文・英文医学雑誌　麻酔、臨床麻酔、Anesthesiology, Pain, British Journal of
Anaesthesia, Anesthesia and Analgesia, Anaesthesia　等

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回

第7回

第8回

第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回

「みんなの医療統計」などを使用して予習・
復習することが望ましい。

「みんなの医療統計」などを使用して予習・
復習することが望ましい。

倫理問題の検討

麻酔科領域の基礎研究

麻酔科領域の臨床研究

臨床研究における結果の解釈

統計学的分析

Anesthesiology, British Journal of
Anaesthesia, Anesthesia & Analgesiaから論
文を紹介する。

Anesthesiology, Pain, British Journal of
Pharmacologyなどから論文を紹介する。

臨床研究に関する倫理指針（厚生労働省）を
使用して予習・復習することが望ましい。

1～4通 単位数 8

「あなたの臨床研究応援します」などを使用
して予習・復習することが望ましい。

「臨床研究の教科書」、「あなたの臨床研究
応援します」などで予習することが望まし
い。

Anesthesiology, Painなどの医学雑誌から基
礎研究の原著を使用する。使用する論文を事
前学習することが望ましい。

・麻酔科学における基礎研究・臨床研究に関する知識を習得する。
・麻酔科学分野での研究計画を立案できるようになる。
・研究倫理について理解して、説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

基礎研究と臨床研究の概要について講義を行う。最終学年なので、麻酔科学分野での研究
計画を立案して実践する演習を行う。

基礎研究の目的と実験手法

基礎研究におけるデータ解析と結果解釈

臨床研究の目的

臨床研究のデザイン

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導（麻酔科学）
（英）Anesthesiology research training
森　隆、田中克明、松浦正、舟井優介、末廣浩一、堀耕太郎、辻川翔吾、日野秀樹
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

臨床研究の実験計画書作成と実施 演習として行う。

基礎研究の実験計画書作成と実施 演習として行う。

・基礎研究と臨床研究それぞれについて、研究計画書を作成してもらう。提出された計画
書を評価し、承認できるまで改訂を行ってもらう。
・研究計画書をもとに、研究を実施してもらう。研究実施報告書を提出してもらい評価す
る。研究実施内容が概ね研究計画に沿っていれば合格とする。

・その授業を履修する際の注意事項、関連する科目（予め履修すべき科目を含む。）な
ど、学生に必要と思われる情報を記載してください。

「あなたの臨床研究応援します」、「みんなの医療統計」などを教科書として使用する。
Anesthesiology, British Journal of Anaesthesia, Anesthesia & Analgesiaなどの麻酔科領
域医学雑誌から論文を使用する。

Anesthesiology, Pain, British Journal of Anaesthesia, Anesthesia and Analgesia
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

2024 曜日・時限

授業までに学習内容を理解するため、JRC蘇
生ガイドライン、AHA　ACLSガイドライン
などを用いて、各一定の時間、予習復習を行
うことが望ましい。

科目ナンバリング
（和）救急医学（蘇生学）
（英）Traumatology and Critical Care Medicine
西村　哲郎、日村　帆志、岡畠　祥憲

心停止の疫学（２）西村

講義

1～2通 単位数 2

救急医学における心肺蘇生学について、心肺蘇生の病態、蘇生法、蘇生後の管理法に関す
る理解を深めるものである。

1. 心肺蘇生学領域における病態生理について説明できる。
2. 心肺蘇生学領域における蘇生法について説明できる。
3. 心肺蘇生学における蘇生後病態に対する治療について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
心停止の疫学（１）西村

心停止の病態生理（１）岡畠
心停止の病態生理（２）岡畠
心停止の病態生理（３）日村
心肺蘇生学における最新のトピックス（１）
西村
心肺蘇生学における最新のトピックス（２）
西村
心肺蘇生学における最新のトピックス（３）
西村
心肺蘇生学における最新のトピックス（４）
日村
心肺蘇生学における最新のトピックス（５）
日村
PCAS管理における最新のトピックス（１）
岡畠
PCAS管理における最新のトピックス（２）
岡畠
PCAS管理における最新のトピックス（３）
岡畠
PCAS管理における最新のトピックス（４）
日村
PCAS管理における最新のトピックス（５）
日村
試験
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

1. 到達目標の達成度について評価を行う
2. レポート60点、小テスト40点
3. 60点以上を合格とする

救急医学医局にて随時質問を受け付ける
（メールアドレス）溝端　康光：mizobata@omu.ac.jp

New England Journal of Medicine、Resuscitation、JAMAの掲載論文を配布する
JRC蘇生ガイドライン

New England Journal of Medicine、Resuscitation、JAMA
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回

第23回

2024 曜日・時限

授業までに学習内容を理解するため、外傷初
期診療ガイドライン、外傷専門診療ガイドラ
インなどを用いて、各一定の時間、予習復習
を行うことが望ましい。

科目ナンバリング
（和）救急医学（外傷学）
（英）Traumatology and Critical Care Medicine
溝端 康光、西村 哲郎、内田 健一郎、河本 晃宏、芳竹 宏幸、宮下 昌大、
佐尾山　裕生、岡畠　祥憲

多発外傷の病態生理（２）溝端

講義

1～2通 単位数 4

救急医学における外傷学について、多発外傷の病態と治療、各身体部位の損傷における病
態と治療について学ぶ。

1. 外傷学領域における最新の病態生理を説明できる。
2. 外傷学領域における最新の治療を説明できる。
3. 外傷学における治療介入の検討方法を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
多発外傷の病態生理（１）溝端

多発外傷の病態生理（３）岡畠
多発外傷の病態生理（４）西村
多発外傷に対する初期診療（１）溝端
多発外傷に対する初期診療（２）岡畠
多発外傷に対する初期診療（３）西村
多発外傷に対する初期診療（４）芳竹
多発外傷に対する初期診療（５）河本
多発外傷に対する初期診療（６）内田
多発外傷に対する根本治療（１）内田
多発外傷に対する根本治療（２）宮下
多発外傷に対する根本治療（３）西村
多発外傷に対する根本治療（４）岡畠
胸部外傷における病態と治療（１）内田
胸部外傷における病態と治療（２）内田
胸部外傷における病態と治療（３）内田
胸部外傷における病態と治療（４）河本
腹部外傷における病態と治療（１）芳竹
腹部外傷における病態と治療（２）芳竹
腹部外傷における病態と治療（３）佐尾山
腹部外傷における病態と治療（４）佐尾山
四肢・骨盤外傷における病態と治療（１）岡
畠
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第24回

第25回

第26回

第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

四肢・骨盤外傷における病態と治療（２）岡
畠
四肢・骨盤外傷における病態と治療（３）宮
下
四肢・骨盤外傷における病態と治療（４）宮
下
大量出血における病態と治療（１）溝端
大量出血における病態と治療（２）内田
大量出血における病態と治療（３）芳竹
大量出血における病態と治療（４）河本
試験

 到達目標の達成度について評価を行う
 レポート60点、小テスト40点
 60点以上を合格とする

救急医学医局にて随時質問を受け付ける
（メールアドレス）溝端　康光：mizobata@omu.ac.jp

New England Journal of Medicine、J Trauma and Acute Care Surgery、Injury、Ann
Surgery
の掲載論文を配布する
Trauma ver8、外傷専門診療ガイドライン、外傷初期診療ガイドライン
New England Journal of Medicine、J Trauma and Acute Care Surgery、Injury、Ann
Surgery
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回

第6回

第7回

第8回
第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

2024 曜日・時限

授業までに学習内容を理解するため、日本版
敗血症診療ガイドラインなどを用いて、各一
定の時間、予習復習を行うことが望ましい。

科目ナンバリング
（和）救急医学（集中治療学）
（英）Traumatology and Critical Care Medicine
溝端　康光、西村　哲郎、内田　健一郎、岡畠　祥憲

臓器障害のメカニズム（２）岡畠

講義

1～2通 単位数 2

救急医学における集中治療医学について、最新のエビデンスを修得する。

1. 集中治療医学領域における最新の臓器障害の病態生理を説明できる。
2. 集中治療医学領域における最新の治療を説明できる。
3. 集中治療医学における治療介入の検討方法を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
臓器障害のメカニズム（１）溝端

臓器障害のメカニズム（３）岡畠
臓器障害の評価（１）西村
臓器障害の評価（２）西村
ショックについての最新のトピックス（１）
溝端
ショックについての最新のトピックス（２）
溝端
DICについての最新のトピックス（１）内田
DICについての最新のトピックス（２）内田
敗血症についての最新のトピックス（１）西
村
敗血症についての最新のトピックス（２）西
村
敗血症についての最新のトピックス（３）西
村
集中治療管理についての最新のトピックス
（１）岡畠
集中治療管理についての最新のトピックス
（２）内田
集中治療管理についての最新のトピックス
（３）内田
試験
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

1. 到達目標の達成度について評価を行う
2. レポート60点、小テスト40点
3. 60点以上を合格とする

救急医学医局にて随時質問を受け付ける
（メールアドレス）溝端　康光：mizobata@omu.ac.jp

New England Journal of Medicine、Critical Care Medicine、Critical Careの掲載論文を配
布する
Critical Care Medicine、集中治療医学会専門医テキスト。重症患者管理マニュアル、ICU
ブック

New England Journal of Medicine、Critical Care Medicine、Critical Care
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

学会および論文発表を行う

学会発表や論文発表について、セミナー形式
で指導を行う。
毎月1回（金曜日）12時30分から14時30分
（15コマ出席で2単位）
学会発表内容についてプレゼンを行う
論文発表内容についてプレゼンを行う

研究データの整理と発表原稿の作成

1. 到達目標の達成度を評価する
2. 演習における発表、学会発表、論文発表の実行により評価する
3. 学会発表を行なうことを最低基準とする。

演習に際して、データ整理や発表準備を確実に行うこと。
救急医学医局にて随時質問を受け付ける
（メールアドレス）溝端　康光：mizobata@omu.ac.jp
SPSSによる医学・歯学・薬学のための統計解析
あなたのプレゼン誰も聞いていませんよ

特になし

学会発表における口頭発表やポスター発表、論文発表の方法論を理解し、実践できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（救急医学）
（英）Exercise in Presentation
溝端 康光、西村 哲郎、内田 健一郎、河本 晃宏、日村 帆志、芳竹 宏幸、宮下 昌大、佐尾
山 裕生、岡畠 祥憲
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（救急医学）
（英）Exercise in Presentation
溝端 康光、西村 哲郎、内田 健一郎、河本 晃宏、日村 帆志、芳竹 宏幸、
宮下 昌大、佐尾山 裕生、岡畠 祥憲

多発外傷、臓器不全の病態を理解し、説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。

面接

第1回  多発外傷および臓器不全の診断、病
態、治療について、セミナー形式で指導を行
う。
毎月1回（火曜曜日）9時00分から10時30分
（15コマ出席で2単位）
多発外傷および臓器障害についてプレゼンを
行う

データの整理と発表原稿の作成
教材の事前学習

1. 到達目標の達成度を評価する
2. 内容の理解度とプレゼンテーションの技術で評価する
3. 15回のセミナーでの発表を最低基準とする。
演習に際して、データ整理や発表準備を確実に行うこと。
救急医学医局にて随時質問を受け付ける
（メールアドレス）溝端　康光：mizobata@omu.ac.jp
Definitive Surgical Trauma Care
Care for Critical ill Surgical Patient
Japan Expert Trauma Evaluation and Care

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）先端予防医療学セミナー
（英）Seminar in Premier Preventive Medicine
渡邉俊雄、福本真也、木村達郎、川村悦史、中野朱美、灘谷祐二、田内幸枝

呼吸器疾患の最前線　担当：木村 同上

講義

1～2通 単位数 1

予防医学に関わる基礎知識から最新の研究成果に至るまで幅広く、各教官や研究者からの
講義によって学ぶ。

予防医学に関わる疾患病態、診断方法、最新技術を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
健診・人間ドック総論　担当：渡邉 講義内容について事前に予備学習すること

婦人科疾患の最前線　担当：中野 同上
肝疾患の最前線　担当：川村 同上
消化器疾患の最前線　担当：灘谷 同上
乳がん・甲状腺がんの最前線　担当：田内 同上
生活習慣病の最前線　担当：福本 同上
肺がん診療の最前線　担当：木村 同上

講義への出席態度と、必要に応じて講義後のミニテストやレポートの提出で評価する。
（ミニテストでは60％以上の達成を合格とする）
合格（単位修得）のための最低基準：生活習慣病や悪性疾患の病因・病態の理解と、その
早期診断に関わる最新の知識を習得し、新たなバイオマーカーの発見・開発を行う能力を
修得する。

講義の時間は厳守。遅刻、途中退室は原則禁止。所属学生限定です。担当者により曜日が
変わりますので事前に確認をお願いします。

特に設定しない。適宜、必要な資料やレジュメを配付する。

特になし。

377



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回-第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献

* その他

内容の理解度、プレゼンテーション、質疑応答内容で評価する
合格（単位修得）のための最低基準：論文内容を理解し説明できるようになること。

抄読論文は事前に発表するので、抄読会前に読んでおくこと。また、自分の担当回では、
論文を読むだけでなく、背景や方法についても事前に調べ、抄読会での質問に答えられる
ように準備することが望ましい。

特に指定しない。
特になし。

診断学に関わる最新の研究成果を、国際トップジャーナルの論文を通じて学習する。

生活習慣病や各種悪性疾患に対する診断学に関する最新の情報をアップデートすると共
に、論文作成に備えた情報の整理や、論文構成上の優れた点や問題点を指摘することがで
きる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
月１回月曜日　17：00-17：45（15コマで1
単位）担当教員および学生が1名/回で順次担
当してトップジャーナルの論文を紹介し、意
見を交換する。

抄読会の準備を行う。

演習

1～2通 単位数 1

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）先端予防医療学演習（抄読会）
（英）Journal club in Premier Preventive Medicine
渡邉俊雄、福本真也、木村達郎、打田佐和子、中野朱美、灘谷祐二、田内幸枝
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回-第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）先端予防医療学演習（カンファレンス）
（英）Clinical conference in Premier Preventive Medicine
渡邉俊雄、福本真也、木村達郎、川村悦史、中野朱美、灘谷祐二、田内幸枝

演習

1～2通 単位数 1

先端的な予防医療の開発のために、学術的・技術的な問題だけではなく、予防医療が抱え
る医療経済的問題や人員問題など様々な問題点を多角的に理解する。

実地臨床における予防医療の実態と問題点を理解し、先端的予防医療のニーズを把握す
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
月1回月曜日（15コマで1単）臨床カンファ
レンスに参加して、実地臨床における予防医
療の実態と問題点を理解し、先端的予防医療
のニーズを把握する。

カンファレンス準備、事後のカンファレンス
内容の整理を行う。

実地臨床における予防医療の実態と問題点を理解し、先端的予防医療のニーズを把握し説
明できること。

多職種の職員が参加するカンファレンスであるため、自身が参加できない場合は、事前に
連絡をしてください。所属学生限定です。

特になし。
特になし。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回-第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）先端予防医療学　実習1
（英）Trainig (1) in Premier Preventive Medicine
渡邉俊雄、福本真也、木村達郎、川村悦史、中野朱美、灘谷祐二、田内幸枝

混合

1～2通 単位数 4

先端予防医療部MedCity21の健診・検診によって、臨床データ（血液検査、バイオマー
カー、画像検査、機能検査）の採取と画像データの判定入力を行う。

予防医学に関わる疾患病態と診断方法を理解し、正確な診断技術を取得する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
臨床データ（血液検査、バイオマーカー、画
像検査、機能検査）の採取と判定・診断を行
う：1コマ（90分）×60コマで4単位。

担当教官の元で診断に対する正誤評価を受け
る。

予防医学に関わる疾患病態と診断方法を理解し、正確な診断技術を取得する。

参加できない場合は、事前に連絡をしてください。所属学生限定です。担当者により曜日
が変わりますので事前に確認をお願いします。

特になし。必要時に適宜、資料を配布する。

特になし。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回-第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）先端予防医療学　実習2
（英）Trainig (2) in Premier Preventive Medicine
渡邉俊雄、福本真也、木村達郎、川村悦史、中野朱美、灘谷祐二、田内幸枝

混合

1～2通 単位数 2

先端予防医療部MedCity21の健診・検診によって採取されたデータ（血液検査、バイオ
マーカー、画像検査、機能検査）を元に、臨床的評価を行う。

予防医学に関わる疾患病態と最新診断技術を理解し、多角的に検査データを評価できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
人間ドックの総合所見に対して全人的評価を
行う：1コマ（90分）×30コマで2単位。

担当教官の元で診断に対する正誤評価を受け
る

面接（100％）を実施し、検査内容の理解度、データ評価の正確性で評価する。

参加できない場合は、事前に連絡をしてください。所属学生限定です。担当者により曜日
が変わりますので事前に確認をお願いします。

特になし。必要時に適宜、資料を配布する。

特になし。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

学会発表および論文発表で評価

国内学会だけでなく国際学会にも積極的に参加してください。

医療系トップジャーナル全て。特に指定しないが、必要時に適宜紹介する。

特になし。

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を行う。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
習慣的にカンファレンス等で発表およびディ
スカッションを行ない、プレゼンテーション
技術および論文作製力を鍛錬する。学会発表
や論文発表を単位として、研究発表を促す。

常に最新の論文を読み、世界の情勢を把握す
る。疑問点は担当教官に質問し、未解決のま
ま残さない。

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（先端予防医療学）
（英）Exercise in Presentation
渡邉俊雄、福本真也、木村達郎、川村悦史、中野朱美、灘谷祐二、田内幸枝
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

同上

研究テーマの立案
消化器疾患：灘谷

同上

研究テーマの立案
乳がん、甲状腺がん：田内

同上

研究テーマの立案のプレゼンテーション
担当：渡邉、福本、木村、川村、中野、灘
谷、田内

プレゼンテーション準備

研究テーマの立案
肝疾患：川村

同上

研究テーマの立案
婦人科疾患：中野

研究テーマの立案
呼吸器疾患：木村

同上

演習

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。
生活習慣病や悪性疾患の発症前診断や超早期診断に関わる新たなバイオマーカーの発見と
開発を目指した研究を立案、実行する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
担当教官とともに、MedCity21における健診
データやバイオリポジトリ（健診者バイオバ
ンク）を用いた研究を立案し、研究計画から
研究費申請、データ収集、解析、論文発表の
指導を行う。また、随時リサーチカンファレ
ンスにてプレゼンテーションを行い、自身の
理解を深めるとともに発表スキルの鍛錬を行
う。
研究テーマの立案
総論、生活習慣病、新規バイオマーカー研
究：福本

常に最新の論文を読み、世界の情勢を把握す
る。疑問点は担当教官に質問し、未解決のま
ま残さない。

2023 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導（先端予防医療学）
（英）Advanced Course of Medical Research
渡邉俊雄、福本真也、木村達郎、川村悦史、中野朱美、灘谷祐二、田内幸枝
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第8回-第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

リサーチカンファレンスでの内容の理解度・プレゼンテーション技術、学会や論文発表で
評価する。
合格（単位修得）のための最低基準：自ら研究を立案・実行し、その成果を学会や論文に
て発表する。

既存の知識にとらわれない自由な発想でバイオマーカーを発見・開発することを心がけて
下さい。自身の関心領域は当然のこととして、その周辺領域の知識も積極的に学習する意
欲が必要です。所属学生限定です。担当者により曜日が変わりますので事前に確認をお願
いします。

医療系トップジャーナル全て。特に設定しないが、適宜必要な資料を案内・配付する。

特になし。

まとめ。担当：渡邉 同上

研究テーマに沿って、関連論文の抄読や、実
際のデータを用いた解析、プレゼンテーショ
ンを行う。担当：渡邉、福本、木村、川村、
中野、灘谷、田内

担当教員とのディスカッションにより逐次内
容の理解を深める。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行うこと
(2)評価方法（定期試験、小テスト）試験60%、小テスト40%、必要に応じてレポートを課
すことがある。
(3)合格（単位修得）のための最低基準　60％

・授業までに症例を提示するので予習が望ましい。
口の中がわかるビジュアル歯科口腔科学読本〈クインテッセンス〉
NEJM,　Lancet Nature、Science等

口腔領域の先天疾患9：治療編5 事前に予習プリントを配布
試験

口腔領域の先天疾患6：治療編２ 事前に予習プリントを配布
口腔領域の先天疾患7：治療編3 事前に予習プリントを配布
口腔領域の先天疾患8：治療編4 事前に予習プリントを配布

口腔領域の先天疾患３：診断編 事前に予習プリントを配布
口腔領域の先天疾患４：診断編 事前に予習プリントを配布
口腔領域の先天疾患5：治療編1 事前に予習プリントを配布

口腔領域の解剖４ 事前に予習プリントを配布
口腔領域の先天疾患１ 事前に予習プリントを配布
口腔領域の先天疾患２ 事前に予習プリントを配布

口腔領域の解剖１ 事前に予習プリントを配布
口腔領域の解剖２ 事前に予習プリントを配布
口腔領域の解剖３ 事前に予習プリントを配布

口腔領域の基礎知識２ 事前に予習プリントを配布

講義

1～2通 単位数 4

口腔領域の臓器・器官の構造と機能を的確に理解し、問題を解決するスキルを修得する科
目である。病態解明と治療開発の研究導入のために、それぞれの分野における最近の研究
成果・発展状況を幅広く学び、理解できる。

・口腔領域の先天疾患の病態生理を理解し、診断、評価、病態の制御を目指した考察を立
案、実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
口腔領域の基礎知識１ 事前に予習プリントを配布

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）歯科口腔外科1
（英）Oral and Maxillofacial Surgery1
中原寛和
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行うこと
(2)評価方法（定期試験、小テスト）試験60%、小テスト40%、必要に応じてレポートを課
すことがある。
(3)合格（単位修得）のための最低基準　60％

・授業までに症例を提示するので予習が望ましい。
口の中がわかるビジュアル歯科口腔科学読本〈クインテッセンス〉
NEJM,　Lancet Nature、Science等

口腔領域の腫瘍（良性、悪性）まとめ 事前に予習プリントを配布
試験

口腔領域の腫瘍（良性、悪性）治療2 事前に予習プリントを配布
口腔領域の腫瘍（良性、悪性）治療3 事前に予習プリントを配布
口腔領域の腫瘍（良性、悪性）治療4 事前に予習プリントを配布

口腔領域の腫瘍（良性、悪性）診断3 事前に予習プリントを配布
口腔領域の腫瘍（良性、悪性）診断4 事前に予習プリントを配布
口腔領域の腫瘍（良性、悪性）治療1 事前に予習プリントを配布

口腔領域の解剖４ 事前に予習プリントを配布
口腔領域の腫瘍（良性、悪性）診断1 事前に予習プリントを配布
口腔領域の腫瘍（良性、悪性）診断2 事前に予習プリントを配布

口腔領域の解剖１ 事前に予習プリントを配布
口腔領域の解剖２ 事前に予習プリントを配布
口腔領域の解剖３ 事前に予習プリントを配布

口腔領域の基礎知識２ 事前に予習プリントを配布

講義

1～2通 単位数 4

口腔領域の臓器・器官の構造と機能を的確に理解し、問題を解決するスキルを修得する科
目である。病態解明と治療開発の研究導入のために、それぞれの分野における最近の研究
成果・発展状況を幅広く学び、理解できる。

・口腔領域の腫瘍（良性・悪性）の病態生理を理解し、診断、評価、病態の制御を目指し
た考察を立案、実行できるように、最近の論文を抄読し、治療方法を考察できるようにな
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
口腔領域の基礎知識１ 事前に予習プリントを配布

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）歯科口腔外科2
（英）Oral and Maxillofacial Surgery２
中原寛和
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行うこと
(2)評価方法（定期試験、小テスト）試験60%、小テスト40%、必要に応じてレポートを課
すことがある。
(3)合格（単位修得）のための最低基準　60％

・授業までに症例を提示するので予習が望ましい。
口の中がわかるビジュアル歯科口腔科学読本〈クインテッセンス〉
NEJM,　Lancet Nature、Science等

口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布
試験 事前に予習プリントを配布

口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布

口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布

口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布

口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の疾患抄読会 事前に予習プリントを配布

口腔領域の基礎知識２ 事前に予習プリントを配布

演習

1～2通 単位数 2

口腔領域の臓器・器官の構造と機能を的確に理解し、問題を解決するスキルを修得する科
目である。病態解明と治療開発の研究導入のために、それぞれの分野における最近の研究
成果・発展状況を幅広く学び、理解できる。

・口腔領域の腫瘍（良性・悪性）の病態生理を理解し、診断、評価、病態の制御を目指し
た考察を立案、実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
口腔領域の基礎知識１ 事前に予習プリントを配布

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）歯科口腔外科演習
（英）Oral and Maxillofacial Surgery2
中原寛和
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行うこと
(2)評価方法（定期試験、小テスト）試験60%、小テスト40%、必要に応じてレポートを課
すことがある。
(3)合格（単位修得）のための最低基準　60％

・授業までに症例を提示するので予習が望ましい。
口の中がわかるビジュアル歯科口腔科学読本〈クインテッセンス〉
NEJM,　Lancet Nature、Science等

口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
試験

口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布

口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布

口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布

事前に予習プリントを配布

口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布

口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布

演習

3～4通 単位数 2

口腔領域の臓器・器官の構造と機能を的確に理解し、問題を解決するスキルを修得する科
目である。病態解明と治療開発の研究導入のために、それぞれの分野における最近の研究
成果・発展状況を幅広く学び、理解できる。

・口腔領域の腫瘍（良性・悪性）の病態生理を理解し、診断、評価、病態の制御を目指し
た考察を立案、実行できるように、最近の論文を抄読し、治療方法を考察できるようにな

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（歯科・口腔外科学）
（英）exercise in presentation
中原寛和
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行うこと
(2)評価方法（定期試験、小テスト）試験60%、小テスト40%、必要に応じてレポートを課
すことがある。
(3)合格（単位修得）のための最低基準　60％

・授業までに症例を提示するので予習が望ましい。
口の中がわかるビジュアル歯科口腔科学読本〈クインテッセンス〉
NEJM,　Lancet Nature、Science等

口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
試験

口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布

口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布

口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布

事前に予習プリントを配布

口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布

口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布
口腔領域の論文の抄読会
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布

演習

1～4通 単位数 8

口腔領域の臓器・器官の構造と機能を的確に理解し、問題を解決するスキルを修得する科
目である。病態解明と治療開発の研究導入のために、それぞれの分野における最近の研究
成果・発展状況を幅広く学び、理解できる。

・口腔領域の腫瘍（良性・悪性）の病態生理を理解し、診断、評価、病態の制御を目指し
た考察を立案、実行できるように、最近の論文を抄読し、治療方法を考察できるようにな
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
口腔領域の論文の抄読会 事前に予習プリントを配布

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導（歯科・口腔外科学）
（英）advanced course of medical research
中原寛和
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回

周産期大量出血への対応（母体救急）
胎児画像診断

妊娠後期・分娩時の異常
周産期大量出血への対応（母体救急）
周産期大量出血への対応（母体救急）
周産期大量出血への対応（母体救急）
周産期大量出血への対応（母体救急）

妊娠後期・分娩時の異常
妊娠後期・分娩時の異常
妊娠後期・分娩時の異常
妊娠後期・分娩時の異常
妊娠後期・分娩時の異常

妊娠初期・中期の異常
妊娠初期・中期の異常
妊娠初期・中期の異常
妊娠初期・中期の異常
妊娠後期・分娩時の異常

妊娠の診断、検査
妊娠の診断、検査
妊娠初期・中期の異常
妊娠初期・中期の異常
妊娠初期・中期の異常

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
妊娠の生理

妊娠の生理
妊娠の診断、検査

2024 曜日・時限

授業までに学習内容を理解するため、日本産
科婦人科学会ガイドライン、日本新生児・周
産期学会ガイドラインを用いて各一定の時間
予習復習することが望ましい。

科目ナンバリング
（和）女性生涯医学（周産期医学）
（英）seminar in perinatology
橘　大介、三杦 卓也、羽室 明洋、田原 三枝、栗原康、北田　紘平

妊娠の生理

講義

1～2通 単位数 3

周産期医学を理解するために基礎的事項から実際の臨床に即した生理学、病態学を培う。

1.新生児・周産期領域における最新の診断および治療を説明できる。
2.妊娠合併症における最新の診断および治療を説明できる。
3.妊娠維持機構におけるトランスレーショナルリサーチを説明できる。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度に関する評価
各授業内容についてそれぞれ評価を行う。
(2)評価方法
面接を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
75％の正答率をもって合格とする。
より知識を深めることが出来た場合は学会発表などの発表の機会を設ける。

授業までに学習内容を理解するため、日本産科婦人科学会ガイドライン、日本新生児・周
産期学会ガイドラインを用いて各一定の時間予習復習することが望ましい。

Obstetrics and Gynecology
Williams’ Obstetrics
授業の中で適宜紹介する。

New England Journal of Medicine
Lancet
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

授業までに学習内容を理解するため、骨盤底
医学の必修知識、Nichols’s Vaginal Surgery
などを用いて、各一定の時間予習復習するこ
とが望ましい。

科目ナンバリング
（和）女性生涯医学（女性骨盤底医学）
（英）seminar in reproductive endocrinology
橘　大介、三杦 卓也、羽室 明洋、田原 三枝、栗原康、北田　紘平

骨盤底臓器の解剖と機能の理解

講義

1～2通 単位数 2

骨盤底医学を理解するために基礎的事項から実際の臨床に即した生理学、病態学を培う。
1.骨盤底臓器の解剖学、生理学の最新の知見について説明できる。
2.骨盤臓器脱における最新の診断および治療について説明できる。
3.女性下部尿路症状における最新の診断および治療について説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
骨盤底臓器の解剖と機能の理解

骨盤底臓器の解剖と機能の理解
骨盤臓器脱の診断と治療
骨盤臓器脱の診断と治療
骨盤臓器脱の診断と治療
女性下部尿路症状の診断と治療
女性下部尿路症状の診断と治療
女性下部尿路症状の診断と治療
骨盤底再建手術の理論と手技
骨盤底再建手術の理論と手技
骨盤底再建手術の理論と手技
腹圧性尿失禁の保存的治療と観血治療
腹圧性尿失禁の保存的治療と観血治療
膀胱膣瘻、直腸膣瘻の診断と治療

(1)到達目標の達成度に関する評価
各授業内容についてそれぞれ評価を行う。
(2)評価方法
面接を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
75％の正答率をもって合格とする。
より知識を深めることが出来た場合は学会発表などの発表の機会を設ける。
授業までに学習内容を理解するため、骨盤底医学の必修知識、Nichols’s Vaginal Surgery
などを用いて、各一定の時間予習復習することが望ましい。
International Urogynecology Journal
Vaginal Surgery 4th Edition
授業の中で適宜紹介する
New England Journal of Medicine
Lancet
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

2024 曜日・時限

授業までに学習内容を理解するため、生殖知
識の必修知識、日本女性医学学会ガイドライ
ンなどを用いて、各一定の時間予習復習する
ことが望ましい。

科目ナンバリング
（和）女性生涯医学（生殖内分泌学）
（英）seminar in reproductive endocrinology
橘　大介、三杦 卓也、羽室 明洋、田原 三枝、栗原康、北田　紘平

生殖生理の理解

講義

1～2通 単位数 3

生殖医学における最新のエビデンスを理解するために基礎的事項から実際の臨床に即した
生理学、病態学を培う。

1.生殖内分泌学における最新の診断および治療を説明できる。
2.不妊症・不育症における最新の診断および治療を説明できる。
3.生殖補助医療における遺伝・倫理問題を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
生殖生理の理解

生殖生理の理解
不妊症診療における検査、診断、治療
不妊症診療における検査、診断、治療
不妊症診療における検査、診断、治療
男性不妊症の診断と治療
男性不妊症の診断と治療
男性不妊症の診断と治療
男性不妊症の診断と治療
生殖補助医療の最新の知見
生殖補助医療の最新の知見
生殖補助医療の最新の知見
流産、不育症の病態の理解
流産、不育症の病態の理解
流産、不育症の病態の理解
流産、不育症の病態の理解
流産、不育症の病態の理解
流産、不育症の病態の理解
流産、不育症の病態の理解
臨床遺伝学の基礎と臨床
臨床遺伝学の基礎と臨床
臨床遺伝学の基礎と臨床
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度に関する評価
各授業内容についてそれぞれ評価を行う。
(2)評価方法
面接を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。
 (3)合格（単位修得）のための最低基準
75％の正答率をもって合格とする。
より知識を深めることが出来た場合は学会発表などの発表の機会を設ける。

授業までに学習内容を理解するため、生殖知識の必修知識、日本女性医学学会ガイドライ
ンなどを用いて、各一定の時間予習復習することが望ましい。

授業の中で適宜紹介する。

科学ジャーナル全般

394



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

2024 曜日・時限

演習前に専門領域講義資料を十分に把握す
る。
治療後の患者の帰結の的確な把握と分析を行
う。

科目ナンバリング
（和）女性生涯医学演習
（英）Basic Course of Women’s Lifecare Medicine
橘　大介、三杦 卓也、羽室 明洋、田原 三枝、栗原康、北田　紘平

骨盤底医学診療

演習

1～2通 単位数 4

産科婦人科学の専門分野としての生殖内分泌学、周産期医学、更年期医学、骨盤底医学を
女性生涯医学として捉え、総合的な女性診療医学を習得する。

女性の内分泌機能、排卵機能の異常を診断し、治療を行える。
女性の妊娠維持機構を理解し、不妊症、不育症の診断・治療を行える。
妊婦に対して胎児、母体の異常をスクリーニングできる。
更年期、老年期の女性ホルモンの補充療法、代替医療が適切に治療できる。
骨盤臓器脱、下部尿路症状、下部消化器症状を診断し、保存的・外科的治療を施行でき
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
骨盤底医学診療

骨盤底医学診療
骨盤底医学診療
骨盤底医学診療
骨盤底医学診療
周産期高度医療
周産期高度医療
周産期高度医療
周産期高度医療
周産期高度医療
周産期高度医療
周産期高度医療
生殖内分泌診療
生殖内分泌診療
生殖内分泌診療
生殖内分泌診療
生殖内分泌診療
生殖内分泌診療
生殖内分泌診療
周産期高度医療
周産期高度医療
周産期高度医療
更年期・老年期ホルモン補充医療
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第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

更年期・老年期ホルモン補充医療
更年期・老年期ホルモン補充医療
更年期・老年期ホルモン補充医療
更年期・老年期ホルモン補充医療
更年期・老年期ホルモン補充医療
更年期・老年期ホルモン補充医療

(1)到達目標の達成度に関する評価
各授業内容についてそれぞれ評価を行う。
(2)評価方法
面接を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。
 (3)合格（単位修得）のための最低基準
75％の正答率をもって合格とする。
より知識を深めることが出来た場合は学会発表などの発表の機会を設ける。

演習前に専門領域講義資料を十分に把握する。
治療後の患者の帰結の的確な把握と分析を行う。

特になし

科学ジャーナル全般
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法
* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

プレゼンテーション資料作成

研究内容考察
研究内容考察
プレゼンテーション資料作成

研究内容考察
研究内容考察

公表データの十分な統計学的手法を用いた評
価を事前に行う。
発表は口頭発表もしくはポスター発表とす
る。

研究会、関連医学会での考察、意見交換により評価する。

研究会、関連医学会での発表前に講座内での予行演習を行う。
特になし
統計学入門書
プレゼンテーションソフトの説明書
医療系トップジャーナル全て

データ解析
データ解析

研究内容考察

研究内容考察
研究内容考察
研究内容考察

データ解析
研究内容考察
研究内容考察

3～4通 単位数 2

女性生涯医学専門科目演習で習得した診療および研究科目で得られた治験を分析し、客観
的データとして論文とし、関連医学会で公表する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（女性生涯医学）
（英）Exercise in Presentation
橘　大介、三杦 卓也、羽室 明洋、田原 三枝、栗原康、北田　紘平
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～15回
第16～20回
第21～30回
第31～40回
第41～50回
第51～55回
第56～60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

専門編

基礎編
専門編

研究法について十分な文献的検索を事前に検
索し、学習すること。
結果の解析を統計学的手法を用いて行う。

研究会、関連医学会での考察、意見交換により評価する。

自主的な発想を重要視する。そのためにも文献的な事前の検索が必要。

特になし

医療系トップジャーナル全て

応用編
講演会、講習会での発表の準備

専門編
専門編

1～4通 単位数 8

女性の内分泌機能、排卵機能、妊娠維持機構、胎児の母体内での生命維持機構の基本的な
機能を理解する。その知識に基づき、生理学的、生化学的、分子生物学的手法を用いた研
究を行い、結果を考察する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導　（女性生涯医学）
（英）Advanced Course of Medical Research
橘　大介、三杦 卓也、羽室 明洋、田原 三枝、栗原康、北田　紘平
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回

第20回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）女性病態医学（婦人科腫瘍学）
（英）seminar in pathophysiology of gynecologic oncology
角 俊幸、安井 智代、福田 武史、山内 真、田坂 玲子、和田 卓磨

婦人科腫瘍学総論（角俊幸） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が

講義

1～2通 単位数 4

婦人科腫瘍の診断・治療について修得する科目で、症状・検査結果から診断し、治療の立
案・遂行ができる

婦人科領域における腫瘍性疾患の特徴・原因・疫学を理解し説明できる
婦人科領域における悪性腫瘍の発がん・浸潤・転移の病態について理解し説明できる
婦人科領域における腫瘍性疾患の病態解明・病態制御について理解し説明できる
婦人科領域における腫瘍性疾患の診断および治療法を理解し説明できる
手術療法・化学療法ならびに放射線療法に関わる合併症を理解し説明できる
治療の評価方法とその効果判定について理解し説明できる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
婦人科腫瘍学総論（角俊幸） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が

婦人科腫瘍学総論（角俊幸） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
婦人科腫瘍学総論（角俊幸） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
婦人科腫瘍の病態・疫学（安井智代） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
婦人科腫瘍の病態・疫学（安井智代） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
婦人科腫瘍の病態・疫学（安井智代） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
婦人科腫瘍の病態・疫学（安井智代） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
婦人科腫瘍の病態・疫学（安井智代） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
婦人科腫瘍の画像診断・病理診断（福田武
史）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科腫瘍の画像診断・病理診断（福田武
史）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科腫瘍の画像診断・病理診断（福田武
史）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科腫瘍の画像診断・病理診断（福田武
史）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科腫瘍の画像診断・病理診断（福田武
史）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科悪性腫瘍に対する化学療法（山内真） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
婦人科悪性腫瘍に対する化学療法（山内真） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
婦人科悪性腫瘍に対する化学療法（山内真） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
婦人科悪性腫瘍に対する化学療法（山内真） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
婦人科悪性腫瘍に対する化学療法（山内真） 子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
婦人科悪性腫瘍に対する手術治療（和田卓
磨）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

399



第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

婦人科悪性腫瘍に対する手術治療（和田卓
磨）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科悪性腫瘍に対する手術治療（和田卓
磨）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科悪性腫瘍に対する手術治療（和田卓
磨）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科悪性腫瘍に対する手術治療（和田卓
磨）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科悪性腫瘍に対する放射線治療（田坂玲
子）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科悪性腫瘍に対する放射線治療（田坂玲
子）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科悪性腫瘍に対する放射線治療（田坂玲
子）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科悪性腫瘍に対する放射線治療（田坂玲
子）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科腫瘍患者に対する治療前評価（田坂玲
子）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科腫瘍患者に対する治療前評価（田坂玲
子）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

婦人科腫瘍患者に対する治療前評価（田坂玲
子）

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がん・腹膜が
ん・卵管がんの各取り扱い規約とガイドライ

・到達目標の達成度について評価する
・面接による口頭試問および小テストで評価を行う（口頭試問80％、小テスト20％）
・合格のための最低基準は、婦人科腫瘍の診断・治療に関する基礎的知識が説明できるこ
と、腫瘍取り扱い規約による疾患の診断（組織分類、進行期）ができること、ならびにガ
イドラインに則った治療計画の立案ができること
（メールアドレス）福田武史：gr-med-obandg@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福田武史：月・金曜日　9:00～12:00　女性病態医学医局

適宜レジュメを配付する

New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Clinical Oncology
American Journal of Obstetrics and Gynecology
Obstetrics and Gynecology
Novak Gynecology
Operative Gynecology
治療ガイドライン
取り扱い規約
授業の中で適宜紹介する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

婦人科希少がんにおけるtopic（和田卓磨）
婦人科希少がんにおけるtopic（和田卓磨）

卵巣がんにおけるtopic（福田武史）
卵巣がんにおけるtopic（福田武史）
卵巣がんにおけるtopic（福田武史）
婦人科希少がんにおけるtopic（和田卓磨）
婦人科希少がんにおけるtopic（和田卓磨）

子宮体がんにおけるtopic（山内真）
子宮体がんにおけるtopic（山内真）
子宮体がんにおけるtopic（山内真）
卵巣がんにおけるtopic（福田武史）
卵巣がんにおけるtopic（福田武史）

子宮頸がんにおけるtopic（安井智代）
子宮頸がんにおけるtopic（安井智代）
子宮頸がんにおけるtopic（安井智代）
子宮体がんにおけるtopic（山内真）
子宮体がんにおけるtopic（山内真）

婦人科腫瘍学全般における最新の治療戦略
（角俊幸）

講義

1～2通 単位数 4

婦人科腫瘍に関する最新のエビデンスを修得する科目で、婦人科腫瘍領域における最新の
診断・治療方法について説明できる
婦人科良性腫瘍領域における最新の診断・治療を理解し説明できる
婦人科悪性腫瘍領域における最新の診断・治療を理解し説明できる
婦人科腫瘍学領域におけるトランスレーショナルリサーチを理解し説明できる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
婦人科腫瘍学全般における最新の治療戦略
（角俊幸）

婦人科腫瘍に関する最新の論文を検索して事
前あるいは事後に読み込み、最新の知見を理
解しておく

婦人科腫瘍学全般における最新の治療戦略
（角俊幸）
婦人科腫瘍学全般における最新の治療戦略
（角俊幸）
子宮頸がんにおけるtopic（安井智代）
子宮頸がんにおけるtopic（安井智代）

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）女性病態医学（婦人科腫瘍学特論）
（英）seminar in pathophysiology of gynecologic oncology
角 俊幸、安井 智代、福田 武史、山内 真、田坂 玲子、和田 卓磨
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第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

・到達目標の達成度について評価する
・面接による口頭試問および小テストで評価を行う（口頭試問80％、小テスト20％）
・合格のための最低基準は、婦人科腫瘍各領域の疾患に関する最新の診断・治療について
説明できること、ならびにそれらの知見と臨床試験・ガイドラインとの関りについて説明
できること
（メールアドレス）福田武史：gr-med-obandg@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福田武史：月・金曜日　9:00～12:00　女性病態医学医局

適宜レジュメを配付する

New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Clinical Oncology
American Journal of Obstetrics and Gynecology
Obstetrics and Gynecology
Novak Gynecology
Operative Gynecology
治療ガイドライン
授業の中で適宜紹介する

子宮筋腫・子宮内膜症におけるtopic（田坂
玲子）
婦人科領域抗腫瘍薬に関するtopic（角俊
幸）
婦人科領域抗腫瘍薬に関するtopic（角俊
幸）
婦人科領域抗腫瘍薬に関するtopic（角俊
幸）
婦人科領域抗腫瘍薬に関するtopic（角俊
幸）

子宮筋腫・子宮内膜症におけるtopic（田坂
玲子）
子宮筋腫・子宮内膜症におけるtopic（田坂
玲子）
子宮筋腫・子宮内膜症におけるtopic（田坂
玲子）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）女性病態医学（婦人科腫瘍学演習）
（英）basic course of pathophysiology of gynecologic oncology
角 俊幸、安井 智代、福田 武史、山内 真、田坂 玲子、和田 卓磨

研究目的の分析（安井智代）

演習

1～2通 単位数 2

婦人科腫瘍の病態解明・病態制御について修得する科目で、これらに関する研究を立案・
遂行ができる
婦人科悪性腫瘍の発がん・浸潤・転移の基礎について理解し説明できる
既報告について分析し理解を深め研究立案の参考とすることができる
病態解明・病態制御を目指した研究デザインの立案・実行ができる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究目的の分析（安井智代） 悪性腫瘍の発生、浸潤、増殖、転移に関する

基礎的な知識を習得しておき、事後学習とし
て婦人科悪性腫瘍の病態生理についての論文
を読んでおく

研究目的の分析（安井智代）
研究デザインの分析（福田武史）
研究デザインの分析（福田武史）
症例選定の妥当性に関する分析（山内真）
症例選定の妥当性に関する分析（山内真）
研究の評価（福田武史）
研究の評価（福田武史）
研究の評価（福田武史）
結果の解釈（田坂玲子）
結果の解釈（田坂玲子）
統計手法の解釈（山内真）
統計手法の解釈（山内真）
考察（角俊幸）
考察（角俊幸）

・到達目標の達成度について最終的に提出された研究報告書または論文をもとに評価する
・報告書およびカンファレンスでの発表内容により評価を行う（報告書60％、発表40％）
・合格のための最低基準は、婦人科悪性腫瘍の病態について説明できること、ならびに研
究計画の目的・結果の有用性・問題点について説明できること
（メールアドレス）福田武史：gr-med-obandg@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福田武史：月・金曜日　9:00～12:00　女性病態医学医局
適宜レジュメを配付する
New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Clinical Oncology
American Journal of Obstetrics and Gynecology
Obstetrics and Gynecology
Novak Gynecology
Operative Gynecology
授業の中で適宜紹介する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回

第6回

第7回

第8回

第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

結果の解釈（田坂玲子）
統計手法の解釈（山内真）
統計手法の解釈（山内真）
倫理的問題の検討（角俊幸）
倫理的問題の検討（角俊幸）

症例選定における妥当性の分析（和田卓磨）

症例選定における妥当性の分析（和田卓磨）

効果安全性の評価（福田武史）
効果安全性の評価（福田武史）
結果の解釈（田坂玲子）

臨床試験の目的の分析（安井智代）

演習

1～2通 単位数 2

臨床試験の基礎知識を習得する科目で、臨床試験への参加ならびに臨床試験計画の立案が
できる

臨床試験の基礎を理解し説明できる
既報告について分析しその目的と問題点について理解し説明できる
臨床試験に参加することができる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
臨床試験の目的の分析（安井智代） 臨床試験に関する基本的知識を事前に学習し

ておき、臨床試験の必要性とその問題点につ
いて事後学習する臨床試験デザインの分析（福田武史）

臨床試験デザインの分析（福田武史）
臨床試験デザインの分析（福田武史）
症例選定における妥当性の分析（和田卓磨）

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）女性病態医学（婦人科腫瘍演習 がん臨床研究計画演習）
（英）practice in clinical research planning in pathophysiology of gynecologic oncology
角 俊幸、安井 智代、福田 武史、山内 真、田坂 玲子、和田 卓磨
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

・到達目標の達成度について最終的に提出された臨床試験実施報告書または論文をもとに
評価する
・報告書およびカンファレンスでの発表内容により評価を行う（報告書60％、発表40％）
・合格のための最低基準は、臨床試験の基礎的内容について説明できること、ならびに臨
床試験の必要性・問題点について説明できること

（メールアドレス）福田武史：gr-med-obandg@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福田武史：月・金曜日　9:00～12:00　女性病態医学医局

適宜レジュメを配付する

New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Clinical Oncology
American Journal of Obstetrics and Gynecology
Obstetrics and Gynecology
Novak Gynecology
Operative Gynecology
授業の中で適宜紹介する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

倫理的問題の検討（角俊幸）
考察（角俊幸）

研究成果を公表するためのデータ整理や資料
作成に必要な知識を自己学習にて取得してお
く

統計手法の解釈（山内真）
統計手法の解釈（山内真）

結果の解釈（田坂玲子）
結果の解釈（田坂玲子）
統計手法の解釈（山内真）

効果安全性の評価（田坂玲子）
効果安全性の評価（田坂玲子）
結果の解釈（田坂玲子）

妥当性の評価（和田卓磨）
妥当性の評価（和田卓磨）

研究デザインの分析（福田武史）
研究デザインの分析（福田武史）
研究テーマの選定（安井智代）

演習

3～4通 単位数 2

学会発表・論文発表についての知識を習得する科目で、口頭発表やポスター発表の方法論
を学び学会においてプレゼンテーションができる

婦人科腫瘍に関する研究テーマを設定・立案・実行し、得られたデータを解析して研究成
果を国内外の学会で発表できる
研究成果に関する論文作成を行い英文学術雑誌への投稿ができる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究テーマの選定（安井智代）

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（女性病態医学）
（英）exercise in presentation
角 俊幸、安井 智代、福田 武史、山内 真、田坂 玲子、和田 卓磨
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

・到達目標の達成度について最終的に提出されたプレゼンテーションおよび論文をもとに
評価する
・研究テーマに関するプレゼンテーションの内容および質疑応答の内容により評価を行う
（発表100％）
・合格のための最低基準は、研究テーマに関するプレゼンテーションを行い分かりやすく
説明できること、論文が英文査読論文に掲載されること

（メールアドレス）福田武史：gr-med-obandg@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福田武史：月・金曜日　9:00～12:00　女性病態医学医局

適宜レジュメを配付する

New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Clinical Oncology
American Journal of Obstetrics and Gynecology
Obstetrics and Gynecology
Novak Gynecology
Operative Gynecology
授業の中で適宜紹介する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導（女性病態医学）
（英）advanced course of medical research
角 俊幸、安井 智代、福田 武史、山内 真、田坂 玲子、和田 卓磨

研究目的の分析（安井智代）

演習

1～4通 単位数 8

婦人科腫瘍における診断・治療に関する研究を、画像・病理ならびに分子生物学的知識を
取り入れながら指導を受ける科目で、婦人科腫瘍領域の先端医療に関わることができる

婦人科腫瘍分野における先駆的かつ独創性のあるテーマを企画・立案し、実行する能力を
習得することができる
立案した研究を実行するために必要な実験方法・解析方法を理解し、試料の採取・保存管
理や、それらを用いた基本実験・応用手技を実践できる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究目的の分析（安井智代） 婦人科腫瘍領域の独創的な研究テーマを企

画・立案するため必要な知識を取得し、実行
するために必要な実験方法に関する事前学習
を行う
立案した研究を実行するために必要な実験方
法・解析方法
立案した研究を実行するために必要な実験方
法・解析方法

研究デザインの分析（福田武史）
研究デザインの分析（福田武史）

研究目的の分析（安井智代）
研究目的の分析（安井智代）

研究デザインの分析（福田武史）
研究デザインの分析（福田武史）
研究デザインの分析（福田武史）
対象および対照の選定における妥当性の分析
（和田卓磨）
対象および対照の選定における妥当性の分析
（和田卓磨）
対象および対照の選定における妥当性の分析
（和田卓磨）
対象および対照の選定における妥当性の分析
（和田卓磨）
対象および対照の選定における妥当性の分析
（和田卓磨）
効果安全性の評価（山内真）
効果安全性の評価（山内真）
効果安全性の評価（山内真）
効果安全性の評価（山内真）
効果安全性の評価（山内真）
結果の解釈（田坂玲子）
結果の解釈（田坂玲子）
結果の解釈（田坂玲子）
結果の解釈（田坂玲子）

408



第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

統計手法の解釈（山内真）
統計手法の解釈（山内真）
統計手法の解釈（山内真）
統計手法の解釈（山内真）
倫理的問題の検討（角俊幸）
倫理的問題の検討（角俊幸）
考察（角俊幸）
考察（角俊幸）

・到達目標の達成度について最終的に提出された研究計画書をもとに評価する
・研究テーマに関するプレゼンテーションの内容および質疑応答の内容により評価を行う
（発表100％）
・合格のための最低基準は、研究テーマに関するプレゼンテーションを行い分かりやすく
説明できること
（メールアドレス）福田武史：gr-med-obandg@omu.ac.jp
（オフィスアワー）福田武史：月・金曜日　9:00～12:00　女性病態医学医局

適宜レジュメを配付する

New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Clinical Oncology
American Journal of Obstetrics and Gynecology
Obstetrics and Gynecology
Novak Gynecology
Operative Gynecology
授業の中で適宜紹介する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回

幼児・児童の泌尿器障害 同上
小児期の婦人科的問題 同上
内分泌系 同上

血液疾患 同上
がんと良性腫瘍 同上
腎臓病 同上

消化器系 同上
呼吸器系 同上
心臓血管系 同上

アレルギー疾患 同上
小児期のリウマチ性疾患 同上
感染症 同上

胎児と新生児 同上
青年期の医学 同上
免疫学 同上

急性疾患児 同上
人類遺伝学 同上
代謝疾患 同上

栄養 同上
体液の病態生理と輸液療法 同上
小児の薬物療法 同上

行動障害および心理的障害 同上
学習障害 同上
特別なニーズのある小児 同上

成長，発達と行動 同上

講義

1～2通 単位数 2

小児の特徴は発育(成長と発達)することである。中枢神経系、リンパ系の発育は早期か
ら、生殖系の発育は思春期から始まり、臓器によって発育速度は異なる。様々な臓器およ
び生体システムの正常発育とその異常に焦点を合わせ、これまでの研究結果をもとに臨床
的見地から講義する。
小児疾患の病態生理を理解し、診断および治療法とその評価法を修得し、小児疾患の病態
解明、病態制御を目指した研究を立案、実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
小児科学の領域 対応する教科書の内容を予習・復習する

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発達小児医学総論
（英）Pediatrics
濱崎考史、柚山賀彦、瀬戸俊之、時政定雄、大西聡、佐久間悟、田中えみ
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第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度を多角的に評価する。
面接(80%) 内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。
出席点も20%加味する。合格のための最低基準としては小児疾患の病態生理を理解し、診
断および治療法とその評価法が説明できることを基準とする。

授業までに教科書指定箇所の問題をひと通り解いておくこと。また、学習内容を理解し、
身に着けるためには演習問題を解くことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞ
れ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

1）ネルソン小児科学 原著第 19 版: 衞藤 義勝
2） Nelson Textbook of Pediatrics 21 th ed. Kliegman R et al.

特になし

神経系 同上
神経筋疾患 同上
眼疾患、耳、皮膚 同上
骨と関節の障害 同上
環境健康被害 同上
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発達小児医学特論
（英）Seminar in Pediatrics
濱崎考史、柚山賀彦、瀬戸俊之、時政定雄、大西聡、佐久間悟、田中えみ

先天代謝２ 同上

講義

1～2通 単位数 3

小児期特有の病態生理に基づく専門性の高い疾患群について、各専門分野の教員によるセ
ミナーをおこなう。疾患の歴史的な背景から、最新の研究結果を概説する。
小児疾患の病態生理を理解し、診断および治療法とその評価法を修得し、小児疾患の病態
解明、病態制御を目指した研究を立案、実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
先天代謝1 対応する教科書の内容を予習・復習する

先天代謝３ 同上
小児糖尿病１ 同上
小児糖尿病２ 同上
小児糖尿病３ 同上
ゲノム医療１ 同上
ゲノム医療２ 同上
ゲノム医療３ 同上
小児血液腫瘍１ 同上
小児血液腫瘍２ 同上
小児血液腫瘍３ 同上
消化器肝臓１ 同上
消化器肝臓２ 同上
消化器肝臓３ 同上
新生児学１ 同上
新生児学２ 同上
新生児学３ 同上
小児神経学１ 同上
小児神経学２ 同上
小児神経学３ 同上
小児内分泌１ 同上
小児内分泌２ 同上
小児内分泌３ 同上
アレルギー１ 同上
アレルギー２ 同上
アレルギー３ 同上
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第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

感染症１ 同上
感染症２ 同上
感染症３ 同上
再生医学 同上

到達目標の達成度を多角的に評価する。
面接(80%) 内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。
出席点も20%加味する。合格のための最低基準としては小児疾患の病態生理を理解し、診
断および治療法とその評価法が説明できることを基準とする。
授業までに教科書指定箇所の問題をひと通り解いておくこと。また、学習内容を理解し、
身に着けるためには演習問題を解くことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞ
れ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

1）ネルソン小児科学 原著第 17 版: 衞藤 義勝
2）Nelson Textbook of Pediatrics 18 th ed. Kliegman R et al.

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）高度小児医療概論
（英）Seminar in Advanced Pediatric Research
濱崎考史、時政定雄、瀬戸俊之、大西聡、佐久間悟、服部妙香、田中えみ

先天代謝２ 同上

講義

1～2通 単位数 2

小児医療が近年急速に発展し高度化している。難治性疾患に対して、分子標的からの診断
法、治療法の開発が進んでいる。開発の過程での問題解決法について、各専門分野の教員
によるセミナーをおこなう。

小児疾患の病態生理を理解し、診断および治療法とその評価法を修得し、小児疾患の病態
解明、病態制御を目指した研究を立案、実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
先天代謝1 対応する教科書の内容を予習・復習する

先天代謝３ 同上
小児糖尿病１ 同上
小児糖尿病２ 同上
小児糖尿病３ 同上
ゲノム医療１ 同上
ゲノム医療２ 同上
ゲノム医療３ 同上
小児血液腫瘍１ 同上
小児血液腫瘍２ 同上
小児血液腫瘍３ 同上
消化器肝臓１ 同上
消化器肝臓２ 同上
消化器肝臓３ 同上
新生児学１ 同上
新生児学２ 同上
新生児学３ 同上
小児神経学１ 同上
小児神経学２ 同上
小児神経学３ 同上
小児内分泌１ 同上
小児内分泌２ 同上
小児内分泌３ 同上

414



第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

アレルギー１ 同上
アレルギー２ 同上
アレルギー３ 同上
感染症１ 同上
感染症２ 同上
感染症３ 同上
再生医学 同上

到達目標の達成度を多角的に評価する。
面接(80%) 内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。
出席点も20%加味する。合格のための最低基準としては小児疾患の病態生理を理解し、診
断および治療法とその評価法が説明できることを基準とする。
授業までに教科書指定箇所の問題をひと通り解いておくこと。また、学習内容を理解し、
身に着けるためには演習問題を解くことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞ
れ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。
1）ネルソン小児科学 原著第 19 版: 衞藤 義勝
2） Nelson Textbook of Pediatrics 21 th ed. Kliegman R et al.

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
1～31回
(奇数回)
2～30回
(偶数回)

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発達小児医学基礎演習
（英）Training Course of Pediatrics
濱崎考史、時政定雄、瀬戸俊之、大西聡、佐久間悟、服部妙香、田中えみ

周産期カンファレンス 同上

演習

1～2通 単位数 2

小児疾患の病態解明・治療法の確立のための基礎的・臨床的研究能力を養い、創造性の高
い研究を遂行できるようにする。

小児疾患の病態生理を理解し、診断および治療法とその評価法を修得し、小児疾患の病態
解明、病態制御を目指した研究を立案、実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
クリニカルカンファレンス 対応する教科書の内容を予習・復習する

到達目標の達成度を多角的に評価する。
面接(80%) 内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。
出席点も20%加味する。合格のための最低基準としては小児疾患の病態生理を理解し、診
断および治療法とその評価法が説明できることを基準とする。

授業までに教科書指定箇所の問題をひと通り解いておくこと。また、学習内容を理解し、
身に着けるためには演習問題を解くことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞ
れ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

1）ネルソン小児科学 原著第 19 版: 衞藤 義勝
2） Nelson Textbook of Pediatrics 21 th ed. Kliegman R et al.

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～8回
第9～17回
第18～26回
第27～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度を多角的に評価する。
面接(80%) 内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。
出席点も20%加味する。合格のための最低基準としては小児疾患の病態生理を理解し、診
断および治療法とその評価法が説明できることを基準とする。

授業までに教科書指定箇所の問題をひと通り解いておくこと。また、学習内容を理解し、
身に着けるためには演習問題を解くことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞ
れ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

1）ネルソン小児科学 原著第 19 版: 衞藤 義勝
2）Nelson Textbook of Pediatrics 21 th ed. Kliegman R et al.

特になし

糖尿病カンファレンス 同上
内分泌カンファレンス 同上

代謝カンファレンス 同上

演習

1～2通 単位数 1

小児疾患における栄養・代謝・内分泌系の病態生理についてより高度な理解・臨床的研究
能力を養い、創造性の高い研究を遂行できるようにする。

小児疾患の栄養・代謝・内分泌系・神経系の病態生理を理解し、診断および治療法とその
評価法を修得し、小児疾患の病態解明、病態制御を目指した研究を立案、実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
NST(栄養)カンファレンス 対応する教科書の内容を予習・復習する

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発達小児医学応用演習1
（英）Advanced Training Course of Pediatrics 1
濱崎考史、大西聡、服部妙香
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～8回
第9～17回
第18～26回
第27～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発達小児医学応用演習2
（英）Advanced Training Course of Pediatrics 2
時政定雄、瀬戸俊之、佐久間悟、田中えみ

神経疾患カンファレンス 同上

演習

1～2通 単位数 1

小児疾患における造血器、神経系、免疫系の病態生理についてより高度な理解 ・臨床的研
究能力を養い、 創造性の高い研究を遂行できるようにする。

小児疾患の造血器、神経系の病態生理を理解し、診断および治療法とその評価法を修得
し、小児疾患の病態解明、病態制御を目指した研究を立案、実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
血液・腫瘍カンファレンス 対応する教科書の内容を予習・復習する

遺伝疾患カンファレンス 同上
アレルギー疾患カンファレンス 同上

到達目標の達成度を多角的に評価する。
面接(80%) 内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。
出席点も20%加味する。合格のための最低基準としては小児疾患の病態生理を理解し、診
断および治療法とその評価法が説明できることを基準とする。

授業までに教科書指定箇所の問題をひと通り解いておくこと。また、学習内容を理解し、
身に着けるためには演習問題を解くことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞ
れ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

1）ネルソン小児科学 原著第 19 版: 衞藤 義勝
2）Nelson Textbook of Pediatrics 21 th ed. Kliegman R et al.

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～5回
第6～11回
第12～16回
第17～21回
第22～26回
第27～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。発表および質疑応答の内容で評価
する。

事前学習として、各専門の基本的知識を確認してから参加すること。事後学習として、発
表での質疑応答で取り上げられた問題点についてまとめ、報告書を作成する。

必要なレジュメ、スライドなどはmoodleを通じて提供する。

特になし

同上

論文作成 同上
論文投稿・査読 同上

学会発表 同上
講演会
予演会 同上

演習

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

小児疾患の病態生理を理解し、小児疾患の病態解明、病態制御を目指した研究成果を自ら
まとめて、発表し論文化できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
事前準備 該当する講義レジュメを予習・復習

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（発達小児医学）
（英）Exercise in Presentation
濱崎 考史
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～5回
第6～11回
第12～16回
第17～21回
第22～26回
第27～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

カンファレンスにおいて内容の理解度・プレゼンテーションの技術を評価する。さらにそ
の発表および質疑応答の内容を評価する。

学習内容を理解するため、各一定の時間（最低１時間程度）の予習、復習をすることが望
ましい。

必要なレジュメ、スライドなどはmoodleを通じて提供する。

特になし

同上

論文作成 同上
論文投稿・査読 同上

学会発表 同上
講演会
予演会 同上

演習

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。

先端技術を応用して病態解析と新しい治療法の開発の立案ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
事前準備 該当する講義レジュメを予習・復習

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（発達小児医学）
（英）Advanced Course of Medical Research
濱崎 考史
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回

第3回

第4回
第5回

第6回

第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回 症例カンファレンス・GCロールプレイ実習 事前に与えられた症例のリスク評価と実習

症例カンファレンス・GCロールプレイ実習 事前に与えられた症例のリスク評価と実習
症例カンファレンス・GCロールプレイ実習 事前に与えられた症例のリスク評価と実習
症例カンファレンス・GCロールプレイ実習 事前に与えられた症例のリスク評価と実習

臨床現場における遺伝医学の役割 講義、教員とのディスカッション
症例カンファレンス・GCロールプレイ実習 第23回以降の説明とディスカッション
症例カンファレンス・GCロールプレイ実習 事前に与えられた症例のリスク評価と実習

個別化医療におけるゲノム医療の役割 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

遺伝医学における倫理・社会的諸課題 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

遺伝医学全般にわたる総括・評価 第19回までの復習を行っておく

腫瘍遺伝学とがんゲノム医療 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

罹患リスクの評価と遺伝カウンセリング 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

出生前診断と各種スクリーニング 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

遺伝性疾患の分子生物学・生化学・細胞学 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

遺伝性疾患の治療 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

遺伝医学からみた発生学と先天異常 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

集団における遺伝学的多様性・社会遺伝学 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

ヒトの諸疾患における遺伝学的基礎と解明 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

遺伝性疾患の分子遺伝学 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

ゲノムの量的変化（常染色体・性染色体異
常）

教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

単一遺伝子病、その代表疾患と遺伝形式 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

多因子遺伝子病、その代表疾患と遺伝形式 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

ヒトゲノム・遺伝子の構造とその機能につい
て

教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

ヒトゲノムの遺伝子の多様性・変異と多型 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

臨床における細胞遺伝学とゲノム解析の基礎 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

ヒトゲノム・入門 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

講義

1～2通 単位数 2

遺伝医学の特徴は全ての医学領域にわたる広い遺伝学の大系を有することである。臨床遺
伝学は、このような遺伝医学の知識をもとに臨床現場にいかに応用するかという「ゲノム
医療」いう視点から、これまでの研究結果をもとに臨床的見地から講義する。
遺伝医学全般にわたる知識を習得し、臨床遺伝学の臨床医学における位置づけを理解し、
遺伝性疾患の病態解明、病態制御を目指した研究を立案、実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
現代医療における遺伝学の重要性 教科書・参考書などを用いて予習と復習を行う

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）臨床遺伝学総論
（英）Medical Genetics
瀬戸俊之
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第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度については各専門分野の担当教員が評価を行う。
(2)評価方法（試験50%、症例カンファレンスにおけるディスカッション・実習での姿勢・
能力・発表による総合評価50％）。
(3)医療の現場で求められるゲノム医療担当者の役割とコミュニケーションの重要性を理解
し、説明できる。様々な疾患における罹患リスクの評価を行うことができる。遺伝カウン
セリングにおいて、クライアントの語りを傾聴することができることが評価の基準であ
る。
授業までに教科巻末の症例末尾にある「グループディスカッション」について自分なりの
解答を用意しておくこと。また、学習内容を理解し、身に着けるためには演習問題を解く
ことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこと
が望ましい。

・Thompson & Thompson Genetics in Medicine, 8e (Thompson and Thompson
Genetics in Medicine). Elsevier.
・その他、必要に応じて適宜、レジュメを配付する。

・新 遺伝医学やさしい系統講義19講　福嶋義光 (監修), 櫻井晃洋 (編集), 古庄知己 (編集).
メディカルサイエンスインターナショナル. 2019.
・遺伝カウンセリングマニュアル　改訂第3版.　福嶋義光 (監修), 櫻井晃洋 (編集).　南江
堂
・Nelson Textbook of Pediatrics 21 ed. Kliegman R et al.（もしくは日本語版：ネルソン
小児科学 最新版: 衞藤 義勝監修）

症例カンファレンス・GCロールプレイ実習 事前に与えられた症例のリスク評価と実習
症例カンファレンス・GCロールプレイ実習 事前に与えられた症例のリスク評価と実習
ロールプレイ試験 事前に与えられた症例のリスク評価と実習
症例カンファレンス・GCロールプレイ実習 評価を行う
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）臨床遺伝学特論
（英）Seminar in Medical Genetics
瀬戸俊之

先天異常 対応する教科書の内容を予習・復習する

講義

1～2通 単位数 3

ゲノム医療の臨床において大別される領域・専門分野において、代表的な疾患群につい
て、各専門分野の教員による講義やセミナーをおこなう。疾患の歴史的な背景から、最新
の研究結果を概説する。
遺伝性疾患の病態生理を理解し、診断および治療法とその評価法を修得し、小児疾患の病
態解明、病態制御を目指した研究を立案、実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
周産期の異常 対応する教科書の内容を予習・復習する

先天代謝異常症 対応する教科書の内容を予習・復習する
多因子疾患１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
多因子疾患２ 対応する教科書の内容を予習・復習する
多因子疾患３ 対応する教科書の内容を予習・復習する
がんゲノム医療における各種疾患１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
がんゲノム医療における各種疾患２ 対応する教科書の内容を予習・復習する
がんゲノム医療における各種疾患３ 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児期血液腫瘍疾患 対応する教科書の内容を予習・復習する
AYA世代の血液腫瘍疾患 対応する教科書の内容を予習・復習する
成人期血液腫瘍疾患 対応する教科書の内容を予習・復習する
成人期発症の神経難病１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
成人期発症の神経難病２ 対応する教科書の内容を予習・復習する
ミトコンドリア病 対応する教科書の内容を予習・復習する
出生前疾患の対象となる疾患群１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
出生前診断の対象となる疾患群2 対応する教科書の内容を予習・復習する
着床前診断の対象となる疾患群 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児神経内科領域の疾患群１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児神経内科領域の疾患群２ 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児神経内科領域の疾患群３ 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児・成人における内分泌疾患１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児・成人における内分泌疾患２ 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児・成人における内分泌疾患３ 対応する教科書の内容を予習・復習する
アレルギー疾患 対応する教科書の内容を予習・復習する
自己免疫疾患 対応する教科書の内容を予習・復習する
免疫不全症候群 対応する教科書の内容を予習・復習する
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第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

小児科領域における感染免疫疾患 対応する教科書の内容を予習・復習する
遺伝性疾患の最新治療１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
遺伝性疾患の最新治療２ 対応する教科書の内容を予習・復習する
遺伝性疾患の最新治療３ 対応する教科書の内容を予習・復習する

(1)到達目標の達成度については各専門分野の担当教員が評価を行う。
(2)評価方法（試験50%、症例カンファレンスにおけるディスカッション・実習での姿勢・
能力・発表による総合評価50％）。
(3)医療の現場で求められるゲノム医療担当者の役割とコミュニケーションの重要性を理解
し、説明できる。様々な疾患における罹患リスクの評価を行うことができる。遺伝カウン
セリングにおいて、クライアントの語りを傾聴することができることが評価の基準であ
る。
授業までに教科巻末の症例末尾にある「グループディスカッション」について自分なりの
解答を用意しておくこと。また、学習内容を理解し、身に着けるためには演習問題を解く
ことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこと
が望ましい。

1）Thompson & Thompson Genetics in Medicine, 8e (Thompson and Thompson
Genetics in Medicine). Elsevier. 2）ゲノム医学 ゲノム情報を活かす医療のために．菅野純
夫 (翻訳), 福嶋義光 (翻訳)　メディカルサイエンスインターナショナル–

・新 遺伝医学やさしい系統講義19講　福嶋義光 (監修), 櫻井晃洋 (編集), 古庄知己 (編集).
メディカルサイエンスインターナショナル. 2019.
・遺伝カウンセリングマニュアル　改訂第3版.　福嶋義光 (監修), 櫻井晃洋 (編集).　南江
堂
・Nelson Textbook of Pediatrics 21 ed. Kliegman R et al.（もしくは日本語版：ネルソン
小児科学 最新版: 衞藤 義勝監修）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

小児神経内科領域の疾患群３ 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児・成人における内分泌疾患１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児・成人における内分泌疾患２ 対応する教科書の内容を予習・復習する

着床前診断の対象となる疾患群 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児神経内科領域の疾患群１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児神経内科領域の疾患群２ 対応する教科書の内容を予習・復習する

ミトコンドリア病 対応する教科書の内容を予習・復習する
出生前疾患の対象となる疾患群１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
出生前診断の対象となる疾患群2 対応する教科書の内容を予習・復習する

成人期血液腫瘍疾患 対応する教科書の内容を予習・復習する
成人期発症の神経難病１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
成人期発症の神経難病２ 対応する教科書の内容を予習・復習する

がんゲノム医療における各種疾患３ 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児期血液腫瘍疾患 対応する教科書の内容を予習・復習する
AYA世代の血液腫瘍疾患 対応する教科書の内容を予習・復習する

多因子疾患３ 対応する教科書の内容を予習・復習する
がんゲノム医療における各種疾患１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
がんゲノム医療における各種疾患２ 対応する教科書の内容を予習・復習する

先天代謝異常症 対応する教科書の内容を予習・復習する
多因子疾患１ 対応する教科書の内容を予習・復習する

多因子疾患２ 対応する教科書の内容を予習・復習する

先天異常 対応する教科書の内容を予習・復習する

講義

1～2通 単位数 2

遺伝医学が近年急速に発展し高度化している。診断がつかなかった疾患が遺伝学的に診断
に至り、過去には不治の病とされていた難病に対しても新たな治療法も次々に開発されて
いる。実際の医療において主治医やパラメディカルと連携をとりながら、患者・家族が有
する様々な問題解決について、各専門分野の教員によるセミナーをおこなう。

授業までに教科巻末の症例末尾にある「グループディスカッション」について自分なりの
解答を用意しておくこと。また、学習内容を理解し、身に着けるためには演習問題を解く
ことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこと
が望ましい。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
周産期の異常 対応する教科書の内容を予習・復習する

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）ゲノム医療概論
（英）Seminar in Genomic Medicine Research
瀬戸俊之
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度については各専門分野の担当教員が評価を行う。
(2)評価方法（試験50%、症例カンファレンスにおけるディスカッション・実習での姿勢・
能力・発表による総合評価50％）。
(3)医療の現場で求められるゲノム医療担当者の役割とコミュニケーションの重要性を理解
し、説明できる。様々な疾患における罹患リスクの評価を行うことができる。遺伝カウン
セリングにおいて、クライアントの語りを傾聴することができることが評価の基準であ
る。

授業までに教科巻末の症例末尾にある「グループディスカッション」について自分なりの
解答を用意しておくこと。また、学習内容を理解し、身に着けるためには演習問題を解く
ことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこと
が望ましい。
1）Thompson & Thompson Genetics in Medicine, 8e (Thompson and Thompson
Genetics in Medicine). Elsevier. 2）ゲノム医学 ゲノム情報を活かす医療のために．菅野純
夫 (翻訳), 福嶋義光 (翻訳)　メディカルサイエンスインターナショナル–

・新 遺伝医学やさしい系統講義19講　福嶋義光 (監修), 櫻井晃洋 (編集), 古庄知己 (編集).
メディカルサイエンスインターナショナル. 2019.
・遺伝カウンセリングマニュアル　改訂第3版.　福嶋義光 (監修), 櫻井晃洋 (編集).　南江
堂
・Nelson Textbook of Pediatrics 21 ed. Kliegman R et al.（もしくは日本語版：ネルソン
小児科学 最新版: 衞藤 義勝監修）

免疫不全症候群 対応する教科書の内容を予習・復習する
小児科領域における感染免疫疾患 対応する教科書の内容を予習・復習する
遺伝性疾患の最新治療１ 対応する教科書の内容を予習・復習する
遺伝性疾患の最新治療２ 対応する教科書の内容を予習・復習する
遺伝性疾患の最新治療３ 対応する教科書の内容を予習・復習する

小児・成人における内分泌疾患３ 対応する教科書の内容を予習・復習する
アレルギー疾患 対応する教科書の内容を予習・復習する
自己免疫疾患 対応する教科書の内容を予習・復習する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
1～31回
(奇数回)

2～30回
(偶数回)

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）臨床遺伝学基礎演習
（英）Training Course of Medical Genetics
瀬戸俊之

遺伝カウンセリング陪席もしくはロールプレ
イ実習

事前に症例の予習を行い、正確なリスク評価
を作成しておく

演習

1～2通 単位数 2

遺伝性疾患全般におけるリスク評価・遺伝カウンセリングのための基礎的・臨床・研究能
力を養い、創造性の高い研究を遂行できるようにする。

小児疾患の病態生理を理解し、診断および治療法とその評価法を修得し、小児疾患の病態
解明、病態制御を目指した研究を立案、実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
症例カンファレンス 対応する教科書の内容を予習・復習するとと

もに、各症例におけるディスカッションに積
極的に参加する

(1)到達目標の達成度については各専門分野の担当教員が評価を行う。
(2)評価方法（試験50%、症例カンファレンスにおけるディスカッション・実習での姿勢・
能力・発表による総合評価50％）。
(3)医療の現場で求められるゲノム医療担当者の役割とコミュニケーションの重要性を理解
し、説明できる。様々な疾患における罹患リスクの評価を行うことができる。遺伝カウン
セリングにおいて、クライアントの語りを傾聴することができることが評価の基準であ
る。
授業までに教科巻末の症例末尾にある「グループディスカッション」について自分なりの
解答を用意しておくこと。また、学習内容を理解し、身に着けるためには演習問題を解く
ことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこと
が望ましい。
1）Thompson & Thompson Genetics in Medicine, 8e (Thompson and Thompson
Genetics in Medicine). Elsevier. 2）ゲノム医学 ゲノム情報を活かす医療のために．菅野純
夫 (翻訳), 福嶋義光 (翻訳)　メディカルサイエンスインターナショナル–
・新 遺伝医学やさしい系統講義19講　福嶋義光 (監修), 櫻井晃洋 (編集), 古庄知己 (編集).
メディカルサイエンスインターナショナル. 2019.
・遺伝カウンセリングマニュアル　改訂第3版.　福嶋義光 (監修), 櫻井晃洋 (編集).　南江
堂
・Nelson Textbook of Pediatrics 21 ed. Kliegman R et al.（もしくは日本語版：ネルソン
小児科学 最新版: 衞藤 義勝監修）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～8回

第9～17回

第18～26回

第27～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）臨床遺伝学応用演習1
（英）Advanced Training Course of Medical Genetics 1
瀬戸俊之

上記に関連した遺伝カウンセリング実習 陪席もしくはロールプレイを行う

演習

1～2通 単位数 1

希少・難病疾患におけるリスク評価・遺伝カウンセリングのための実践的臨床能力・研究
能力を養う。本課程修了後に研究・教育指導が出来ることを念頭に創造性の高い研究とは
何かを議論する。

希少・難病疾患におけるリスク評価・遺伝カウンセリングのための実践的臨床能力・研究
能力を養い、本課程修了後に研究・教育指導が出来ることを念頭に創造性の高い研究を立
案、遂行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
小児期の希少・難病領域における症例カン
ファレンスとディスカッション

対応する教科書の内容を予習・復習する

成人期の希少・難病領域における症例カン
ファレンスとディスカッション

対応する教科書の内容を予習・復習する

上記に関連した遺伝カウンセリング実習 陪席もしくはロールプレイを行う

(1)到達目標の達成度については各専門分野の担当教員が評価を行う。
(2)評価方法（試験50%、症例カンファレンスにおけるディスカッション・実習での姿勢・
能力・発表による総合評価50％）。
(3)医療の現場で求められるゲノム医療担当者の役割とコミュニケーションの重要性を理解
し、説明できる。様々な疾患における罹患リスクの評価を行うことができる。遺伝カウン
セリングにおいて、クライアントの語りを傾聴することができることが評価の基準であ
る。

授業までに教科巻末の症例末尾にある「グループディスカッション」について自分なりの
解答を用意しておくこと。また、学習内容を理解し、身に着けるためには演習問題を解く
ことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこと
が望ましい。

1）Thompson & Thompson Genetics in Medicine, 8e (Thompson and Thompson
Genetics in Medicine). Elsevier. 2）ゲノム医学 ゲノム情報を活かす医療のために．菅野純
夫 (翻訳), 福嶋義光 (翻訳)　メディカルサイエンスインターナショナル–
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* 参考文献

* その他

・新 遺伝医学やさしい系統講義19講　福嶋義光 (監修), 櫻井晃洋 (編集), 古庄知己 (編集).
メディカルサイエンスインターナショナル. 2019.
・遺伝カウンセリングマニュアル　改訂第3版.　福嶋義光 (監修), 櫻井晃洋 (編集).　南江
堂
・Nelson Textbook of Pediatrics 21 ed. Kliegman R et al.（もしくは日本語版：ネルソン
小児科学 最新版: 衞藤 義勝監修）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～8回
第9～17回
第18～26回
第27～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度については各専門分野の担当教員が評価を行う。
(2)評価方法（試験50%、症例カンファレンスにおけるディスカッション・実習での姿勢・
能力・発表による総合評価50％）。
(3)医療の現場で求められるゲノム医療担当者の役割とコミュニケーションの重要性を理解
し、説明できる。様々な疾患における罹患リスクの評価を行うことができる。遺伝カウン
セリングにおいて、クライアントの語りを傾聴することができることが評価の基準であ
る。
授業までに教科巻末の症例末尾にある「グループディスカッション」について自分なりの
解答を用意しておくこと。また、学習内容を理解し、身に着けるためには演習問題を解く
ことが重要である。そのため、各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うこと
が望ましい。
1）Thompson & Thompson Genetics in Medicine, 8e (Thompson and Thompson
Genetics in Medicine). Elsevier. 2）ゲノム医学 ゲノム情報を活かす医療のために．菅野純
夫 (翻訳), 福嶋義光 (翻訳)　メディカルサイエンスインターナショナル–

各領域の教科書を参考にすること

眼科疾患領域カンファレンス 対応する教科書の内容を予習・復習する
耳鼻科疾患領域カンファレンス 対応する教科書の内容を予習・復習する

周産期疾患領域ファレンス 対応する教科書の内容を予習・復習する

演習

1～2通 単位数 1

ゲノム医療におけるがん領域、周産期領域、眼科、耳鼻科領域についてより高度な理解 ・
臨床的研究能力を養い、 創造性の高い研究を遂行できるようにする。

上記領域における各種疾患のリスク評価・遺伝カウンセリングのための実践的臨床能力・
研究能力を養い、本課程修了後に研究・教育指導が出来ることを念頭に創造性の高い研究
を立案、遂行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
がんゲノム領域カンファレンス 対応する教科書の内容を予習・復習する

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）臨床遺伝学応用演習2
（英）Advanced Training Course of Medical Genetics 2
瀬戸俊之
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～5回

第6～11回

第12～16回

第17～21回

第22～26回

第27～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（臨床遺伝学）
（英）Exercise in Presentation
瀬戸　俊之

予演会 該当する講義レジュメを予習・復習

演習

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

遺伝性疾患の病態生理を理解し、当該疾患の病態解明、ゲノム医療における意味づけを目
指した研究成果を自らまとめて、発表し論文化できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

事前準備 該当する講義レジュメを予習・復習

論文投稿・査読 該当する講義レジュメを予習・復習

講演会 該当する講義レジュメを予習・復習

学会発表 該当する講義レジュメを予習・復習

論文作成 該当する講義レジュメを予習・復習

内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。発表および質疑応答の内容で評価
する。

事前学習として、各専門の基本的知識を確認してから参加すること。事後学習として、発
表での質疑応答で取り上げられた問題点についてまとめ、報告書を作成する。

必要なレジュメ、スライドなどはmoodleを通じて提供する。

当該研究、発表に関連した医学文献を積極的に収集する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～5回

第6～11回

第12～16回

第17～21回

第22～26回

第27～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（臨床遺伝学）
（英）Advanced Course of Medical Research
瀬戸　俊之

予演会 該当する講義レジュメを予習・復習

演習

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。

先端知識とさまざまな技術を応用して遺伝医学領域の疾患における病態解析と新しい治療
法の開発の立案ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

事前準備 該当する講義レジュメを予習・復習

論文投稿・査読 該当する講義レジュメを予習・復習

講演会 該当する講義レジュメを予習・復習

学会発表 該当する講義レジュメを予習・復習

論文作成 該当する講義レジュメを予習・復習

カンファレンスにおいて内容の理解度・プレゼンテーションの技術を評価する。さらにそ
の発表および質疑応答の内容を評価する。

学習内容を理解するため、各一定の時間（最低１時間程度）の予習、復習をすることが望
ましい。

必要なレジュメ、スライドなどはmoodleを通じて提供する。

ゲノム医療における様々な専門的データベースを駆使し、当該研究、発表に関連した医学
文献や情報を積極的に収集する

432



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第8回

第9回～第16回

第17回～第24回

第25回～第32回

第33回～第38回

第39回～第44回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）泌尿器病態学
（英）Urology
内田潤次、武本佳昭、鞍作克之、長沼俊秀、岩井友明、山﨑健史、町田裕一、加藤実、大
年太陽、壁井和也、行松　直、松江泰佑、山本匠真

透析療法のトピックス 授業までに学習内容を理解するため、関連す
るガイドライン、学術論文を読んで内容を把
握する。講義終了後、自主学習にて講義の要
点をまとめる。

講義

1～2通 単位数 4

腎・尿路・男性生殖器の臓器機能と病態を個体レベルから分子レベルの解析を講義し、理
解を深めるために適宜、臨床実習を行う。

泌尿器科領域は腎不全学、腎移植学、腫瘍学、男性生殖学、排尿機能学、小児泌尿器科学
など多岐にわたる。新しい知見を得るような研究が立案できるように泌尿器科各領域の基
礎的知識、基礎的手技を習得する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
泌尿器科学総論 授業までに学習内容を理解するため、関連す

るガイドライン、学術論文を読んで内容を把
握する。講義終了後、自主学習にて講義の要
点をまとめる。

腎不全管理のトピックス 授業までに学習内容を理解するため、関連す
るガイドライン、学術論文を読んで内容を把
握する。講義終了後、自主学習にて講義の要
点をまとめる。

腎移植のトピックス 授業までに学習内容を理解するため、関連す
るガイドライン、学術論文を読んで内容を把
握する。講義終了後、自主学習にて講義の要
点をまとめる。

男性生殖学のトピックス 授業までに学習内容を理解するため、関連す
るガイドライン、学術論文を読んで内容を把
握する。講義終了後、自主学習にて講義の要
点をまとめる。

排尿機能学におけるトピックス 授業までに学習内容を理解するため、関連す
るガイドライン、学術論文を読んで内容を把
握する。講義終了後、自主学習にて講義の要
点をまとめる。
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第45回～第50回

第51回～第56回

第57回～第60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

腫瘍学におけるトピックス 授業までに学習内容を理解するため、関連す
るガイドライン、学術論文を読んで内容を把
握する。講義終了後、自主学習にて講義の要
点をまとめる。

泌尿器手術におけるトピックス 授業までに学習内容を理解するため、関連す
るガイドライン、学術論文を読んで内容を把
握する。講義終了後、自主学習にて講義の要
点をまとめる。

泌尿器腫瘍薬物療法におけるトピックス 授業までに学習内容を理解するため、関連す
るガイドライン、学術論文を読んで内容を把
握する。講義終了後、自主学習にて講義の要
点をまとめる。

（１） 定期的に複数の教員が面接を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
（２） 面接による口頭試問にて評価を行う。
（３） 泌尿器の各分野に関する基礎的知識を解説できることが合格の最低基準とする。

学習内容の詳細については授業にて適宜指示する。

原則、毎回、レジュメを配付する。また、授業の中で適宜紹介する。

・Campbell-Walsh Urology, European Journal of Urology, Journal of Urology,
Transplantation, American Journal of Transplantation, Nephrology Dialysis
Transplantation等
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回

2024 曜日・時限

各種泌尿器科腫瘍における外科的療法学、化
学療法理論、癌免疫療法理論、有害事象分析
法、臨床疫学を講義する。

授業までに学習内容を理解するため、泌尿器
腫瘍に関する日本泌尿器科学会ガイドライ
ン、NCCNガイドラインなどを用いて、各一
定の時間予習復習することが望ましい。

科目ナンバリング
（和）泌尿器病態学（泌尿器腫瘍学特論）
（英）seminar in urologic oncology
内田潤次、鞍作克之、岩井友明、山﨑健史、町田裕一、加藤実、大年太陽、壁井和也、行
松　直、松江泰佑、山本匠真

講義

1～2通 単位数 2

泌尿器腫瘍学における最新のエビデンスを修得する

1.泌尿器腫瘍学領域における最新の診断および治療を理解する。
2.泌尿器腫瘍学領域におけるトランスレーショナルリサーチを理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
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第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

（１） 定期的に複数の教員が面接を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
（２） 面接による口頭試問にて評価を行う。
（３） 泌尿器の各分野に関する基礎的知識を解説できることが合格の最低基準とする。

学習内容の詳細については授業にて適宜指示する。

原則、毎回、レジュメを配付する。また、授業の中で適宜紹介する。

Campbell-Walsh Urology, New England Journal of Medicine, Lancet, Journal of Clinical
Oncology , European Journal of Urology, Journal of Urology

436



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

腎代替療法について

腎移植のドナー・レシピエントの適応につい
て

腎移植における免疫抑制療法について

授業までに学習内容を理解するため、
KDIGOガイドライン(the care of kidney
transplant recipients)、その他腎移植に関連
するガイドライン、CKDガイドラインなどを
用いて、各一定の時間予習復習することが望
ましい。

講義

1～2通 単位数 1

腎移植の手術手技と管理を修得する。

1. 腎移植の手術手技を理解する。
2. 腎移植の免疫抑制療法を理解する。
3. 腎移植の合併症を理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

腎移植後感染症対策

科目ナンバリング
（和）泌尿器病態学（腎移植学特論）
（英）seminar in kidney transplantation
内田　潤次、長沼　俊秀、岩井　友明、町田裕一、壁井和也

腎移植後拒絶反応の管理

長期フォローアップ

既存抗体陽性腎移植・血液型不適合腎移植に
おけるアフェレーシス

生体腎移植ドナーの安全管理

（１） 定期的に複数の教員が面接を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
（２） 面接による口頭試問にて評価を行う。
（３） 泌尿器の各分野に関する基礎的知識を解説できることが合格の最低基準とする。

学習内容の詳細については授業中に適宜指示する。

原則、毎回、レジュメを配付する。また、授業の中で適宜紹介する。

KDIGOガイドライン(the care of kidney transplant recipients), Transplantation,
American Journal of Transplantation, Nephrology Dialysis Transplantation
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

二次性副甲状腺機能亢進症について

（１） 定期的に複数の教員が面接を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。

学習内容の詳細については授業にて適宜指示する。

原則、毎回、レジュメを配付する。また、授業の中で適宜紹介する。

Kidney International, Journal of American Society of Nephrology, Nephrology Dialysis
Transplantation

科目ナンバリング
（和）泌尿器病態学（透析療法学特論）
（英）seminar in dialysis therapy
武本　佳昭、長沼　俊秀
2024 曜日・時限

腎代替療法のタイミングについて

血液浄化療法について

アフェレーシスについて

授業までに学習内容を理解するため、透析療
法関連のガイドライン、CKDガイドラインな
どを用いて、各一定の時間予習復習すること
が望ましい。

講義

1～2通 単位数 1

透析療法の方法と管理を修得する

1.　透析療法の方法を理解する。
2.　透析療法の合併症を理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

バスキュラーアクセス、ペリトネアルアクセ
スについて
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

泌尿器病態学において腎・尿路・男性生殖器
疾患の病態、治療を生化学、分子生物学、生
理学、形態学、薬理学、外科学、医工学と
いった多面的な観点より理解する。授業内容
に関する関連の学術論文を読んで内容を把握
する。
講義終了後、自主学習にて講義の要点をまと
める。

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

科目ナンバリング
（和）泌尿器病態学演習
（英）Basic Course of Urology
内田潤次、武本佳昭、鞍作克之、長沼俊秀、岩井友明、山﨑健史、町田裕一、加藤実、大
年太陽、壁井和也、行松　直、松江泰佑、山本匠真

演習

1～2通 単位数 3

泌尿器病態学において腎・尿路・男性生殖器疾患の病態、治療を生化学、分子生物学、生
理学、形態学、薬理学、外科学、医工学といった多面的な観点より理解し、それらを有機
的に統合する。
症例の検討や関連学術論文を用いた発表および討論を行い、泌尿器科学における知識や方
法論を体得するとともに、未知の事象や未解決の問題を見出し、それらを解明できる能力
の獲得をめざす。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習、研究指導において複数の教員が内容の理解度およびプレゼンテーションに対して合
議して評価する。

学習内容の詳細については授業中に適宜指示する。
原則、毎回、レジュメを配付する。また、授業の中で適宜紹介する。
New England Journal of Medicine, Lancet, Journal of Urology, European Journal of
Urology, International Journal of Urology, Transplantation, American Journal of
Transplantation, Nephrology Dialysis Transplantation
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

授業内容に関する関連の学術論文を読んで内
容を把握する。講義終了後、自主学習にて講
義の要点をまとめる。

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習が望ましい。また、復習すること
が望ましい。

科目ナンバリング
（和）泌尿器病態学演習（慢性腎臓病学演習）
（英）practice in chronic kidney disease
内田潤次、武本佳昭、長沼俊秀、岩井友明、町田裕一、壁井和也

演習

1～2通 単位数 1

慢性腎臓病の病態、治療を生化学、分子生物学、生理学、形態学、薬理学といった多面的
な観点より理解し、それらを有機的に統合する。更に治療学については保存的治療と外科
的治療を理解、習得する。

慢性腎臓病学における病態や治療理論を体得するとともに、慢性腎臓病に関して未知の事
象や未解決の問題点を抽出しそれらを解明できる能力の獲得をめざす。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習、研究指導において複数の教員が内容の理解度およびプレゼンテーションに対して合
議して評価する。

学習内容の詳細については授業中に適宜指示する。

原則、毎回、レジュメを配付する。また、授業の中で適宜紹介する。

CKD診療ガイドライン、KDIGOガイドライン、New England Journal of Medicine、
Lancet
Kidney International、Journal of American Society of Nephrology、Transplantation
American Journal of Transplantation、Nephrology Dialysis Transplantation
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

泌尿器科領域の学術論文を読解し、泌尿器分
野の基礎的知識、最新知識を取得し、論文作
成、学会発表のノウハウを習得する。

授業に関する関連の学術論文を読んで内容を
把握する。講義終了後、自主学習にて講義の
要点をまとめる。

複数の教員が内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。更に発表および質疑
応答の内容で評価する。

学習内容の詳細については授業中に適宜指示する。

原則、毎回、レジュメを配付する。また、授業の中で適宜紹介する。

European Journal of Urology, Journal of Urology, Transplantation, American Journal of
Transplantation,
Nephrology Dialysis Transplantation

泌尿器科領域における研究成果を国内学会だけでなく国際学会でも発表し、最終的に英文
論文にまとめ国際学術誌に掲載される。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を習得する。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（泌尿器病態学）
（英）Exercise in Presentation
内田潤次、武本佳昭、鞍作克之、長沼俊秀、岩井友明、山﨑健史、町田裕一、加藤実、大
年太陽、壁井和也、行松　直、松江泰佑、山本匠真
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（泌尿器病態学）
（英）Advanced Course of Medical Research
内田潤次、武本佳昭、鞍作克之、長沼俊秀、岩井友明、山﨑健史、町田裕一、加藤実、大
年太陽、壁井和也、行松　直、松江泰佑、山本匠真

臨床医学における泌尿器領域の現状と問題点を把握し、未知の事柄に対して新しい知見を
見出すことのできる研究を行うことができる。泌尿器科領域は腎不全学、腫瘍学、男性生
殖学、排尿機能学など多岐にわたる。泌尿器疾患における様々な病態の解明、将来への課
題、臨床応用が可能な新しい治療法の確立を見出すことを目標とする。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。

泌尿器科領域は腎不全学、臓器移植学、腫瘍
学、男性生殖学、排尿機能学など多岐にわた
り、その理解には生化学、生理学、解剖学、
薬理学、病理学、分子生物学、医工学など多
方面からのアプローチが必要である。様々な
分野の泌尿器科学における基礎知識を取得
し、更に問題点を明らかにし、病態の解明、
新規治療法の確立を目指す。

授業内容に関する関連の学術論文を読んで内
容を把握する。講義終了後、自主学習にて講
義の要点をまとめる。
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

演習、研究指導において複数の教員が内容の理解度およびプレゼンテーションに対して合
議して評価する。

学習内容の詳細については授業中に適宜指示する。

原則、毎回、レジュメを配付する。また、授業の中で適宜紹介する。

Campbell-Walsh Urology, European Journal of Urology, Journal of Urology,
Transplantation, American Journal of Transplantation, Nephrology Dialysis
Transplantation
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回

第22回

2024 曜日・時限

食道癌の外科治療

食道癌に対する化学療法・放射線療法・免疫
療法

食道癌の分子標的治療 食道癌の分子標的治療について最低1時間程
度の予習、復習をすることが望ましい

食道癌の外科治療について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい。ビデオ教
材も利用すること
食道癌に対する化学療法・放射線療法・免疫
療法について最低1時間程度の予習、復習を
することが望ましい

講義

1～2通 単位数 2

消化器癌の病態解明のためにこれらの癌の基礎的、臨床的検討、発癌や癌の進展の解析、
治療効果・予後予測因子の解明、新知見の治療応用などについて理解を深める

・消化器外科領域における外科的腫瘍疾患の病態について説明できる・
・上記病態に基づいた外科的腫瘍疾患の診断、治療について説明できる
・消化器外科領域における外科的腫瘍疾患の病態と新しい知見について習熟し、得られた
成果を臨床実地に応用することができる。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）消化器外科学　臨床編
（英）Clinical Practice in Gastroenterological  Surgery
前田　清、八代正和、李　栄柱、豊川貴弘、渋谷雅常、田村達郎、福岡達成、吉井真美

事前・事後学習の内容

食道癌周術期栄養管理 食道癌周術期栄養管理について最低1時間程
度の予習、復習をすることが望ましい

食道癌の予後因子

胃癌の外科治療 胃癌の外科治療について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい。ビデオ教材
も利用すること

食道癌の予後因子について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい

胃癌に対する化学療法・放射線療法・免疫療
法

胃癌に対する化学療法・放射線療法・免疫療
法について最低1時間程度の予習、復習をす
ることが望ましい

胃癌に対する分子標的治療

胃癌周術期栄養管理 胃癌周術期栄養管理について最低1時間程度
の予習、復習をすることが望ましい

胃癌に対する分子標的治療について最低1時
間程度の予習、復習をすることが望ましい

胃癌の予後因子 胃癌の予後因子について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい

大腸癌の疫学と発癌リスク 大腸癌の疫学と発癌リスクについて最低1時
間程度の予習、復習をすることが望ましい

444



第23回

第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

大腸癌手術の術後合併症とその対策 大腸癌手術の術後合併症とその対策について
最低1時間程度の予習、復習をすることが望
ましい。ビデオ教材も利用すること

大腸癌の外科治療 大腸癌の外科治療について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい

大腸癌の化学療法

大腸癌の予後因子 大腸癌の予後因子について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい

大腸癌の化学療法について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい

上記項目に関する試験 消化器癌（消化管癌）に対する知識の整理を
行う

（1）到達目標の達成度について達成度の高い順にA,B,Cの3段階で評価する
（2）すべての講義の終了後にテストあるいは口頭試問を行い、また各臓器別のテーマ1つ
についてレポートを提出する（試験50％、レポート50％）
（3）合格のためには上記評価方法において60点（100点満点）を必要とする
　　　60点に満たない場合は面接試験を行い、各消化器癌の病態、治療（手術、薬物商法
など）、予後などに関する質問に対して説明ができれば合格とする

・授業までに学習内容を理解するため、各一定の時間（最低１時間程度）の予習、復習を
することが望ましい。特に手術手技に関する科目の履修に際しては、履修後ビデオなどで
手術手技を復習する

・授業に必要な資料やその内容については、毎回レジュメを配布する

Nature,
New England Journal of Medicine,
Journal of Clinical Oncology
Cancer Research,
Clinical Cancer Research,
Annals of Surgery  他の外科ならびに腫瘍学専門学術雑誌
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回

第11回

第12回

第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

大腸癌の大規模臨床試験

大腸癌の放射線治療 大腸癌の放射線治療について最低1時間程度
の予習、復習をすることが望ましい

大腸癌の大規模臨床試験について最低1時間
程度の予習、復習をすることが望ましい。

胃癌の周術期補助薬物療法 胃癌の周術期補助薬物療法について最低1時
間程度の予習、復習をすることが望ましい

胃癌の術後合併症とその予防 胃癌の術後合併症とその予防について最低1
時間程度の予習、復習をすることが望ましい

胃癌の大規模臨床試験 胃癌の大規模臨床試験について最低1時間程
度の予習、復習をすることが望ましい

食道癌の大規模臨床試験

食道胃接合部癌の外科治療

食道癌の大規模臨床試験について最低1時間
程度の予習、復習をすることが望ましい
食道胃接合部癌の外科治療について最低1時
間程度の予習、復習をすることが望ましい。
ビデオ教材も利用すること

食道胃接合部癌の分子生物学的特徴 食道胃接合部癌の分子生物学的特徴について
最低1時間程度の予習、復習をすることが望
ましい

科目ナンバリング
（和）消化器外科学　応用編
（英）Clinical application in  Gastroenterological  Surgery

前田　清、八代正和、李　栄柱、豊川貴弘、渋谷雅常、田村達郎、福岡達成、吉井真美

2024 曜日・時限

食道癌の周術期補助療法

食度癌の術後合併症の予防

食道癌の周術期補助療法について最低1時間
程度の予習、復習をすることが望ましい

食度癌の術後合併症の予防について最低1時
間程度の予習、復習をすることが望ましい

講義

1～2通 単位数 2

外科的腫瘍疾患を中心にその病態と新しい知見について習熟し理解し、得られた知識や成
果を臨床実地に応用することを目指す。

・消化器外科領域における外科的腫瘍疾患、炎症性疾患の病態について説明できる・
・上記病態に基づいた外科的疾患の診断、治療について説明できる
・臨床編で学んだ知識をもとにいかに実臨床に応用するかを説明でき、また現状での問題
点と今後の課題について詳細にプレゼンテーションができる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
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第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

（1）到達目標の達成度について達成度の高い順にA,B,Cの3段階で評価する
（2）すべての講義の終了後にテストあるいは口頭試問を行い、また各臓器別のテーマ1つ
についてレポートを提出する（試験50％、レポート50％）
（3）合格のためには上記評価方法において60点（100点満点）を必要とする
　　　60点に満たない場合は口頭試問を行い、各消化器癌の病態、治療（手術、薬物商法
など）、予後などに関する質問に対して説明ができれば合格とする
・授業までに学習内容を理解するため、各一定の時間（最低１時間程度）の予習、復習を
することが望ましい。特に手術手技に関する科目の履修に際しては、履修後ビデオなどで
手術手技を復習する

・授業に必要な資料やその内容については、毎回レジュメを配布する

Nature,
New England Journal of Medicine,
Journal of Clinical Oncology
Cancer Research,
Clinical Cancer Research,
Annals of Surgery  他の外科ならびに腫瘍学専門学術雑誌

小腸腫瘍の診断と治療

炎症性腸疾患の外科治療 炎症性腸疾患の外科治療について最低1時間
程度の予習、復習をすることが望ましい

小腸腫瘍の診断と治療について最低1時間程
度の予習、復習をすることが望ましい

上記項目に関する試験 消化器癌（消化管癌）に対する知識の整理を
行う

炎症性腸疾患の病態 炎症性腸疾患の病態について最低1時間程度
の予習、復習をすることが望ましい
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回

第3回

第4回
第5回

第6回

第7回

第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回

第18回

第19回

胃癌の転移に関わるシグナル伝達について最
低1時間程度の予習、復習をすることが望ま
しい

胃癌の病理診断
胃癌の病理診断について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい

胃癌の微小環境
胃癌の微小環境について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい

胃癌の転移に関わるシグナル伝達

事前・事後学習の内容

食道癌の遺伝子変異
食道癌の遺伝子変異について最低1時間程度
の予習、復習をすることが望ましい

食道癌・胃癌の外科手術に対する宿主の反応
食道癌・胃癌の外科手術に対する宿主の反応
について最低1時間程度の予習、復習をする
ことが望ましい

科目ナンバリング
（和）消化器外科学　基礎編
（英）Basics of  Gastroenterological  Surgery

前田　清、八代正和、李　栄柱、豊川貴弘、渋谷雅常、田村達郎、福岡達成、吉井真美

2024 曜日・時限

食道癌の病理診断

食道癌の微小環境

食道癌の転移に関わるシグナル伝達
食道癌の転移に関わるシグナル伝達について
最低1時間程度の予習、復習をすることが望
ましい

食道癌の微小環境について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい

食道癌の病理診断について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい

講義

1～2通 単位数 2

消化器疾患特に消化器癌の病態解明のためにこれらの癌の基礎的、臨床的検討、発癌や癌
の進展の解析、治療効果・予後予測因子の解明、新知見の治療応用などについて理解を深
める
・癌細胞の代謝について説明できる
・癌の増殖、発育形式、浸潤、転移の機構について説明できる
・癌悪液質について説明できる
・抗癌剤の作用機序について説明できる
・癌の微小環境について理解し、説明できる
・癌免疫について特にCTLならびに免疫チェックポイント機構について説明できる

各回の授業内容
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第20回
第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回
第28回
第29回
第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

（1） 到達目標の達成度について達成度の高い順にA,B,Cの3段階で評価する
（2） すべての講義の終了後にテストあるいは口頭試問を行い、また各臓器別のテーマ1つ
についてレポートを提出する（試験50％、レポート50％）
（3）合格のためには上記評価方法において60点（100点満点）を必要とする
　　　60点に満たない場合は口頭試問を行い、各消化器癌の病態、治療（手術、薬物商法
など）、予後などに関する質問に対して説明ができれば合格とする
・授業における学習内容を理解するため、各一定の時間（最低１時間程度）の予習、復習
をすることが望ましい。特に癌の進展の特徴とその臨床像について十分復習して把握する
ことが必要。癌免疫機構についても把握することが必要

・授業に必要な資料やその内容については、毎回レジュメを配布する

Nature,
New England Journal of Medicine,
Journal of Clinical Oncology
Cancer Research,
Clinical Cancer Research,
Annals of Surgery  他の腫瘍学専門学術雑誌

大腸癌における遺伝子変異と家族性大腸癌

大腸癌における予後規定因子
大腸癌における予後規定因子について最低1
時間程度の予習、復習をすることが望ましい

大腸癌における遺伝子変異と家族性大腸癌に
ついて最低1時間程度の予習、復習をするこ
とが望ましい

大腸癌の外科手術に対する宿主の反応
大腸癌の外科手術に対する宿主の反応につい
て最低1時間程度の予習、復習をすることが
望ましい

上記項目に関する試験
消化器癌（消化管癌）に対する知識の整理を
行う

胃癌の遺伝子変異
胃癌の遺伝子変異について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい

大腸癌の発癌にかかわる遺伝子
大腸癌の発癌にかかわる遺伝子について最低
1時間程度の予習、復習をすることが望まし
い
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回

第4回

第5回

第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

第16回

第17回

2024 曜日・時限

大腸癌領域における新規治療薬剤

他臓器浸潤大腸癌に対する治療戦略

大腸癌の低侵襲手術とロボット支援下手術

大腸癌領域における新規治療薬剤について最
低1時間程度の予習、復習をすることが望ま
しい

他臓器浸潤大腸癌に対する治療戦略について
最低1時間程度の予習、復習をすることが望
ましい
大腸癌の低侵襲手術とロボット支援下手術に
ついて最低1時間程度の予習、復習をするこ
とが望ましい。

講義

1～2通 単位数 2

消化器疾患特に消化器癌進展の病態解明のために発癌や癌の進展の解析などの基礎的検
討、さらに癌に対する薬物療法の治療効果の基礎的、臨床的検討、臨床的解析による予後
予測因子の解明、新知見の治療応用など癌治療に特化した専門的な内容に理解を深める

・消化器外科領域における外科的腫瘍疾患の病態について説明できる・
・上記病態に基づいた外科的疾患の診断、治療特に手術治療について説明できる
・臨床編で学んだ知識をもとにいかに実臨床に応用するかを説明でき、また現状での問題
点と今後の課題について説明できる。
・特に消化器癌の癌種別の手術治療の特徴と内視鏡下手術で学んだ解剖について説明がで
きる。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）消化器外科学　専門編
（英）Specialized lecture　in   Gastroenterological  Surgery

前田　清、八代正和、李　栄柱、豊川貴弘、渋谷雅常、田村達郎、福岡達成、吉井真美

事前・事後学習の内容

排便の生理と排便障害

家族性胃癌

排便の生理と排便障害について最低1時間程
度の予習、復習をすることが望ましい

家族性胃癌について最低1時間程度の予習、
復習をすることが望ましい

胃癌に対する分子標的治療と免疫療法 胃癌に対する分子標的治療と免疫療法につい
て最低1時間程度の予習、復習をすることが
望ましい

胃癌に対する低侵襲手術 胃癌に対する低侵襲手術について最低1時間
程度の予習、復習をすることが望ましい。講
義後は手術ビデオを用いて復習すること
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第18回

第19回

第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

第25回

第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

胃癌に対するロボット支援下手術について最
低1時間程度の予習、復習をすることが望ま
しい。講義後は手術ビデオを用いて復習する
こと

胃癌に対するロボット支援下手術

食道癌に対する低侵襲手術 食道癌に対する低侵襲手術について最低1時
間程度の予習、復習をすることが望ましい。
講義後は手術ビデオを用いて復習すること

食道癌に対するロボット支援下手術 食道癌に対するロボット支援下手術について
最低1時間程度の予習、復習をすることが望
ましい。講義後は手術ビデオを用いて復習す
ること

食道癌に対する集学的治療 食道癌に対する集学的治療について最低1時
間程度の予習、復習をすることが望ましい

上記項目に関する試験 消化器癌（消化管癌）に対する知識の整理を
行う

（1） 到達目標の達成度について達成度の高い順にA,B,Cの3段階で評価する
（2） すべての講義の終了後にテストあるいは口頭試問を行い、また各臓器別のテーマ1つ
についてレポートを提出する（試験50％、レポート50％）
（3）合格のためには上記評価方法において60点（100点満点）を必要とする
　　　60点に満たない場合は口頭試問を行い、各消化器癌の病態、治療（手術、薬物商法
など）、予後などに関する質問に対して説明ができれば合格とする

・授業における学習内容を理解するため、各一定の時間（最低１時間程度）の予習、復習
をすることが望ましい。特に手術手技の講義の後は手術ビデオを参考に復讐することが望
ましい

・授業に必要な資料やその内容については、毎回レジュメを配布する

Nature,
New England Journal of Medicine,
Journal of Clinical Oncology
Cancer Research,
Clinical Cancer Research,
Annals of Surgery  他の外科ならびに腫瘍学専門学術雑誌
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回

第18回

第19回

第20回
第21回
第22回
第23回

大腸癌薬物治療学演習

直腸癌の手術治療について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい。ビデオ教
材も利用すること
大腸癌の薬物治療について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい。

大腸癌に対する集学的治療演習 大腸癌の集学的治療について最低1時間程度
の予習、復習をすることが望ましい。

胃癌の集学的治療について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい。

胃癌に対する集学的治療演習

大腸癌手術治療学演習 大腸癌の手術治療について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい。ビデオ教
材も利用すること

直腸癌手術治療学演習

事前・事後学習の内容

胃癌手術治療学演習 胃癌の手術治療について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい。ビデオ教材
も利用すること

胃癌薬物治療学演習 胃癌の薬物治療について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい。

科目ナンバリング
（和）消化器外科学演習（固形癌治療学演習）
（英）Gastroenterological  Surgery  Training（Therapeutic　Training）

前田　清、八代正和、李　栄柱、豊川貴弘、渋谷雅常、田村達郎、福岡達成、吉井真美

2024 曜日・時限

食道癌手術治療学演習

食道癌薬物治療学演習

食道癌に対する集学的治療演習

食道癌の手術治療について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい。ビデオ教
材も利用すること

食道癌の薬物治療について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい。

食道癌の集学的治療について最低1時間程度
の予習、復習をすることが望ましい。

演習

1～2通 単位数 2

外科的腫瘍疾患の病態解明と治療開発の研究導入のために、それぞれの分野における基礎
的・臨床的研究能力を養い、最近の研究成果・発展状況を幅広く学び、固形癌の治療総論
と各臓器別の癌治療を学ぶ。

・消化器外科領域における外科的腫瘍疾患の病態について説明できる・
・上記病態に基づいた外科的腫瘍疾患の診断、治療について説明できる
・消化器外科領域における外科的腫瘍疾患の病態、診断、治療について各臓器別に説明で
きる

各回の授業内容
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

（1）到達目標の達成度について達成度の高い順にA,B,Cの3段階で評価する
（2）すべての講義の終了後にテストあるいは口頭試問を行い、また各臓器別のテーマ1つ
についてレポートを提出する（試験50％、レポート50％）
（3）合格のためには上記評価方法において60点（100点満点）を必要とする
　　　60点に満たない場合は面接試験を行い、各消化器癌の病態、治療（手術、薬物商法
など）、予後などに関する質問に対して説明ができれば合格とする
授業までに学習内容を理解するため、各一定の時間（最低１時間程度）の予習、復習をす
ることが望ましい。特に手術手技に関する科目の履修に際しては、履修後ビデオなどで手
術手技を復習する

・授業に必要な資料やその内容については、毎回レジュメを配布する

Nature,
New England Journal of Medicine,
Journal of Clinical Oncology
Cancer Research,
Clinical Cancer Research,
Annals of Surgery  他の外科ならびに腫瘍学専門学術雑誌

癌の代謝に関する演習

癌に対する栄養療法に関する演習

癌の代謝について最低1時間程度の予習、復
習をすることが望ましい。
癌に対する栄養療法について最低1時間程度
の予習、復習をすることが望ましい。

癌緩和治療学演習 癌緩和治療について最低1時間程度の予習、
復習をすることが望ましい

上記項目に関する試験 消化器癌（消化管癌）に対する知識の整理を
行う
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回

次世代シークエンサー 次世代シークエンサーについて最低1時間程
度の予習、復習をすることが望ましい

InVivo実験法 InVivo実験法について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい

事前・事後学習の内容

RT-PCR法 RT-PCR法について最低1時間程度の予習、
復習をすることが望ましい

免疫電気泳動法 免疫電気泳動法について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい

科目ナンバリング
（和）消化器外科学演習（外科腫瘍学基礎研究演習）
（英）Gastroenterological  Surgery  Training（Research Training）
前田　清、八代正和、李　栄柱、豊川貴弘、渋谷雅常、田村達郎、福岡達成、吉井真美
2024 曜日・時限

免疫組織染色の手法

細胞培養法の基礎

癌細胞培養法 癌細胞培養法について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい

細胞培養法の基礎について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい

免疫組織染色の手法について最低1時間程度
の予習、復習をすることが望ましい

演習

1～2通 単位数 2

外科的腫瘍疾患の病態解明と癌治療開発の研究導入のために、各癌腫における基礎的研究
能力を養い、臨床応用に導く。癌研究のための基礎的な知識、技術を身につけるのみなら
ず、臨床研究における医療倫理や医療統計学について学ぶ

・外科的腫瘍疾患の病態を把握しそれを臨床応用に導くための基礎研究手法を身につけ、
自ら癌細胞の培養を行うことができる
・癌細胞の増殖、浸潤、転移に関する実験手技について行うことができその方法について
説明できる
・免疫組織染色手技を行うことができる
・医療統計学を習得し、自らデータの解析を行うことができる
・医の倫理について説明できる

各回の授業内容
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

（1）到達目標の達成度について達成度の高い順にA,B,Cの3段階で評価する
（2）すべての講義の終了後にテストあるいは口頭試問を行い、また各臓器別のテーマ1つ
についてレポートを提出する（試験50％、レポート50％）
（3）合格のためには上記評価方法において60点（100点満点）を必要とする
　　　60点に満たない場合は面接試験を行い、各消化器癌の病態、治療（手術、薬物商法
など）、予後などに関する質問に対して説明ができれば合格とする

・授業までに学習内容を理解するため、各一定の時間（最低１時間程度）の予習、復習を
することが望ましい。特に実験手技については繰り返し実践することが必要であり、安定
した技術を身に着けることができるよう修練が必要である

・授業に必要な資料やその内容については、毎回レジュメを配布するが、細胞培養をはじ
めとするIn Vitroあるいはマウスなどを使用するIn Vivo実験については市販されているテキ
ストでその基本的知識を習得しておくこと
・医療統計学についてもインターネットや市販されている教科書で統計学に関する基礎的
な用語や知識を身につけておくことが必要

Nature,
New England Journal of Medicine,
Journal of Clinical Oncology
Cancer Research,
Clinical Cancer Research,
Annals of Surgery  他の外科ならびに腫瘍学専門学術雑誌。

医療統計手法の解釈 医療統計手法の解釈について最低1時間程度
の予習、復習をすることが望ましい

医の倫理 医の倫理について最低1時間程度の予習、復
習をすることが望ましい

上記項目に関する試験 消化器癌（消化管癌）に対する知識の整理を
行う

医療統計学の基礎演習 医療統計学の基礎について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回

第4回

第5回
第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回
　～

第30回

上記演習

上記演習（カンファレンスなどでの発表演
習）

上記演習（カンファレンスなどでの発表演
習）

和文論文作成の方法

英文論文作成のためのコツと方法

発表内容に関連する基本的な知識情報の整理
を行う。文献管理、プレゼンテーション、統
計解析などに用いるソフトの基本的な使用法
について事前に自己学習すること。

発表内容に関連する基本的な知識情報の整理
を行う。文献管理、プレゼンテーション、統
計解析などに用いるソフトの基本的な使用法
について事前に自己学習すること。

発表内容に関連する基本的な知識情報の整理
を行う。文献管理、プレゼンテーション、統
計解析などに用いるソフトの基本的な使用法
について事前に自己学習すること。特に英語
力の修得に関して努力が必要である

演習後は関連論文を参考に論文作成の方法、
表現方法、図表の作成などを習得すること

国際学会発表における口頭発表、ポスター発
表の方法と適切な表現力の習得、質疑応答対
策

（リサーチ）カンファレンスでの発表演習と
討議、可能であれば院内カンファレンスなど
での発表と討議

演習後は議論になったポイントなどをノート
にまとめ次回演習までに問題点を解決するこ
と。

関連論文を参考に論文作成の方法、表現方法
などを習得することとあわせて、英語論文に
慣れておくこと

2024 曜日・時限

国内学会発表における口頭発表、ポスター発
表の方法と適切な表現力の習得

・研究成果、症例報告などを、プレゼンテーション用のソフトを用いて適切に発表しする
ことができる
・研究発表内容をもとにして論文投稿形式にまとめることができる
・国際学会での発表ならびに欧文論文作成ができる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
学会発表における資料作成（資料をもとにし
た統計的処理も含めて）

・自己の研究内容や症例報告発表を通じて学会発表形式にのっとり、指定時間内で口頭発
表およびポスター発表を行う演習を行う。また発表した内容をもとに論文作成の指導を行
う

演習

3～4通 単位数 2

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（消化器外科学）
（英）Exercise in Presentation
前田　清、八代正和、李　栄柱、豊川貴弘、渋谷雅常、田村達郎、福岡達成、吉井真美
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

（1）カンファレンスでの発表および質疑応答内容で評価する。
（2）発表内容、スライドの完成度、表現力、質疑応答力、簡潔度などの各項目について評
価（100点満点）
合格のためには60点を必要とする
（3）論文の作成があれば評価点に加える（和文20点、英文50点）
・日頃から相手が興味を持ち、理解しやすい伝え方に関心を持つよう心掛ける
・日常より英会話等の自己研鑽をすることが望ましい
・学習内容を理解するため、各一定の時間（最低１時間程度）の予習、復習をすることが
望ましい。

・テーマに関する英語論文
・教室での過去の発表スライド
・各演習ごとにレジュメを配布する

・該当テーマに関する英語論文
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

食道の病態生理

食道癌の病態生理

食道癌の治療法

食道癌の病態に基づいた治療法の研究

食道癌の病態に基づいた治療法の研究につい
てカンファレンスで説明する

胃の病態生理

胃癌の病態生理

胃癌の治療法

胃癌の病態に基づいた治療法の研究

大腸癌の病態生理
大腸癌の病態生理について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい。

食道癌の病態生理について最低1時間程度の
予習、復習をすることが望ましい。

大腸の病態生理
大腸の解剖生理について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい。

胃癌の病態に基づいた治療法の研究について
カンファレンスで説明する

第13回から16回の内容について最低1時間程
度の予習、復習をすることが望ましい。
最低1時間程度の発表の予行演習をすること
が望ましい。

胃癌の治療法について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい。

胃の解剖生理について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい。

胃癌病態生理について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい。

最低1時間程度の発表の予行演習をすること
が望ましい。

食道癌の治療法について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい。

第3回から6回の内容について最低1時間程度
の予習、復習をすることが望ましい。

科目ナンバリング
（和）研究指導　（消化器外科学）
（英）Advanced Course of Medical Research
前田　清、八代正和、李　栄柱、豊川貴弘、渋谷雅常、田村達郎、福岡達成、吉井真美

・消化器外科にて取り扱う疾患、とりわけ外科的腫瘍疾患の病態生理を理解し説明できる
・消化器外科疾患の診断、治療法とその評価法が説明できる
・消化器悪性腫瘍の病態解明、病態制御を目指した研究を立案、実行できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
食道の解剖生理について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい。

消化器外科にて取り扱う疾患を中心にテーマを決め、各テーマについて研究計画、研究方
法、データ収集、解析方法、評価方法について指導する。研究の進行に沿って、逐次研究
指導を行う

2024 曜日・時限
演習

1～4通 単位数 8
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第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

（1）到達目標の達成度について達成度の高い順にA,B,Cの3段階で評価する
（2）すべての講義の終了後にテストあるいは口頭試問を行い、また各臓器別のテーマ1つ
についてレポートを提出する（試験50％、レポート50％）
（3）合格のためには上記評価方法において60点（100点満点）を必要とする
　　　60点に満たない場合は面接試験を行い、各消化器癌の病態、治療（手術、薬物商法
など）、予後などに関する質問に対して説明ができれば合格とする

授業までに学習内容を理解するため、各一定の時間（最低１時間程度）の予習、復習をす
ることが望ましい。特に手術手技に関する科目の履修に際しては、履修後ビデオなどで手
術手技を復習する

・授業に必要な資料やその内容については、毎回レジュメを配布する

Nature,
New England Journal of Medicine,
Journal of Clinical Oncology
Cancer Research,
Clinical Cancer Research,
Annals of Surgery  他の外科ならびに腫瘍学専門学術雑誌

上記項目に関する試験 上記テーマについて口頭試問を行う

大腸癌の病態に基づいた治療法の研究につい
てカンファレンスで説明する

最低1時間程度の発表の予行演習をすること
が望ましい。

大腸癌の病態に基づいた治療法の研究
第23回から26回の内容について最低1時間程
度の予習、復習をすることが望ましい。

大腸癌の治療法
大腸癌の治療法について最低1時間程度の予
習、復習をすることが望ましい。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～5回

第6～10回

第11～15回

第16～20回

第21～25回

第26～30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

試験・全体の総括（担当：新川寛二） 各一定の時間予習復習することが望ましい。

科目ナンバリング
（和）肝臓・肝移植外科学（肝胆膵外科学特論）
（英）Seminar in Liver Surgery and Transplantation

肝臓悪性腫瘍の病態（担当：木下正彦） 各一定の時間予習復習することが望ましい。

講義

1～2通 単位数 4

肝臓外科および肝臓移植に関する基本的知識を理解する。さらに最新の情報を収集し、討
議することにより、それを理解する。

１．肝切除術の適応、病態を理解する。
２．肝移植の適応および生体反応を理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

肝臓・肝移植外科学総論 各一定の時間予習復習することが望ましい。

肝臓良性疾患の病態（担当：木村健二郎） 各一定の時間予習復習することが望ましい。

肝切除術の病態（担当：大平　豪） 各一定の時間予習復習することが望ましい。

肝移植の適応疾患（担当：新川寛二） 各一定の時間予習復習することが望ましい。

肝移植の手技および病態（担当：西尾康平） 各一定の時間予習復習することが望ましい。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)口頭試問により行う（100%）
(3)60%以上の正解で合格とする

各授業までに学習内容を理解するため、肝癌診療ガイドライン、原発性肝癌取扱い規約な
どを用いて、各一定の時間予習復習することが望ましい。

原発性肝癌取扱い規約、肝癌診療ガイドライン

肝胆膵外科学における現在までの発表論文や著書を参考にする。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～5回

第6～10回

第11～15回

第16～20回

第21～25回

第26～30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）胆道・膵臓外科学講義（肝胆膵外科学特論）
（英）Seminar in Biliary and Pancreatic Surgery

胆道悪性腫瘍の病態（担当：木下正彦） 各一定の時間予習復習することが望ましい。

講義

1～2通 単位数 4

胆道および膵臓外科学に関する基本的知識を理解する。さらに最新の情報を収集し、討議
することにより、それを理解する。

１．胆道および膵臓外科疾患の適応、病態を理解する。
２．胆道および膵臓外科手術後の生体反応について理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
胆道および膵臓外科学総論（担当：西尾康
平）

各一定の時間予習復習することが望ましい。

膵臓悪性腫瘍の病態（担当：西尾康平） 各一定の時間予習復習することが望ましい。

胆道良性疾患の病態（担当：木村健二郎） 各一定の時間予習復習することが望ましい。

胆道手術の適応と術式（担当：新川寛二） 各一定の時間予習復習することが望ましい。

胆道手術の適応と術後合併症（担当：大平
豪）

各一定の時間予習復習することが望ましい。

試験・全体の総括 各一定の時間予習復習することが望ましい。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)口頭試問により行う（100%）
(3)60%以上の正解で合格とする
各授業までに学習内容を理解するため、肝癌診療ガイドライン、原発性肝癌取扱い規約な
どを用いて、各一定の時間予習復習することが望ましい。

膵癌取扱い規約、胆道癌取扱い規約、膵癌診療ガイドライン、胆道癌診療ガイドライン、
急性胆管炎・胆嚢炎診療ガイドライン、膵・胆道合流異常診療ガイドライン

肝胆膵外科学における現在までの発表論文や著書を参考にする。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～10回

第11～20回
第21～30回
第31～40回
第41～7回
第48～51回

第52～60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）肝胆膵外科学演習（肝胆膵外科学演習）
（英）Practice in Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery

肝臓外科学（担当：西尾康平） それぞれの基本的手技を理解する。

演習

1～2通 単位数 4

肝胆膵外科手術に関する基本的知識および最新の情報を理解する。

１．肝胆膵外科手術の適応、病態を理解する。
２．肝胆膵外科手術後の短期および長期成績について理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
肝胆膵外科手術総論（担当：新川寛二、大平
豪）

基本手技の練習を行う。

胆道外科学（担当：新川寛二） それぞれの基本的手技を理解する。
膵臓外科学（担当：西尾康平） それぞれの基本的手技を理解する。
肝移植外科学 それぞれの基本的手技を理解する。
肝胆膵外科手術の合併症（担当：木下正彦） それぞれの内容を理解する。
肝胆膵外科手術の長期成績（担当：木村健二
郎）

それぞれの内容を理解する。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)口頭試問により行う（100%）
(3)60%以上の正解で合格とする

各授業までに学習内容を理解するため、肝胆膵外科手術に関する文献などを用いて、各一
定の時間予習復習することが望ましい。

各領域の手術に関する教科書を参考にする。

肝胆膵外科学における現在までの発表論文や著書を参考にする。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～5回
第6～10回
第11～15回

第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（肝胆膵外科学）
（英）Exercise in Presentation

論文発表の方法（担当：木下正彦） 各個人で練習する。

演習

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

学会発表および論文発表の方法を習得し、それが実践できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
学会発表の方法（担当：西尾康平） 各個人で練習する。

論文発表の実際（担当：西尾康平） 各個人で練習する。
総括

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)口頭試問により行う（100%）
(3)60%以上の正解で合格とする

他の学生、教員の発表や論文作成を学習する。実際に学会発表や論文作成の準備を行う。

肝胆膵外科学における現在までの発表論文や著書を参考にする。

肝胆膵外科学における現在までの発表論文や著書を参考にする。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～5回

第6～10回

第11～15回

第16～20回

第21～25回

第26～30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（肝胆膵外科学）
（英）Advanced Course of Medical Research

手術の生体への影響（担当：木村健二郎） 各一定の時間予習復習をすることが望まし
い。

演習

1～4通 単位数 8

肝胆膵領域疾患の病態、肝胆膵外科手術後の生体反応、画像診断法、手術術式および術後
管理の問題点、課題、改善策を検討する。また、肝胆膵術後長期成績から、総合的な治療
戦略を検討する。これらについて研究指導を行う。

肝胆膵疾患の病態生理を理解し、診断、治療法の樹立とその評価法を習得する。
研究計画の立案、実施、発表および評価法を習得する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
肝胆膵疾患の病態（担当：西尾康平） 各一定の時間予習復習をすることが望まし

い。

肝胆膵疾患の診断法の問題点（担当：西尾康
平）

各一定の時間予習復習をすることが望まし
い。

各術式の問題点（担当：木下正彦） 各一定の時間予習復習をすることが望まし
い。

術後合併症対策（担当：大平　豪） 各一定の時間予習復習をすることが望まし
い。

術後長期予後と課題（担当：新川寛二） 各一定の時間予習復習をすることが望まし
い。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)口頭試問により行う（100%）
(3)60%以上の正解で合格とする

研究やカンファレンスへの積極的な参加を期待する。

肝胆膵外科学における現在までの発表論文や著書を参考にする。

肝胆膵外科学における現在までの発表論文や著書を参考にする。

試験・全体の総括
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度については，内容の理解度を口頭試問にて評価する，あるいはプレゼン
テーションで評価する．口頭試問60%, プレゼンテーション40%とする．総合判定60%で合
格 (到達目標の内容について具体的に説明できる)．
特になし

・日本乳癌学会編「乳癌診療ガイドライン」①治療編
・日本乳癌学会編「乳癌診療ガイドライン」②疫学・診断編
・日本乳癌学会「乳腺腫瘍学」第4版

適宜，レジュメを配布する．

研究・診療におけるコンプライアンス 適宜，事前・事後学習を要する

講義

1～2通 単位数 2

乳腺腫瘍の病態解明のために乳がんの基礎的，臨床的検討，発癌や癌の進展の解析，治療
効果・予後予測因子の解明，最新知見の治療応用などについて理解を深める．

疾患の病態と標準的治療法について習熟し，一般臨床実地に応用できる．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
オムニバス形式 適宜，事前・事後学習を要する

第1～15回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング

乳がんサブタイプ 適宜，事前・事後学習を要する
遺伝性乳がん 適宜，事前・事後学習を要する
乳がんの薬物療法 適宜，事前・事後学習を要する

乳がんの外科治療 適宜，事前・事後学習を要する

（和）乳腺外科学 (総論)
（英）General Course in Breast Surgical Oncology
柏木伸一郎
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

乳がんのバイオロジー 適宜，事前・事後学習を要する

到達目標の達成度については，内容の理解度を口頭試問にて評価する，あるいはプレゼン
テーションで評価する．口頭試問60%, プレゼンテーション40%とする．総合判定60%で合
格 (到達目標の内容について具体的に説明できる)．

特になし

・日本乳癌学会編「乳癌診療ガイドライン」①治療編
・日本乳癌学会編「乳癌診療ガイドライン」②疫学・診断編
・日本乳癌学会「乳腺腫瘍学」第4版

適宜，レジュメを配布する．

2

乳がんは世界で最も罹患数の多いがんである．しかしながら罹患数の割に死亡数は比較的
少なく「救えるいのちが多いがん」ともいえる．乳がん自体のバイオロジーのみならず，
効果的な治療戦略が構築されていることも死亡率の低下に寄与している．当講座は，「乳
がんと腫瘍微小環境」について探究をすすめ，革新的な乳がん治療戦略の構築を目指して
いく．
乳がんのバイオロジーの理解や標準的な診断・治療の習得のみならず，「乳がんと腫瘍微
小環境」について探究をすすめることができる．
具体的な内容を以下に記す．
・乳がんに対する標準的な診断・治療を理解し，実践することができる．
・乳がんの基本的なバイオロジーを理解することができる．
・乳がんと腫瘍微小環境について自身で研究をすすめ，次世代につながる乳がん治療戦略
を構築することができる．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

第1~15回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング

乳がんの腫瘍免疫 適宜，事前・事後学習を要する

（和）乳腺外科学 (特論1)
（英）Special Course in Breast Surgical Oncology I
柏木伸一郎

乳がんの微小環境 適宜，事前・事後学習を要する

講義

1～2通 単位数
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

第1~15回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング

革新的乳がん治療の開発 適宜，事前・事後学習を要する

（和）乳腺外科学 (特論2)
（英）Special Course in Breast Surgical Oncology II
柏木伸一郎

新たな乳がん治療の可能性 適宜，事前・事後学習を要する

講義

1～2通 単位数 2

乳がんは世界で最も罹患数の多いがんである．しかしながら罹患数の割に死亡数は比較的
少なく「救えるいのちが多いがん」ともいえる．乳がん自体のバイオロジーのみならず，
効果的な治療戦略が構築されていることも死亡率の低下に寄与している．当講座は，「乳
がんと腫瘍微小環境」について探究をすすめ，革新的な乳がん治療戦略の構築を目指して
いく．
乳がんのバイオロジーの理解や標準的な診断・治療の習得のみならず，「乳がんと腫瘍微
小環境」について探究をすすめることができる．
具体的な内容を以下に記す．
・乳がんに対する標準的な診断・治療を理解し，実践することができる．
・乳がんの基本的なバイオロジーを理解することができる．
・乳がんと腫瘍微小環境について自身で研究をすすめ，次世代につながる乳がん治療戦略
を構築することができる．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
乳がんの標準治療 適宜，事前・事後学習を要する

到達目標の達成度については，内容の理解度を口頭試問にて評価する，あるいはプレゼン
テーションで評価する．口頭試問60%, プレゼンテーション40%とする．総合判定60%で合
格 (到達目標の内容について具体的に説明できる)．

特になし
・日本乳癌学会編「乳癌診療ガイドライン」①治療編
・日本乳癌学会編「乳癌診療ガイドライン」②疫学・診断編
・日本乳癌学会「乳腺腫瘍学」第4版

適宜，レジュメを配布する．
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

*

* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

成績評価方法

履修上の注意

教科書

参考文献
その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）乳腺外科学 (演習)
（英）Exercise in Breast Cancer Oncology
柏木伸一郎、森崎珠実、後藤 航、荻澤佳奈、高田晃次

演習

1～2通 単位数 4

乳がんの診断と個別化治療，手術術式の選択と周術期管理，研究段階にある先端医療につ
いての知識を養い，乳腺悪性疾患に対する適切なインフォームドコンセントの方法，病理
書式診断の解釈と術後フォローアップの方法について修練する．

エビデンスに基づいて，乳がん患者の治療方針を発表し，議論できる．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
症例提示 適宜，事前・事後学習を要する

第1~30回

適宜，事前・事後学習を要する

乳腺カンファレンスにおいて症例を提示し，議論を行い，症例を考察していく．

到達目標の達成度については，内容の理解度を口頭試問にて評価する，あるいはプレゼン
テーションで評価する．口頭試問60%, プレゼンテーション40%とする．総合判定60%で合
格 (到達目標の内容について具体的に説明できる)．

特になし
・日本乳癌学会編「乳癌診療ガイドライン」①治療編
・日本乳癌学会編「乳癌診療ガイドライン」②疫学・診断編
・日本乳癌学会「乳腺腫瘍学」第4版

適宜，レジュメを配布する．

適宜，事前・事後学習を要する症例考察
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

乳がんの診断と個別化治療，手術術式の選択と周術期管理，研究段階にある先端医療につ
いての知識を養い，乳腺悪性疾患に対する適切なインフォームドコンセントの方法，病理
書式診断の解釈と術後フォローアップの方法について修練する．

エビデンスに基づいて，乳がん患者の治療方針を発表し，議論できる．

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習(乳腺外科学)
（英）Exercise in Presentation
柏木伸一郎、森崎珠実、後藤 航、荻澤佳奈、高田晃次

演習

3～4通 単位数 2

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
乳がん診療についての発表 (診断)

乳がん診療についての発表 (手術)
乳がん診療についての発表 (薬物療法)

適宜，事前・事後学習を要する
適宜，事前・事後学習を要する
適宜，事前・事後学習を要する
適宜，事前・事後学習を要する

乳がん診療についての発表 (検査)
第1~15回

到達目標の達成度については，内容の理解度を口頭試問にて評価する，あるいはプレゼン
テーションで評価する．口頭試問60%, プレゼンテーション40%とする．総合判定60%で合
格 (到達目標の内容について具体的に説明できる)．

特になし
・日本乳癌学会編「乳癌診療ガイドライン」①治療編
・日本乳癌学会編「乳癌診療ガイドライン」②疫学・診断編
・日本乳癌学会「乳腺腫瘍学」第4版

適宜，レジュメを配布する．
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

乳がんのバイオロジーの理解や標準的な診断・治療の習得のみならず，「乳がんと腫瘍微
小環境」について探究をすすめる．研究指導を実践することができる．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
乳がんのバイオロジーの研究指導 適宜，事前・事後学習を要する

乳がんと腫瘍微小環境」について探究をすすめ，革新的な乳がん治療戦略の構築を目指し
ていく．

科目ナンバリング
（和）研究指導(乳腺外科学)
（英）Advanced Research of Breast Surgical Oncolog
柏木伸一郎
2024 曜日・時限
演習

1～4通 単位数 8

第1～60回

到達目標の達成度については，研究内容の学会発表，論文報告発などで発信することで評
価する．レポート60%, 口頭試問40%とする．総合判定60%で合格 (到達目標の内容につい
て具体的に説明できる)．

特になし

・日本乳癌学会編「乳癌診療ガイドライン」①治療編
・日本乳癌学会編「乳癌診療ガイドライン」②疫学・診断編
・日本乳癌学会「乳腺腫瘍学」第4版

適宜，レジュメを配布する．

乳がんの微小環境の研究指導 適宜，事前・事後学習を要する
乳がんの腫瘍免疫の研究指導 適宜，事前・事後学習を要する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

診断法：超音波画像診断　超音波
診断法：超音波画像診断　超音波2
診断法：放射線画像診断　核医学
周術期管理：術前病態把握
周術期管理：術前管理

心臓外科の基礎：外科病理学
心臓外科の基礎：試験
診断法：放射線画像診断　心臓CT
診断法：放射線画像診断　血管CT
診断法：放射線画像診断　MRI

心臓外科の基礎：特殊医用材料
心臓外科の基礎：外科生理学
心臓外科の基礎：医用工学技術 1
心臓外科の基礎：医用工学技術2
心臓外科の基礎：外科病理学

心臓外科の基礎：特殊体外保護法
心臓外科の基礎：心筋保護法
心臓外科の基礎：脳保護法
心臓外科の基礎：人工弁
心臓外科の基礎：人工血管

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
心臓外科の基礎：心臓手術の歴史と変遷

心臓外科の基礎：外科的解剖学2
心臓外科の基礎：通常体外循環法

2024 曜日・時限

教科書および臨床雑誌を用いてあらかじめ予
習するとともに、日々に診療での経験と照ら
し合わせて事後学習とする。

科目ナンバリング
（和）心臓血管外科学総論
（英）seminar in cardiovascular surgery
柴田利彦、高橋洋介、森崎晃正、左近慶人

心臓外科の基礎：外科的解剖学1

講義

1～2通 単位数 2

心臓血管外科学における基礎的知識を培う科目である。
心臓血管外科学の最も基本である病態管理と心臓手術に特有の補助手段方法の基本的理論
が理解できる。

1.体外循環・心筋保護法の原理を説明できる。
2.心臓手術に必要な医用工学技術を説明できる。
3.術前から術後に至る診断と周術期管理を説明できる。
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第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価:　毎回の授業での質問を通して理解度・達成度を評価す
る。
(2)評価方法（定期試験、レポート）
試験600%、レポート20%, 発表 20%
(3)合格（単位修得）のための最低基準
・心臓血管外科を学ぶ上で必要な解剖・生理・医療技術について説明できる
・心臓血管外科の周術期管理で必要な診断・病態・治療法について説明できる。
・実症例を利用しての発表を通して理解度の評価を総合的に行う。
・教科書および臨床雑誌を用いてあらかじめ予習するとともに、日々に診療での経験と照
らし合わせて学習する。

・心臓血管外科新テキスト, Cardiac Surgery(Kirklin)
・心臓血管外科　周術期管理のすべて

Journal of Thoracic and Cardiovascular Surgery
Annals of Thoracic Surgery
Journal of Vascular Surgery
European Journal of Cardio-Thoracic Surgery

周術期管理：心臓麻酔法
周術期管理：集中治療室での血行動態管理
周術期管理：集中治療室での薬剤管理
周術期管理：集中治療室での緊急対応
周術期管理：術後退院管理
診断法・周術期管理：試験
総合試験（発表）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

大動脈疾患：胸部大動脈瘤の手術
大動脈疾患：腹部大動脈瘤の手術
肺動脈疾患：診断治療
大動脈治療ガイドライン
大動脈疾患：症例検討

虚血性心疾患：虚血合併症の手術
虚血性心疾患治療ガイドライン
心臓腫瘍に対する手術
虚血性心疾患：症例検討
大動脈疾患：診断と病態

弁膜症治療ガイドライン
弁膜症手術：再手術
弁膜症手術：感染性心内膜炎への対応
弁膜症疾患：症例検討
虚血性心疾患：冠動脈手術

大動脈弁疾患：診断と病態
大動脈弁疾患：大動脈弁不全の手術
大動脈弁疾患：大動脈弁狭窄の手術
三尖弁疾患：診断と病態
三尖弁疾患：三尖弁不全の手術

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
僧帽弁疾患：診断と病態

僧帽弁疾患：僧帽弁閉鎖不全の手術
僧帽弁疾患：僧帽弁狭窄の手術

2024 曜日・時限

教科書および臨床雑誌を用いてあらかじめ予
習するとともに、日々に診療での経験と照ら
し合わせて事後学習とする。

科目ナンバリング
（和）心臓血管外科学各論
（英）seminar in cardiovascular surgery2
柴田利彦、高橋洋介、森崎晃正、左近慶人

僧帽弁疾患：僧帽弁閉鎖不全の手術

講義

1～2通 単位数 4

心臓血管外科学における各疾患別の知識を培う科目である。
心臓血管外科学で必要な各疾患における病態管理と治療方法が理解できる。

1.弁膜症疾患の病態と治療法を説明できる。
2.虚血性疾患の病態と治療法を説明できる。
3.大動脈疾患の病態と治療法を説明できる。
4.末梢血管疾患の病態と治療法を説明できる。
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第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価:　毎回の授業での質問を通して理解度・達成度を評価す
る。
(2)評価方法（発表、レポート）
症例検討での発表 80%, レポート20％
(3)合格（単位修得）のための最低基準
・弁膜症および外科を学ぶ上で必要な解剖・生理・医療技術について説明できる
・心臓血管外科の周術期管理で必要な診断・病態・治療法について説明できる」。
・実症例を利用しての発表を通して理解度の評価を総合的に行う。

・教科書および臨床雑誌を用いてあらかじめ予習するとともに、日々に診療での経験と照
らし合わせて学習する。
・日本循環器病学会ガイドライン（弁膜症、虚血性心疾患、大動脈瘤、末梢動脈）。
・心臓・大動脈外科手術､　弁膜症の手術, Operative Cardiac Surgery

Journal of Thoracic and Cardiovascular Surgery
Annals of Thoracic Surgery
Journal of Vascular Surgery
European Journal of Cardio-Thoracic Surgery

末梢血管治療ガイドライン
末梢血管疾患：診断と病態
末梢血管疾患：末梢動脈疾患の手術
末梢血管疾患：静脈疾患の手術
末梢血管疾患：創傷管理とチーム医療
末梢血管疾患：症例検討
心不全外科：補助循環
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

2024 曜日・時限

教科書で予習をしておくことがのぞましい。
また実際の手術時おいてそれらの検証を行い
事後研修とする。

科目ナンバリング
（和）低侵襲心臓血管治療特論
（英）seminar in minimally invasive surgery
柴田利彦、高橋洋介、森崎晃正、左近慶人

低侵襲外科治療：体外循環法

講義

1～2通 単位数 2

心臓血管外科学における低侵襲治療の知識を培う科目である。
心臓血管外科学の最も基本である低侵襲治療の原理とカテテール治療法が理解できる。

1.手術侵襲の原理を説明できる。
2.低侵襲心臓手術に必要な方法と技術を説明できる。
3.カテーテル的血管治療に必要な方法と技術を説明できる。
4.カテーテル的心臓内治療に必要な方法と技術を説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
低侵襲外科治療：侵襲度評価

低侵襲外科治療：小切開手術1
低侵襲外科治療：小切開手術2
低侵襲外科治療：ロボット支援手術
低侵襲外科治療：低侵襲医用工学
低侵襲外科治療：特有合併症と対策
低侵襲外科治療：周術期管理
カテーテル的治療学：カテーテル技術概論
カテーテル的治療学：胸部大動脈治療
カテーテル的治療学：腹部大動脈治療
カテーテル的治療学：冠動脈治療
カテーテル的治療学：大動脈弁治療
カテーテル的治療学：僧帽弁治療
カテーテル的治療学：その他の心内治療
低侵襲治療：総合試験
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価:　毎回の授業での質問を通して理解度・達成度を評価す
る。
(2)評価方法（レポート、発表）
レポート60%、発表 40%
(3)合格（単位修得）のための最低基準
・低侵襲心臓血管治療を学ぶ上で必要な解剖・生理・医療技術について説明できる
・低侵襲心臓血管治療の各治療法について説明できる」。
・実症例を利用しての発表を通して理解度の評価を総合的に行う。

・教科書および臨床雑誌を用いてあらかじめ予習するとともに、日々に診療での経験と照
らし合わせて学習する。

・低侵襲心臓手術の基本と実践。
・ロボット手術マニュアル、日本循環器病学会ガイドライン（弁膜症）

Journal of Thoracic and Cardiovascular Surgery
Annals of Thoracic Surgery
Journal of Vascular Surgery
European Journal of Cardio-Thoracic Surgery
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価:　毎回の授業での質問を通して理解度・達成度を評価す
る。
(2)評価方法（レポート、発表）
レポート50%、発表 50%
(3)合格（単位修得）のための最低基準
・心臓血管治療を学ぶ上で必要なチーム医療および安全管理について説明できる
・医療経済および保険診療について説明できる。
・実例を利用しての発表を通して医工および産学連携の理解度の評価を総合的に行う。

・日々に診療での経験と照らし合わせて学習する。

・保険診療のてびき。
・バイオデザイン (BioDesign)

Journal of Thoracic and Cardiovascular Surgery
Annals of Thoracic Surgery
Innovation

地域医療連携における諸問題
医用工学と医工学連携
医用ものづくりと産学連携
バイオデザイン的思考
試験

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
チーム医療概論

医療経済学概論
医療経済学：保険診療

2024 曜日・時限

授業までに学習内容を理解するため、日本循
環器病学会ガイドライン、AHA/ACCガイド
ラインなどを用いて、各一定の時間予習復習
することが望ましい。

科目ナンバリング
（和）心臓血管外科学特別セミナー
（英）Social consideration in cardiovascular surgery
柴田利彦、高橋洋介、森崎晃正、左近慶人

チーム医療：安全管理

講義

1～2通 単位数 1

心臓血管外科学における社会的背景の知識を培う科目である。
心臓血管外科治療におけるチーム医療、医療経済、保険診療、地域連携、医工学のトピッ
クスを学ぶ。

1.チーム医療を説明できる。
2.医療経済について説明できる。
3.地域医療および連携を説明できる。
4.医工学および医工学連携を説明できる。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

2024 曜日・時限

心臓血管外科手術の治療の実践 各症例を通して、病態把握を行うとともにそ
の治療結果の評価し次の治療方針を立案実践
する。

科目ナンバリング
（和）心臓血管外科学実習
（英）practice for cardiovascular surgery
柴田利彦、高橋洋介、森崎晃正、左近慶人

実習

1～2通 単位数 2

心臓血管外科学における社会的背景の知識を培う科目である。
心臓血管外科の患者を担当し、治療方針の決定過程、治療実施方法、治療実施中、治療後
の管理方法について学ぶ。
症例検討会に参加し診療を学習する。
手術に参加して治療手技を学ぶ。

1. 心臓血管外科手術症例の治療方針を立案することができる。
2. 立案した治療を実践できる。
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第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価:　各症例を通しての理解度・技術達成度を評価する。
(2)評価方法（発表、および実践での評価）
プレゼンテーションおよび手術時対応の内容を評価する(80%)。症例レポート(20%).
(3)合格（単位修得）のための最低基準
・各症例での術前評価を行い、治療方針について説明できる
・手術治療に参加して的確な操作について説明および実践ができる。
・術後管理を通して病態把握とその対応への方針が説明できる。

・術前カンファレンスで討論するため、各症例検査を把握し治療ガイドラインを予習する
ことが望ましい。

・日本循環器病学会ガイドライン（各種）
・Operative technique in Cardiac Surgery, Operative Technique in Vascular Surgery

Journal of Thoracic and Cardiovascular Surgery
Annals of Thoracic Surgery
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（心臓血管外科学）
（英）Exercise in presentation
柴田利彦、高橋洋介、森崎晃正、左近慶人

適切な記述・論理および表現で学会発表・論文作成ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

3～4通 単位数 2

心臓血管外科学における学会発表および論文発表の能力を培う科目である。
プレゼンテーション技術と質疑応答の方法論を学び、適切な表現能力を習得する。

自己の研究内容や症例報告発表を通じて学会
発表形式にのっとり、指定時間内で口頭発表
およびポスター発表を行う演習を行う。ま
た、他人の発表表現を参考によりよい発表を
することを身につける。また英文論文の要約
を発表して、論文作成に関する能力を習得す
る。

自己の研究内容や症例報告発表の準備を事前
に行う。各自の研究テーマに基づく論文をあ
らかじめ準備し内容を理解しておくこと。
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第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価:
カンファレンスで発表および質疑応答を行い、適切な発表であるかを評価する。
論文作成を行い、適切な記述および内容になっているかを評価する。
(2)評価方法（レポート、発表）
発表 80%、レポートまたは論文 20%
(3)合格（単位修得）のための最低基準
・心臓血管治療の最新の論文について要約して説明できる
・各自の研究の発表し、それに関連した論文を説明できる。
・他者の発表に対しての理論的な討論ができる。

・日々に診療や最新の論文を照らし合わせて自己学習する。英語でのプレゼンテーション
および論文発表が好ましい。
時間内に簡潔に要約した発表ができるように心がける。

・Journal of Thoracic and Cardiovascular Surgery
Annals of Thoracic Surgery

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-6回

第7-12回

第13-18回

第19-24回
第25-30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

1～4通 単位数 8

心臓血管外科学の研究立案・実践するためことを目的として、個々の研究テーマに即して
研究指導を行う。

科目ナンバリング
（和）研究指導（心臓血管外科学）
（英）Research Instruction
柴田利彦、高橋洋介、森崎晃正、左近慶人
2024 曜日・時限
演習

・研究テーマに即した研究計画を立案できる。
・研究テーマに必要な情報収集ができ、その概要を説明できる。
・研究テーマの実験結果あるいは臨床データ収集を解析して、内容を説明できる。
・研究結果をまとめて結論を導きだすことができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

僧帽弁の外科解剖・生理的運動に関する研究

三尖弁の外科解剖と組織学的な研究
各研究テーマに即した文献から既知の情報を
整理しておくこと。

(1)各テーマに対するプレゼンテーションで評価する
(2)評価方法：カンファレンス、学会発表で研究状況および成果を発表できる：100％
(3)合格（単位修得）のための最低基準：60％以上、各研究テーマの結果から結論を導きだ
し説明でき、質疑応答を十分でるかを評価する。
・各研究テーマに関する既存の文献を読み、過去の行われてきた研究およびその問題点を
整理把握しておくこと。

・ Journal of Thoracic and Cardiovascular Surgery
・ Annals of Thoracic Surgery
・ General Thoracic and Cardiovascular Surgery
・ Innovation

・各種　治療ガイドライン。

心房細動による弁輪拡大の機序に関する研究

創傷治癒促進に関する研究
3D画像の鏡視下手術への応用研究
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

2024 曜日・時限

肺、縦隔臓器の形態学および組織学的エビデ
ンス（泉、小松）

画像診断のエビデンス（CT、MRI、PET)
（泉、井上）

呼吸器外科適応疾患（月岡、小松）

解剖アトラス、WHO組織分類、肺癌取扱い
規約等で学習

適応、原理、検査費用等

教科書、ガイドライン等を参考に学習

講義

1～2通 単位数 1

研究を進めていく上でのクリニカルクエスチョンを設定するために、呼吸器疾患の病態、
診断方法、治療方法（外科的および気管支鏡的など）および合併症について最新のエビデ
ンスに基づいて理解するとともに、研究倫理指針などコンプライアンスの遵守の重要性を
理解する。
（月、水、金　45分、15回）

1.呼吸器外科疾患を理解する。
2.呼吸器外科疾患の診断法を修得する。
3.呼吸器外科疾患の治療について修得する。
4.コンプライアンスを遵守する。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）呼吸器外科学総論
（英）seminar in thoracic surgery
宗　淳一、泉　信博、月岡卓馬、井上英俊、原幹太朗

事前・事後学習の内容
研究、診療を進めていくためのコンプライア
ンス（法令、指針、倫理委員会への申請）
（月岡）

倫理指針、倫理委員会申請書類等を学習

周術期管理のエビデンス（泉、月岡） 教科書、ガイドライン等を参考に学習

呼吸生理と機能形態（西山、井上） 教科書、ガイドライン等を参考に学習

軟性気管支鏡の適応（泉）

硬性気管支鏡の適応（月岡、井上）

教科書、ガイドライン等を参考に学習

教科書、ガイドライン等を参考に学習
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度について評価:
毎回の授業での質問を通して理解度・達成度を評価する。
(2) 評価方法:
口頭試問（80％）と予習内容（20％）により、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
(3) 合格（単位修得）のための最低基準:
呼吸器外科疾患の診断法、治療法について概略を説明できる。
コンプライアンスの遵守について概略を説明できる。
・その授業を履修する際の注意事項、関連する科目（予め履修すべき科目を含む。）な
ど、学生に必要と思われる情報を記載してください。

肺癌診療ガイドライン
NCCNガイドライン
肺癌取扱い規約
など

・参考書の情報を記載してください。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

2024 曜日・時限

原発性肺癌の診断（共同）

原発性肺癌の外科治療（共同）

転移性肺腫瘍の診断（共同）

教科書、ガイドライン等を参考に学習

教科書、ガイドライン等を参考に学習

教科書、ガイドライン等を参考に学習

演習

1～2通 単位数 2

担当患者についてカンファレンスでプレゼンテーションをおこない、問題点をエビデンス
に基づいて議論することで、呼吸器疾患の診断と治療を個別に立案する。個々の症例にお
いての状況に応じた標準治療および先駆的医療についての知識を深める。
（水または金曜日60分、30回）

1.呼吸器外科疾患の診断について理解する。
2.呼吸器外科疾患の治療について理解する。
3.呼吸器外科疾患の管理を修得する。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）呼吸器外科学演習
（英）practice in thoracic surgery
宗　淳一、泉　信博、月岡卓馬、井上英俊、原幹太朗

事前・事後学習の内容

転移性肺腫瘍の診断（共同） 教科書、ガイドライン等を参考に学習

良性肺疾患の外科的診断（共同） 教科書、ガイドライン等を参考に学習

感染症の外科的診断（共同） 教科書、ガイドライン等を参考に学習
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第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

胸腔鏡下胸膜生検の有用性（共同） 教科書、ガイドライン等を参考に学習

研究段階にある先端医療（共同） 教科書、ガイドライン等を参考に学習

(1) 到達目標の達成度について評価:
毎回の授業での質問を通して理解度・達成度を評価する。
(2) 評価方法:
口頭試問（80％）と予習内容（20％）により、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
(3) 合格（単位修得）のための最低基準:
呼吸器外科疾患の診断法、治療法、管理について概略を説明できる。

・その授業を履修する際の注意事項、関連する科目（予め履修すべき科目を含む。）な
ど、学生に必要と思われる情報を記載してください。

呼吸器外科テキスト　南江堂

肺癌診療ガイドライン
NCCNガイドライン
肺癌取扱い規約
など
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

1.手術適応について修得する。
2.耐術能評価法を修得する。
3.適切な手術手技を修得する。
4.術後管理を修得する

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
手術適応（共同）
耐術能評価（共同）
手術法の決定（共同）
術前ＩＣ、手術（共同）
術中、術後合併症予測（共同）
病理学的評価（共同）

第1-2回に同じ

科目ナンバリング
（和）低侵襲外科治療実習
（英）training program in minimally invasive surgery
宗　淳一、泉　信博、月岡卓馬、井上英俊、原幹太朗
2024 曜日・時限

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

教科書、手術書、ガイドライン、等で学習。
手術に参加する。

術中、術後合併症予測（共同）
病理学的評価（共同）

実習

1～2通 単位数 2

小切開低侵襲治療を行う患者を担当し、治療方針の決定過程、治療実施方法、治療実施
中、術後管理方法について学ぶ。担当症例の治療方針について、多職種によるカンファレ
ンスに参加し、術後QOLからみた低侵襲外科治療の効果および妥当性を学習する。
(1症例 90分以上x２回、15症例)
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第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度について評価:
毎回の授業での質問を通して理解度・達成度を評価する。
(2) 評価方法:
口頭試問（80％）と予習内容（20％）により、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
(3) 合格（単位修得）のための最低基準:
手術適応、耐術能評価法、適切な手術手技、術後管理の概略を説明できる。
・その授業を履修する際の注意事項、関連する科目（予め履修すべき科目を含む。）な
ど、学生に必要と思われる情報を記載してください。

肺癌診療ガイドライン
呼吸器外科手術書
など
特になし

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

科目ナンバリング
（和）気管支鏡的治療実習
（英）training program for interventional bronchoscopy
宗　淳一、泉　信博、月岡卓馬、井上英俊、原幹太朗
2024 曜日・時限

教科書、手術書、ガイドライン、等で学習。
治療に参加する。

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

術後管理
病理学的評価

実習

1～2通 単位数 2

外来、病棟において患者を担当し、気管支鏡的治療をすべき患者の選択を適切に行い、治
療実施方法、周術期管理方法について学ぶ。担当症例の治療方針について、呼吸器内科お
よび放射線科とのカンファレンスにも参加して学習する。気管支鏡的治療に関する専門医
資格の取得を目指す。
(1症例 90分以上x２回、15症例)

1.手術適応について修得する。
2.耐術能評価法を修得する。
3.適切な手術手技を修得する。
4.術後管理を修得する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
手術適応（共同）
耐術能評価（共同）
手術法の決定（共同）
術前ＩＣ、治療（共同）
術中、術後合併症予測（共同）
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第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度について評価:
毎回の授業での質問を通して理解度・達成度を評価する。
(2) 評価方法:
口頭試問（80％）と予習内容（20％）により、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
(3) 合格（単位修得）のための最低基準:
手術適応、耐術能評価法、適切な手術手技、術後管理の概略を説明できる。
・その授業を履修する際の注意事項、関連する科目（予め履修すべき科目を含む。）な
ど、学生に必要と思われる情報を記載してください。

肺癌診療ガイドライン
気管支鏡テキスト
など
特になし

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

事前・事後学習の内容
手術適応（共同）
耐術能評価（共同）
手術法の決定（共同）
術前ＩＣ、手術（共同）
術中、術後合併症予測（共同）

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

科目ナンバリング
（和）炎症性疾患外科治療実習
（英）training program in surgery for inflammatory disease
宗　淳一、泉　信博、月岡卓馬、井上英俊、原幹太朗
2024 曜日・時限

教科書、手術書、ガイドライン、等で学習。
手術に参加する。

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

術後管理
病理学的評価

実習

1～2通 単位数 2

呼吸器外科の外来、病棟において患者を担当し、治療方針の決定過程、治療実施方法、治
療実施中、治療後の管理方法について学ぶ。症例検討会に参加し、多方面からの診療を学
習する。治療方針に基づいた手術に参加して、外科治療方法および周術期管理などを学習
する。
(1症例 90分以上x２回、15症例)
1.手術適応について修得する。
2.耐術能評価法を修得する。
3.適切な手術手技を修得する。
4.術後管理を修得する。

各回の授業内容
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第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度について評価:
毎回の授業での質問を通して理解度・達成度を評価する。
(2) 評価方法:
口頭試問（80％）と予習内容（20％）により、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
(3) 合格（単位修得）のための最低基準:
手術適応、耐術能評価法、適切な手術手技、術後管理の概略を説明できる。

・その授業を履修する際の注意事項、関連する科目（予め履修すべき科目を含む。）な
ど、学生に必要と思われる情報を記載してください。

肺癌診療ガイドライン
呼吸器外科手術書
など
特になし

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回

2024 曜日・時限

教科書、手術書、ガイドライン、等で学習。
手術に参加する。

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

術後管理
病理学的評価

実習

1～2通 単位数 2

呼吸器外科の外来、病棟において転移性肺腫瘍患者を担当し、治療方針の決定過程、治療
実施方法、治療実施中、治療後の管理方法について学ぶ。多職種チームとの検討会に参加
し集学的治療を学習する。治療方針に基づいた手術に参加して、外科治療方法および周術
期管理などを学習する。
(1症例 90分以上x２回、15症例)

1.手術適応について修得する。
2.耐術能評価法を修得する。
3.適切な手術手技を修得する。
4.術後管理を修得する。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）転移性肺腫瘍治療実習
（英）training program in surgery for metastatic pulmonary tumor
宗　淳一、泉　信博、月岡卓馬、井上英俊、原幹太朗

事前・事後学習の内容
手術適応（共同）
耐術能評価（共同）
手術法の決定（共同）
術前ＩＣ、手術（共同）
術中、術後合併症予測（共同）

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ
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第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

(1) 到達目標の達成度について評価:
毎回の授業での質問を通して理解度・達成度を評価する。
(2) 評価方法:
口頭試問（80％）と予習内容（20％）により、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
(3) 合格（単位修得）のための最低基準:
手術適応、耐術能評価法、適切な手術手技、術後管理の概略を説明できる。

・その授業を履修する際の注意事項、関連する科目（予め履修すべき科目を含む。）な
ど、学生に必要と思われる情報を記載してください。

肺癌診療ガイドライン
呼吸器外科手術書
など

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回

2024 曜日・時限

教科書、手術書、ガイドライン、等で学習。
手術に参加する。

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

術後管理
病理学的評価

実習

1～2通 単位数 2

呼吸器外科の外来、病棟において患者を担当し、治療方針の決定過程、治療実施方法、治
療実施中、治療後の管理方法について学ぶ。従来の外科治療に加え、低侵襲手術へ取り組
みなど、多方面からの診療方法を学習する。治療方針に基づいた手術に参加して、外科治
療方法および周術期管理などを学習する。
(1症例 90分以上x２回、15症例)

1.手術適応について修得する。
2.耐術能評価法を修得する。
3.適切な手術手技を修得する。
4.術後管理を修得する。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）縦隔疾患外科治療実習
（英）training program in surgery for mediastinal disease
宗　淳一、泉　信博、月岡卓馬、井上英俊、原幹太朗

事前・事後学習の内容
手術適応（共同）
耐術能評価（共同）
手術法の決定（共同）
術前ＩＣ、手術（共同）
術中、術後合併症予測（共同）

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ
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第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

(1) 到達目標の達成度について評価:
毎回の授業での質問を通して理解度・達成度を評価する。
(2) 評価方法:
口頭試問（80％）と予習内容（20％）により、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
(3) 合格（単位修得）のための最低基準:
手術適応、耐術能評価法、適切な手術手技、術後管理の概略を説明できる。

・その授業を履修する際の注意事項、関連する科目（予め履修すべき科目を含む。）な
ど、学生に必要と思われる情報を記載してください。

肺癌診療ガイドライン
呼吸器外科手術書
など

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

事前・事後学習の内容
手術適応（共同）
耐術能評価（共同）
手術法の決定（共同）
術前ＩＣ、手術（共同）
術中、術後合併症予測（共同）

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ第1-2回に同じ

科目ナンバリング
（和）肺癌外科治療実習
（英）training program in surgery for lung cancer
宗　淳一、泉　信博、月岡卓馬、井上英俊、原幹太朗
2024 曜日・時限

教科書、手術書、ガイドライン、等で学習。
手術に参加する。

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

術後管理
病理学的評価

実習

1～2通 単位数 2

呼吸器外科の外来、病棟において患者を担当し、治療方針の決定過程、治療実施方法、治
療実施中、治療後の管理方法について学ぶ。従来の外科治療に加え、低侵襲手術へ取り組
みなど、多方面からの診療方法を学習する。治療方針に基づいた手術に参加して、外科治
療方法および周術期管理などを学習する。
(1症例 90分以上x２回、15症例)
1.手術適応について修得する。
2.耐術能評価法を修得する。
3.適切な手術手技を修得する。
4.術後管理を修得する

各回の授業内容
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第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度について評価:
毎回の授業での質問を通して理解度・達成度を評価する。
(2) 評価方法:
口頭試問（80％）と予習内容（20％）により、基礎的知識の学習が十分であるかを評価す
る。
(3) 合格（単位修得）のための最低基準:
手術適応、耐術能評価法、適切な手術手技、術後管理の概略を説明できる。

・その授業を履修する際の注意事項、関連する科目（予め履修すべき科目を含む。）な
ど、学生に必要と思われる情報を記載してください。

肺癌診療ガイドライン
呼吸器外科手術書
など
特になし

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ

第1-2回に同じ第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ

第1-2回に同じ 第1-2回に同じ
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

毎週月、金曜日
学会発表におけるプレゼンテーション資料の
作成、口頭発表やポスター発表、質疑応答の
方法論を学び、適格な表現能力を修得する。
日常のカンファレンスで手術症例の発表およ
び質疑応答を行い、プレゼンテーション技術
および論文作製力を養う。

自己の研究内容や症例報告発表の準備を事前
に行う。各自の研究テーマに基づく論文をあ
らかじめ準備し内容を理解しておくこと。

筆頭著者として学会、論文発表を行なう。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

3～4通 単位数 2

学会発表におけるプレゼンテーション資料の作成、口頭発表やポスター発表、質疑応答の
方法論を学び、適格な表現能力を修得する。
カンファレンスで発表および質疑応答を行い、プレゼンテーション技術および論文作製力
を養う。
（月、金　カンファレンス　45分以上、30回）

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（呼吸器外科学）
（英）Exercise in Presentation
宗　淳一、泉　信博、月岡卓馬、井上英俊、原幹太朗
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度について評価:
カンファレンスで発表および質疑応答を行い、適切な記述、内容であるかを評価する。
(2) 評価方法：
プレゼンテーションの内容（50％）および質疑応答（50％）で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準：
各自の研究を発表し、それに関連した論文を説明できる。

日常診療や最新の論文を照らし合わせて自己学習する。
時間内に簡潔に要約した発表ができるように心がける。

・教科書の情報を記載してください。
・教科書を使用しない場合でも、「毎回、レジュメを配付する。」など、使用する教材や
配付方法について記載してください。

PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）
Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

研究計画、研究方法、データ収集、解析方
法、評価方法について指導する。

自己の研究内容や症例報告発表の準備を事前
に行う。各自の研究テーマに基づく論文をあ
らかじめ準備し内容を理解しておくこと。

呼吸器疾患の病態生理、診断および外科的治療法、評価法を修得し、呼吸器疾患の病態解
明、病態制御を目指した研究を立案、実行、結果の解析、解釈、考察ができる能力を修得
する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。
（月カンファレンス90分　15回）

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（呼吸器外科学）
（英）Advanced Course of Medical Research
宗　淳一、泉　信博、月岡卓馬、井上英俊、原幹太朗
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 到達目標の達成度について評価:
リサーチカンファレンスにおいて、研究計画、研究方法、データ、解析結果、評価につい
てプレゼンテーションおよび質疑応答を行い、理解度を評価する。
(2) 評価方法：
学位論文を完成する。
(3) 合格（単位修得）のための最低基準：
学位論文を完成する。

・その授業を履修する際の注意事項、関連する科目（予め履修すべき科目を含む。）な
ど、学生に必要と思われる情報を記載してください。
・教科書の情報を記載してください。
・教科書を使用しない場合でも、「毎回、レジュメを配付する。」など、使用する教材や
配付方法について記載してください。
PubMed（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed）
Up to Date（https://www.uptodate.com/contents/search）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）皮膚病態学1
（英）Dermatology1
鶴田 大輔、今西 久幹、大霜　智子、平田　央、廣保　翔、後藤  寛之

皮膚科疾患に関するトピックス2 下記教材から複数の論文を読む。

講義

1～2通 単位数 2

皮膚疾患の発症メカニズムを知る。

研究カンファレンスI（毎週火曜日16:45～17:30）に参加し、皮膚疾患、特に自己免疫性水
疱症の発症メカニズムの解明研究の現状に触れる。最新の文献に常に触れる。

事前･事後学習の内容：授業までに学習内容を理解するため、下記教材を一読しておくこと
が望ましい。
1. 代表的皮膚疾患の発症メカニズムについて語れる
2. 皮膚科関連の研究動向に習熟する

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
皮膚科疾患に関するトピックス1 下記教材から複数の論文を読む。

皮膚科疾患に関するトピックス3 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科疾患に関するトピックス4 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科疾患に関するトピックス5 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科疾患に関するトピックス6 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科疾患に関するトピックス7 下記教材から複数の論文を読む。
自己免疫性水疱症における最新の治療戦略1 下記教材から複数の論文を読む。
自己免疫性水疱症における最新の治療戦略2 下記教材から複数の論文を読む。
自己免疫性水疱症における最新の治療戦略3 下記教材から複数の論文を読む。
自己免疫性水疱症における最新の治療戦略4 下記教材から複数の論文を読む。
自己免疫性水疱症における最新の治療戦略5 下記教材から複数の論文を読む。
自己免疫性水疱症における最新の治療戦略6 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科分野の研究に関するトピックス1 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科分野の研究に関するトピックス2 下記教材から複数の論文を読む。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度について評価を行う。評価方法は毎回の質疑応答60％、口頭試問20％、
レポート20％最低合格基準は60％。
口頭試問は、自らが理解したことをどの程度教員に説明できるかで評価する。
質疑応答が的確であるかどうか、複数の教員でチェックする。
レポートは論理性について教授が判断する。

事前･事後学習の内容：授業までに学習内容を理解するため、下記教材を一読しておくこと
が望ましい。

学び得た疾患発症メカニズムをA4レポート3枚程度に図を交えながらまとめる。

発症メカニズムについて知ることは知的好奇心を満足できると思います。

Fitzpatrick’s Dermatology in General Medicine, Mc Graw Hill, 2019

New England Journal of Medicine
Journal of Investigative Dermatology
Journal of American Academy of Dermatology
Journal of Dermatological Science
Experimental Dermatology
Journal of Dermatology
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回 皮膚感染症における最新の治療戦略4 下記教材から複数の論文を読む。

皮膚感染症における最新の治療戦略1 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚感染症における最新の治療戦略2 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚感染症における最新の治療戦略3 下記教材から複数の論文を読む。

皮膚科領域における免疫療法5 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科領域における免疫療法6 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科領域における免疫療法7 下記教材から複数の論文を読む。

皮膚科領域における免疫療法2 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科領域における免疫療法3 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科領域における免疫療法4 下記教材から複数の論文を読む。

皮膚腫瘍に関するトピックス5 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚腫瘍に関するトピックス6 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科領域における免疫療法1 下記教材から複数の論文を読む。

皮膚腫瘍に関するトピックス2 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚腫瘍に関するトピックス3 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚腫瘍に関するトピックス4 下記教材から複数の論文を読む。

皮膚科疾患に関するトピックス6 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科疾患に関するトピックス7 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚腫瘍に関するトピックス1 下記教材から複数の論文を読む。

皮膚科疾患に関するトピックス3 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科疾患に関するトピックス4 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚科疾患に関するトピックス5 下記教材から複数の論文を読む。

皮膚科疾患に関するトピックス2 下記教材から複数の論文を読む。

講義

1～2通 単位数 6

皮膚疾患の発症メカニズムを知る。

研究カンファレンスII（毎週火曜日16:45～17:30）に参加し、皮膚疾患、特に皮膚腫瘍、皮
膚感染症、脱毛症の発症メカニズムの解明研究および免疫療法の現状に触れる。最新の文
献に常に触れる。

事前･事後学習の内容：授業までに学習内容を理解するため、下記教材を一読しておくこと
が望ましい。
1. 代表的皮膚疾患の発症メカニズムについて語れる
2. 皮膚科関連の研究動向に習熟する

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
皮膚科疾患に関するトピックス1 下記教材から複数の論文を読む。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）皮膚病態学2
（英）Dermatology2
鶴田 大輔、今西 久幹、大霜　智子、平田　央、廣保　翔、後藤  寛之
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第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

到達目標の達成度について評価を行う。評価方法は毎回の質疑応答60％、口頭試問20％、
レポート20％最低合格基準は60％。
口頭試問は、自らが理解したことをどの程度教員に説明できるかで評価する。
質疑応答が的確であるかどうか、複数の教員でチェックする。
レポートは論理性について教授が判断する。

事前･事後学習の内容：授業までに学習内容を理解するため、下記教材を一読しておくこと
が望ましい。

学び得た疾患発症メカニズムをA4レポート3枚程度に図を交えながらまとめる。

発症メカニズムについて知ることは知的好奇心を満足できると思います。

Fitzpatrick’s Dermatology in General Medicine, Mc Graw Hill, 2019

New England Journal of Medicine
Journal of Investigative Dermatology
Journal of American Academy of Dermatology
Journal of Dermatological Science
Experimental Dermatology
Journal of Dermatology

皮膚感染症における最新の治療戦略7 下記教材から複数の論文を読む。
脱毛症に関するトピックス1 下記教材から複数の論文を読む。
脱毛症に関するトピックス2 下記教材から複数の論文を読む。
脱毛症に関するトピックス3 下記教材から複数の論文を読む。
脱毛症に関するトピックス4 下記教材から複数の論文を読む。

皮膚感染症における最新の治療戦略5 下記教材から複数の論文を読む。
皮膚感染症における最新の治療戦略6 下記教材から複数の論文を読む。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）皮膚病態学演習
（英）Dermatology training
鶴田 大輔、今西 久幹、大霜　智子、平田　央、廣保　翔、後藤  寛之

肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読

演習

1～2通 単位数 4

皮膚肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学を修得する。

実地臨床演習、病理・ダーモスコピーカンファレンス（毎週火曜日、16:00から16:45）に
参加し、実際に皮膚肉眼診断を行い、ダーモスコピー、病理組織学の検討も行う。

事前･事後学習の内容：授業までに学習内容を理解するため、下記教材を一読しておくこと
が望ましい
主要な皮膚疾患において、自ら肉眼診断、ダーモスコピー、病理組織診断を行うことがで
きる。漏れの無いように、アルゴリズムに沿った診断ができる。可能であれば、非定型的
な症例にも対応できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読

肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
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第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読
肉眼診断学、ダーモスコピー学、病理組織学 下記教科書の通読

到達目標の達成度について評価を行う。評価方法は毎回の質疑応答80％、口頭試問20％。
最低合格基準は60％。
口頭試問は、自らが理解したことをどの程度教員に説明できるかで評価する。
質疑応答が的確であるかどうか、複数の教員でチェックする。

積極性が無いと評価ができません。聞かれたことだけではなく、積極的に自ら参加くださ
い。
Lever’s Histopathology of the skin, Elder DE, Wolters Kluwer, 2015
Dermatoscopy, Kittler H, Facultas, 2016
皮膚科レジデントマニュアル、鶴田大輔編集、2018
特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（皮膚病態学）
（英）Exercise in Presentation
鶴田 大輔、今西 久幹、大霜　智子、平田　央、廣保　翔、後藤  寛之

学会発表批判的吟味2 レポート作成とそのチェック

演習

3～4通 単位数 2

当面の目標である国際学会（日本研究皮膚科学会、Society for Investigative Dermatology,
European Society for Dermatological Researchなど）発表、論文作成を遂行できるよう
に、必要な技術・態度・知識の獲得を目指す。具体的には他者の発表予行を批判的に観察
し、その問題点、長所をまとめる。口頭発表やポスター発表の方法論を学び、論文として
発表する方法を学ぶ。
学会発表、論文作成（英文）を自らできるようになることを目標とする。
達成度の評価は、適宜行う口頭試問と、論文各セクションの進捗度の確認にて行う。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
学会発表批判的吟味1 レポート作成とそのチェック

学会発表批判的吟味3 レポート作成とそのチェック
学会発表批判的吟味4 レポート作成とそのチェック
学会発表批判的吟味5 レポート作成とそのチェック
学会発表批判的吟味6 レポート作成とそのチェック
学会発表批判的吟味7 レポート作成とそのチェック
学会発表批判的吟味8 レポート作成とそのチェック
学会発表批判的吟味9 レポート作成とそのチェック
学会発表批判的吟味10 レポート作成とそのチェック
学会発表批判的吟味11 レポート作成とそのチェック

学会発表批判的吟味15 レポート作成とそのチェック

学会発表批判的吟味12 レポート作成とそのチェック
学会発表批判的吟味13 レポート作成とそのチェック
学会発表批判的吟味14 レポート作成とそのチェック

プレゼンテーションを複数の教員で多角的に評価する。
到達目標の達成度について評価を行う。評価方法は毎回の口頭試問80％、レポート20％。
最低合格基準は60％。
口頭試問にて、自らが理解したことをどの程度教員に説明できるかで評価する。レポート
は客観的観察がなされているか、具体的改善策があるかをもって評価基準とする。
納得がいくまでプレゼンテーションの練習をしましょう。

The Presentation Secrets of Steve Jobs: How to be Insanely Great in Front of Any
Audience. Gallo C, McGraw-Hill Education, 2009.

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（皮膚病態学）
（英）Advanced Course of Medical Research
鶴田 大輔、今西 久幹、大霜　智子、平田　央、廣保　翔、後藤  寛之

水疱症研究２ Molecular Dermatology　通読

演習

1～4通 単位数 8

本授業では、水疱症、感染症、悪性腫瘍、脱毛症、アレルギー疾患など難治性皮膚疾患の
病態解明と新規治療法の確立に繋がる研究の指導を行う。

最新の皮膚科学研究についての講義、それにまつわる研究手法の実地修練、研究立案も同
時に行う。
皮膚科学における基礎医学研究の進歩について学び、基本研究手法を自らできるようにな
ると同時に、自ら研究立案ができるようになることを目標とする。

達成度の評価は、適宜行う口頭試問と、実験ノートの確認にて行う。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
水疱症研究１ Molecular Dermatology　通読

水疱症研究３ Molecular Dermatology　通読
水疱症研究４ Molecular Dermatology　通読
水疱症研究５ Molecular Dermatology　通読
水疱症研究６ Molecular Dermatology　通読
皮膚感染症研究１ Molecular Dermatology　通読
皮膚感染症研究２ Molecular Dermatology　通読
皮膚感染症研究３ Molecular Dermatology　通読
皮膚感染症研究４ Molecular Dermatology　通読
皮膚感染症研究５ Molecular Dermatology　通読
皮膚感染症研究６ Molecular Dermatology　通読
皮膚悪性腫瘍研究１ Molecular Dermatology　通読
皮膚悪性腫瘍研究２ Molecular Dermatology　通読
皮膚悪性腫瘍研究３ Molecular Dermatology　通読
皮膚悪性腫瘍研究４ Molecular Dermatology　通読
皮膚悪性腫瘍研究５ Molecular Dermatology　通読
皮膚悪性腫瘍研究６ Molecular Dermatology　通読
脱毛症研究１ Molecular Dermatology　通読
脱毛症研究２ Molecular Dermatology　通読
脱毛症研究３ Molecular Dermatology　通読
脱毛症研究４ Molecular Dermatology　通読
脱毛症研究５ Molecular Dermatology　通読
脱毛症研究６ Molecular Dermatology　通読
皮膚アレルギー研究１ Molecular Dermatology　通読
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

皮膚アレルギー研究２ Molecular Dermatology　通読
皮膚アレルギー研究３ Molecular Dermatology　通読
皮膚アレルギー研究４ Molecular Dermatology　通読
皮膚アレルギー研究５ Molecular Dermatology　通読
皮膚アレルギー研究６ Molecular Dermatology　通読
総括 Molecular Dermatology　通読

到達目標の達成度について評価を行う。評価方法は毎回の口頭試問80％、実験ノート
20％。最低合格基準は60％。
口頭試問にて、自らが理解したことをどの程度教員に説明できるかで評価する。実験ノー
トは目的・方法・結果・考察が適切に書かれているか、第三者が見て実験の追試を容易に
行えるかをもって評価基準とする。
新しい研究手法のみならず、以前から確立されている手法についても基礎と思い、認識を
深めましょう。
Molecular Dermatology Methods and Protocols Has C, Sitaru C, editors. Humana Press
2013.

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-7回

第8-13回

第14-20回
第21-27回
第28-33回
第34-39回
第40-45回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
面接（100％）を実施し、到達目標における各項目の達成度が十分であるかを評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
質問した三つ以上の眼疾患における治療戦略が説明できる。
上記の眼疾患における適切な初期治療と追加治療の判断ができる。
実臨床における各種疾患での治療効果判定の基準が説明できる。
履修に関する質問事項は下記に連絡してください。
本田茂（教授）  メールアドレス：shonda@omu.ac.jp
眼科診療ガイド
眼手術学
眼科マイクロサージェリー
Survey of Ophthalmology
Ophthalmology
Am J of Ophthalmology
Br J of Ophthalmology
Retina
授業の中で適宜紹介する。

眼科手術各論（眼瞼・眼窩）
眼科手術各論（前眼部）
眼科手術各論（後眼部）

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
点眼薬における薬物動態と眼内移行

内科的治療と外科的治療の接点
眼科手術総論

2024 曜日・時限

授業までに学習内容を理解するため、眼科学
プラクティス、日本眼科学会ガイドライン、
ぶどう膜炎診療ガイドライン、緑内障学会ガ
イドラインなどを用いて、各一定の時間予習
復習することが望ましい。

科目ナンバリング
（和）視覚病態学（制御学特論）
（英）seminar in ophthalmology (drug and surgery)
本田茂、河野剛也、山本学、田上瑞記、上野洋祐、平山公美子、居明香、坂井淳

眼科疾患における内服薬と硝子体注射薬の役
割

講義

1～2通 単位数 3

眼科学における各種疾患に対する治療戦略を学習する。特に眼科領域の代表的疾患、眼救
急疾患の病態や対処法について解説し、正しい初期治療の選択ができるように実際の症例
を使用した豊富なケーススタディを行う。授業は記憶に残りやすいよう、できるだけ画像
や動画などを用いた形式で行う。ケーススタディでは対象症例に関する質問応答や機論を
繰り返し行うことで、自分で考え問題を解決するスキルを養う。
1. 眼科領域における治療戦略の方法論が説明できる。
2. 各種眼疾患における治療の基本と応用ができる。
3. 実臨床における各種疾患での治療効果判定と副作用の判別ができる。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-7回
第8-13回
第14-20回
第21-27回
第28-33回
第34-39回
第40-45回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
面接（100％）を実施し、到達目標における各項目の達成度が十分であるかを評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
質問した二つ以上の視覚および眼生理に関する基本的なメカニズムが説明できる。
質問した三つ以上の眼疾患における初期診断および鑑別診断を挙げる事ができる。
上記の眼疾患における確定診断のために必要な追加検査やその理由を説明できる。

履修に関する質問事項は下記に連絡してください。
本田茂（教授）  メールアドレス：shonda@omu.ac.jp

・眼科プラクティス
・眼科診療クオリファイ

Survey of Ophthalmology
Ophthalmology
Am J of Ophthalmology
Br J of Ophthalmology
Retina
授業の中で適宜紹介する。

全身疾患に関連した眼疾患の病態
眼科分野でのレーザーの役割
緑内障の病態とQuality of Vision

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
眼光学と視覚異常の病態総論

炎症のメカニズムと眼疾患
遺伝子異常と眼疾患

2024 曜日・時限

授業までに学習内容を理解するため、眼科学
プラクティス、日本眼科学会ガイドライン、
ぶどう膜炎診療ガイドライン、緑内障学会ガ
イドラインなどを用いて、各一定の時間予習
復習することが望ましい。

科目ナンバリング
（和）視覚病態学（病態学特論）
（英）seminar in ophthalmology (pathogenesis)
本田茂、河野剛也、山本学、田上瑞記、上野洋祐、平山公美子、居明香、坂井淳

眼表面の異常と原因疾患

講義

1～2通 単位数 3

視覚や眼科学に関する基本的な事項を学習すると共に、視機能の発達と加齢変化および眼
科領域の代表的疾患の病態について解説した後に、適切な鑑別診断ができるように実際の
症例を使用した豊富なケーススタディを行う。ケーススタディでは単なる知識の伝達にな
らないよう、対象症例に関する質問応答や機論を繰り返し行うことで、自分で考え問題を
解決するスキルを養う。
1. 視覚および眼生理に関する基本的なメカニズムが説明できる。
2. 各種眼疾患における初期診断および鑑別診断を挙げる事ができる。
3. 確定診断のために必要な追加検査やその理由を説明できる。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-3回
第4-6回
第6-9回

第10-12回
第13-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

全身疾患に関連した眼循環異常

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
実地試験(50%)と面接（50％）を実施し、到達目標の達成度が十分であるかを評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
質問した二つ以上の眼底検査の原理と基本パラメータの意味が説明できる。
上記検査の実地試験において、正しいセッティングと測定ができる。
実臨床における各種検査の所見をとらえ、それに基づく病態の解釈ができる。

履修に関する質問事項は下記に連絡してください。
本田茂（教授）  メールアドレス：shonda@omu.ac.jp

・眼科プラクティス
・眼科診療クオリファイ

Survey of Ophthalmology
Ophthalmology
Am J of Ophthalmology
Br J of Ophthalmology
Retina
授業の中で適宜紹介する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
眼循環検査の基礎

網膜循環異常を伴う眼疾患
脈絡膜循環異常を伴う眼疾患

2024 曜日・時限

授業までに学習内容を理解するため、各項目
に対して一定の時間予習復習することが望ま
しい。

科目ナンバリング
（和）視覚病態学演習
（英）practice in clinical ophthalmology
本田茂、河野剛也、山本学、田上瑞記、上野洋祐、平山公美子、居明香、坂井淳

眼底形態検査の基礎

演習

1～2通 単位数 2

各種疾患での眼循環と眼底形態検査の手技と読影のスキルを習得する。特に各検査パラ
メータの構成背景の理解と所見の適切な解釈を通して病態を理解できる力を涵養する。

1.眼循環検査の基礎と手技を理解し、実際に行えるようにする。
2.眼循環検査と眼底形態検査結果から病態を理解する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-2回
第3-4回
第5-6回
第7-10回
第11-16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

1. 地方会および全国学会で発表する。
2. 英文あるいは和文の雑誌に論文を投稿する。

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（視覚病態学）
（英）Exercise in Presentation
本田茂

研究デザインと倫理指針
データの集積と解析および解釈

2024 曜日・時限

発表資料の作成方法を学習し、予演会にて実
際の発表形式を把握する。発表後は質疑応答
の内容をおさらいする。

2

学会発表や論文発表の意義を学び、実際の研究実施に関わる倫理指針や研究デザインの構
築、データの収集法、解析法および結果の解釈方法を涵養する。その上で、実際の学会発
表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発表の方法論を学び、論文として発表する方
法を学ぶ。

適切なプレゼンテーションの行い方

研究の種類とエビデンス

演習

3～4通 単位数

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
学会および論文発表の意義

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
二つ以上の国内学会あるいは国際学会で発表を行い、準備過程および発表内容を評価す
る。（50％）
一つ以上の英文雑誌に論文を投稿し、論文作成過程および論文内容を評価する。（50％）
(3)合格（単位修得）のための最低基準
二つ以上の国内学会あるいは国際学会で発表を行う。
一つ以上の英文雑誌に論文を投稿する。

履修に関する質問事項は下記に連絡してください。
本田茂（教授）  メールアドレス：shonda@omu.ac.jp

トップジャーナルにアクセプトされる医学論文

Survey of Ophthalmology
Ophthalmology
Am J of Ophthalmology
Br J of Ophthalmology
Retina
授業の中で適宜紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

研究課題に対する計画書の作成、倫理委員会
への申請、研究の実施、データの取りまとめ
と解析および解釈、学会発表および論文執筆
を随時行う。

研究課題に関連する文献はこまめにアップ
デートする。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法（定期試験、レポート、小テストなど）とその割合
研究発表・論文作成の中で評価する(100%)。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
一つ以上の論文(症例報告を除く)を英文雑誌に投稿し、受理される。

履修に関する質問事項は下記に連絡してください。
本田茂（教授）  メールアドレス：shonda@omu.ac.jp

研究過程で適宜紹介する。

研究過程の中で適宜引用する。

2024 曜日・時限

網膜硝子体疾患の病態と治療に関する研究を通じて脳神経としての網膜の特性と役割への
理解を深めることで、視覚異常に対する先進的な医療開発が行える人材を育成する。

1. 病態仮説を立て、それを実証する研究を正しい手順で遂行できる。
2. 全国学会での発表と論文作成、および自立した研究者として活動できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

1～4通 単位数 8

科目ナンバリング
（和）研究指導（視覚病態学）
（英）Advanced Course of Medical Research in ophthalmology
本田茂
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回

第2回

第3回

第4回

第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回 平衡学の臨床研究 資料などを用いて一定の時間予習復習する

耳科学の臨床研究 資料などを用いて一定の時間予習復習する
平衡学の基礎研究（内耳基礎・前庭） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
平衡学の基礎研究（空間認識） 資料などを用いて一定の時間予習復習する

めまい疾患の外科的治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する
耳科学の基礎研究（内耳基礎・蝸牛） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
耳科学の基礎研究（音声認知） 資料などを用いて一定の時間予習復習する

めまい疾患の病態 資料などを用いて一定の時間予習復習する
めまい疾患の診断 資料などを用いて一定の時間予習復習する
めまい疾患の治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する

先天性難聴の診断 資料などを用いて一定の時間予習復習する
先天性難聴の治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する
平衡学・基礎 資料などを用いて一定の時間予習復習する

難聴の外科的治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する
先天性難聴の病態 資料などを用いて一定の時間予習復習する
先天性難聴（遺伝性難聴）の診断 資料などを用いて一定の時間予習復習する

難聴の診断２ 資料などを用いて一定の時間予習復習する

聴覚検査 資料などを用いて一定の時間予習復習する

難聴の保存的治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する

難聴の診断１ 資料などを用いて一定の時間予習復習する

講義

1～2通 単位数 3

神経耳科学における最新のエビデンスを修得する為に、神経耳科学の基本的知識を理解す
る。

1. 神経耳科領域における最新の診断および治療を説明できる。
2. 神経耳科領域における最新の研究を説明できる。
3. 神経耳科領域の研究計画を立てる事ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
聴覚：基礎 資料などを用いて一定の時間予習復習する

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）耳鼻咽喉科（神経耳科学特論）
（英）Neurootology
角南貴司子
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

（１） 到達目標：聴覚・平衡覚の疾患・病態・治療の理解について評価する。
（２） 評価方法：発表６０％、レポート４０％
（３） 合格のための基準：聴覚・平衡覚の疾患・病態・治療について説明できる

・その授業を履修する際の注意事項、関連する科目（予め履修すべき科目を含む。）な
ど、学生に必要と思われる情報を記載してください。

授業までに学習内容を理解するため、小児浸出性中耳炎診療ガイドライン、小児急性中耳
炎診療ガイドライン、ANCA関連血管炎性中耳炎診療の手引き、めまいの診断基準科のた
めの資料などを用いて、各一定の時間予習復習することが望ましい。

小児浸出性中耳炎診療ガイドライン、小児急性中耳炎診療ガイドライン、ANCA関連血管
炎性中耳炎診療の手引き、めまいの診断基準科のための資料など

めまい疾患の臨床疫学研究について 資料などを用いて一定の時間予習復習する
神経耳科学の外科的治療について 資料などを用いて一定の時間予習復習する
神経耳科学におけるトピックス 資料などを用いて一定の時間予習復習する
神経耳科学におけるトピックス 資料などを用いて一定の時間予習復習する
神経耳科学におけるトピックス 資料などを用いて一定の時間予習復習する

先天性難聴の臨床疫学研究について 資料などを用いて一定の時間予習復習する
先天性難聴の臨床疫学研究について 資料などを用いて一定の時間予習復習する
めまい疾患の臨床疫学研究について 資料などを用いて一定の時間予習復習する

難聴の臨床疫学研究について 資料などを用いて一定の時間予習復習する
難聴の臨床疫学研究について 資料などを用いて一定の時間予習復習する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回

第25回

頭頸部がんに対する放射線治療について 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部がんに対する化学療法、免疫療法につ
いて

資料などを用いて一定の時間予習復習する

頭頸部の手術加療について（鼻・副鼻腔） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部の手術加療について（頸部・甲状腺） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部がんに対する放射線治療について 資料などを用いて一定の時間予習復習する

頭頸部の手術加療について（下咽頭） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部の手術加療について（喉頭） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部の手術加療について（口腔・舌） 資料などを用いて一定の時間予習復習する

頭頸部がんの治療（鼻・副鼻腔） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部がんの治療（頸部・甲状腺） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部の手術加療について（中咽頭） 資料などを用いて一定の時間予習復習する

頭頸部がんの治療（下咽頭） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部がんの治療（喉頭） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部がんの治療（口腔・舌） 資料などを用いて一定の時間予習復習する

頭頸部がんの診断（頸部・甲状腺） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部がんの治療（上咽頭） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部がんの治療（中咽頭） 資料などを用いて一定の時間予習復習する

頭頸部がんの診断（喉頭） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部がんの診断（口腔・舌） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部がんの診断（鼻・副鼻腔） 資料などを用いて一定の時間予習復習する

頭頸部がんの診断（上咽頭） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部がんの診断（中咽頭） 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部がんの診断（下咽頭） 資料などを用いて一定の時間予習復習する

頭頸部解剖・生理 資料などを用いて一定の時間予習復習する

講義

1～2通 単位数 3

頭頸部外科学における基本的知識を習得して診断・治療の意味を理解、研究論文を評価で
きることが目的である。

1. 頭頸部外科学領域ににおける最新の診断および治療を説明できる。
2. 頭頸部外科領域における最新の研究を説明できる。
3. 頭頸部腫瘍領域における臨床研究計画を立てることができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
頭頸部解剖・生理 資料などを用いて一定の時間予習復習する

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）耳鼻咽喉科（頭頸部外科学特論）
（英）Head and Neck Surgery
大石賢哉
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第26回

第27回

第28回

第29回
第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

（１） 到達目標：頭頸部腫瘍の診断・治療・疫学研究について理解し説明できる。
（２） 評価方法：プレゼンテーション６０％、　レポート４０％）
（３） 合格のための基準：頭頸部腫瘍に対する治療計画を立てることができる。頭頸部腫
瘍に関する研究計画を立てることができる。
授業までに学習内容を理解するため頭頸部癌診療ガイドライン、頭頸部がん薬物療法ガイ
ダンス、頭頸部癌取り扱い規約、がん免疫療法ガイドラインなどを用いて各一定の時間予
習復習することが望ましい。

頭頸部癌診療ガイドライン、頭頸部がん薬物療法ガイダンス、頭頸部癌取り扱い規約、が
ん免疫療法ガイドライン

特になし

頭頸部がんに対する化学療法、免疫療法につ
いて

資料などを用いて一定の時間予習復習する

頭頸部がんに対する最新の低侵襲治療につい
て

資料などを用いて一定の時間予習復習する

頭頸部がんの最新の基礎研究 資料などを用いて一定の時間予習復習する
ウィルス誘発癌に関する最新の研究 資料などを用いて一定の時間予習復習する
頭頸部がんの疫学 資料などを用いて一定の時間予習復習する

頭頸部がんに対する化学療法、免疫療法につ
いて

資料などを用いて一定の時間予習復習する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

嗅覚障害の診断 資料などを用いて一定の時間予習復習する
嗅覚障害の治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する

アレルギー性鼻炎の疫学研究 資料などを用いて一定の時間予習復習する
小児におけるアレルギー性鼻炎 資料などを用いて一定の時間予習復習する
嗅覚生理 資料などを用いて一定の時間予習復習する

アレルギー性鼻炎の治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する
アレルギー性鼻炎の免疫治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する
アレルギー性鼻炎の基礎研究 資料などを用いて一定の時間予習復習する

鼻副鼻腔疾患の外科的治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する
鼻副鼻腔疾患の外科的治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する
アレルギー性鼻炎の病態 資料などを用いて一定の時間予習復習する

副鼻腔疾患の診断 資料などを用いて一定の時間予習復習する
鼻副鼻腔疾患の保存的治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する
鼻副鼻腔疾患の保存的治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する

鼻疾患の診断 資料などを用いて一定の時間予習復習する
鼻疾患の診断 資料などを用いて一定の時間予習復習する
副鼻腔疾患の診断 資料などを用いて一定の時間予習復習する

鼻疾患の病態 資料などを用いて一定の時間予習復習する
副鼻腔疾患の病態 資料などを用いて一定の時間予習復習する
副鼻腔疾患の病態 資料などを用いて一定の時間予習復習する

鼻副鼻腔の生理 資料などを用いて一定の時間予習復習する
鼻副鼻腔の生理 資料などを用いて一定の時間予習復習する
鼻疾患の病態 資料などを用いて一定の時間予習復習する

鼻副鼻腔の解剖 資料などを用いて一定の時間予習復習する

講義

1～2通 単位数 2

鼻副鼻腔疾患とアレルギー疾患の病態、診断、治療を理解するための科目である。

鼻副鼻腔疾患、アレルギー疾患の治療計画を立てることができる。
鼻副鼻腔疾患。アレルギー疾患の臨床研究計画を立てることができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
鼻副鼻腔の解剖 資料などを用いて一定の時間予習復習する

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科鼻科学特論）
（英）Rhinology
阪本浩一
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

 到達目標：鼻副鼻腔疾患、アレルギー疾患の病態・治療の理解について評価する。
 評価方法：発表６０％、レポート４０％
合格のための基準：聴覚・平衡覚の疾患・病態・治療について説明できる

急性鼻副鼻腔炎診療ガイドライン、鼻アレルギー診療ガイドライン　嗅覚障害診療ガイド
ライン等を用いて一定時間予習復習すること

急性鼻副鼻腔炎診療ガイドライン、鼻アレルギー診療ガイドライン　嗅覚障害診療ガイド
ライン

特になし

好酸球性副鼻腔炎の診断 資料などを用いて一定の時間予習復習する
好酸球性副鼻腔炎の治療 資料などを用いて一定の時間予習復習する
好酸球性副鼻腔炎と関連する疾患 資料などを用いて一定の時間予習復習する
自己免疫疾患と鼻副鼻腔について 資料などを用いて一定の時間予習復習する
ANCA関連血管炎と鼻副鼻腔について 資料などを用いて一定の時間予習復習する

嗅覚障害の基礎研究 資料などを用いて一定の時間予習復習する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（耳鼻咽喉病態学）
（英）Exercise in Presentation
角南貴司子

学会予行 一定の時間、予習復習すること

一定の時間、予習復習すること

一定の時間、予習復習すること

演習

事前・事後学習の内容
研究計画作成

研究発表

2024 曜日・時限

3～4通 単位数

学会発表 一定の時間、予習復習すること

2

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を
学び、論文として発表する方法を学ぶ。

耳鼻咽喉科疾患に関する研究を計画立案して実行して得られたデータを収集および解析を
行い、学会発表と論文作成ができるようになること。

各回の授業内容
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

学内予演会およびリサーチカンファレンスまでにプレゼンテーション資料を作成する。
プレゼンテーションの内容（50％）および、発表、質疑応答の内容（50％）で評価する。
最終的に学会発表と論文作成・発表を出来るようにする。

・その授業を履修する際の注意事項、関連する科目（予め履修すべき科目を含む。）な
ど、学生に必要と思われる情報を記載してください。

毎回レジュメを配布する。

特になし

論文作成 一定の時間、予習復習すること

524



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回

各回の授業内容

2024 曜日・時限
演習

研究計画

研究方法

1～4通 単位数

実験を行う

研究計画の立案を事前に行う
事前・事後学習の内容

8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。

独創性のある先駆的研究を立案、実行できる能力を習得する。
　また、得られた結果を発表し、学術論文する能力を養う。

科目ナンバリング
（和）研究指導（耳鼻咽喉病態学）
（英）Advanced Course of Medical Research
角南貴司子
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第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

評価方法 プレゼンテーションを作成する。

解析方法 解析を行う

到達目標：実験結果を適切にまとめ、プレゼンテーションを作成する
評価方法：面接（100％）を実施し、内容の理解度・プレゼンテーションの技術、発表お
よび質疑応答の内容で評価する。
学会発表および論文作成ができることが最低基準である。

事前に関連する分野の論文を読み事前に学習すること。

毎回レジュメを配布する。

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

脳血管疾患の病態および血管撮影を含めた診
断法
核医学検査を用いた脳代謝、脳血流検査法

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接、プレゼンテーション(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評
価する。

授業までに参考文献を熟読し、授業中に質疑応答ができるように内容を理解しておく。そ
のために各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

毎回、レジュメを配布する。
Journal of Neurosurgery
Neurosurgery
New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Neuro-oncology
Stroke、他

脳神経外科疾患に伴う共通の病態と治療

講義

1～2通 単位数 1

脳神経外科領域における基本的知識の他、診療に必要となる実践的な知識および技術の取
得することを目的として講義、指導する。
脳神経外科疾患の病態を理解し、診断できること、治療の立案ができること、研究デザイ
ンをつくりデータの収集と解析を行った後、論文作成ができること。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究、診療を進めるためのコンプライアン
ス、および神経学的検査法について

授業までに学習内容を理解するため、脳神経
外科学（太田富雄、松谷雅生著、金芳堂）な
どを用いて、各一定の時間予習復習すること

が望ましい。脳腫瘍の画像を含めた診断法、分子病態
脊髄疾患（腫瘍、血管障害、奇形）の病態及
び診断法
脊椎疾患の画像診断および電気生理学的診断
法
てんかんの病態、画像および電気生理学的診
断法

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）脳神経外科学特論1
（英）Advanced course of Neurosurgery 1
後藤剛夫、一ノ瀬努、宇田武弘、内藤堅太郎、森迫拓貴、中条公輔、渡部祐輔、
大畑建治、坂本博昭
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）脳神経外科学特論2
（英）Advanced course of Neurosurgery 2
後藤剛夫、一ノ瀬努、宇田武弘、内藤堅太郎、森迫拓貴、中条公輔、渡部祐輔、
大畑建治、坂本博昭

脳神経外科領域における基本的知識の他、診療に必要となる実践的な知識および技術の取
得を目的として講義、指導する。

脳神経外科疾患の病態を理解し、診断できること、治療の立案ができること、研究デザイ
ンをつくりデータの収集と解析を行った後、論文作成ができること。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
良性脳腫瘍、頭蓋底腫瘍に対する治療のエビ
デンス及び研究法

講義

1～2通 単位数 1

てんかんに対する治療のエビデンスおよび研
究法
機能的疾患に対する治療のエビデンス及び研
究法
放射線学的検査、核医学検査についてのト
ピックスおよび研究法

授業までに学習内容を理解するため、脳神経
外科学（太田富雄、松谷雅生著、金芳堂）な
どを用いて、各一定の時間予習復習すること

が望ましい。
脳血管疾患に対する血管内治療を含めた治療
のエビデンスおよび研究法
脊髄疾患に対する治療のエビデンスおよび研
究法
脊髄疾患に対する治療のエビデンスおよび研
究法

悪性脳腫瘍の手術、後療法を含めた治療のエ
ビデンスおよび研究法
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評
価する。

授業までに学習内容を理解するため、脳神経外科学（太田富雄、松谷雅生著、金芳堂）、
脳腫瘍診療ガイドライン、脳卒中治療ガイドライン、てんかん治療ガイドライン、脊椎脊
髄疾患の治療に関するガイドラインなどを用いて、各一定の時間予習復習することが望ま
しい。
毎回レジュメを配布する
Journal of Neurosurgery
Neurosurgery
New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Neuro-oncology
Stroke
他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第１-7回

第8-14回

第15-21回

第22-28回

第25-36回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）脳神経外科臨床演習
（英）Exercises of neurosurgery
後藤剛夫、一ノ瀬努、宇田武弘、内藤堅太郎、森迫拓貴、中条公輔、渡部祐輔、
大畑建治、坂本博昭

脊髄・脊椎疾患の治療

演習

1～2通 単位数 3

脳血管障害、脳腫瘍、頭部外傷、先天奇形、脊椎脊髄病変等広範囲にわたる疾患の病態の
特徴およびその補助検査法と画像読影法を習得させる。
脳動脈瘤、脳動静脈奇形や脳腫瘍に対する新しい治療方法について指導を行う。
非侵襲的治療法である、定位放射線外科、血管内手術等を応用した集学的治療法を理解さ
せる。
脳神経外科疾患の病態を理解する。正確な診断を行った後、治療の立案ができる。脳神経
外科的研究のデザインをつくり、データ収集および解析を行った後、論文を作成すること
ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
頭蓋底腫瘍の治療

授業までに学習内容を理解するため、脳神経
外科学（太田富雄、松谷雅生著、金芳堂）な
どを用いて、各一定の時間予習復習すること

が望ましい。

悪性脳腫瘍の治療

てんかんの外科治療

脳血管障害の治療

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。プレゼンテーションの内容および、発
表・質疑応答が十分であるかを評価する。

実際の症例に基づき、病態や治療法を検討するため、事前に予習をしておくこと。復習に
ついては症例の経過をみて検討すること。

毎回レジュメを配布する。

脳神経外科学（太田富雄編）
Journal of Neurosurgery
Neurosurgery
New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Neuro-oncology
Stroke　など
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【科目情報】
授業コード
授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第１-4回
第5-8回
第9-12回
第13-15回

第16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。プレゼンテーションの内容および、発
表・質疑応答が十分であるかを評価する。

授業までに学習内容を理解するため、脳神経外科疾患、神経放射線学、脳神経外科手術、
脳血管内治療、定位放射線治療などについて各一定の時間予習復習することが望ましい。

毎回レジュメを配布する
Journal of Neurosurgery
Neurosurgery
New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Neuro-oncology
Stroke
他

悪性脳腫瘍の手術と低侵襲治療
てんかんの手術と低侵襲治療
脳血管障害の手術と低侵襲治療

授業までに学習内容を理解するため、脳神経
外科学（太田富雄、松谷雅生著、金芳堂）な
どを用いて、各一定の時間予習復習すること

が望ましい。

脊髄・脊椎疾患の手術と低侵襲治療

演習

1～2通 単位数 2

脳血管障害、脳腫瘍、頭部外傷、先天奇形、脊椎脊髄病変等広範囲にわたる疾患の病態の
特徴およびその補助検査法と画像読影法を習得させる。
脳動脈瘤、脳動静脈奇形や脳腫瘍に対する新しい治療方法について指導を行う。
非侵襲的治療法である、定位放射線外科、血管内手術等を応用した集学的治療法を理解さ
せる。

脳神経外科疾患の病態を理解する。正確な診断を行った後、治療の立案ができる。脳神経
外科的研究のデザインをつくり、データ収集および解析を行った後、論文を作成すること
ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
頭蓋底腫瘍の手術と低侵襲治療

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）脳神経外科学実践トレーニング
（英）Practice of neurosurgery
後藤剛夫、一ノ瀬努、宇田武弘、内藤堅太郎、森迫拓貴、中条公輔、渡部祐輔、大畑建
治、坂本博昭
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第１-7回
第8-14回
第15-21回
第22-28回
第29-36回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）脳神経外科学実習
（英）Training of neurosurgical operation
後藤剛夫、一ノ瀬努、宇田武弘、内藤堅太郎、森迫拓貴、中条公輔、渡部祐輔、大畑建
治、坂本博昭

脳血管障害、脳腫瘍、頭部外傷、先天奇形、脊椎脊髄病変等広範囲にわたる疾患の病態の
特徴およびその補助検査法と画像読影法を習得させる。
脳動脈瘤、脳動静脈奇形や脳腫瘍に対する新しい治療方法について指導を行う。
非侵襲的治療法である、定位放射線外科、血管内手術等を応用した集学的治療法を理解さ
せる。
術中のモニタリングを通じ、脳神経外科手術の安全性向上について理解を深める。

脳神経外科疾患の病態を理解する。正確な診断を行った後、治療の立案ができる。脳神経
外科的研究のデザインをつくり、データ収集および解析を行った後、論文を作成すること
ができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
頭蓋底腫瘍の手術とモニタリング

実習

1～2通 単位数 3

悪性脳腫瘍の手術とモニタリング
てんかんの外科治療とモニタリング
脳血管障害の手術とモニタリング

授業までに学習内容を理解するため、脳神経
外科学（太田富雄、松谷雅生著、金芳堂）な
どを用いて、各一定の時間予習復習すること

が望ましい。

脊髄・脊椎疾患の手術とモニタリング

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。プレゼンテーションの内容および、発
表・質疑応答が十分であるかを評価する。

授業までに学習内容を理解するため、脳神経外科疾患、神経放射線学、脳神経外科手術、
脳血管内治療、定位放射線治療などについて各一定の時間予習復習することが望ましい。

毎回レジュメを配布する。
Journal of Neurosurgery
Neurosurgery
New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Neuro-oncology
Stroke
他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-8回

第9-16回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限
演習

授業までに学習内容を理解するため、
Journal of neurosurgeryなどを用いて、各一

定の時間予習復習することが望ましい。

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（脳神経外科学）
（英）Exercise in Presentation
後藤剛夫、一ノ瀬努、宇田武弘、内藤堅太郎、森迫拓貴、有馬大紀、中条公輔、渡部祐
輔、大畑建治、坂本博昭

聴衆の興味を保ち、理解しやすい学会発表を行うための方法を修得する。
わかりやすい文章作成、話し方、視線の方向、ポインターの使い方、興味を引くスライド
作成法などについて習得する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

脳神経外科疾患の発表表現演習

脳神経外科疾患の発表表現演習

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。プレゼンテーションの内容および、発
表・質疑応答が十分であるかを評価する。
聴衆に理解して興味を持ってもらえる学会発表の方法について学びます。
その後の論文作成についても学びます。

毎回レジュメを配布する。過去の発表スライドも使用します。

Journal of Neurosurgery
Neurosurgery
New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Neuro-oncology
Stroke
他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-8回
第9-16回
第17-24回
第25-32回
第33-40回
第41-48回
第49-56回
第57-64回

悪性脳腫瘍関する研究
てんかんに関する研究
脳機能マッピングに関する研究

脳血管障害に対する外科治療の研究

脳神経外科疾患の基礎研究

演習

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。
医科学研究の高度化と広領域化を踏まえて、基礎医科学専攻の人材養成に沿った研究指導
を行う。
１）基礎医学の広い分野にわたって優れた理解力と応用力を修得するように
研究指導する。
２）臨床医学を研究面から支援出来る学際的な研究指導をする。
３）社会医学的視点から社会貢献できるような学際的な研究指導をする。
４）独創性の高い先駆的研究を行うに必要な研究指導を行う。
脳神経外科疾患の病態や治療について理解し、問題点を理解する。
問題解決の方法、そのための研究方法をデザインし進める方法を修得する。

各回の授業内容

授業までに学習内容を理解するため、脳神経
外科学（太田富雄、松谷雅生著、金芳堂）な
どを用いて、各一定の時間予習復習すること

が望ましい。

事前・事後学習の内容
脳神経外科疾患の研究

頭蓋底疾患に対する内視鏡を用いた研究

カテーテルを用いた血管障害の研究

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（脳神経外科学）
（英）Advanced Course of Medical Research
後藤剛夫、一ノ瀬努、宇田武弘、内藤堅太郎、森迫拓貴、中条公輔、渡部祐輔、大畑建
治、坂本博昭
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。プレゼンテーションの内容および、発
表・質疑応答が十分であるかを評価する。

脳神経外科疾患をベースに基礎的要素も含めた臨床研究を進める方法について学びます。

毎回レジュメを配布する。

Journal of Neurosurgery
Neurosurgery
New England Journal of Medicine
Lancet
Journal of Neuro-oncology
Stroke
他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

2024 曜日・時限

脊椎疾患における神経障害に対する最小侵襲
外科治療
（担当；高橋　真治、加藤　相勲）

上肢機能障害と末梢神経損傷に対する治療法
のトピックス
（担当；岡田　充弘）

諸関節疾患に対する人工関節置換術と最新の
治療法
（担当；箕田　行秀、大田　陽一、洲鎌
亮、間中　智哉）

下肢の解剖については参考図書を用いて事前
に自己学習すること。また講義後は再度文献
を熟読し理解を深めること。

脊椎周囲の解剖については参考図書を用いて
事前に自己学習すること。また講義後は必要
に応じて再度自己にて文献を熟読し理解を深
めること。

上肢の解剖については参考図書を用いて事前
に自己学習すること。また講義後は再度文献
を熟読し理解を深めること。

講義

1～2通 単位数 2

運動器疾患の治療方法を理解し、運動器疾患の新たな治療方法の開発を目指した研究を立
案し実行できるようになる。

①運動器疾患の病態を理解する。
②運動器疾患の手術適応について理解する。
③運動器疾患の手術方法について理解する。
④運動器疾患の手術後の後療法及びリハビリテーションについて理解する。
⑤運動器疾患の現行治療法の限界と問題点について理解する。
⑥運動器疾患の現行治療法の問題点を解決するための研究を立案する。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）整形外科学（治療法）
（英）Treatment Options in Orthopaedic Surgery
寺井秀富,池渕充彦,岡田充弘,箕田行秀,加藤相勲,大田陽一,
鈴木亨暢, 洲鎌亮,  間中智哉, 高橋真治, 大戎直人, 新谷康介, 飯田健

事前・事後学習の内容

運動器疾患におけるリハビリテーション
（総論）（担当；池渕　充彦）

機能障害の評価法は事前に自己学習し、講義
後は文献を熟読して理解を深めること。

脊柱変形及び脊椎腫瘍に対する外科的治療の
適応と手術手技
（担当；寺井　秀富、鈴木　亨暢）

脊椎周囲の解剖については参考図書を用いて
事前に自己学習すること。また講義後は必要
に応じて再度自己にて文献を熟読し理解を深
めること。

小児運動器疾患に対する治療法
（担当；新谷　康介）

小児運動器疾患の病態等については参考図書
を用いて事前に自己学習すること。
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

スポーツ障害における運動器再建法
（担当；飯田　健）

上下肢の解剖は参考図書を用いて事前に自己
学習すること。また講義後は必要に応じて再
度自己にて文献を熟読し理解を深めること。

骨軟部腫瘍の切除方法と機能再建
（担当；大戎　直人）

運動器疾患におけるリハビリテーション
（各論）（担当；池渕　充彦）

機能障害の評価法は事前に自己学習し、講義
後は文献を熟読して理解を深めること。

上下肢の解剖は参考図書を用いて事前に自己
学習すること。また講義後は必要に応じて再
度自己にて文献を熟読し理解を深めること。

(1) 各運動器疾患の各治療法やその選択基準について十分理解しているか、また現行の治療
法の問題点を見出し、その解決に向けた研究を立案できるかについて評価を行う。
(2) 小テスト50%、口頭試問50%
(3) ①運動器各疾患の病態を説明できる。
②運動器各疾患の手術適応について説明できる。
③運動器各疾患の手術方法について説明できる。
④運動器各疾患の手術後の後療法及びリハビリテーションについて説明できる。
⑤運動器各疾患の現行治療法の限界と問題点について説明できる。
⑥運動器各疾患の現行治療法の問題点を解決するための研究を立案できる。
講義内容に関連する疾患については参考図書や文献を用いて事前に自己学習すること。ま
た講義後は必要に応じて再度自己にて教科書や文献を熟読し理解を深めること。

標準整形外科学、脊椎脊髄病学、手の外科の実際、リハビリテーション医学・医療Q&A、
骨・軟部腫瘍-臨床・画像・病理、股関節学、膝関節の臨床、新版　スポーツ整形外科学な
ど。その他、整形外科疾患に関する各教科書。

整形外科領域の基礎系および臨床系国際誌
（Journal of Bone and Joint Surgery、Spine、Clinical Orthopaedics and related
Research、American journal of Sports Medicine、Journal of Hand Surgery、Journal of
Arthroplasty　など）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

第10回

第11回

第12回
第13回
第14回
第15回

第16回

第17回

第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

2024 曜日・時限

脊椎疾患における神経障害の高位診断と画像
診断
（担当；高橋　真治、加藤　相勲）

末梢神経損傷における電気生理学的診断法
（担当；岡田　充弘）

神経伝導速度検査や筋電図については参考図
書を用いて事前に自己学習すること。また講
義後は再度文献を熟読し理解を深めること。

神経解剖や上下肢の神経支配については参考
図書を用いて事前に自己学習すること。また
講義後は必要に応じて再度自己にて文献を熟
読し理解を深めること。

講義

①運動器の理学所見の取り方を理解する。
②運動器の画像検査における正常像と異常像を理解する。
③運動器疾患における生理学的検査の手法と解釈方法を理解する。

各回の授業内容

1～2通 単位数 3

運動器疾患の病態に基づいた診断方法を理解し、運動器疾患の新たな診断方法の開発を目
指した研究を立案し実行できるようになる。

事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）整形外科学（診断法）
（英）Diagnostic Method in Orthopaedic Surgery
寺井秀富,池渕充彦,岡田充弘,箕田行秀,橋本祐介,加藤相勲,大田陽一,
鈴木亨暢, 洲鎌亮, 間中智哉, 大戎直人, 高橋真治, 飯田　健

運動器疾患における超音波診断法
（担当；間中　智哉）

超音波診断について事前に自己学習するこ
と。講義後は学生同士でエコーを実践するこ
と。

脊椎腫瘍の画像診断および組織診断
（担当；鈴木　亨暢）

脊椎・脊髄腫瘍について参考図書を用いて事
前に自己学習すること。講義後は自己にて文
献を熟読し理解を深めること。

小児運動器疾患の画像診断
（担当；新谷　康介）

小児期の四肢解剖について参考図書を用いて
事前に自己学習すること。講義後は自己にて
文献を熟読し理解を深めること。

下肢関節の理学所見の取り方と画像診断
（担当；箕田　行秀、大田　陽一、洲鎌
亮）

下肢の解剖や正常の画像所見については参考
図書を用いて事前に自己学習すること。また
講義後は必要に応じて再度自己にて文献を熟
読し理解を深めること。

脊柱変形における検診方法と画像診断法
（担当；寺井　秀富）

脊柱アライメントの計測方法について参考図
書を用いて事前に自己学習すること。講義後
は自己にて文献を熟読し理解を深めること。
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

スポーツ障害における理学所見と画像診断
（担当；飯田　健）

スポーツ関連運動器疾患について参考図書を
用いて事前に自己学習すること。講義後は自
己にて文献を熟読し理解を深めること。

骨軟部腫瘍の画像診断および組織診断
（担当；大戎　直人）

リハビリテーションにおける機能障害の評価
方法（担当；池渕　充彦）

運動器の機能評価法に関して参考図書を用い
て事前に自己学習すること。また講義後は自
己にて文献を熟読し理解を深めること。

骨軟部腫瘍について参考図書を用いて事前に
自己学習すること。講義後は自己にて文献を
熟読し理解を深めること。

(1) 運動器疾患の病態に基づいた診断方法を理解しているか、また運動器疾患の新たな診断
方法の開発を目指した研究を立案し実行できるかについて評価を行う。
(2) 小テスト50%、口頭試問50%
(3)
①運動器の理学所見の取り方を説明できる。
②運動器の画像検査における正常像と異常像を説明できる。
③運動器疾患における生理学的検査の手法と解釈方法を説明できる。

講義内容に関連する疾患については参考図書や文献を用いて事前に自己学習すること。ま
た講義後は必要に応じて再度自己にて教科書や文献を熟読し理解を深めること。

標準整形外科学、脊椎脊髄病学、手の外科の実際、リハビリテーション医学・医療Q&A、
骨・軟部腫瘍-臨床・画像・病理、股関節学、膝関節の臨床、新版　スポーツ整形外科学な
ど。その他、整形外科疾患に関する各教科書。

整形外科領域の基礎系および臨床系国際誌
（Journal of Bone and Joint Surgery、Spine、Clinical Orthopaedics and related
Research、American journal of Sports Medicine、Journal of Hand Surgery、Journal of
Arthroplasty　など）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回

第8回

第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

2024 曜日・時限

脊椎における神経障害発生のメカニズム
（担当；加藤　相勲、鈴木　亨暢）

末梢神経損傷と上肢機能障害の病態生理
（担当；岡田　充弘、間中　智哉）

下肢関節のバイオメカニクス
（担当；池渕　充彦）

運動力学について事前に自己学習し、講義後
は文献を熟読して理解を深めること

神経伝導速度検査や筋電図については参考図
書を用いて事前に自己学習すること。また講
義後は再度文献を熟読し理解を深めること。

神経解剖や上下肢の神経支配については参考
図書を用いて事前に自己学習すること。また
講義後は必要に応じて再度自己にて文献を熟
読し理解を深めること。

講義

1～2通 単位数 3

整形外科疾患の病態生理を理解し、整形外科疾患の病態解明と病態制御を目指した研究を
立案し実行できるようになる。

①運動器のバイオメカニクスを理解する。
②脊椎疾患の病態生理について理解する。
③上肢疾患と末梢神経障害の病態生理について理解する。
④下肢関節疾患の病態生理について理解する。
⑤スポーツにおける運動器障害の病態生理について理解する。
⑥骨軟部腫瘍の発生組織と疫学について理解する。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）整形外科学（病態生理）
（英）Pathophisiology in Orthopaedic Surgery
寺井秀富,池渕充彦,岡田充弘,箕田行秀,加藤相勲,大田陽一,
鈴木亨暢, 洲鎌亮, 間中智哉, 大戎直人, 高橋真治, 新谷康介, 飯田健

事前・事後学習の内容

下肢関節の疼痛発生機序
（担当；箕田　行秀、大田　陽一、洲鎌

亮）

下肢の解剖については参考図書を用いて事前
に自己学習すること。また講義後は必要に応
じて再度自己にて文献を熟読し理解を深める
こと。

脊椎のバイオメカニクスと脊柱変形の病態生
理

（担当；寺井　秀富、高橋　真治）

脊椎の解剖と脊柱アライメントの計測方法に
ついて参考図書を用いて事前に自己学習する
こと。講義後は自己にて文献を熟読し理解を
深めること。

小児運動器疾患の病態生理
（担当；新谷　康介）

小児運動器疾患の疾患概念等は参考図書を用
いて事前に自己学習すること
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第24回

第25回

第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

スポーツにおける運動器障害の発生機序
（担当；飯田　健）

スポーツ関連運動器疾患について参考図書を
用いて事前に自己学習すること。講義後は自
己にて文献を熟読し理解を深めること。

骨軟部腫瘍の発生組織と疫学
（担当；大戎　直人）

運動器疾患におけるリハビリテーション
（担当；池渕　充彦）

運動器の機能評価法に関して参考図書を用い
て事前に自己学習すること。また講義後は自
己にて文献を熟読し理解を深めること。

骨軟部腫瘍について参考図書を用いて事前に
自己学習すること。講義後は自己にて文献を
熟読し理解を深めること。

(1) 各運動器疾患の病態生理を理解しているか、またその病態解明と病態制御を目指した研
究を立案し実行できるかについて評価を行う。
(2) 小テスト50%、口頭試問50%
(3) ①運動器のバイオメカニクスを説明できる。
②脊椎疾患の病態生理について説明できる。
③上肢疾患と末梢神経障害の病態生理について説明できる。
④下肢関節疾患の病態生理について説明できる。
⑤スポーツにおける運動器障害の病態生理について説明できる。
⑥骨軟部腫瘍の発生組織と疫学について説明できる。
講義内容に関連する疾患については参考図書や文献を用いて事前に自己学習すること。ま
た講義後は必要に応じて再度自己にて教科書や文献を熟読し理解を深めること。

標準整形外科学、脊椎脊髄病学、手の外科の実際、リハビリテーション医学・医療Q&A、
骨・軟部腫瘍-臨床・画像・病理、股関節学、膝関節の臨床、新版　スポーツ整形外科学な
ど。その他、整形外科疾患に関する各教科書。

整形外科領域の基礎系および臨床系国際誌
（Journal of Bone and Joint Surgery、Spine、Clinical Orthopaedics and related
Research、American journal of Sports Medicine、Journal of Hand Surgery、Journal of
Arthroplasty　など）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回

2024 曜日・時限

ジャーナルカンファレンス 国際誌に掲載されている整形外科領域の臨床
研究で自己の研究に関与する論文を中心に事
前に熟読しておく。事後には討論となったポ
イントに関して復習する。

科目ナンバリング
（和）整形外科学臨床研究演習
（英）Practice in Clinical Study of Orthopaedic Surgery
寺井　秀富、池渕　充彦、岡田　充弘、箕田　行秀、加藤　相勲、洲鎌亮

演習

1～2通 単位数 3

運動器疾患の病態解明、疫学調査、治療成績などに関する最新の知見を習得するととも
に、臨床研究の様々な手法を習得し、臨床研究を立案・遂行するための基本的能力を高め
る。
1. 運動器疾患の病態生理、診断及び治療法に関する最新の状況を理解する
2. 運動器疾患のさらなる病態解明と病態制御を目指した研究を立案し実行できるようにな
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

リサーチクエスチョンの作り方 日常診療における疑問点を事前にまとめてお
く。また事後には学習した内容を基にリサー
チクエスチョンを整理する。

臨床研究の基礎知識 臨床研究の進め方に関する教科書を事前に学
習しておく。事後には学習した内容と教科書
を照らし合わせて復習する。

臨床研究のデザイン方法 臨床研究のデザイン方法に関する教科書を事
前に学習しておく。事後には学習した内容と
教科書を照らし合わせて復習する。

臨床研究のための倫理指針 APRIN eラーニングプログラムを用いて事前
に学習しておく。事後には学習した内容とe
ラーニングプログラムの内容を照らし合わせ
て復習する。
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

臨床研究における統計手法 統計手法に関する教科書を事前に熟読する。
また事後には指導された複数の統計手法につ
いて練習し、自身の研究結果の解釈を多角的
に行う。

英語論文作成法 事前に自身の研究について英語論文を作成し
ておく。演習後、指摘されたポイントについ
て修正を行う。

(1) 運動器疾患に関する臨床研究について発表を行い、内容の理解度、研究計画内容、研究
遂行レベル、プレゼンテーション技術、質疑応答内容について評価を行う。
(2) 発表20%、臨床試験実施報告書及び論文の評価80%
(3) 運動器疾患に関する臨床研究の最新状況を理解し、運動器疾患の病態解明、疫学調査、
治療成績などに関する臨床研究を立案し実行できる。発表および質疑応答の内容で評価す
る。

関連する研究手法などについては参考図書や文献を用いて事前に自己学習すること。また
演習後は議論になったポイントなどをノートにまとめ次回演習までに問題点を解決するこ
と臨床研究の道標、今日から使える 医療統計、リサーチクエスチョンの作り方、医療系デー
タのとり方・まとめ方など。
その他、臨床研究に関する各教科書
生命科学領域の主要医学雑誌 整形外科領域の臨床系国際誌
（Journal of Bone and Joint Surgery、Spine、Clinical Orthopaedics and related
Research、Bone、Osteoarthritis and Cartilage、Journal of Bone and Mineral
Research、American journal of Sports Medicine、Journal of Hand Surgery、Journal of
Shoulder and Elbow Surgery、Journal of Arthroplasty　など）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

第10回

第11回

第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回

2024 曜日・時限

運動器疾患に関する最新の基礎研究

運動器疾患に関する動物モデルの作成法

動物実験における各種評価法 運動器疾患もしくは他臓器の疾患に関する動
物実験における評価方法について論文等を用
いて事前に調査しておく。事後には事前調査
と指導された代替法について比較・考察す
る。

運動器疾患もしくは他臓器の疾患に関する動
物モデルの作成方法について論文等を用いて
事前に調査しておく。また事後には討論を通
じて指摘された問題点について再考する。

整形外科領域の基礎系および臨床系国際誌に
関して自己の研究に関与する論文を事前に熟
読する。事後には討論となったポイントに関
して復習する。

演習

1～2通 単位数 1

骨・軟骨、神経、筋、関節疾患の病態解明や治療法開発に必要な研究技術や新知見を含め
て習得し、研究者としての基本的考察力を高める。

1. 動物モデルや分子生物学的手法を用いた整形外科疾患の病態解明、新治療法開発に関す
る最新研究の状況を理解する
2. 整形外科疾患のさらなる病態解明と新たな治療法開発を目指した研究を立案し実行でき
るようになる。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）整形外科学基礎研究演習
（英）Practice in Basic Study of Orthopaedic Surgery
大田　陽一、鈴木　亨暢、間中　智哉、高橋　真治

事前・事後学習の内容

分子生物学的実験の手法 分子生物学的実験の手法に関する教科書を事
前に熟読する。また事後には指導された代替
法について比較・考察する。

培養細胞を用いた実験の手法 培養細胞を用いた実験の手法に関する教科書
を事前に熟読する。また事後には指導された
結果の解釈方法について復習する。

基礎実験における統計手法 統計手法に関する教科書を事前に熟読する。
また事後には指導された複数の統計手法につ
いて練習し、自身の研究結果の解釈を多角的
に行う。
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第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

英語論文作成法 事前に自身の研究について英語論文を作成し
ておく。演習後、指摘されたポイントについ
て修正を行う。

(1) 運動器疾患の病態解明や新規治療法開発ならびに運動器再生に関する研究について発表
を行い、内容の理解度、研究計画内容、研究遂行レベル、プレゼンテーション技術、質疑
応答内容について評価を行う。
(2) 発表50%、研究報告書及び論文の評価50%
(3) 運動器疾患の病態解明、新治療法開発に関する研究の最新状況を理解し、運動器疾患の
さらなる病態解明と新たな治療法開発を目指した研究を立案し実行できる。発表および質
疑応答の内容で評価する。
関連する研究方法などについては参考図書や文献を用いて事前に自己学習すること。また
演習後は議論になったポイントなどをノートにまとめ次回演習までに問題点を解決するこ
と。
Orthopaedic Basic Science: Foundations of Clinical Practice (AAOS, 4th edition)
The cell（ニュートンプレス、6th edition）、医療系データのとり方・まとめ方（東京図
書）
その他、生命科学に関する研究技術に関する各教科書
生命科学領域の主要医学雑誌 整形外科領域の基礎系および臨床系国際誌
（Journal of Bone and Joint Surgery、Spine、Clinical Orthopaedics and related
Research、Bone、Osteoarthritis and Cartilage、Journal of Bone and Mineral
Research、American journal of Sports Medicine、Journal of Hand Surgery、Journal of
Shoulder and Elbow Surgery、Journal of Arthroplasty　など）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（整形外科学）
（英）Exercise in Presentation
寺井秀富,池渕充彦,岡田充弘,箕田行秀,橋本祐介,加藤相勲,大田陽一,
鈴木亨暢, 洲鎌亮, 間中智哉, 高橋真治

学会発表や論文発表の手法を習得する。
筆頭著者として学会、論文発表を行なう。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表における口頭発表やポスター発表の方法論を
学び、論文として発表する方法を学ぶ。

第1回－31回（共通）
・研究発表の予演及び質疑応答を通じて演習
を行う。
（基礎研究、臨床研究、症例報告）
（日本語もしくは英語）
・演習については以下の点に焦点を当てて行
う。
① 研究の背景
② 論理の組み立て
③ スライドの作成方法
④ ポスターの作成方法
⑤ 英語論文の作成方法
⑥ 質疑応答や討論での返答方法
・複数の学生を交えて討論をしながら改善点
や解決方法を模索していく。

事前に自身の研究について背景、方法、結果
およびその解析、過去の文献との比較を含め
た考察に沿ってプレゼンテーションを準備し
ておくこと。
また演習後は指摘された点について修正もし
くは追加調査を行い、適宜内容をブラッシュ
アップすること。
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第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

 
 
 
 
 
 

(1) 運動器疾患に関する基礎・臨床研究について発表（プレゼンテーション、論文）を行
い、内容の理解度、研究計画内容、研究遂行レベル、プレゼンテーション技術、質疑応答
内容について評価を行う。
(2) 発表および論文の評価（それぞれ50%）
(3) 学会発表や論文発表の手法を習得する。
事前に自身の研究について背景、方法、結果およびその解析、過去の文献との比較を含め
た考察に沿ってプレゼンテーションを準備しておくこと。その際、分かりやすく興味を引
く発表となるように心がけること。また演習後は指摘された点について修正及び追加調査
を行い、適宜内容をブラッシュアップすること。
科学者・技術者のための英語論文の書き方、必ずアクセプトされる医学英語論文、プレゼ
ンは「目線」で決まる、など。

生命科学領域の主要医学雑誌 整形外科領域の臨床系国際誌
（Journal of Bone and Joint Surgery、Spine、Clinical Orthopaedics and related
Research、Bone、Osteoarthritis and Cartilage、Journal of Bone and Mineral
Research、American journal of Sports Medicine、Journal of Hand Surgery、Journal of
Shoulder and Elbow Surgery、Journal of Arthroplasty　など）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（整形外科学）
（英）Advanced Course of Medical Research
寺井秀富,池渕充彦,岡田充弘,箕田行秀,橋本祐介,加藤相勲,大田陽一,
鈴木亨暢, 洲鎌亮, 間中智哉, 高橋真治

1. 運動器疾患や運動器再生に関する研究を立案、実行することが出来る。
2. 研究結果を学会や論文で発表することができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

演習

1～4通 単位数 8

リサーチクエスチョンの設定方法に始まり、研究計画の立案・遂行、結果の解釈や解析方
法及びプレゼンテーション・論文作成までの一連を学習し、先進的医療に携わることがで
きる人材の育成を目指した研究指導を行う。

第1回－31回（共通）
・研究内容及びその背景に関して、以下の点
に焦点を当てて演習を行う。
① リサーチクエスチョンの設定
② 研究計画の立案
③ 実験手法
④ 研究結果の統計学的解析
⑤ 研究結果の解釈
⑥ プレゼンテーション技術
⑦ 英語論文作成
・また複数の学生を交えて討論し、改善点や
解決方法を模索していく。

事前に自身の研究の背景や進捗状況について
まとめておき、プレゼンテーションを準備し
ておくこと。
また演習後は指摘された点について修正及び
追加調査を行い、適宜内容をブラッシュアッ
プすること。
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第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

 
 
 
 
 
 
 

(1) 運動器疾患に関する基礎研究について発表（プレゼンテーション、論文）を行い、内容
の理解度、研究計画内容、研究遂行レベル、プレゼンテーション技術、質疑応答内容につ
いて評価を行う。
(2) 発表および論文の評価（それぞれ50%）
(3) リサーチクエスチョンの設定方法、研究計画の立案・遂行力、結果の解釈や解析方法及
びプレゼンテーション・論文作成方法を習得する。

事前に自身の研究の背景や進捗状況についてまとめておき、プレゼンテーションを準備し
ておくこと。
また演習後は指摘された点について修正及び追加調査を行い、適宜内容をブラッシュアッ
プすること。
Orthopaedic Basic Science: Foundations of Clinical Practice (AAOS, 4th edition)
The cell（ニュートンプレス、6th edition）、医療系データのとり方・まとめ方（東京図
書）
その他、生命科学に関する研究技術に関する各教科書

生命科学領域の主要医学雑誌 整形外科領域の臨床系国際誌
（Journal of Bone and Joint Surgery、Spine、Clinical Orthopaedics and related
Research、Bone、Osteoarthritis and Cartilage、Journal of Bone and Mineral
Research、American journal of Sports Medicine、Journal of Hand Surgery、Journal of
Shoulder and Elbow Surgery、Journal of Arthroplasty　など）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回

第7回

第8回
第9回
第10回

第11回

第12回
第13回

第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回

事前・事後学習の内容

炎症性関節疾患における下肢機能障害に対す
る人工関節置換術と最新の治療法
（担当；箕田　行秀、大田　陽一、洲鎌
亮）

下肢の解剖については参考図書を用いて事前
に自己学習すること。また講義後は再度文献
を熟読し理解を深めること。

科目ナンバリング
（和）リウマチ外科学（治療法）
（英）Treatment Options in Orthopaedic Surgery
寺井秀富,池渕充彦,岡田充弘,箕田行秀,橋本祐介,加藤相勲,大田陽一,鈴木亨暢,
洲鎌亮, 間中智哉, 高橋真治, 岡野匡志, 真本建司, 山田祐太郎
2024 曜日・時限

炎症性関節疾患に対する薬物療法
（担当；岡野　匡志, 真本　建司）

炎症性関節疾患における脊椎病変に対する最
小侵襲外科治療
（担当；加藤　相勲、鈴木　亨暢）

炎症性関節疾患における上肢機能障害に対す
る治療法のトピックス
（担当；岡田　充弘）

上肢の解剖については参考図書を用いて事前
に自己学習すること。また講義後は再度文献
を熟読し理解を深めること。

脊椎周囲の解剖については参考図書を用いて
事前に自己学習すること。また講義後は必要
に応じて再度自己にて文献を熟読し理解を深
めること。

治療薬剤については参考図書を用いて事前に
自己学習すること。また講義後は必要に応じ
て再度自己にて文献を熟読し理解を深めるこ
と。

講義

1～2通 単位数 2

炎症性関節疾患の治療方法を理解し、運動器疾患の新たな治療方法の開発を目指した研究
を立案し実行できるようになる。

①炎症性関節疾患における運動器病変の病態を理解する。
②炎症性関節疾患における運動器病変の手術適応について理解する。
③炎症性関節疾患における運動器病変の手術方法について理解する。
④炎症性関節疾患における運動器病変の手術後の後療法及びリハビリテーションについて
理解する。
⑤炎症性関節疾患における運動器病変の現行治療法の限界と問題点について理解する。
⑥炎症性関節疾患における運動器病変の現行治療法の問題点を解決するための研究を立案
する。

各回の授業内容
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第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 炎症性関節疾患における各治療法やその選択基準について十分理解しているか、また現
行の治療法の問題点を見出し、その解決に向けた研究を立案できるかについて評価を行
う。
(2) 小テスト50%、口頭試問50%
(3) ①炎症性関節疾患における各運動器病変の病態を説明できる。
②炎症性関節疾患における各運動器病変の手術適応について説明できる。
③炎症性関節疾患における各運動器病変の手術方法について説明できる。
④炎症性関節疾患における各運動器病変術後の後療法及びリハビリテーションについて説
明できる。
⑤炎症性関節疾患における各運動器病変の現行治療法の限界と問題点について説明でき
る。
⑥炎症性関節疾患における各運動器病変の現行治療法の問題点を解決するための研究を立
案できる。
講義内容に関連する疾患については参考図書や文献を用いて事前に自己学習すること。ま
た講義後は必要に応じて再度自己にて教科書や文献を熟読し理解を深めること。

リウマチ病学テキスト、標準整形外科学、脊椎脊髄病学、手の外科の実際、リハビリテー
ション医学・医療Q&A、股関節学、膝関節の臨床など。その他、炎症性関節疾患・整形外
科に関する各教科書。

炎症性関節疾患・整形外科領域の臨床系国際誌
（Annals of Rheumatic Disease、Arthritis and Rheumatism、Journal of Bone and Joint
Surgery、Journal of Rheumatology、Clinical Orthopaedics and related Research、
Osteoarthritis and Cartilage、Spine、Journal of Hand Surgery、Journal of Shoulder and
Elbow Surgery、Journal of Arthroplasty　など）

炎症性関節疾患における肩・肘機能障害に対
する外科的治療
（担当；間中　智哉）

上下肢の解剖は参考図書を用いて事前に自己
学習すること。また講義後は必要に応じて再
度自己にて文献を熟読し理解を深めること。

炎症性関節疾患における足部治療
（担当；洲鎌　亮 ）

炎症性関節疾患におけるリハビリテーション
（担当；池渕　充彦）

機能障害の評価法は事前に自己学習し、講義
後は文献を熟読して理解を深めること。

上下肢の解剖は参考図書を用いて事前に自己
学習すること。また講義後は必要に応じて再
度自己にて文献を熟読し理解を深めること。

炎症性関節疾患における脊柱変形に対する外
科的治療の適応と手術手技
（担当；寺井　秀富、高橋　真治）

脊椎周囲の解剖については参考図書を用いて
事前に自己学習すること。また講義後は必要
に応じて再度自己にて文献を熟読し理解を深
めること。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回
第7回
第8回
第9回

第10回

第11回

第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

2024 曜日・時限

炎症性関節疾患における血液検査データの解
釈
（担当；岡野　匡志、真本　建司）

炎症性関節疾患の脊椎病変における神経障害
の高位診断
（担当；加藤　相勲、鈴木　亨暢）

炎症性関節疾患の上肢病変における画像診断
（担当；岡田　充弘）

血液検査項目については参考図書を用いて事
前に自己学習すること。また講義後は必要に
応じて再度自己にて文献を熟読し理解を深め
ること。
神経解剖や上下肢の神経支配については参考
図書を用いて事前に自己学習すること。また
講義後は必要に応じて再度自己にて文献を熟
読し理解を深めること。

上肢の解剖については参考図書を用いて事前
に自己学習すること。また講義後は再度文献
を熟読し理解を深めること。

講義

1～2通 単位数 3

炎症性関節疾患の病態に基づいた診断方法を理解し、炎症性関節疾患の新たな診断方法の
開発を目指した研究を立案し実行できるようになる。
①運動器の理学所見の取り方を理解する。
②運動器の画像検査における正常像と異常像を理解する。
③炎症性関節疾患における血液・生理学的検査の手法と解釈方法を理解する。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）リウマチ外科学（診断法）
（英）Diagnostic Method in Orthopaedic Surgery
寺井秀富,池渕充彦,岡田充弘,箕田行秀,橋本祐介,加藤相勲,大田陽一,鈴木亨暢,
洲鎌亮, 間中智哉, 高橋真治, 岡野匡志, 真本建司, 山田祐太郎

事前・事後学習の内容

炎症性関節疾患における超音波診断法
（担当；間中　智哉）

超音波診断について事前に自己学習するこ
と。講義後は学生同士でエコーを実践するこ
と。

炎症性関節疾患の下肢病変における理学所見
の取り方と画像診断
（担当；箕田　行秀、大田　陽一）

下肢の解剖や正常の画像所見については参考
図書を用いて事前に自己学習すること。また
講義後は必要に応じて再度自己にて文献を熟
読し理解を深めること。

炎症性関節疾患の脊椎病変における画像診断
（担当；寺井　秀富、高橋　真治）

脊椎の解剖について参考図書を用いて事前に
自己学習すること。講義後は自己にて文献を
熟読し理解を深めること。
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第24回

第25回

第26回

第27回
第28回
第29回

第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

炎症性関節疾患の肩・肘関節病変における理
学所見と画像診断
（担当；間中　智哉）

肩・肘の解剖について参考図書を用いて事前
に自己学習すること。講義後は自己にて文献
を熟読し理解を深めること。

足部解剖について参考図書を用いて事前に自
己学習すること。講義後は自己にて文献を熟
読し理解を深めること。

炎症性関節疾患の足部病変における理学所見
と画像診断
（担当；洲鎌　亮）

リハビリテーションにおける機能障害の評価
方法（担当；池渕　充彦）

運動器の機能評価法に関して参考図書を用い
て事前に自己学習すること。また講義後は自
己にて文献を熟読し理解を深めること。

(1) 炎症性関節疾患の病態に基づいた診断方法を理解しているか、また運動器疾患の新たな
診断方法の開発を目指した研究を立案し実行できるかについて評価を行う。
(2) 小テスト50%、口頭試問50%
(3)
①炎症性関節疾患における運動器の理学所見の取り方を説明できる。
②炎症性関節疾患における画像検査の正常像と異常像を説明できる。
③炎症性関節疾患における血液・生理学的検査の手法と解釈方法を説明できる。
講義内容に関連する疾患については参考図書や文献を用いて事前に自己学習すること。ま
た講義後は必要に応じて再度自己にて教科書や文献を熟読し理解を深めること。

リウマチ病学テキスト、標準整形外科学、脊椎脊髄病学、手の外科の実際、リハビリテー
ション医学・医療Q&A、股関節学、膝関節の臨床など。その他、炎症性関節疾患・整形外
科に関する各教科書。
炎症性関節疾患・整形外科領域の臨床系国際誌
（Annals of Rheumatic Disease、Arthritis and Rheumatism、Journal of Bone and Joint
Surgery、Journal of Rheumatology、Clinical Orthopaedics and related Research、
Osteoarthritis and Cartilage、Spine、Journal of Hand Surgery、Journal of Shoulder and
Elbow Surgery、Journal of Arthroplasty　など）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名

開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

2024 曜日・時限

炎症性関節疾患における腰椎病変
（担当；鈴木　亨暢）

炎症性関節疾患における上肢機能障害の病態
生理
（担当；岡田　充弘）

下肢関節のバイオメカニクス
（担当；池渕　充彦）

腰椎解剖については参考図書を用いて事前に
自己学習すること。また講義後は必要に応じ
て再度自己にて文献を熟読し理解を深めるこ
と。

上肢の解剖については参考図書を用いて事前
に自己学習すること。また講義後は再度文献
を熟読し理解を深めること。

運動力学について事前に自己学習し、講義後
は文献を熟読して理解を深めること

講義

1～2通 単位数 3

炎症性関節疾患の病態生理を理解し、炎症性関節疾患の病態解明と病態制御を目指した研
究を立案し実行できるようになる。

①運動器のバイオメカニクスを理解する。
②炎症性関節疾患における脊椎病変の病態生理について理解する。
③炎症性関節疾患における上肢病変の病態生理について理解する。
④炎症性関節疾患における下肢病変の病態生理について理解する。

各回の授業内容

科目ナンバリング
（和）リウマチ外科学（病態生理）
（英）Pathophisiology in Orthopaedic Surgery
寺井秀富,池渕充彦,岡田充弘,箕田行秀,橋本祐介,加藤相勲,大田陽一,鈴木亨暢,
洲鎌亮, 間中智哉, 高橋真治, 岡野匡志, 真本建司, 山田祐太郎

事前・事後学習の内容

炎症性関節疾患における下肢機能障害の病態
生理
（担当；岡野　匡志, 真本　建司、箕田　行
秀、大田　陽一）

下肢の解剖については参考図書を用いて事前
に自己学習すること。また講義後は必要に応
じて再度自己にて文献を熟読し理解を深める
こと。

炎症性関節疾患における頚椎病変
（担当；寺井　秀富、高橋　真治）

頚椎解剖について参考図書を用いて事前に自
己学習すること。講義後は自己にて文献を熟
読し理解を深めること。
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第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

炎症性関節疾患における肩・肘関節病変
（担当；間中　智哉）

肩・肘関節について参考図書を用いて事前に
自己学習すること。講義後は自己にて文献を
熟読し理解を深めること。

炎症性関節疾患における足部病変（担当；洲
鎌亮）

炎症性関節疾患におけるリハビリテーション
（担当；池渕　充彦）

足部解剖について参考図書を用いて事前に自
己学習すること。講義後は自己にて文献を熟
読し理解を深めること。

運動器の機能評価法に関して参考図書を用い
て事前に自己学習すること。また講義後は自
己にて文献を熟読し理解を深めること。

(1) 炎症性関節疾患の各部位の病変について病態生理を理解しているか、またその病態解明
と病態制御を目指した研究を立案し実行できるかについて評価を行う。
(2) 小テスト50%、口頭試問50%
(3) ①運動器のバイオメカニクスを説明できる。
②炎症性関節疾患における脊椎病変の病態生理について説明できる。
③炎症性関節疾患における上肢病変の病態生理について説明できる。
④炎症性関節疾患における下肢病変の病態生理について説明できる。
講義内容に関連する疾患や解剖については参考図書や文献を用いて事前に自己学習するこ
と。また講義後は必要に応じて再度自己にて教科書や文献を熟読し理解を深めること。

リウマチ病学テキスト、標準整形外科学、脊椎脊髄病学、手の外科の実際、リハビリテー
ション医学・医療Q&A、股関節学、膝関節の臨床など。その他、炎症性関節疾患・整形外
科に関する各教科書。

炎症性関節疾患・整形外科領域の臨床系国際誌
（Annals of Rheumatic Disease、 Arthritis and Rheumatism、Journal of Bone and Joint
Surgery、Journal of Rheumatology、Clinical Orthopaedics and related Research、
Osteoarthritis and Cartilage、Spine、Journal of Hand Surgery、Journal of Shoulder and
Elbow Surgery、Journal of Arthroplasty　など）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回

2024 曜日・時限

ジャーナルカンファレンス

リサーチクエスチョンの作り方

国際誌に掲載されている炎症性関節疾患領域
の臨床研究で自己の研究に関与する論文を中
心に事前に熟読しておく。事後には討論と
なったポイントに関して復習する。

日常診療における疑問点を事前にまとめてお
く。また事後には学習した内容を基にリサー
チクエスチョンを整理する。

演習

1～2通 単位数 3

炎症性関節疾患の病態解明、疫学調査、治療成績などに関する最新の知見を習得するとと
もに、臨床研究の様々な手法を習得し、臨床研究を立案・遂行するための基本的能力を高
める。
1. 炎症性関節疾患の病態生理、診断及び治療法に関する最新の状況を理解する
2. 炎症性関節疾患のさらなる病態解明と病態制御を目指した研究を立案し実行できるよう
になる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）リウマチ外科学臨床研究演習
（英）Practice in Clinical Study of Orthopaedic Surgery
寺井　秀富、岡田　充弘、箕田　行秀、加藤　相勲、洲鎌　亮、間中　智哉、真本　建司

臨床研究の基礎知識 臨床研究の進め方に関する教科書を事前に学
習しておく。事後には学習した内容と教科書
を照らし合わせて復習する。

臨床研究のデザイン方法 臨床研究のデザイン方法に関する教科書を事
前に学習しておく。事後には学習した内容と
教科書を照らし合わせて復習する。

臨床研究のための倫理指針 APRIN eラーニングプログラムを用いて事前
に学習しておく。事後には学習した内容とe
ラーニングプログラムの内容を照らし合わせ
て復習する。
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

臨床研究における統計手法 統計手法に関する教科書を事前に熟読する。
また事後には指導された複数の統計手法につ
いて練習し、自身の研究結果の解釈を多角的
に行う。

英語論文作成法 事前に自身の研究について英語論文を作成し
ておく。演習後、指摘されたポイントについ
て修正を行う。

(1) 炎症性関節疾患に関する臨床研究について発表を行い、内容の理解度、研究計画内容、
研究遂行レベル、プレゼンテーション技術、質疑応答内容について評価を行う。
(2) 発表20%、臨床試験実施報告書及び論文の評価80%
(3) 炎症性関節疾患に関する臨床研究の最新状況を理解し、炎症性関節疾患の病態解明、疫
学調査、治療成績などに関する臨床研究を立案し実行できる。発表および質疑応答の内容
で評価する。
関連する研究手法などについては参考図書や文献を用いて事前に自己学習すること。また
演習後は議論になったポイントなどをノートにまとめ次回演習までに問題点を解決するこ
と。
臨床研究の道標、今日から使える 医療統計、リサーチクエスチョンの作り方、医療系デー
タのとり方・まとめ方など。
その他、臨床研究に関する各教科書
生命科学領域の主要医学雑誌 整形外科領域の臨床系国際誌
（Annals of Rheumatic Disease、 Arthritis and Rheumatism、Journal of Bone and Joint
Surgery、Journal of Rheumatology、Clinical Orthopaedics and related Research、
Osteoarthritis and Cartilage、Journal of Hand Surgery、Journal of Shoulder and Elbow
Surgery、Journal of Arthroplasty　など）
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回

事前・事後学習の内容

分子生物学的実験の手法 分子生物学的実験の手法に関する教科書を事
前に熟読する。また事後には指導された代替
法について比較・考察する。

培養細胞を用いた実験の手法 培養細胞を用いた実験の手法に関する教科書
を事前に熟読する。また事後には指導された
結果の解釈方法について復習する。

科目ナンバリング
（和）リウマチ外科学基礎研究演習
（英）Practice in Basic Study of Orthopaedic Surgery
大田陽一、鈴木　亨暢、高橋　真治、真本　建司
2024 曜日・時限

炎症性関節疾患に関する最新の基礎研究

炎症性関節疾患に関する動物モデルの作成法

動物実験における各種評価法

炎症性関節疾患に関する基礎系および臨床系
国際誌における自己の研究に関与する論文を
事前に熟読する。事後には討論となったポイ
ントに関して復習する。

炎症性関節疾患に関する動物モデルの作成方
法について論文等を用いて事前に調査してお
く。また事後には討論を通じて指摘された問
題点について再考する。

炎症性関節疾患に関する動物実験における評
価方法について論文等を用いて事前に調査し
ておく。事後には事前調査と指導された代替
法について比較・考察する。

演習

1～2通 単位数 1

炎症性関節疾患の病態解明や治療法開発に必要な研究技術や新知見を含めて習得し、研究
者としての基本的考察力を高める。

1. 動物モデルや分子生物学的手法を用いた炎症性関節疾患の病態解明、新治療法開発に関
する最新研究の状況を理解する
2. 炎症性関節疾患のさらなる病態解明と新たな治療法開発を目指した研究を立案し実行で
きるようになる。

各回の授業内容
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第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 炎症性関節疾患の病態解明や新規治療法開発ならびに運動器再生に関する研究について
発表を行い、内容の理解度、研究計画内容、研究遂行レベル、プレゼンテーション技術、
質疑応答内容について評価を行う。
(2) 発表50%、研究報告書及び論文の評価50%
(3) 炎症性関節疾患の病態解明、新治療法開発に関する研究の最新状況を理解し、運動器疾
患のさらなる病態解明と新たな治療法開発を目指した研究を立案し実行できる。発表およ
び質疑応答の内容で評価する。
関連する研究方法などについては参考図書や文献を用いて事前に自己学習すること。また
演習後は議論になったポイントなどをノートにまとめ次回演習までに問題点を解決するこ
と。

Orthopaedic Basic Science: Foundations of Clinical Practice (AAOS, 4th edition)
The cell（ニュートンプレス、6th edition）、医療系データのとり方・まとめ方（東京図
書）
その他、生命科学に関する研究技術に関する各教科書

生命科学領域の主要医学雑誌 整形外科領域の基礎系および臨床系国際誌
（Annals of Rheumatic Disease、 Arthritis and Rheumatism、Journal of Bone and Joint
Surgery、Journal of Rheumatology、Bone、Osteoarthritis and Cartilage、Journal of
Bone and Mineral Research　など）

基礎実験における統計手法 統計手法に関する教科書を事前に熟読する。
また事後には指導された複数の統計手法につ
いて練習し、自身の研究結果の解釈を多角的
に行う。

英語論文作成法 事前に自身の研究について英語論文を作成し
ておく。演習後、指摘されたポイントについ
て修正を行う。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

形成外科の取り扱う疾患について(成人疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(成人疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の歴史と理念について 形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の歴史と理念について 形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(成人疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の歴史と理念について 形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の歴史と理念について 形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の歴史と理念について 形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の歴史と理念について 形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

講義

1～2通 単位数 3

形成外科の歴史および取り扱う疾患の概要を理解する。

1. 形成外科の歴史的背景を理解し説明できる。
2. 形成外科の取り扱う疾患の範囲を大まかに理解し説明できる。
3. 形成外科の手術手技について大まかに理解し説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
形成外科の歴史と理念について 形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各

一定の時間予習復習することが望ましい。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）形成外科学（形成外科学総論)
（英）Plastic, Reconstructive and Aesthetic Surgery
元村　尚嗣、諸富　公昭、藤川　平四朗、前田　周作、藤井　奈穂
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第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2) 面接（100％）を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
最低基準は60%とする。
視覚的にわかりやすい科ですので、何事も積極的に参加してください。
必要に応じ、レジュメを配付する。
形成外科診療ガイドライン
標準形成外科学：平林慎一・鈴木茂彦編集。医学書院、2011年
PLASTIC SURGERY: McCarthy JG ed.,  W. B. Saunders, 1990
授業の中で適宜紹介する。

形成外科の取り扱う疾患について(小児疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(小児疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(小児疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(小児疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(小児疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(小児疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(成人疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(小児疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(小児疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(成人疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(成人疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(成人疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

形成外科の取り扱う疾患について(成人疾患
を中心に)

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）形成外科学（成人形成外科学特論)
（英）Plastic, Reconstructive and Aesthetic Surgery
元村　尚嗣、前田　周作

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する診断、治療
法および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

講義

1～2通 単位数 3

形成外科で取り扱う成人疾患の診断および治療方法の詳細を理解する。

1. 形成外科で取り扱う成人疾患の診断方法を理解する。
2. 形成外科の取り扱う成人疾患の治療方法を理解する。
3. 形成外科の取り扱う成人疾患の合併症を理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する診断、治療
法および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する診断、治療
法および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する診断、治療
法および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する診断、治療
法および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する診断、治療
法および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する診断、治療
法および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する診断、治療
法および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する診断、治療
法および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する診断、治療
法および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する診断、治療
法および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に対する診断、治療法
および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に対する診断、治療法
および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に対する診断、治療法
および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。
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第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書

* 参考文献

* その他

外傷、熱傷、良性腫瘍に対する診断、治療法
および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に対する診断、治療法
および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に対する診断、治療法
および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に対する診断、治療法
および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に対する診断、治療法
および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に対する診断、治療法
および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に対する診断、治療法
および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に対する診断、治療法
および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に対する診断、治療法
および合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2) 面接（100％）を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
最低基準は60%とする。
視覚的にわかりやすい科ですので、何事も積極的に参加してください。
必要に応じ、レジュメを配付する。
形成外科診療ガイドライン
標準形成外科学：平林慎一・鈴木茂彦編集。医学書院、2011年
PLASTIC SURGERY: McCarthy JG ed.,  W. B. Saunders, 1990
授業の中で適宜紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回
小児の先天性疾患に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

小児の血管性病変に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

小児の血管性病変に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

小児の先天性疾患に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

小児の血管性病変に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

小児の血管性病変に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

小児の血管性病変に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

小児の血管性病変に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

講義

1～2通 単位数 2

形成外科で取り扱う小児疾患の診断および治療方法の詳細を理解する。

1. 形成外科で取り扱う小児疾患の診断方法を理解する。
2. 形成外科の取り扱う小児疾患の治療方法を理解する。
3. 形成外科の取り扱う小児疾患の合併症を理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
小児の血管性病変に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）形成外科学（小児形成外科学特論)
（英）Plastic, Reconstructive and Aesthetic Surgery
諸富　公昭、藤川　平四朗、藤井　奈穂
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第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

小児の先天性疾患に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2) 面接（100％）を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
最低基準は60%とする。

視覚的にわかりやすい科ですので、何事も積極的に参加してください。

必要に応じ、レジュメを配付する。

形成外科診療ガイドライン
標準形成外科学：平林慎一・鈴木茂彦編集。医学書院、2011年
PLASTIC SURGERY: McCarthy JG ed.,  W. B. Saunders, 1990
授業の中で適宜紹介する。

小児の先天性疾患に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

小児の先天性疾患に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

小児の先天性疾患に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

小児の先天性疾患に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。

小児の先天性疾患に対する診断、治療法およ
び合併症について

形成外科診療ガイドラインなどを用いて、各
一定の時間予習復習することが望ましい。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する最新の知見
および臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する最新の知見
および臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に関する最新の知見お
よび臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する最新の知見
および臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する最新の知見
および臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する最新の知見
および臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する最新の知見
および臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

演習

1～2通 単位数 2

形成外科で取り扱う成人疾患の最新の知見おおび臨床試験の知識を修得する。

1. 形成外科で取り扱う成人疾患の最新の知見を理解する。
2. 形成外科の取り扱う成人疾患に関する臨床試験について理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
皮膚悪性腫瘍、再建外科に関する最新の知見
および臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）形成外科学演習（成人形成外科学演習)
（英）Plastic, Reconstructive and Aesthetic Surgery
元村　尚嗣、前田　周作
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第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

外傷、熱傷、良性腫瘍に関する最新の知見お
よび臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2) 面接（100％）を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
最低基準は60%とする。

視覚的にわかりやすい科ですので、何事も積極的に参加してください。

必要に応じ、レジュメを配付する。

形成外科診療ガイドライン
標準形成外科学：平林慎一・鈴木茂彦編集。医学書院、2011年
PLASTIC SURGERY: McCarthy JG ed.,  W. B. Saunders, 1990
授業の中で適宜紹介する。

外傷、熱傷、良性腫瘍に関する最新の知見お
よび臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に関する最新の知見お
よび臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に関する最新の知見お
よび臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に関する最新の知見お
よび臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に関する最新の知見お
よび臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

外傷、熱傷、良性腫瘍に関する最新の知見お
よび臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

小児の先天性疾患に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

小児の先天性疾患に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

小児の先天性疾患に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

小児の血管性病変に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

小児の血管性病変に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

小児の先天性疾患に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

小児の血管性病変に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

小児の血管性病変に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

小児の血管性病変に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

小児の血管性病変に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

演習

1～2通 単位数 2

形成外科で取り扱う小児疾患の最新の知見おおび臨床試験の知識を修得する。
1. 形成外科で取り扱う小児疾患の最新の知見を理解する。
2. 形成外科の取り扱う小児疾患に関する臨床試験について理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
小児の血管性病変に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）形成外科学演習（小児形成外科学演習)
（英）Plastic, Reconstructive and Aesthetic Surgery
諸富　公昭、藤川　平四朗、藤井　奈穂
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第12回

第13回

第14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

小児の先天性疾患に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2) 面接（100％）を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
最低基準は60%とする。

視覚的にわかりやすい科ですので、何事も積極的に参加してください。

必要に応じ、レジュメを配付する。

形成外科診療ガイドライン
標準形成外科学：平林慎一・鈴木茂彦編集。医学書院、2011年
PLASTIC SURGERY: McCarthy JG ed.,  W. B. Saunders, 1990
授業の中で適宜紹介する。

小児の先天性疾患に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

小児の先天性疾患に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。

小児の先天性疾患に対する最新の知見および
臨床試験について

授業までに学習内容を理解するため、各一定
の時間予習復習することが望ましい。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2) 内容の理解度(50%)、プレゼンテーションの技術(50%)で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
最低基準は60%とする。

視覚的にわかりやすい科ですので、何事も積極的に参加してください。

必要に応じ、レジュメを配付する。

TEXT形成外科学：波利井清紀　監　南山堂　2004年
標準形成外科学：平林慎一・鈴木茂彦編集。医学書院、2011年

発表演習 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく

スライドの作成 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく
スライドの作成 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく
スライドの作成 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく

スライドの作成 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく
スライドの作成 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく

研究報告およびデータの整理 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく
研究報告およびデータの整理 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく
スライドの作成 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく

パソコンの基本的な使用方法を理解しておく

研究報告およびデータの整理 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく
研究報告およびデータの整理 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく

研究報告およびデータの整理 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく
研究報告およびデータの整理
研究報告およびデータの整理 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく

演習

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

学会での発表を行う。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究報告およびデータの整理 パソコンの基本的な使用方法を理解しておく

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（形成外科学）
（英）Exercise in Presentation
元村 尚嗣、諸富　公昭
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（形成外科学）
（英）Advanced Course of Medical Research
元村 尚嗣、諸富　公昭

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

演習

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。
形成外科の特徴を理解し、医学・医療の広い範囲にわたり優れた理解力と応用力を培う。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。
研究報告および検討 形成外科の概論を理解しておく。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2) 内容の理解度(50%)、プレゼンテーションの技術(50%)で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
最低基準は60%とする。

視覚的にわかりやすい科ですので、何事も積極的に参加してください。

必要に応じ、レジュメを配付する。

TEXT形成外科学：波利井清紀　監　南山堂　2004年
標準形成外科学：平林慎一・鈴木茂彦編集。医学書院、2011年
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第１-10回

第11-20回

第21-23回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

講演会、講習会 事前事後学習　教材を基に、それぞれの教育
場面で、効果的な指導法やその実践方法につ
いて、予習復習することが望ましい。

① 教育の基礎理解度、指導法の理解度、教育活動に関するプレゼンテーションで評価す
る。
② 屋根瓦式教育、卒前・卒後教育、そしてIPEの理解度を、立案した計画書で評価する。
③ 内容の理解度・presentation skillsとfacilitation skillsの技術を実践で評価する。
上記をレポートと発表を含む授業への参加態度で評価。レポート40%、発表60%。
教育の基礎・指導法を理解できる。教育活動に関するプレゼンテーションを行うことがで
きる。
屋根瓦式教育、卒前・卒後教育、そしてIPEを理解できる。
presentation skillsとfacilitation skillsの技術を実践することができる。
特になし
Medical Education (Japan), Medical Education, Medical Teacher,
Academic Medicine, Advances in Health Sciences Education,
Journal of Continuing Education in the Health Professions,
Postgraduate Medical Journal
New England Journal of Medicine, British Medical Journal
The Clincal Teacher
上記同様

屋根瓦式教育・卒前・卒後教育・IPEについ
て

事前事後学習　教材を基に、それぞれの教育
場面で、効果的な指導法やその実践方法につ
いて、予習復習することが望ましい。

講義

1～2通 単位数 3

効果的な医学教育学の理解

① 効果的に教育するための、presentation skillsやfacilitation skills を理解し、説明でき
る。
② simulated patient（SP）養成講義や行動変容の講義といった授業の実践的な指導法を説
明できる。
③ 指導を通してclinical questionを見出し、医学教育学の具体的な研究立案に繋げる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
プレゼンテーションスキルアップカンファレ
ンス

事前事後学習　教材を基に、それぞれの教育
場面で、効果的な指導法やその実践方法につ
いて、予習復習することが望ましい。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）総合医学教育学　総論
（英）Medical Education
福本　一夫、並川 浩己、幕内 安弥子、豊田 宏光、栩野 吉弘、首藤 太一
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第１-10回

第11-20回

第21-23回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

講演会、講習会 事前事後学習　教材を基に、それぞれの教育
場面における、教育手法やその実践方法につ
いて予習復習することが望ましい

① 教育の基礎理解度、指導法の理解度、教育活動に関するプレゼンテーションで評価す
る。
② 屋根瓦式教育、卒前・卒後教育、そしてIPEの理解度を、立案した計画書で評価する。

上記をレポートと発表を含む授業への参加態度で評価。レポート40%、発表60%。
教育の基礎・指導法を理解できる。教育活動に関するプレゼンテーションを行うことがで
きる。
屋根瓦式教育、卒前・卒後教育、そしてIPEを理解できる。

特になし
Medical Education (Japan), Medical Education, Medical Teacher,
Academic Medicine, Advances in Health Sciences Education,
Journal of Continuing Education in the Health Professions,
Postgraduate Medical Journal
New England Journal of Medicine, British Medical Journal
The Clincal Teacher
上記同様

医学教育の国際化について 事前事後学習　教材を基に、それぞれの教育
場面における、教育手法やその実践方法につ
いて予習復習することが望ましい

講義

1～2通 単位数 3

医療人材育成のために必要な教育方法について理解を深める
グローバルな視点を持った医学教育について理解を深める

① 卒前卒後医学教育に加え、高校-大学連携教育や Interprofessional education（IPE）を
見据えた、多様な教育方法を理解できる
②  医学教育におけるグローバル化に対応した教育について理解できる

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
屋根瓦式教育・卒前・卒後教育・IPEについ
て

事前事後学習　教材を基に、それぞれの教育
場面における、教育手法やその実践方法につ
いて予習復習することが望ましい

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）総合医学教育学　各論　（医療人材の育成プログラム開発）
（英）Medical Education（Developing a training program for medical personnel）
福本　一夫、並川 浩己、幕内 安弥子、豊田 宏光、栩野 吉弘、首藤 太一
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要
到達目標

授業回

第１-7回

第8-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）総合医学教育学　各論（学習者評価）
（英）Medical Education（learner assessment）
福本　一夫、並川 浩己、幕内 安弥子、豊田 宏光、栩野 吉弘、首藤 太一

学習者評価の計画書の作成方法 事前学習　教材を基に、それぞれの教育場面
における、評価方法やその評価実践方法につ
いて、予習復習することが望まれる。

講義

1～2通 単位数 2

医学教育における学習者評価の理解
医学教育の学習者評価について、理解し解説できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
学習者評価について総論 事前学習　教材を基に、それぞれの教育場面

における、評価方法やその評価実践方法につ
いて、予習復習することが望まれる。

① 学習者評価の計画と実施に関する基礎知識をパフォーマンスで評価する。
② 学習者評価の理解度と評価方法の計画書作成によって評価する。

上記を実際のパフォーマンスとレポートで評価する。
パフォーマンス60%、レポート40%。
学習者評価の計画と実施に関する基礎知識を実際にパフォーマンスすることができる。
学習者評価の理解度と評価方法の計画書を作成することができる。

特になし
Medical Education (Japan), Medical Education, Medical Teacher,
Academic Medicine, Advances in Health Sciences Education,
Journal of Continuing Education in the Health Professions,
Postgraduate Medical Journal
New England Journal of Medicine, British Medical Journal
The Clincal Teacher
上記同様
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第１-7回

第8-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

① 教育の基礎理解度、指導法の理解度、教育活動に関するプレゼンテーションの観察記録
で評価する。
② 屋根瓦式教育、卒前・卒後教育、そしてIPEの理解度と実践を、観察記録で評価する。
③  presentation skillsとfacilitation skillsの技術を、観察記録にて評価する
上記を観察記録で評価。観察記録100%。
教育の基礎・指導法を理解できる。教育活動に関するプレゼンテーションを行うことがで
きる。
屋根瓦式教育、卒前・卒後教育、そしてIPEを理解し、受洗することができる。
presentation skillsとfacilitation skillsの技術を実践することができる。
特になし
Medical Education (Japan), Medical Education, Medical Teacher,
Academic Medicine, Advances in Health Sciences Education,
Journal of Continuing Education in the Health Professions,
Postgraduate Medical Journal
New England Journal of Medicine, British Medical Journal
The Clincal Teacher
上記同様

屋根瓦式教育・卒前・卒後教育・IPEの立案
と実践

事前学習　教材を基に、それぞれの教育場面
における、教育手法を予習することが望まし
い。
事後学習　立案した教育手法やが、実際の教
育場面有効であったか省察し、改善点と改善
方法を検討することが望ましい。

演習

1～2通 単位数 2

効果的な医学教育学の理解と実践
①　研修医・学生に対する指導法を立案し、実践できる。
②　医療現場やカンファレンスにおいて、自らのpresentation skillsやfacilitation skills向
上しつつ、研修医や学生の屋根瓦式教育、卒前・卒後のseamlessな教育、さらに
Interprofessional education（IPE）を実践できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
医学教育現場におけるプレゼンテーションの
実践

事前学習　教材を基に、それぞれの教育場面
における、教育手法を予習することが望まし
い。
事後学習　立案した教育手法やが、実際の教
育場面有効であったか省察し、改善点と改善
方法を検討することが望ましい。

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）総合医学教育学(指導法) 演習
（英）Medical Education (teaching skills)
福本　一夫、並川 浩己、幕内 安弥子、豊田 宏光、栩野 吉弘、首藤 太一
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】
授業概要

到達目標

授業回

第１-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

① 作成された学習者評価の計画書の妥当性と信頼性、実現性を評価する。
② 作成された学習者評価を実践し、その結果報告を評価する

上記をレポートと発表を含む授業への参加態度で評価。レポート40%、発表60%。
妥当性・信頼性・実現性の高い学習者評価の計画書を作成することができる。
作成された学習者評価を実践することができる。
なし
Medical Education (Japan), Medical Education, Medical Teacher,
Academic Medicine, Advances in Health Sciences Education,
Journal of Continuing Education in the Health Professions,
Postgraduate Medical Journal
New England Journal of Medicine, British Medical Journal
The Clincal Teacher
上記同様

効果的な医学教育学の評価方法の理解と実践

行った医学教育活動について、学習者評価方法を設計し、実践できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
行った教育活動における学習者評価の計画と
実践

事前学習　教材を基に、それぞれの教育場面
における、評価方法を予習することが望まし
い。
事後学習　立案した評価方法が、実際の教育
場面有効であったか省察し、改善点と改善方
法を検討することが望ましい

演習

1～2通 単位数 2

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）総合医学教育学（学習者評価）演習
（英）Medical Education (learner assessment)
福本　一夫、並川 浩己、幕内 安弥子、豊田 宏光、栩野 吉弘、首藤 太一
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-5回

第6-10回

第11-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

①医学生の指導方法について総合的に評価する。
②研修医の指導方法について総合的に評価する。
③SPの理解度と指導、行動変容の理解と実践について評価する。それぞれ、見出した
clinical questionについて評価する。

上記をレポートと発表を含む授業への参加態度で評価。レポート40%、発表60%。
医学生/研修医の指導方法を理解し、的確に実践することができる。
SPと行動変容の意義を理解し、行動変容を実践することができる。

なし

Medical Education (Japan), Medical Education, Medical Teacher,
Academic Medicine, Advances in Health Sciences Education,
Journal of Continuing Education in the Health Professions,
Postgraduate Medical Journal
New England Journal of Medicine, British Medical Journal
The Clincal Teacher

上記同様

3～4通 単位数 2

あべのSP本舗、行動変容セミナーの参加 講義、小グループでの演習と全体での討議、
ロールプレイ

医学生指導の実践が充分行うことができる。
研修医指導の実践が充分行うことができる。
simulated patient（SP）の意義と活用法について理解することができる。
行動変容を理解し、実践できる。
医学教育についてのclinical questionを見出し、研究計画を立案することができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

医学生へのプレゼンテーション指導と手技指
導

講義、小グループでの演習と全体での討議、
ロールプレイ

研修医講習会での指導 講義、小グループでの演習と全体での討議、
ロールプレイ

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（総合医学教育学）
（英）Exercise in Presentation
福本　一夫、並川 浩己、幕内 安弥子、豊田 宏光、栩野 吉弘、首藤 太一
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。
発表および質疑応答の内容で評価する。

発表を含む授業への参加態度で評価する。発表100%。
適格な発表および質疑応答を行うことができる。

特になし

各専門領域に係る文献等

上記同様

1～4通 単位数 8

医療人に求められるコミュニケーション力を修得し、医師として患者中心の医療を行うこ
とができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
医療人に求められるコミュニケーション力獲
得について

講義、小グループでの演習と全体での討議

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、21世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行う。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導　（総合医学教育学）
（英）Advanced Course of Medical Research
首藤 太一
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-6回
第7-12回
第13-18回
第19-24回
第25-45回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

発表演習/討論

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価
する。
授業までに参考文献を熟読し、授業中に質疑応答ができるように内容を理解しておく。そ
のために各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

・毎回、レジュメを配布する。

Principles and Practice of Infectious Diseases
JAID/JSC感染症治療ガイド2023
UpToDate
New England Journal of Medicine
Clinical Infectious Diseases
Medical Mycology
臨床呼吸器感染症学（編集　迎寛編）
他

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
臨床感染症学

分子生物学診断2
感染症の治療

2024 曜日・時限

各発表者は、発表前に事前に準備をしておく
こと。

科目ナンバリング
（和）感染症セミナー（臨床感染制御学）
（英）Seminar in Infectious Diseases
掛屋　弘、柴多　渉、井本和紀

分子生物学診断1

講義

1～2通 単位数 6

医学に関連する感染症診療の知識および感染症の研究で用いる手法について修得する。感
染症の病態や原因微生物を理解し、感染症診療の問題を解決する知識を修得する。

1. 感染症の基礎知識を理解する。
2. 感染症の診断に用いる分子生物学的手法や治療について理解する。
3. 自身で調べた情報を元に発表と討論ができる
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-6回
第7-12回
第13-18回
第19-24回
第25-30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

授業の中で適宜指示する。

科目ナンバリング
（和）臨床感染症基礎教育（臨床感染制御学）
（英）Fundamental Lecture of Clinical Infectious Diseases
掛屋　弘、金子幸弘、瀬戸俊之、柴多　渉、井本和紀

臨床細菌学

講義

1～2通 単位数 4

感染症一般について異なるアプローチの知識を修得する。

1. 感染制御の基本を理解する。
2. 細菌学的観点から感染症の病態を理解する。
3. 抗菌化学療法について理解する。
4. 小児感染症の特徴を理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
感染制御学

感染症の治療
小児感染症
グループワーク

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価
する。
授業までに参考文献を熟読し、授業中に質疑応答ができるように内容を理解しておく。そ
のために各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

・毎回、レジュメを配布する。

Principles and Practice of Infectious Diseases
JAID/JSC感染症治療ガイド2023
UpToDate
New England Journal of Medicine
Clinical Infectious Diseases
Medical Mycology
臨床呼吸器感染症学（編集　迎寛編）
他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-3回
第4-6回
第7-9回

第10-12回
第13-14回

第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

授業の中で適宜指示する。

科目ナンバリング
（和）感染症学研究演習（臨床感染制御学）
（英）Seminar in Research for Infectious Diseases
掛屋　弘、金子　幸弘、柴多　渉、井本和紀

研究デザイン

演習

1～2通 単位数 2

感染症研究の目的から実施までを修得する。

1. 感染症研究の目的とデザインを理解する。
2. 感染症研究の研究方法について理解する。
3. 研究実施の手順について理解する。
4. 結果を適切に解釈できるようにする。
5. 研究倫理について理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
感染症研究の目的

調査法
研究実施手順
結果の解釈
倫理教育

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価
する。

授業までに参考文献を熟読し、授業中に質疑応答ができるように内容を理解しておく。そ
のために各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

・毎回、レジュメを配布する。

Principles and Practice of Infectious Diseases
JAID/JSC感染症治療ガイド2023
UpToDate
New England Journal of Medicine
Clinical Infectious Diseases
Medical Mycology
臨床呼吸器感染症学（編集　迎寛編）
他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-3回
第4-6回
第7-9回

第10-12回
第13-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

事前にマニュアル等を読んでおく。

科目ナンバリング
（和）感染症学実習（臨床感染制御学）
（英）Training in Infectious Diseases
掛屋　弘、金子　幸弘、柴多　渉、井本和紀

微生物取扱教育

混合

1～2通 単位数 1

感染症診断のために微生物の取扱法について学ぶ

1. 取扱う微生物の危険度を理解する。
2. 安全な微生物取扱法を修得する。
3. 適切な微生物の管理法を理解する。
4. 微生物を扱う際に用いる化学物質の取扱について理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
バイオセーフティ講習

微生物管理
無菌操作法
化学物質取扱講習

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価
する。

授業までに参考文献を熟読し、授業中に質疑応答ができるように内容を理解しておく。そ
のために各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

・毎回、レジュメを配布する。

Principles and Practice of Infectious Diseases
JAID/JSC感染症治療ガイド2023
UpToDate
New England Journal of Medicine
Clinical Infectious Diseases
Medical Mycology
臨床呼吸器感染症学（編集　迎寛編）
他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-3回
第4-6回
第7-9回

第10-12回
第13-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

授業中に適宜指示する。

科目ナンバリング
（和）感染制御セミナー（臨床感染制御学）
（英）Seminar in Infection Control
掛屋　弘、金子　幸弘、柴多　渉、井本和紀

耐性菌の基礎知識

講義

1～2通 単位数 2

実践的な感染制御に関する最新情報を修得する。

1. 感染制御の実際について理解する。
2. 感染制御で問題となっている耐性菌について理解する。
3. 適切な抗菌化学療法について理解する。
4. 感染制御に関する細菌学的知識の最前線を理解する。
5. 感染制御に必要な細菌学的支援・研究について理解する。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
感染制御の実際

Antimicrobial Stewardship Program
細菌学の最前線
感染制御のための細菌学的支援

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法: 面接(100%)
(3)合格（単位修得）のための最低基準:60%以上。基礎的知識の学習が十分であるかを評価
する。
授業までに参考文献を熟読し、授業中に質疑応答ができるように内容を理解しておく。そ
のために各授業の前後にそれぞれ2時間程度の予習・復習を行うことが望ましい。

・毎回、レジュメを配布する。

Principles and Practice of Infectious Diseases
JAID/JSC感染症治療ガイド2019
UpToDate
New England Journal of Medicine
Clinical Infectious Diseases
Medical Mycology
臨床呼吸器感染症学（編集　迎寛編）
他
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-3回
第4-6回
第7-9回

第10-12回
第13-15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

細菌の分子生物学研究の発表
真菌の分子生物学研究の発表

それぞれの研究テーマや症例に応じて、事
前・事後に最新の診断・治療等の感染症情報
を入手して発表する。

学会発表、論文の内容、文献の理解・発表内容で評価する。

それぞれの研究テーマや症例に応じて、研究結果に対して評価を行い、関連文献を検索し
て発表する。

・特になし。独自の研究を自ら研究・調査をして発表する。

Principles and Practice of Infectious Diseases
JAID/JSC感染症治療ガイド2023
UpToDate
New England Journal of Medicine
Clinical Infectious Diseases
Medical Mycology
臨床呼吸器感染症学（編集　迎寛編）
Science, Cell, Nature
他

細菌・真菌の動物モデル研究の発表
院内感染制御に関する研究の発表
学会発表・研究発表会

3～4通 単位数 2

1. 感染症の基礎知識を理解して発表する。
2. 感染症の診断・治療に関する最新の研究情報をまとめることができる。
3. 自身で調べた情報を元に発表して討論ができるようになる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

感染症診療および感染症研究に関して、自ら研究・調査して発表する。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（臨床感染制御学）
（英）Exercise in Presentation
掛屋　弘、柴多　渉、井本和紀
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-12回
第13-24回
第25-36回
第37-48回
第49-60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

細菌の分子生物学研究
真菌の分子生物学研究

それぞれの研究の進展にあわせて事前・事後
学習を行う。

面接（100％）を実施し、基礎的知識の学習が十分であるかを評価する。

それぞれの研究テーマに沿って、最新の研究を実践する。

特になし。それぞれの研究の進展にあわせて事前・事後学習を行う。

Principles and Practice of Infectious Diseases
JAID/JSC感染症治療ガイド2023
UpToDate
New England Journal of Medicine
Clinical Infectious Diseases
Medical Mycology
臨床呼吸器感染症学（編集　迎寛編）
Science, Cell, Nature
他

細菌・真菌の感染動物モデル研究
院内感染制御に関する研究
学会発表・研究発表会

1～4通 単位数 8

1）耐性菌の耐性機序に関する基礎的研究
2）深在性真菌症の新規診断法の基礎的研究
3）院内感染伝播抑制に関する研究
を理解し、独自の研究を実施して説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

臨床医科学専攻では、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診
断などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を
取り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進
して、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。当科では特に耐性菌や難治性感染症、感染制御に関わる研究を行う。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導（臨床感染制御学）
（英）Advanced Course of Medical Research
掛屋　弘、柴多　渉、井本和紀
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～30回

第31～45回

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
全学共通教育科目「医療の品質管理」コース
(医学部学舎にて実施)を1～4年次のいずれか
で1コース以上受講

2024 曜日・時限

WHOの「患者安全カリキュラムガイド」、
C.ヴィンセントの「患者安全」、IOMレポー
ト「人は誰でも間違える」、「医療の質―谷
間を超えて21世紀システムへ」は読んでお
く。
下記文献・雑誌から課題を出すので、該当す
る回までに通読しておくこと。
医療の質安全学会雑誌
BMJ Quality and Safety
International Journal for Quality in
Healthcare
Crossing the Quality Chasm (Institute of
Medicine)
Just Culture (S. Dekker)
Lean Hospital (M. Graban)
The Toyota Way (J. Liker)
Fifth Discipline (P. Senge)
Community of Practice (E. Wenger)
Managing the Unexpected (K. Weick and K.
Sutcliffe)

科目ナンバリング
（和）医療の質・安全管理学（医療の質・安全管理特論）
（英）Medical Quality and Safety Science
山口悦子

１．理論の学習
医療安全総論、システム思考
ヒューマンエラーと認知心理学・人間工学
リーダーシップとマネジメント論
社会システム論、社会学とそのほかの思想
組織論、経営論、文化論、TQM（デミン
グ、センゲ、トヨタ、バーヴィック）
状況的学習論、人間活動理論（ヴィゴツ
キー、エンゲストローム）

２．方法論の学習
量的研究と質的研究（テキスト分析、心理尺
度、参与観察とエスノメソドロジー）
アクションリサーチ、社会調査、シミュレー
ション
Lean medicine、ヘルスケアシステムとCQI

演習

1～2通 単位数 3

医療の質・安全管理に関する各種の研究を遂行するため、患者安全学を軸に、社会科学
（心理学、社会学、法学、人間工学等）や思想（哲学・倫理・文学・芸術）など幅広い知
識と実践的な研究手法を身に付ける。
自信の研究に応用し、進捗を報告・議論する。
医療の品質管理に必要とされる知識、リーダーシップ/マネジメントに関する理論、量的研
究と質的研究の特徴、アクションリサーチを理解・習得する。
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法
授業内および個別面接時の質疑応答により、知識の習得度・理解度を評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
事前学習の書籍を読んで理解し、質疑応答に応じることができる。与えられた課題を全て
達成していること。

全学共通コース「医療の品質管理」は、9月～2月に開講 隔週火曜日18時30分～不定期。
他は、水曜日18時30分～

WHOの「患者安全カリキュラムガイド」、C.ヴィンセントの「患者安全」、IOMレポート
「人は誰でも間違える」、「医療の質―谷間を超えて21世紀システムへ」、P.センゲ「学
習する組織」、P.コッター「リーダーシップとマネジメントの違い」E.シャイン「問いかけ
る技術」、R.キーガン「なぜ人と組織は変われないのか」

Crossing the Quality Chasm (Institute of Medicine)
Just Culture (S. Dekker)
Lean Hospital (M. Graban)
The Toyota Way (J. Liker)
Fifth Discipline (P. Senge)
Community of Practice (E. Wenger)
Managing the Unexpected (K. Weick and K. Sutcliffe)
Immunity to Change (R. Kegan)
Overweight Brain (L. Holtzman)

588



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）医療の質・安全管理学（医療の質・安全管理演習）
（英）Medical Quality and Safety Science
山口悦子

演習

1～2通 単位数 2

医療の質・安全管理に関する各種の研究を遂行するため、患者安全学・医療情報学を軸
に、社会科学（心理学、社会学、法学、人間工学等）や思想（哲学・倫理・文学・芸術）
など幅広い知識と実践的な研究手法を身に付ける。

医療の品質管理に必要とされる知識、リーダーシップ/マネジメントに関する理論、量的研
究と質的研究に関する文献抄読・英吾書籍翻訳、研究成果のプレゼンテーションができ
る。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
医療安全管理学演習
　第１，３月曜日　19時30分～

WHOの「患者安全カリキュラムガイド」、
C.ヴィンセントの「患者安全」、IOMレポー
ト「人は誰でも間違える」、「医療の質―谷
間を超えて21世紀システムへ」は読んでお
く。
自分のテーマに関連する文献を収集し、まと
めておく。

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法
プレゼンテーションの内容や授業内の質疑応答により、知識や手法の習得度・理解度を評
価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
事前学習の書籍を読んで理解し、質疑応答に応じることができる。
与えられた課題を期限内に達成し、事前資料として研究室メンバーに共有できている。

プレゼンが当たっている場合は、事前に発表資料をGoogle Classroomおよび共有フォルダ
で研究室メンバー全員に共有しておくこと。

毎回、事前に共有した資料を確認しておくこと。
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* 参考文献

* その他

WHO「患者安全カリキュラムガイド」
C.ヴィンセントの「患者安全」
IOMレポート「人は誰でも間違える」、「医療の質―谷間を超えて21世紀システムへ」
P.センゲ「学習する組織」
P.コッター「リーダーシップとマネジメントの違い」
E.シャイン「問いかける技術」
R.キーガン「なぜ人と組織は変われないのか」
Crossing the Quality Chasm (Institute of Medicine)
Just Culture (S. Dekker)
Lean Hospital (M. Graban)
The Toyota Way (J. Liker)
Fifth Discipline (P. Senge)
Community of Practice (E. Wenger)
Managing the Unexpected (K. Weick and K. Sutcliffe)
Immunity to Change (R. Kegan)
Overweight Brain (L. Holtzman)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～45回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法
面接時に、プロジェクトへの貢献度や達成度合い、リーダーシップを評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
事前学習の書籍を読んで理解し、質疑応答に応じることができる。プロジェクトを遂行で
きていること。

Institute of Healthcareのオンラインコース（無料）を受講し、Quality improvementの進
め方を理解する。
TQM推進協議会近畿ワークショップの実行委員会への参加は、会議1回（９０分）につき1
回とみなし、当日の準備・聴講・事後処理・事後会議への参加を通じて医療の品質管理関
連実習1単位とみなす。

医療の質・安全管理に関する各種の研究を遂行するため、患者安全学・医療情報学を軸
に、社会科学（心理学、社会学、法学、人間工学等）や思想（哲学・倫理・文学・芸術）
など幅広い知識と実践的な研究手法を身に付ける。

医療の品質管理に必要とされる知識、リーダーシップ/マネジメントに関する理論、量的研
究と質的研究を使い分け・組み合わせて、実践に応用する。実践から得られたデータを適
切に分析し、結果を現場にフィードバックしながらプロジェクトを遂行できる（アクショ
ンリサーチのリーダーシップ）。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
患者安全管理　3単位
リスク・マネジメント　2単位
医療の品質管理　1単位
※以上より、職務に応じて3単位履修

WHOの「患者安全カリキュラムガイド」、
C.ヴィンセントの「患者安全」、IOMレポー
ト「人は誰でも間違える」、「医療の質―谷
間を超えて21世紀システムへ」は読んでお
く。

実習

1～2通 単位数 3

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）医療の質・安全管理学（医療の質・安全管理実習）
（英）Medical Quality and Safety Science
山口悦子
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* 教科書

* 参考文献

* その他

Institute of Healthcareのオンラインコース（無料）を受講し、Quality improvementの進
め方を理解する。

医療の質安全学会雑誌
BMJ Quality and Safety
International Journal for Quality in Healthcare
Crossing the Quality Chasm (Institute of Medicine)
Just Culture (S. Dekker)
Lean Hospital (M. Graban)
The Toyota Way (J. Liker)
Fifth Discipline (P. Senge)
Community of Practice (E. Wenger)
Managing the Unexpected (K. Weick and K. Sutcliffe)
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法
プレゼンテーションの内容で評価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
事前学習の書籍を読んで理解し、質疑応答に応じることができる。
与えられた課題を全て達成していること。

プレゼンが当たっている場合は、事前に発表資料をGoogle Classroomおよび共有フォルダ
で研究室メンバー全員に共有しておくこと。

毎回、事前に共有された発表資料を確認しておくこと。

BMJ Quality and Safety
BMJ Open Quality
BMJ
Quality and safety in healthcare
Institute of Healthcare Instituteのオンラインコース
Harverd Bussiness Review

3～4通 単位数 2

文献検索・構造化抄録の作成方法・文献整理方法などができる。
発表時間・内容・参加者に合わせた表現とスライド作成方法を習得している。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
医療安全管理学演習２
　第２，４月曜日　19時30分～

毎月の文献購読会（ゼミ）の時に、各自、関
係論文・書籍のまとめを発表してもらう。

口頭発表やポスター発表、文として発表する方法を学ぶ。抄読会や英語書籍の耕読会で、
プレゼンテーションを行う。また学会発表に際して予行を行う。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（医療の質・安全管理学）
（英）Medical Quality and Safety Science
山口悦子
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

(1)到達目標の達成度について評価を行う
(2)評価方法
プレゼンテーションの内容や授業内の質疑応答により、知識や手法の習得度・理解度を評
価する。
(3)合格（単位修得）のための最低基準
与えられた課題を期限内に達成し、事前資料として研究室メンバーに共有できている。
年一回以上の国内外学会発表、４年間で和文1本以上（原著・実践報告）、英文一本以上
（原著）の執筆ができる。
プレゼンテーションや論文は、Collaborative Co-Creationであるから、他者から意見を聞
き、新しい視点を学ぶだけでなく、よいProblem framerとして常に違う角度からの見方は
ないか探索し、質問することが重要である。他人への指導を聞くことも大切である。そこ
で、原則、個人の都合に合わせた個別での発表指導は行わない。決まった日時に合わせ
て、規則正しく仕事を進め、プレゼンの準備をするトレーニングと考え、プレゼンが当
たっている場合は、事前に発表資料をGoogle Classroomおよび共有フォルダで研究室メン
バー全員に共有しておくこと。

1～4通 単位数 8

医療の品質管理に必要とされる知識、リーダーシップ/マネジメントに関する理論、量的研
究と質的研究を使い分け・組み合わせて、実践的研究を立案・実施・評価できる。
文献をまとめてプレゼンテーションできる。
研究成果を、国際学会で発表し英文論文を執筆できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
毎週水曜　18時30分～
リサーチカンファレンス
・文献のレビューと発表
・研究の進捗報告とデータの提示
・学会発表、論文執筆の進捗報告
・意見交換

BMJ Quality and Safety
BMJ Open Quality
BMJ
Quality and safety in healthcare
Harverd Bussiness Review
等の雑誌から文献検索し、説明できるようま
とめておく。

医療の質・安全管理に関する各種の研究を遂行するため、患者安全学・医療情報学を軸
に、社会科学（心理学、社会学、法学、人間工学等）や思想（哲学・倫理・文学・芸術）
など幅広い知識と実践的な研究手法および研究成果の公開方法を身につける。

2024 曜日・時限
演習

科目ナンバリング
（和）研究指導（医療の質・安全管理学）
（英）Medical Quality and Safety Science
山口悦子

594



* 教科書

* 参考文献

* その他

事前に発表資料をGoogle Classroomおよび共有フォルダで共有すること。

WHO「患者安全カリキュラムガイド」
C.ヴィンセントの「患者安全」
IOMレポート「人は誰でも間違える」、「医療の質―谷間を超えて21世紀システムへ」
P.センゲ「学習する組織」
P.コッター「リーダーシップとマネジメントの違い」
E.シャイン「問いかける技術」
R.キーガン「なぜ人と組織は変われないのか」
Crossing the Quality Chasm (Institute of Medicine)
Just Culture (S. Dekker)
Lean Hospital (M. Graban)
The Toyota Way (J. Liker)
Fifth Discipline (P. Senge)
Community of Practice (E. Wenger)
Managing the Unexpected (K. Weick and K. Sutcliffe)
Immunity to Change (R. Kegan)
Overweight Brain (L. Holtzman)
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 2024 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回
第11回
第12回

第13回

第14回

第15回

(和): 組織線維化と発がんの病態生物学セミナー
(英): Seminar in Pathobiology of the tissue fibrosis and carcinogenesis

The goal of this course is to provide in-depth knowledge and understanding of the
molecular and cellular mechanisms underlying tissue fibrosis and carcinogenesis.
Students will gain insights into the pathological processes, key signaling pathways, and
potential therapeutic strategies associated with these conditions.

1～2通

Animal Models in Fibrosis and
Carcinogenesis Research

Common Signaling Pathways in Fibrosis
and Carcinogenesis

Same as above

Cellular and Molecular Basis of Fibrosis

Cellular and Molecular Basis of
Carcinogenesis

講義
曜日・時限

2単位数

科目ナンバリング

Le Thi Thanh Thuy, Hoang Hai

Emerging Trends and Future Directions Same as above

This course is designed to provide a solid foundation in the pathobiology of tissue
fibrosis and carcinogenesis, integrating both basic science and clinical perspectives.

Imaging Techniques in Pathobiology of
Fibrosis and Carcinogenesis

Same as above

Same as above

Same as above

Same as above

事前・事後学習の内容
Before the class, students read thoughoutly
the materials.
After the class, students can summarize
and review the content

Same as above

Same as above

各回の授業内容

Introduction to Fibrosis and Carcinogenesis

Same as above
Same as above

Inflammatory Microenvironment in Fibrosis
and Carcinogenesis

Role of Angiogenesis

Cellular Senescence in Pathobiology of
Fibrosis and Carcinogenesis

Biomarkers in Fibrosis and Carcinogenesis

Role of Stem Cells in Tissue Homeostasis
and Repair

Same as above

Same as above

Same as aboveTherapeutic Approaches in Carcinogenesis

Same as above

Therapeutic Approaches in Fibrosis

Environmental Factors and Lifestyle in
Carcinogenesis
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

Grade evaluation method: Comprehensive evaluation based on understanding of
research theme, report, etc.
(1) The evaluation will be based on whether or not all items regarding the mechanisms
of fibrosis and cancer development and progression have been correctly completed.
(2) Evaluation method (50% presentation, 50% report)
(3) Minimum standards for passing (earning credits): Be able to correctly explain all
items regarding the mechanisms of fibrosis and cancer development and progression.
Precautions for taking the course: Please read the course materials in advance. Review
the teaching materials as post-study.
Original English papers in the field of fibrosis and carcinogenesis including those
published in Nature, Science, Cancer Cell, PNAS, Oncogene, Cancer Research,
Carcinogenesis, New England Journal of Medicine、Lancet
Molecular Biology of THE CELL (6th edition), Pathology of the mouse.
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 2024 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回

第6回

第7回

第8回

第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回

講義
曜日・時限

2単位数

科目ナンバリング

Le Thi Thanh Thuy, Hoang Hai

(和): 抗線維化・抗がん治療セミナー
(英): Seminar in anti-fibrotic and anti-cancer therapies

The goal of this seminar course is to provide students with a deep understanding of the
principles and challenges involved in the development of anti-fibrosis and anti-cancer
therapies. Students will explore cutting-edge research, emerging technologies, and the
translational aspects of bringing novel therapeutics to clinical use.

This seminar course is designed to engage students in in-depth discussions, analysis,
and critical thinking about the complexities of anti-fibrotic and anti-cancer therapies.
Adjustments can be made based on the specific focus and available resources.

Gene Therapy in Fibrosis and Cancer

Same as above

Same as above

Same as above
Same as above

Biological Therapies in Anti-Cancer
Therapy

Same as above

Same as above

事前・事後学習の内容
Before the class, students read thoughoutly
the materials.
After the class, students can summarize
and review the content

Same as above

Same as above

各回の授業内容

Overview of anti-fibrotic and anti-cancer
therapetic approaches

Targets and Biomarkers in Anti-Fibrotic
Therapy
Targets and Biomarkers in Anti-Cancer
Therapy
Preclinical Models in Drug Development

Industry Perspectives and Future Directions

Same as above

Same as above

Same as above
Same as above

Drug Formulation and Delivery
Same as above
Same as above

Personalized Medicine in Oncology
Clinical Trials in Drug Development
Regulatory Affairs in Drug Development
Drug Safety and Toxicology

1～2通

Preclinical Models in Anti-Cancer therapy
Small Molecule Inhibitors in Anti-Fibrosis
Therapy
Small Molecule Inhibitors in Anti-Cancer
Therapy
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

Precautions for taking the course: Please read the course materials in advance. Review
the teaching materials as post-study.

Original English papers in the field of therapeutic target for fibrosis and carcinogenesis
including those published in Nature, Science, Cancer Cell, PNAS, Oncogene, Cancer
Research, Carcinogenesis, New England Journal of Medicine, Lancet

Molecular Biology of THE CELL (6th edition), Pathology of the mouse.

Grade evaluation method: Comprehensive evaluation based on understanding of
research theme, report, etc.
(1) The evaluation will be based on whether or not all items regarding the lesson content
have been correctly completed.
(2) Evaluation method (50% presentation, 50% report)
(3) Minimum standards for passing (earning credits): Be able to correctly explain all
items regarding the principles and challenges involved in the development of drugs for
anti-fibrosis and anti-cancer therapy.
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 2024 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回

第1回

第2回
第3回
第4回

第5回

第6回
第7回
第8回
第9回

第10回

第11回
第12回
第13回

第14回

第15回

Same as above

Advanced Data Analysis Techniques
Challenges and Future Directions in Single-
Cell Sequencing

Integration of Multi-Omics Data Same as above

Same as above

Experimental Design and Sample
Preparation
Cell Isolation Techniques
Library Preparation and Sequencing

Cell Clustering and Dimensionality
Reduction
Cell Trajectory Analysis

Same as above

Same as above

Same as above

Same as above

Same as above

Applications in Disease Research and
Therapeutics

This seminar course is designed to provide students with the knowledge and skills
needed to design, conduct, and analyze scRNA-seq experiments. Adjustments can be
made based on the specific focus and available resources.

Data Preprocessing and Normalization

Same as above
Same as above
Same as above

Same as above

事前・事後学習の内容
Before the class, students read thoughoutly
the materials.
After the class, students can summarize
and review the content

Same as above
Same as above

各回の授業内容

Introduction to Single-Cell RNA Sequencing

Basics of Transcriptomics
Single-Cell Technology Platforms

Quality Control in Single-Cell Data

Applications of Single-Cell RNA Sequencing

1～2通

講義
曜日・時限

2単位数

科目ナンバリング

Le Thi Thanh Thuy, Hoang Hai

(和): シングルセルRNAシーケンシングセミナー：アプリケーション、サンプル調製、およ
びデータ分析
(英): Seminar in Single cell RNA sequencing: Application, sample preparation, and data
analysis.

The goal of this seminar course is to provide students with a comprehensive
understanding of single-cell RNA sequencing (scRNA-seq) technologies, their
applications, sample preparation techniques, and data analysis methods. Students will
gain insights into the current advancements and challenges in the field of single-cell
transcriptomics.
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

Precautions for taking the course: Please read the course materials in advance. Review
the teaching materials as post-study.

Original English papers in the field of single cell RNA sequencing including those
published in Nature, Science, Nature Medicine, Cell, Hepatology, Journal of Hepatology

Molecular Biology of THE CELL (6th edition), Pathology of the mouse.

Grade evaluation method: Comprehensive evaluation based on understanding of
research theme, report, etc.
(1) The evaluation will be based on whether or not all items regarding the single cell
RNA sequencing analysis have been correctly completed.
(2) Evaluation method (50% presentation, 50% report)
(3) Minimum standards for passing (earning credits): Be able to correctly explain all
items regarding the understanding of single-cell RNA sequencing (scRNA-seq)
technologies, their applications, sample preparation techniques, and data analysis
methods. .
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 2024 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回

第1回

第2回
第3回

第4回

第5回
第6回

第7回

第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

Same as above

1～2通

Choosing the Right Journal

Authorship and Publication Ethics

Abstract Writing and Summary

Peer Review Process

Structuring the Discussion Section
Crafting an Engaging Introduction

The goal of this course is to equip students with the skills and knowledge required to
write, submit, and publish high-quality scientific papers in English-language journals. By
the end of the course, students should be proficient in the entire process of scientific
communication, from formulating research questions to navigating the publication
landscape.

This course is designed to providemedical PhD students with practical skills and insights
into the intricacies of writing and publishing scientific papers in English.

Same as above

Same as above

Students' presentation/presentation attitude during exercises will also be evaluated.
Nature, Cell, Science, their sister publications, and others will be introduced as
appropriate during each class.
No specification

Post-Publication Strategies

(1) In order to confirm the degree of achievement of the goals, presentations and
question and answer sessions will be held during the exercise.
(2) Presentation (70%), Q&A (30%).
(3) Applicants who score 60% or more of the overall score will be considered successful.

Same as above
Same as above

Same as aboveManuscript Preparation and Submission

事前・事後学習の内容
Before the class, students read thoughoutly
the materials.
After the class, students can summarize
and review the content

Same as above

Same as above

各回の授業内容

Introduction to Scientific Writing

Understanding the Target Audience
Literature Review and Citations
Formulating Clear Research Questions and
Objectives
Experimental Design and Methods Section
Data Analysis and Results Presentation
Interpreting Results and Drawing
Conclusions

Same as above
Same as above

Same as above

Same as above

Same as above
Same as above

演習
曜日・時限

2単位数

科目ナンバリング

Le Thi Thanh Thuy, Hoang Hai

(和): グローバル教育と医学の応用実践: 英語で科学論文を書いて出版する方法
(英): Applied practice in Global Education and Medical Sciences: how to write and
publish a scientific paper in English
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* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 2024 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回

第1回-15回

At least twice a year

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

Presentations at domestic and international
conferences and workshops

Prepare to summarize and present your
results

演習

3～4通

曜日・時限

2単位数

科目ナンバリング

Le Thi Thanh Thuy, Hoang Hai

(和): 発表表現演習（グローバル教育・医療学）
(英): Exercise in Presentation

- Explain research results
- Summarize research results
- Create posters and slides of research results
- Present your research results

Academic conference presentations and paper presentations are recognized as credits,
and students are required to prepare for academic conference presentations and
prepare oral and poster presentations.
Learn the methodology of arrange the data and how to present it as a paper.

事前・事後学習の内容

Advance: Read the paper and prepare for
the presentation on the day you are in
charge
Post-task: Plan future experiments

各回の授業内容

Recognizing unit credits for conference
presentations and paper presentations,
learning the methods of oral presentations
and poster presentations at conferences, as
well as presenting papers, and fostering the
habit of conference and paper
presentations.

(1) Be able to explain research results and summarize experimental results.
(2) Evaluation method
(3) Presentation at the paper abstract reading meeting (40%), summary of experimental
results (40%), presentation of results (20%)
(4) Minimum standards for passing: A total score of 60% or higher using the above
evaluation method will be considered passing.

Read related papers in advance

Original English papers in the field of fibrosis and carcinogenesis including those
published in Nature, Science, Cancer Cell, PNAS, Oncogene, Cancer Research,
Carcinogenesis, New England Journal of Medicine、Lancet

Molecular Biology of THE CELL (6th edition), Pathology of the mouse.

603



* 【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 2024 その他
授業形態
科目分類
配当年次

* 【シラバス情報】

* 授業概要

* 到達目標

* 授業回

From the first session
onwards

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

演習

1～4通

曜日・時限

8単位数

科目ナンバリング

Le Thi Thanh Thuy, Hoang Hai

(和): 研究指導（グローバル教育・医療学）
(英): Advanced Course of Medical Research

Positioning: This course is designed to understand medical biology of tissues fibrosis
and carcinogenesis, and disease progression through actual experiments.
Purpose: To acquire the knowledge, skills, and attitudes related to the design of the
study, implementation, and discussion of results, conference presentations, and paper
presentations. Students will also learn about research ethics.

事前・事後学習の内容
Prepare for the experiment and conduct
simulations. Be sure to record the results of
the experiment and consider them each
time.

各回の授業内容

Throughout the year, we will teach students
about experiments.

1.Able to plan experiments to prove hypotheses.
2.Selects an appropriate experimental method and conducts experiments.
3.The results can be described and discussed.
4.Students can present their research results at laboratory seminars and academic
conferences.
5.Present your research results in papers.
6.Know research ethics and be able to conduct experiments, research, and presentations
in compliance with them.

(1) Set the basic acquisition items and pass if you can achieve them.
(2) Evaluation based on oral examination (10%), presentation skills (15%) and attitude
(15%), and paper presentation (60%).
(3) The minimum standard for passing is if the goal is achieved.

Be sure to perform primary trial before conducting experiments, and record the
experimental results and discuss them each time.

Introduce when necessary
Introduce when necessary
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臨床医科学専攻博士課程 医療統計コース 授業科目一覧表 

※本一覧は、医療統計学を専攻している学生対象です。

授業科目 
対象学年 

学期 

単位数 

必修 選択 

専門教育科目 

 医学統計学 基礎 1～2 前期 3 

 医学統計学 応用 1～2 後期 3 

クリニカルトライアル総論 1～2 通年 1 

臨床研究管理学 1～2 通年 4 

統計コンサルティング 1 2～4 通年 2 

統計コンサルティング 2 2～4 通年 2 

数理統計学 1 1～4 前期 2 

数理統計学 2 1～4 後期 2 

 統計学特別講義 1～2 通年 4 

 発表表現演習 3～4 通年 2 

研究指導科目  研究指導 1～4 通年 8 

大学院共通教育科目 研究公正Ｂ 1 前・後 1 

共通教育科目 

 医学研究概論 1 前期 1 

 医学研究基本演習 1 前期 1 

 医学研究セミナー 1～2 後期 1 

履修方法及び修了要件 

 所定の年限在学し、専門教育科目、研究指導科目、大学院共通教育科目及び共通教育科目から 30 単

位以上を修得し、かつ論文の審査および最終試験に合格すること。 

605



【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1-2回

第3-4回

第5-6回
第7-8回
第9-10回
第11-12回
第13-14回
第15-16回
第17-18回
第19-20回
第21-22回

第23回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

試験

(1) 到達目標: 課題・試験で問われた内容を理解し説明できる
(2) 評価方法: 課題40%，試験60%
(3) 単位取得のための最低基準: 全ての課題提出および総合評価点60%以上取得

プログラミングや統計学習の経験などは不問です。

「今日から使える医療統計」新谷歩、医学書院、2015、税込み3000円
特になし、　必要に応じて適宜通知

ロジスティック回帰 課題
ポアソン回帰 課題
順序ロジスティック回帰 課題

相関係数と線形回帰分析 課題
交絡と多変量回帰分析 課題
疫学指標と2値アウトカムの解析 課題

単変量解析の選び方 課題
多重検定の問題 課題
症例数計算 課題

割合の検定、2項分布の連続性の補正、両
側検定と片側検定、１群の平均を既知の値
と比べる、独立2群の平均の比較

課題

講義、実習

1～2前 単位数 3

臨床研究の研究デザインや、創薬開発に必須な臨床試験、観察研究の解析に必要な疫学的
知識など総合的な知識を習得でき、実際の臨床データを統計ソフト（R、 EZR）を用いて
解析出来るような講義を行う。原則各回180分（休憩含）とし、適宜ビデオ講義を利用す
る。
臨床疫学研究で多用される統計学の基本的コンセプトを理解し、研究デザインやデータの
形に添って正しい統計検定手法の選択ができ、統計ソフトを用いて自身で解析を行うこと
ができる。臨床研究論文などで用いられる統計学を理解し、使用された統計手法について
評価及び他者に説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
データベース作成、データの要約、標本分
布、中心極限定理、仮説検定とP値

課題

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）医学統計学 基礎
（英）Medical Statistics Basic
新谷歩
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1-2回
第3-4回

第5-6回

第7-8回
第9-10回

第11-12回

第13-14回

第15-16回

第17-18回
第19-20回
第21-22回

第23回

* 成績評価方法

* 履修上の注意
* 教科書
* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）医学統計学 応用
（英）Medical Statistics Advance
新谷　歩

比例ハザード回帰分析 課題

講義

1～2後 単位数 3

臨床研究の研究デザインや、創薬開発に必須な臨床試験、観察研究の解析に必要な疫学的
知識など総合的な知識を習得でき、実際の臨床データを統計ソフト（R、 EZR）を用いて
解析出来るような講義を行う。原則各回180分（休憩含）とし、適宜ビデオ講義を利用す
る
臨床疫学研究で多用される統計学の基本的コンセプトを理解し、研究デザインやデータの
形に添って正しい統計検定手法の選択ができ、統計ソフトを用いて自身で解析を行うこと
ができる。臨床研究論文などで用いられる統計学を理解し、使用された統計手法について
評価及び他者に説明できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
生存時間解析 課題

時間依存型の比例ハザード回帰分析・競合リ
スクの解析

課題

リピートデータの解析１（導入） 課題
RCTのデータ解析 課題
リピートデータの解析２
（固体内相関を考慮した解析）

課題

リピートデータの解析３
（固定効果モデルと混合効果モデル）

課題

リピートデータの解析４
（一般化推定方程式）

課題

症例数計算・欠損値の補完 課題
予測研究の解析 課題
傾向スコア分析 課題
試験

(1) 到達目標: 課題・試験で問われた内容を理解し説明できる
(2) 評価方法: 課題40%，試験60%
(3) 単位取得のための最低基準: 全ての課題提出および総合評価点60%以上取得

医療統計学 基礎 を事前に受講していることを前提とします。
教科書・教材：「今日から使える医療統計」新谷歩、医学書院、2015、税込み3000円。
特になし、　必要に応じて適宜通知
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回

第6回

第7回
第8回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他 特になし

(1)到達目標：臨床試験に関わる基礎的な事項が説明できる。
(2)評価方法：確認テスト40%、課題レポート60%
(3)単位取得のための最低基準：課題レポートの提出を必須とする。

特になし

特になし。必要に応じて講義中に指示する。

特になし。必要に応じて講義中に指示する。

比較試験の種類（優越性試験、同等性試験、
非劣性試験）
例数設計
その他のトピックス

次回の授業範囲を予習し、専門用語等の意味
を理解しておくこと。

臨床試験の種類
ランダム化、盲検化
色々な試験デザイン（クロスオーバーなど）

研究計画、エンドポイント

講義

1～2通 単位数 1

臨床試験における基本から応用的なデザインを概説し、基本的な統計解析手法から実際に
現場で使われている手法も述べる。これらにより、統計的思考を身に付けた医学研究者と
して医学研究や先進医療の開発に携わる能力を養う。専門家によるレクチャーや適宜グ
ループディスカッションを行うことでより実践的で双方向な授業を行う。

臨床試験における統計の必要性を理解し、他者に説明することができる。試験デザインな
どを理解し、統計的考察により、臨床試験の様々な局面における統計手法のあり方につい
て自らの意見を持ち、自らプロトコルなどを吟味できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
臨床試験概論

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）クリニカルトライアル総論
（英）Introduction to Clinical Trial
新谷　歩
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回

臨床研究の品質管理 藤井比佐子

吉田寿子

データクリーニングの実際 吉田寿子

データ収集の実際 吉田寿子

データクリーニングの実際

データマネジメント概論

いろいろなEDC・症例報告書 吉田寿子

吉田寿子

EDC構築の実際 吉田寿子

事前・事後学習の内容

講義内容の理解を深めるため課題を指定する

倫理的事項 吉田寿子
倫理審査 吉田寿子

科目ナンバリング
（和）臨床研究管理学
（英）Clinical Research Management
吉田 寿子，藤井 比佐子
2024 曜日・時限

臨床研究関連指針・法令

臨床研究のデザイン

研究計画書の作成 吉田寿子

吉田寿子

吉田寿子

講義

1～2通 単位数 4

統計解析のみならず，研究立案，指針や法令の理解，調整事務局業務，データマネジメン
ト，品質管理なども含め，臨床研究にかかわるすべての職種の業務について理解し，臨床
研究をマネジメントすることのできる人材が求められている．本科目では，講義や演習を
通して，臨床研究を実施，または支援することについて学び，発展させる方法を考える．
年間で全31コマの授業を行う。1つの題目につき約2コマ分の授業を予定している。

臨床研究に関する指針・法令を説明できる．
研究デザインを理解し研究計画書の作成・査読ができる．
調整事務局，データマネジメント，モニタリングなどの業務を理解し，実践を通して，臨
床研究のマネジメントができる．

各回の授業内容
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第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1) 到達目標: 課題を自分の力で遂行できる（倫理指針の理解，プログラミングスキルの習
得）
(2) 評価方法: 課題100%
(3) 単位取得のための最低基準: すべての課題の提出
随時演習も取り入れるので，教室において講義に参加することが望ましい．
クリニカルトライアル総論の受講と同時に，下記2冊の内容について自己学習すること．

なし
・ 医学的研究のデザイン 研究の質を高める疫学的アプローチ，木原雅子・木原正博 翻
訳，メディカルサイエンスインターナショナル 出版
・ Fundamentals of Clinical Trials, Lawrence M. Friedman著，Springer

中央モニタリングの実際

プロジェクトマネジメント 藤井比佐子

吉田寿子

割付を伴う臨床試験の実際

研究成果の発表 吉田寿子

吉田寿子

品質管理の実際 藤井比佐子
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

(1) 到達目標: 研究者の疑問に答え，よりよい解析手法の提案ができる．
(2) 評価方法: コンサルテーションの参加回数とレポートの提出（100%）
(3) 単位取得のための最低基準: 10件分のコンサルテーションレポート

その他の講義で学んだ内容をすべて復習すること。
こちらから声掛けは行わないので，自発的，かつ積極的にコンサルティングに参加するこ
と．
なし
なし

コンサルテーションに同席する。傍聴人にな
らず積極的に発言すること。

研究計画書等の事前資料がある場合は読み込
んで準備しておくこと。
コンサルテーション後は内容をまとめて担当
教員に提出すること。

医療従事者が主体の臨床研究において，担当教員とともに統計コンサルティングの場に参
加し，適切なアドバイスの仕方や解析方法を学ぶ．研究代表者との折衝や論文化までの流
れを経験し，統計解析に携わる者の基本動作を学習する．

教員の指導の下，最低でも，年間10件の統計コンサルティングに参加しレポートをまとめ
る．また，実際のデータ解析に携わる．
対象学年は2年次以降とする．
コンサルティング出席後は，相談および助言の内容をレポートにまとめる。解析を依頼さ
れた場合は実際に解析ソフトを使用した解析を行い，研究者にわかりやすい形式で解析結
果を提示する．研究の内容が論文化される場合は統計パートのレビューを行う．
統計コンサルティングを通して主に次の能力を養う．
・研究の進め方や解析方法についての提案力
・統計解析について医療従事者に正しく説明する能力
・解析ソフトを使用した実際の解析能力
・論文上での正しい表現力

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

2024 曜日・時限
演習

2～4通 単位数 2

科目ナンバリング
（和）統計コンサルティング1
（英）Statistics Consulting1
新谷　歩，吉田　寿子
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

医療従事者が主体の臨床研究において，担当教員とともに統計コンサルティングの場に参
加し，適切なアドバイスの仕方や解析方法を学ぶ．研究代表者との折衝や論文化までの流
れを経験し，統計解析に携わる者の基本動作を学習する．

教員の指導の下，最低でも，年間10件の統計コンサルティングに参加しレポートをまとめ
る．また，実際のデータ解析に携わる．
対象学年は2年次以降とする．
コンサルティング出席後は，相談および助言の内容をレポートにまとめる。解析を依頼さ
れた場合は実際に解析ソフトを使用した解析を行い，研究者にわかりやすい形式で解析結
果を提示する．研究の内容が論文化される場合は統計パートのレビューを行う．
統計コンサルティングを通して主に次の能力を養う．
・研究の進め方や解析方法についての提案力
・統計解析について医療従事者に正しく説明する能力
・解析ソフトを使用した実際の解析能力
・論文上での正しい表現力

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
コンサルテーションに同席する。傍聴人にな
らず積極的に発言すること。

研究計画書等の事前資料がある場合は読み込
んで準備しておくこと。
コンサルテーション後は内容をまとめて担当
教員に提出すること。

2024 曜日・時限
演習

2～4通 単位数 2

科目ナンバリング
（和）統計コンサルティング2
（英）Statistics Consulting2
新谷　歩，吉田　寿子

(1) 到達目標: 研究者の疑問に答え，よりよい解析手法の提案ができる．
(2) 評価方法: コンサルテーションの参加回数とレポートの提出（100%）
(3) 単位取得のための最低基準: 10件分のコンサルテーションレポート

その他の講義で学んだ内容をすべて復習すること。
こちらから声掛けは行わないので，自発的，かつ積極的にコンサルティングに参加するこ
と．

なし

なし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）数理統計学1
（英）Mathematical Statistics 1
谷内　颯樹

連続型分布

確率とその周辺

講義

1～2前 単位数 2

生物統計家として実務に携わる上で知っておくべき統計学の基礎理論を学ぶ。

数理統計の基礎となる理論を学び、初等的な解析については自ら適切な解析方針を立て実
施、解析結果を説明できること。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
記述統計

検定⑦集計表の解析
試験

自身の手で式変形などを行い、数式の意味を理解すること。

上記の授業計画を参照のこと。
主として講義ビデオを用いるが、双方向コミュニケーションのために定期的にオフィスア
ワーを設けるので活用すること。

前回の授業内容を復習しておくこと。

検定④2標本母平均の検定
検定⑤ノンパラメトリック検定
疫学関連の指標/検定⑥2標本母比率の検定

仮説検定の基礎/検定①母平均の検定
検定②母比率の検定
検定③片側検定とサンプルサイズ

多変量連続型分布
推定①点推定と最尤法
推定②区間推定

離散型分布
多変量離散型分布
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他 参考資料としてRのコードを配布するので、Rstudioが使いこなせることが望ましい。

(1)到達目標の達成度の評価
解析の背後にある数学的背景が説明でき、かつ実際に計算・解析できるかを問う。
用語を正しく使えているか(数学的表現)、わかりやすく表現できるか(臨床的表現)を総合的
に評価する。また、論述の際に丁寧に・正しく・飛躍なく記述できているかを重視する。
(2)評価方法
課題40%および試験(記述式)60%
(3)単位習得基準
課題と期末試験の結果を100点満点に圧縮して60%以上
(解析の背景にある数理の大枠が説明でき、与えられたデータに対して適切な解析が実行で
きること)
ただし、医療統計学応用、統計学特別講義を受講予定の学生は試験単独で80%以上得点で
きる実力を有することが望ましい。

講義ガイダンスに参加すること。

毎回、講義資料を配付する。

Fundamentals of Biostatistics, 8th edition, Bernard Rosner 著, Brooks/Cole Pub Co
その他は随時講義等で紹介する。
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

* 授業回

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

* 授業内容

* 事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）数理統計学2
（英）Mathematical Statistics 2
谷内　颯樹

生物統計家として実務に携わる上で知っておくべき、より実用に即した統計学の理論・解
析方法を学ぶ。

数理統計学1では扱いきれなかった理論を学び、発展的な解析について、自ら適切な解析方
針を立て実施、解析結果を説明できること。

事前・事後学習の内容

2024 曜日・時限
演習

1～2後 単位数 2

各回の授業内容

上記の授業計画を参照のこと。
主として講義ビデオを用いるが、双方向コミュニケーションのために定期的にオフィスア
ワーを設けるので活用すること。
自身の手で式変形などを行い、数式の意味を理解すること。

前回の授業内容を復習しておくこと。

生存時間解析
生存時間解析
生存時間解析
生存時間解析

分散分析

一般化線形モデル
ロジスティック回帰
ロジスティック回帰
経時データ解析
経時データ解析

単変量線形回帰
単変量線形回帰

多変量線形回帰
多変量線形回帰

一般化線形モデル
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* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

(1)到達目標の達成度の評価
解析の背後にある数学的背景が説明でき、かつ実際に計算・解析・解釈できるかを問う。
論述の際に丁寧に・正しく・飛躍なく記述できているかを重視する。
(2)評価方法
課題100%
(3)単位習得基準
各課題の結果を100点満点に圧縮して60%以上
評価基準は以下の通り。
・解析の背景にある数理の大枠が説明できるか
・解析手法の仮定等を考慮し、適切な解析を実施できるか
・解析結果を正しく解釈し、説明できるか

とくになし
毎回、講義資料を配付する。

Annette J. Dobson, 一般化線形モデル入門
船渡川伊久子 他, 経時データ解析
David W. Hosmer et.al., 生存時間解析入門　など
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第30回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）統計学特別講義
（英）Special Lecture about Statistics
新谷　歩

演習

1～2通 単位数 4

医療統計学で開催する臨床研究や統計学に関する専門的な講義

臨床試験や統計学の最新の知見を得て、臨床研究論文などで用いられる統計学を理解し、
実践において適切な知識を活用できる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

専門講師による統計学や臨床研究に関するア
ドバンストな内容
・カテゴリカルデータ解析　・SEM
・予後/予測研究　・時系列分析　等

講師から提示された課題（予習・復習）

レポートにより、学習内容の理解度を評価する（100%）各セミナー、学習コース、学会参
加ごとにレポートの提出を単位取得のための必須条件とする。
その他の講義で学んだ内容をすべて復習すること
こちらから声掛けは行わないので，自発的，かつ積極的に参加すること．対象となるセミ
ナー等の選定については，教員に相談すること．

講義資料を配付する

講義開催の案内と共に通知する
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第15回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献
* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）発表表現演習　（医療統計学）
（英）Exercise in Presentation
新谷　歩

演習

3～4通 単位数 2

学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行い、口頭発表やポスター発
表の経験を積み、論文として発表する方法を学ぶ。

年間最低1回の国内外での発表を目標とし、外部の研究者からの意見を研究に反映する。
自らの研究内容を学会で発表し、外部の研究者と研究に関するディスカッションが十分出
来るよう担当教員が指導する。年間およそ1回の発表を目標に研究を進め、受講者は発表前
に担当教員から発表に関するアドバイスを受ける。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

学会発表および発表予行演習
論文化へのディスカッション

研究内容の発表準備とディスカッションの振
り返り

(1) 到達目標: 統計学の基礎的な理論を理解し，年間1回以上の学会発表を行う
(2) 評価方法: 発表内容（スライドの内容とプレゼンテーション）
(3) 単位取得のための最低基準: 年間 1回以上の発表

発表することで得た外部の研究者の意見は自らの研究内容に反映すること

特になし

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1回～第60回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書
* 参考文献
* その他

(1) 査読ありの英文誌へのアクセプトをもって目標達成とする
(2) 評価方法: 論文のアクセプトだけでなく，毎月1回以上実施する研究発表会への出席お
よび研究内容についてのプレゼンテーション（年間60%以上）
(3) (1)と同じ

こちらから声掛けはしませんので，質問や進捗報告など，積極的に教員とコミュニケー
ションをとってください．
なし
なし

演習

1～4通 単位数 8

臨床医科学専攻は、外科、内科分野を中心として臓器別専門性が確立し、さらに画像診断
などをはじめとした情報・医用工学の進歩による診断技術、治療手段にも大きな進歩を取
り入れ、高いレベルでの教育研究を行い、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進し
て、２１世紀における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行
う。
医科学研究の広領域化と高度職業人の養成を踏まえ，自らの研究課題を見つけ，医療統計
学について得た知識と経験をもとに，国際的に通用する学術研究を行うことのできる人材
を育成する．
一通りの統計解析が実施でき，学術雑誌へアクセプトされること．
1) 医学・医療の広い範囲にわたり優れた理解力と応用力を培う
2) 医学以外を学んできた学生の研究能力を高め医学・医療の抱える諸問題を理解する
3) 個々の職業人の特性を生かして，より高度な関連知識の習得と技術の高度化を研究指導
する．

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

研究内容の発表とディスカッション
研究内容の発表準備とディスカッションの振
り返り

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）研究指導　（医療統計学）
（英）Advanced Course of Medical Research
新谷　歩
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大阪公立大学 重症児の在宅支援を担う医師等養成コース 

研 究 科：医学研究科 

専 攻：臨床医科学 

科目区分 授業科目 配当年次 単位数 

専門教育科目 

(必修)小児在宅医療 １～２ ８ 

(必修)小児在宅医療実習 １～２ ４ 

発表表現演習 ３～４ ２ 

セミナー
研究指導科目 

(必修)小児在宅医療セミナー １～２ ２ 

(必修)研究指導 １～４ ８ 

共通教育科目 

(必修) 医学研究概論 １ １ 

(必修) 医学研究基本演習 １ １ 

(必修) 医学研究セミナー １～２ １ 

大学院共通教育科目 (必修) 研究公正Ｂ １ １ 

専門教育科目 （※）関連のある専門教育科目 

１．（※）について、基礎医科学専攻及び臨床医科学専攻（がん専門医療人養成コース及び医療統計コース

を含む）の授業科目のうち、関連のある専門教育科目から授業科目を選択し、その単位を修得すること。 

２．課程修了に必要な単位数：３０単位以上。 

３．学位論文の提出は、本学大学院医学研究科の規定に準ずる。 
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）小児在宅医療
（英）Pediatric Home Medical Care
新宅治夫、濱崎考史、余谷暢之、冬木真規子

在宅重症児総論2

講義

1～2通 単位数 8

重症児の在宅支援に関わるための能力を育成するために、重症児の評価、病院から在宅移
行への流れ、在宅移行後の各職種の役割、制度について各専門家による講義を行う。

小児在宅医療について退院から地域での生活までを横軸でとらえることができる。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
在宅重症児総論1

在宅重症児総論3
在宅重症児の見方1
在宅重症児の見方2
病院から在宅移行の実際1
病院から在宅移行の実際2
療育センターの役割と実際1
療育センターの役割と実際2
訪問診療と往診の実際1
訪問診療と往診の実際2
訪問看護の役割1
訪問看護の役割2
学校における在宅支援1
学校における在宅支援2
緩和医療とアドバンス・プランニング1
緩和医療とアドバンス・プランニング2
重症児診療における倫理的課題1
重症児診療における倫理的課題2
リハビリテーションの実際1
リハビリテーションの実際2
ご遺族の視点から1
ご遺族の視点から2
相談支援事業1
相談支援事業2
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第26回
第27回

第28～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

小児在宅医療における行政の役割1
小児在宅医療における行政の役割2
在宅移行の実践・グループワーク

内容の理解度について前後アンケート及びテストにて評価する(試験60%、小テスト40%)。
小児在宅医療について退院から地域での生活までを横軸でとらえることができるかが、合
格のための基準となる。

連携大学院（秋田、山形、鳥取）の講義も受講可能

必要なレジュメ、スライドなどはmoodleを通じて提供する。

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～5回
第6～11回
第12～16回
第17～21回
第22～26回
第27～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）小児在宅医療実習
（英）Pediatric Home Medical Care
新宅治夫、濱崎考史、余谷暢之、冬木真規子

訪問診療 同上

演習

1～2通 単位数 4

重症児の在宅支援に関わるための能力を育成するために、重症児が利用する施設に行き、
現状について学ぶ機会を得る。

在宅重症児が利用する施設の実際を体験し、在宅に必要なサービスについて知識を得、経
験を積む。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
療育施設 該当する講義レジュメを予習・復習

訪問看護ステーション 同上
ホスピス 同上
ボランティア活動など 同上
その他在宅重症児がかかわる施設 同上

内容の理解度について前後アンケート及びテストにて評価する(試験60%、小テスト40%)。
小児在宅医療について退院から地域での生活までを横軸でとらえることができるかが、合
格のための基準となる。

施設についてはこちらで準備するが、希望があれば希望の施設に行くことも可

必要なレジュメ、スライドなどはmoodleを通じて提供する。

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回

第1～5回

第6～11回

第12～16回

第17～21回

第22～26回

第27～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

2024 曜日・時限

科目ナンバリング
（和）小児在宅医療セミナー
（英）Seminar of Pediatric Home Medical Care
新宅治夫、濱崎考史、余谷暢之、冬木真規子

小児在宅医療に関する人材養成講習会 同上

講義

1～2通 単位数 2

小児在宅医療セミナーは、小児在宅における現状と課題、最新の情報など多面的に小児在
宅をとらえる力を要請する。

小児在宅の現状と課題を理解し、解決する能力を身に付ける。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容

小児在宅医療研修会 該当する講義レジュメを予習・復習

小児在宅医療支援研究会 同上

小児在宅医療地域コア人材養成講習会 同上

在宅療養支援診療所からみた小児在宅医療 同上

その他、小児在宅医療にかかわる講習会、講
演会

同上

内容の理解度についてレポートにて評価する。
合格のための最低基準としては小児在宅の現状と課題を理解し、解決する能力を身につけ
ていることを基準とする。

施設についてはこちらで準備するが、希望があれば希望の施設に行くことも可

必要なレジュメ、スライドなどはmoodleを通じて提供する。

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～5回
第6～11回
第12～16回
第17～21回
第22～26回
第27～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

科目ナンバリング
（和）発表表現演習（重症児コース）
（英）Exercise in Presentation
新宅治夫、濱崎考史、余谷暢之、冬木真規子

重症児の在宅支援に関わる学会発表や論文発表を単位と認め、学会発表に際して予行を行
い、口頭発表やポスター発表の方法論を学び、論文として発表する方法を学ぶ。

重症児の在宅支援を学術的にとらえ、解析しその研究成果を自らまとめて、発表し論文化
できる。

各回の授業内容

2024 曜日・時限
演習

3～4通 単位数 2

事前・事後学習の内容
事前準備 該当する講義レジュメを予習・復習

論文投稿・査読 同上

講演会 同上
学会発表

予演会 同上

同上
論文作成 同上

内容の理解度・プレゼンテーションの技術で評価する。発表および質疑応答の内容で評価
する。

事前学習として、各専門の基本的知識を確認してから参加すること。事後学習として、発
表での質疑応答で取り上げられた問題点についてまとめ、報告書を作成する。

必要なレジュメ、スライドなどはmoodleを通じて提供する。

特になし
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【科目情報】
授業コード

授業科目名

担当教員氏名
開講年度・学期 その他
授業形態
科目分類
配当年次

【シラバス情報】

授業概要

到達目標

授業回
第1～5回
第6～11回
第12～16回
第17～21回
第22～26回
第27～31回

* 成績評価方法

* 履修上の注意

* 教科書

* 参考文献

* その他

カンファレンスにおいて内容の理解度・プレゼンテーションの技術を評価する。
さらにその発表および質疑応答の内容を評価する。

学習内容を理解するため、各一定の時間（最低１時間程度）の予習、復習をすることが望
ましい。

必要なレジュメ、スライドなどはmoodleを通じて提供する。

特になし

事前準備 該当する講義レジュメを予習・復習

論文投稿・査読 同上

講演会 同上
学会発表

予演会 同上

同上
論文作成 同上

重症児の在宅支援に関わる医療的・社会的資源を理解し、現状の問題点を学術的に解析す
ることで、解決策を立案し、学際領域を発展させて患者中心の医療を推進して、２１世紀
における都市型大学として期待される人材を育成するように研究指導を行う。

重症児の在宅支援を学術的にとらえ、問題解決のための立案ができる。

各回の授業内容

2024 曜日・時限
演習

1～4通 単位数 8

事前・事後学習の内容

科目ナンバリング
（和）研究指導　（重症児コース）
（英）Advanced Course of Medical Research
新宅治夫、濱崎考史、余谷暢之、冬木真規子
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